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凶暴三兄弟




　凶暴三兄弟なんて呼び名が付いたのが、いつかなんて記憶にはない。

　俺が中学に上がる頃には、もうその呼び名は近隣住民には定着していたし、それは俺が高校三年生になっても変わっていない。俺やハジメ兄貴やミツルの名前はとうに呼ばれなくなって、その呼び名だけが足の裏の米粒みたく鬱陶しくこびり付いて離れない。

　凶暴三兄弟という呼び名を言う時の住民の顔は、いつだって恐怖と嫌悪に強張っている。その表情を見る度に――兄貴やミツルがどう思うかは知らないが――俺はいきり立つ。

　コメカミにプッツリと血管が浮かび上がって、奥歯がギリギリと歯軋りを鳴らす。はぁはぁ、そんな風に俺を見るわけね？　なら、もっと酷ぇことをしてやろうか？　となるわけだ。

　つい二日前、俺が通り過ぎた後ろで内緒話をした主婦二人を殴り倒したばかりだ。ひそひそ話の隙間から聞こえた「凶暴三兄弟」という一言に、炸裂するように思考回路が弾けた。

　主婦二人を地面に叩き伏せて、傍らで三輪車に乗っていたガキを「おがぁさーん！」と泣き喚かせた。何が「おがぁさーん！」だ。文句があるなら、俺を殴り返せば良いんだ。力で打ち勝てば良いんだ。泣くしか能の無い子供なんか大嫌いだ。

　だから、俺はそのガキの三輪車をへし曲げてゴミ捨て場に放り投げてやった。ガキを殴らなかっただけでも偉いものだと、今自分に拍手を送りたいぐらいだ。

　こんな風に暴力を奮っても警察沙汰にならず、俺の横暴が許されるのは、俺の親父がこの地域の権力者だからだ。町の住民かその親族の大半が親父の会社で働いている。つまり、親父の指先一つでこの町の住人たちは即座に無職になれるのだ。

　俺は何をやっても許される。だから、何でもできる。何でも壊せる。だけど、逆に言えば、何をやっても俺は誰からも許されなかった。

　だが、そんな俺にも転機が訪れる。転機というものは、擦れ違い様の一目惚れのように唐突にやってくるものなのだ。

　しかも、その転機は俺だけでなく俺たち兄弟の関係にも影響を及ぼしたりもした。これが後の世に言う、麻原兄弟の改革である――というのは冗談だけども。 
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　午後八時、帰宅した兄貴は、いつも通りの無表情で「姫子が殺されとる」と言った。眼鏡の奥の切れ長な瞳は冷血過ぎるほど平静で、動揺した素振りは欠片もうかがえない。スーツをきっちりと身に付けて、エリートサラリーマンじみた空気を超然と醸し出している。本当は血みどろな医者のくせに。

　最初は兄貴の言っている意味が分からなかった。ソファに寝そべったまま、ぽかんと開いた口からポテチを零して、呆然と兄貴を見上げた。

「姫子ぉ、殺されたぁ？」

　間の抜けた声でオウム返しに聞き返すと、兄貴は面倒臭そうな顔で一度頷いた。隣のソファに座ってテレビを見ているミツルは「へぇ」とやる気のなさそうな相槌を打った。

　姫子というのは、我が家で飼っている犬だ。真っ黒くて艶やかな毛並みをした血統書付きのドーベルマン。シャープな体付きをしているというのに、いつだって舌は出しっぱなしの間抜け面な愛すべき犬だ。

　俺の七歳の誕生日にプレゼントされた姫子。もう十一歳のおばあちゃん犬だったのに。後は穏やかに老衰するだけだと思っていたのに。

　あぁ、可愛い可愛い俺の姫子！　殺されるってどういうことだ！

　思わずソファから起き上がって、「何でだよぉ！」と駄々をこねるガキみたく地団太を踏めば、兄貴もミツルもひどく鬱陶しそうに俺を見詰めた。

　ミツルに至っては、「うっせぇよ二郎」とお兄様を呼び捨てにする始末だ。十六歳とは思えない少女じみた童顔を歪めて、眉間に皺まで寄せている。

　その可愛らしい唇が罵詈雑言を吐き捨てたり、小さな体躯が大男を吹っ飛ばしたりするのだから、世の中というのは不可思議かつ不条理なことで溢れている。

「何で姫子が殺されるんや！」

「そんなん知らんわ。庭に黒いもんが転がっとったから何やと思うたら姫子やったんや。姫子はお前の犬やろうが」

　愛想のない兄貴の口調に、俺は噴火しそうになる。部屋の中で「ヴがあぁぁ」「ぐぎゃあぁ」と恐竜じみた喚き声を張り上げて、それから裸足のまま庭へと駆け出す。

　門の近くに可哀想な姫子は転がされていた。暗闇に溶けてしまいそうなほど、真っ黒な姫子の身体。弛緩したまま動かない黒い塊を見て、俺の呼吸は止まる。足も止まる。身体が硬直して、石みたくガチガチになる。

　玄関から、ミツルがのんびりした足取りでやってくる。

「ほんまに姫子やないか。うへぇ、何じゃこれ。足切られとるやん」

　ミツルの声を聞いて、俺の上昇しまくっていた血圧が一気に下がる。

　足！　しなやかで躍動感のある姫子の足が！　芝生に膝をついて、暗闇の中、手探りに姫子の身体を探る。ミツルの言う通り、姫子の足はなかった。右の前足が根元から切り落とされている。真っ赤な肉がむき出しになった切口はザラザラしていて、いかにも鋭さのないものでゴリゴリと切られたといった感じだ。辺りを見渡しても、姫子の失われた足は影も形もない。

　俺は全身をぶるぶると怒りに震わせながら「ざけんなよ」と押し殺した声で呟く。

　ざけんなよ、ざけんなよ、巫山戯んなよ！　俺の姫子にこんなことをしておいてタダでいられると思うなチンポ野郎め！　手前の尻穴を犬に犯させて、犬のチンポしゃぶらせて、引き摺り出した腸を犬に食わせて、お犬様に命乞いさせてやる！

　ミツルはしゃがみ込んだまま、げんなりした顔で姫子の死体を指先で弄くっている。ミツルの顔付きから、姫子の死を悲しんでいないことが分かって、更に俺は怒り狂う。お前らは家族が死んでも、こんなに冷淡でいられるのか！

「お前悲しくないんか！　ムカつかんのんか！　姫子が殺されたんやで！　こんな、こんな足まで切られてブチ殺されとんやで！　何でお前そんな平静でいられるんや！」

　怒りの矛先を変えて怒鳴り散らせば、ミツルが大きな目を細めて睨み上げてきた。童顔なのに無闇に迫力があるのは、今まで人を殴り飛ばしてきた経験が威圧感としてミツルから滲み出ているからだろう。

「二郎みたいにギャアギャア喚いたところで姫子が生き返るわけでもねぇし、死んだもんはしゃあないやろうが」

「しゃあない言うな！」

　姫子の死を割り切って考えるミツルが憎らしくて堪らない。死んでしまったものは生き返らないし諦めてしまおう、確かにそう言い切ってしまえば簡単だ。

　だけど、人間そういうものではないだろう。誰かが死ねば仕方ないなんて割り切れずに泣き喚くものだろうが。到底無理な願いだと分かりながらも生き返って欲しいと願うものだろうが。人間そういうもんだろうが！　それすら分からない俺の弟はどこまで人でなしなんだ！

「じゃあ、どうすりゃええんや。俺に泣いて悲しめ言うんか」

「そんなんちゃうわ！　そんなんせんでええ！」

　ヒステリックな金切り声をあげて嫌々するように首を左右に振っていれば、Ｔシャツに着替えた兄貴がやって来た。人でなし二号の登場だ。

「ええ加減にせえや二郎。お前の我侭は聞き飽きた」

「我侭やない！　俺は人として当然のことを言うとるまでや！　俺は姫子の家族として当り前のこと言うとるだけや！　何やお前らこそ！　何で、何で」

「やけぇ、結局二郎は俺らに悲しんでもらいたいんやろうが」

　ミツルが口を挟む。前髪を掻き上げながら、煩わしそうな眼差しで俺を見据えるミツルの眼差しが腹立たしい。

　俺は奥歯を噛み締めて、ミツルを殴り倒したい衝動を堪える。一旦殴り合いを始めると、お互いに血みどろになって、どちらかが気絶するまで終わらない。ミツルとはしょっちゅう喧嘩するが、一度だって話し合いで解決したことはない。

　酷いときには、お互いの肋骨を合わせて四本ほど折ったことがある。俺に至っては、折れた肋骨が右肺を突き破って死にかけたほどだ。兄貴の処置がなかったら、俺は確実に三途の川を渡っていたし、ミツルは殺人犯になっていただろう。その時ほど、兄貴が医者だったことを感謝したことはない。

　そうして、今目の前に兄貴はいるし、喧嘩の準備や動機は整っている。だが、俺は今怒るよりも泣きたい気分なのだ。姫子の死を嘆いて嘆いて、いっそ嘆き死んでしまいたい気分なのだ。ミツルと喧嘩をしている場合じゃない。だから、拳の代わりに噛み付くように叫ぶ。

「違うわアホ！　この人でなしの冷血漢のアホ垂れが！」

「アホ言うなやアホ！」

　血が昇ったミツルが勢いよく立ち上がって、拳を振り上げてくる。結局殴り合いタイムに突入か。いや、今日は俺もミツルも気が立っているから、もしかしたら殺戮タイムになるかもしれない。その場合、俺かミツルどっちが死ぬのか。そりゃあ確実にミツルだ。二歳の差はでかいって覚えておけ畜生馬鹿弟め、ぶち殺してやる。

　と、ミツルに向かって上段蹴りをかまそうとした瞬間、兄貴が瞬間移動のような速さで、俺とミツル、それぞれの顔面に一発ずつ拳を叩き込んだ。肉を殴られる音が闇に響いて、俺とミツルは二人仲良くゴロゴロと庭の芝生の上を転がった。

　芝生に仰向けになったまま、しばらく呆然と星空を見上げる。田舎の空は星が綺麗に見えるから素敵ね。なんて、くだらないことを考えていたら、不意に頬肉が尋常じゃない熱を発して痛み始めた。

「いでぇえ！」

「何で俺も殴るんやクソハジメ！　殴るなら二郎だけやろうが！」

　芝生の上で悶絶したまま、二人して不平不満を不協和音に奏でる。そんな俺らを見下ろして、兄貴は腰に片手を当てて、呆れたような溜息を付いた。

「お前ら馬鹿げた兄弟喧嘩はすんな。近所迷惑やろうが」

　飄々とそんなことをほざく兄貴の姿に、ふつふつと苛立ちが込み上げてくる。どこの口が『近所迷惑』だなんて言ってやがる。手前こそ、数年前まではやりたい放題暴れ放題な『凶暴三兄弟』の一人だったじゃねぇか。腹の内で燻るようにそう吐き捨てる。

「兄貴も俺責めるんか。俺が悪いって言うんか！」 

　噛み付くみたいに吠えたら、同じく芝生に転がったままのミツルが「二郎のクソボケが悪いんやろうが！」と叫び返してきた。それに唸るように歯を剥き出して、ミツルを睨み付ける。実際、咽喉からグルルルと犬じみた唸り声が溢れた。

「二郎だけが悪い言うとらんやろうが。俺は、お前ら二人に馬鹿な喧嘩はすんな言うとんや。また死にかけたいんかお前らは」 

「でもっ！」 

「でも、やないやろうが。お前らそんなに兄弟で殺し合いたいんか。そんなにお互い憎らしくて堪らんのか？　殺さんにゃ気がすまんのか？」 

　そこまで言われると、ぐうの音も出なかった。ミツルに対して腹は立つが、殺したいわけじゃない。当然憎いわけでもない。『兄弟』という単語は、俺の中で意味のない無力な言葉なんかじゃない。

　悔し紛れに奥歯を噛み締めた途端、殴られた頬の痛みが痺れるように伝わってきて、じわりと眼球に涙が滲んだ。

　兄貴のパンチはきつい。強いとか痛いとかの前にきつい。威力が半端ないのは当然だけど、殴るのに理由がある。理路整然とした理屈がある。だから、殴られた後もずっときつい。殴られた場所だけじゃなくて心臓がジクジクと疼いて、段々悲しくなってくる。 

　浮かんできた涙をぞんざいに拭って、鼻を啜る。そうしたら、不意に兄貴の細い指が頭を撫でてきた。毛並みを梳くような柔らかな手つきが気持ちいい。

「姫子殺されて、お前がギャアギャア喚くんのも分かるけどな、ミツルに当たるのは違うやろ？」

「わかっとる。わかっとるけど、どうしたらええかわからん」 

　情けないことに声が涙声になっていた。気持ちが地面にめり込みそうなぐらい落ち込んでいるのが自分でも分かる。犬一匹と客観的に思う心と、姫子が殺されるだなんて嗚呼あんまりだと感情的に嘆く心が混ざり合って、自分でも制御不可能なほどに陰鬱になっていた。 

「姫子が、可哀想や。俺しか悲しまんなんて可哀想過ぎる。兄貴やミツルにとっては姫子は家族やなかったんか。なら、姫子は何やったんや。それ思うと、悲しいし、可哀想や。だから、悔しい。姫子が家族やって思われとらんかったことが、悔しくて堪らん。俺は姫子好きやのに。姫子が一番俺のそばにおってくれたのに、もうおらん。俺は、姫子がおらんのが悲しくて寂しくてたまらんで、どうしたらええんかわからん。わからんのんやぁ」 

　鼻声でたどたどしく呟く。芝生に座り込んだミツルが、これみよがしな溜息を吐いたのが聞こえて、俺は再びミツルを睨み付けた。ミツルがまた馬鹿にしてくるのかと思った。その予想を反して、ミツルは薄笑いも嘲笑も浮かべていなかった。

　両足を投げ出したまま、気怠そうな仕草で髪の毛に付いた土を払いながら、ミツルははっきりと言った。

「どうしたらええかなんて分かり切っとることやないか。姫子殺した奴をぶっ殺しにいけばええことや。何でそんな簡単なことも分からんのかが俺には分からん。兄貴に『二郎ちゃん、かわいしょうでしゅねー』って慰めてもらっとる間に姫子殺しの犯人でも探したらどうなんや阿呆二郎」 

　捲くし立てるように喋ってから、ミツルは俺の頭を撫でる兄貴の手をパシリと払い除けた。その顔は不愉快そうに歪んでいる。 

「姫子殺した奴を、ぶっ殺しに、行く？」 

「それ以外にお前にできることがあるんか？」 

　切り付けるように問い掛けてくるミツルの声に、さして思考もせず頷いた。 

　そして、不意に視界に白い何かが動くのが映った。視線を据えれば、庭柵の向こう側で白い学ランを着た男がおどおどとした様子でこちらをうかがっているのが見えた。

　玄関ライトに照らされた姿は、背が低くて、少年と言っても過言でないほどの幼い顔立ちをしていた。ミツルほどではないが、可愛いらしいと言える顔立ちをしている。しかし、怯えながらも好奇心を抑えられないといった視線が野次馬根性丸出しで、その不快感に一瞬で皮膚の毛穴がぶわっと開くのを感じた。

　ヒュッと息を呑み、右手に砂利を握り締めて振りかぶる。 

「てめぇ、何見とんじゃグォラァアア！」 

　出来の悪いヤクザのようなドスをきかせた声で吼えながら、十メートル以上先にいる相手へと向かって砂利を投げつける。砂利は届かないが、威嚇程度にはなる。

　男が肩を大きく震わせ、ひゃあぁ、と情けない声をあげて去って行く。その後ろ姿を反射的に追いかけようと立ち上がったところで、兄貴に殴られた鼻頭がガツンと脳味噌を揺さぶる勢いで痛んだ。 

「いでぁああ」 

　赤く腫れ上がった鼻頭を、右手で押さえたまま蹲る。視線を上げれば、小さな背中は既に見えなくなっていて、そのことにみるみる気持ちが沈んで行く。 

「あ、あー、逃げられちったじゃんよぅ。何でテメェら追っかんのんやぁ」 

「顔は見えたんやけぇ、追いかける必要ないやろうがアホ」

「制服もな」 

　俺の涙声に被さるように、ミツルと兄貴が続けざまに言う。いかにも平静なその様子に、ムッとする。何だか俺だけが慌ててるみたいで気に食わない。なに格好付けてるんだ、カッコつけマン共めが。 

　顔を逸らしたまま、ぐちぐちと呟いていると、ミツルが蹲る俺の尻をつま先で蹴って来た。 

「白い学ラン言うたら、池森高校の制服やろうが。二郎、何かしたんか？」 

「何かしたんか言うたって、身に覚えがありすぎて何したんかも覚えとらんわ」 

　挑発するようにいい加減なことを吐いてみると、ミツルが憎々そうな目付きで睨み付けてくる。その視線を、ふふんと鼻を鳴らして受け止めれば、ミツルの小さなこめかみに血管が浮かぶのが見えた。

　俺とミツルの共通点、馬鹿にされるのが嫌い。で、血が昇りやすい。そして、血が昇ったら、大抵誰かをずたぼろにするまで止まらない。

　背後から、兄貴の溜息が聞こえた。 

「二郎、ええ加減にせえ。学習能力っつうもんがないんかお前は。また喧嘩するんか。そんなことしとる場合やないやろうが阿呆」 

「だって、兄貴」 

「だって、やない。言い訳すんな」 

　兄貴のきつい目にねめつけられると、俺はしょんぼりする。まるで飼い主に叱られた犬のようになってしまう。それは兄貴が俺のことを考えて叱ってくれていると知っているからだ。

　親以上に親らしく兄貴は俺を育ててくれた。大事にしてくれた。毎年の参観日に来てくれたのは、うちの馬鹿親じゃなくて兄貴だ。自分だって学校があるのに、それをサボってまで来てくれた。何も言わなくたって、兄貴は俺を一番最優先にしてくれてた。そう分かっているからだ。

　しょぼくれて肩を落とした俺を見て、兄貴が俺の頭をくしゃりと撫でてくる。 

「二郎、最近池森の奴ら相手にした覚えないんか？」 

「そんなん言うたって、覚えとらん」 

　泣き出しそうに言うと、兄貴が小さく溜息をついた。そんな溜息つかれても、俺の脳味噌の容量が少ないのなんて分かり切ったことじゃないかぁ、と言いたくなる。 

「この一週間でお前が迷惑かけた奴、思い出してみぃ」 

　おざなりな声音で言われて、仕方なく指折り指折り思い出してみる。 

「一週間前ぇ？　火曜日はぁ、数学のサワダの授業ボイコットして、水曜日は、たしか桃井とパフェ食べに行って、そこで「このフルーツ無農薬ですかぁ？」とか言ってるムカつくカップルがいたから男の方殴って、女を川に突き落としてぇ、あれ、それは木曜日か？　そんで他には、クラスのいじめっ子をイジメよう大会を開いて、裸のまま校内一周させてぇ、そんでそんで、帰り道とかにそいつ引きずり回して遊んでたら、なんかそいつの兄貴って奴が来て、乱闘して、警察来て、ダッシュで逃げて」 

　言えば言うほど、墓穴を掘っている気がして仕方ない。兄貴やミツルの俺を見る目がどんどん呆れたものに変わって行く。

　ミツルに至っては、頭を抱えて「馬鹿すぎる」と小声でうめいているほどだ。うるせぇやい、お前だって似たようなもんだろうが。 

「そんで、逃げてる途中でよう知らん奴らに喧嘩売られて、あ、そいつら白い制服着とったかもしれんわ」 

「もう、ええ。もうそれが理由でええけぇ、二郎はもう何も言うな」 

　ガックリと両肩を落としたミツルが疲れたように言う。 

「お前ほんまにアホか。んなことばっかしとったら、周り敵ばっかになるで」 

　改めて言われると、ムカッとくるものがある。 

「そんなん言われんでもわかっとる。そもそも俺が喧嘩せんかったら、周りは敵にならんのか？　うちの家族は好かれるんか？　郵便ポストに脅迫状とか入れられんですむんか？」 

　畳み掛けるように言う。俺だって好きで敵だらけにしたかったわけじゃない。好きで嫌われたかったわけじゃない。

　でも、俺が喧嘩しようとしまいと、うちは町中から嫌われてるし、敵しかいないじゃないか。毎月脅迫状を送られたり、年に一回は包丁片手に男が乱入してくるような家が今更いくら嫌われたって関係ない。俺だって、こんな家、どれだけ憎まれたって構わない。子供が誘拐されて、身代金すら出さない親なんかどうだっていい。 

「お前の言うとるのは屁理屈や。やったらあかんことを、まるでやって当然みたいに言うな」 

　噛み付くように言った言葉が冷静な兄貴の声に叩き落とされる。 

「恨みの上に更に恨みを重ねてどうするんや。こんなん続けとったら、いつか収集つかんことになる。そのとき後悔するんはお前や」 

「後悔なんかせん」 

「姫子が死んでもか」 

　首筋がひやりとする。顔を上げると、兄貴の冷たい眼差しが俺を見下ろしていた。まるでゴミでも見るかのような、その視線に俺の身体はガチガチに強張る。体温がすっと下がって、指先がかじかんだように動かなくなる。

　唇を噤んだまま押し黙っていると、後ろからぐいと肩を掴まれた。ミツルが俺の肩を掴んで、兄貴を睨み付けている。その視線は、兄貴に対する確かな憎悪を孕んでいた。頬肉の内側で、ミツルの奥歯が固く噛み締められているのが分かる。兄貴はミツルの視線を受け止めて、小さく溜息を吐いた。 

「もうええ。二郎は明日池森行って、あの男探して来い。ミツルも付いてってやりぃ」 

「何で俺が付いてやらにゃあかん」 

「お前が放っとけんやろうが」 

　兄貴がそう言うと、ミツルは歯噛みしたまま鈍く唸り声をあげた。そうして、八つ当たりするように俺の頭をぽかりと殴った。 

「いでぇ、お前何するんや」 

「アホ二郎が、しゃあないけえ付いてったる。ほんまアホらしいわ、アホ」 

　アホアホと繰り返すミツルの顔面を殴り飛ばしたい衝動と戦いながら、俺はそっと姫子の身体を見下ろした。死んでも艶やかな姫子の毛並み、死体を焼いたら、もう二度と触ることは出来ない。口から飛び出した長い舌を指先で弄くって、その冷たさに胸がきゅうと締め付けられる。

　姫子、姫子、俺の大切な子、俺の一番傍にいてくれた大事な犬、俺の心からの家族、こんな可愛い子はいやしなかった。 

「姫子ぉ」 

　鼻声で呟くと、眼球の奥からぽろりと涙が零れて来た。風が吹いて、その生温い風に姫子の耳がぱたぱたと揺れる。その光景に、俺の心臓は引き裂かれる。

　ぐらりと膝頭が震えて、そのまま蹲る。蹲ったまま、この世界から消えてしまいたくなる。 

「二郎、泣くなや」 

　戸惑ったようなミツルの声が聞こえる。だけど、そんな言葉で泣き止むようなら、はじめから泣いてなんかない。そんなのは涙じゃない。

　姫子の身体を撫で続けながら、止まらない涙をもてあます。涙の分だけ、愛おしさが込み上げた。きっと俺は姫子を愛していたんだ。この町に住むどんな奴らよりも、姫子の方が何百倍も大事だった。

　姫子を殺した奴を絶対に殺してやる。だけど、そいつ殺したところで姫子は生き返らない。それが俺にはどうしても不公平に思えて、思わず神様と喉の奥で零した。 

「姫子かえして」 

　掠れた声で漏らした言葉は、きっと神様には届かないだろうけど。 
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　暴力とは熱病だ。

　身体全体を熱が支配して、何かに突き動かされるように腕や足が勝手に動く。頭は朦朧として、どこからが善悪か、セーフかアウトか、自分か他人か、区別を付かなくさせる。残忍なことを残忍だと思えなくさせる。暴力のリミットを外すのは酷く簡単で、外した瞬間は、自分がまるで暴力の権化のようにも感じる。

　俺は暴力、俺は暴力、俺は暴力、

「俺は、暴力！」

　喉から甲高い叫びをあげて、振り上げた右拳を地面に倒れた男の左頬に叩き付ける。ゴギッ、と嫌な音が聞こえて、固い頬骨が割れるのを、拳に巻き付けた時計越しに感じた。その感触に、一瞬、皮膚がぶわっと粟立って震える。

　男がぎゃぎいいぃ、と奇妙な悲鳴をあげて地面をのたうち回っているのを視界の端に収めながら、盤面にヒビの入った時計を、あーあ、と眺める。

「三百万のロレックスを台無しにしよって、お前弁償せぇや弁償」

　砂埃立て機と化した転がる男を、つま先でとめて、その腹を振り上げた右足で「せぇーの」と掛け声をあげて蹴り上げる。ぐちゃりと何かが潰れる感触があって、男の口からまるで噛み潰したトマトのような血がごぼりと吐き出された。地面に零れ落ちる赤を眺めて、頬が痙攣するように笑みを刻む。

「ミツル、アンデルセン用意せぇや。ナポリタン食えるで」

「それ言うたら、アルデンテやろうが阿呆」

　ふとっちょ男の顔面に飛び蹴りを食らわせながら、ミツルが酷く冷静な声で返してくる。そのギャップもまた面白くて、俺はギャギャギャと狂った鳥みたいな声をあげて笑った。

　コンクリートの壁にへばりついている男が怯えた眼差しで、俺を凝視している。男を見据えて、唇を引き裂くようにして笑えば、男の膝がカクリと折れて、ずるずるとへたり込んでしまった。そいつからしてみたら、今の俺は悪魔みたく見えるんだろうかと夢想してみる。俺は暴力、俺は悪魔、どちらにしても所詮は悪だ！

　へたり込んだ男の左コメカミを、つま先で横なぎに蹴り飛ばす。男の黒目がぎゅるんぎゅるんとスロットのように回って、最終的に剥かれた白目に呆気なさを感じる。抵抗を止めた人間なんて、ホイホイに捕まったゴキブリ並みに無価値だ。

　殴ることの無常さに浸っていると、背後から「ヴわああぁぁぁ」なんて惨めったらしい声を上げながら、鶏冠のように髪の毛を逆立てた男が突進してきた。ソフトモヒカン？　なんていう髪型のつもりかもしれないけど、俺には鶏にしか見えない。コケコッコー！　クリスマスのチキンにしちまうぞ！

　金色に染められた鶏冠が真っ黒な眉毛とどうにも不釣合いで、俺はその不細工さに哀れみを感じたりもした。一応。だけど、悪に立ち向かってくる姿勢はナイスだ。

　高揚が頭蓋骨の内側で弾ける。まるで無数の風船が破裂するような感覚だと思った。パァンパァン、風船が割れる音と銃弾が放たれる音に違いは？　然程大差はない。俺の脳髄はカーニバル、ファンファーレ、そしてゴッドファーザー！

「ハッハァ！」

　咽喉から一息に笑い声が溢れ出した。右踵を重心に、身体をぐるりと反転させる。鶏冠頭と向かい合う形になれば、射程距離内に入る直前、一気に上半身を屈めた。ちょうど男の構えられた両腕の下に潜り込むような形。罅割れたロレックスをぎゅっと握り締め、すーっと大きく息を吸い込んで、一気に拳を振り上げて叫んだ。

「しょーりゅーけーん！」

　ストⅡの必殺技、あれストⅠだったっけ？　まぁどっちでもいいや。

　真下から突き上げるようにして振り上げた拳は、鶏冠頭の下顎にクリティカルヒットした。鶏冠頭の顎がゴキリと音を立てるのが聞こえて、両鼻から鼻血をぶっと噴き上げながら倒れるのが見えた。

　ついでにロレックスの盤面がとうとう割れた。中の秒針が二本とも外れて、どこぞへ吹っ飛んでいってしまう。本当ならふざけんじゃねぇといきり立ってるとこだけど、今の俺はとてつもなく爽快な気分だった。

「アイ、ウィン！　ハッハッハァ！」

　ポーズ付きで勝利を宣言してみる。腰に両手を当てて、高笑いを上げるとなお楽しかった。人を殴ってこんなに愉快に笑えるなんて、やっぱり俺は暴力の権化としか思えない。

　ミツルが残った最後の一人を殴り倒して、眉を顰めて俺を見る。

「阿呆か二郎。何ストⅡごっこしとんや」

「いやぁ、俺今なら波動拳も出せそうな気ぃするわ」

「出してみぃやボケ。つぅか、誰のせいでこんな喧嘩しとんか分かっとるんか」

「ミー？」

「死ね」

　辛辣なミツルの言葉を聞き流しながら、左右を見渡す。ざっと七人の白い学ランがそれぞれの体勢で倒れている。校舎の壁に寄りかかったり、木に抱き付いたり、地面に突っ伏したり、二人折り重なったり、まあいろいろ。

　それにしても、どうして不良っていうのは校舎裏が好きなんだろうかと、俺は至極真っ当に考えたりもする。場所にバリエーションを持たせる気がないのだろうか。自分たちには、こんな薄暗い場所がお似合いだとでも思い込んでいるのだろうか。だから、こんな風に簡単に居場所を特定されて、こんな風に俺に痛めつけられたりするんじゃないだろうかねぇ。

　そんなことをひしひしと考えながら、最後にアッパーを食らわせた鶏冠頭へと近付いていく。比較的一番ダメージが少ないし、比較的一番意識がハッキリしてそうな気がする。

　地面を転がりながら、ヴぅ、ぐぶぅ、と豚のように喚いている男をつま先で転がして、仰向けにしてやる。男の目が強く怯えを宿しながらも、俺を睨み付けてきた。

「なぁなぁ、落ち着いて、おんこーに話しあおうや」

　男は、一瞬俺の言った温厚の意味が分からなかったらしい。一瞬眉を顰めて、それから鼻血にまみれた唇をぐっと引き結んだ。

「いぎなり、殴り、ががってきて、何言っで、やがる」

「そっちこそ何言うとんや。俺は初めに『お前らに聞きたいことあるんやけど、俺んちの周りうろついとった、ガキみてぇな顔した池森生知らん？　俺の堪忍袋が切れる前に教えぇや、はいワン・ツー・スリー』ってちゃんと言ったやろ？」

「スリー、で、殴りかがっどだら、意味ないだろ、うが」

「そんなん、お前らが喋るのが遅いんが悪いんやろうが」

「無茶ぐちゃ、言うな」

　埒の明かない会話に、段々苛々してくる。つま先で足踏みしながら、両腕を組んで鶏冠頭を見下ろす。

「で、知っとるんか。知らんのんか」

「ぞんな、情報でわがるかヴォケえ」

　ぷちん。俺は、俺の堪忍袋の尾が切れる音をはっきりと聞いた。その音と同時に、ぐちゃん、と果実が潰れるような音も一緒に聞こえた。鶏冠頭の鼻面に、スニーカーの踵が叩き下ろされていた。鶏冠頭の鼻がポッキリと右側に折れているのが見える。一呼吸遅れて、鶏冠頭の汚物じみた悲鳴が聞こえてきた。

「ゲ、ぎぃいいア、アあぁぁ！」

「鼻折られた程度で、ぎゃんぎゃん喚いてんじゃねぇよ」

　吐き捨てながら、その劈くような悲鳴に顔を顰める。足元からゴルフボールぐらいの石ころを拾い上げて、地面で暴れ狂う鶏冠頭の奥歯辺りをめがけて突っ込む。奥歯に噛ませた石ころは、案外具合が良かった。

　途端、鶏冠頭はきょとんとした目で俺をじっと眺めた。どうして口が閉じれなくなったのか不思議だと言わんばかりの眼差しだった。

「はい、デンティストターイム」

　バルタン星人のように両手をピースの形にしながら、間延びした声で宣言してみる。鶏冠頭は相変わらず現状把握出来ていない表情で、俺を見上げていた。

「これはクイズ形式でーす。無条件で全員参加でーす。俺の質問はたった一つでーす。答えられなかったら、こいつの歯が一本ずつ消えてなくなりまーす。レッツ・イリュージョン！」

　唐突に始まった悪ふざけのようなゲームに、鶏冠頭が目を丸くしている。ミツルは、これから起こることを理解しているのか、何とも不愉快そうな面をしていた。

「はい、じゃあ、そこの金髪くん！　俺のうちの周りをうろついてたガキみてぇな顔した池森生とは誰でしょーか？」

　地面に突っ伏すようにして倒れていた金髪頭を、指差してクイズを出してみる。

　ミツルが金髪のこめかみをつま先で軽く突付いて、無理やり覚醒を促す。金髪は、俺の質問を理解していないのか、そもそもゲーム自体が始まっていることに気付いていなかったのか、うろたえるように左右を見渡したまま口篭った。

「ブッブー、時間切れでーす。ペナルティ、いっぽんめー」

　開きっぱなしの鶏冠頭の口に、手を突っ込む。涎がべとりと手に付くのは何とも不愉快だったけど、何とか我慢した。俺って我慢づよーい。

　人差し指と親指で、前歯をぐっと掴む。しっかり掴めたと思ったら、そのまま一気に手前側に引っ張った。

「が、ががっがががががががががっ！」

　聞きようによっては工事ドリルのような音が鶏冠頭の咽喉から迸る。痛みを訴えたいのに、口が開ききっているからまともに叫ぶことすら出来ないんだろう。悲鳴すらあげられない痛みは、ひたすら体内に蓄積されていくだけで発散されることはない。

　見開かれた鶏冠頭の眼球から、ぼろぼろと大粒の涙が溢れ出している。その涙から目を逸らして、ぐりぐりと歯を上下左右に無茶苦茶に動かす。歯肉と深く繋がった歯は、思いっきり揺さぶるとギチギチと軋むようにぐらついた。歯茎と歯との間にできた隙間から、じわりと血が滲み出ているのが見えた。しかし、歯が抜けることはない。

「みつるぅー、抜けんー」

「頑張れや」

「頑張っとるわ」

「じゃあ、もっと頑張れや」

「役に立たん意見やのー」

「手で抜けんのんなら、ナイフでも使って抉り取れや」

　可愛い面して、俺以上に残虐なことを言うから怖い。ミツルが地面に転がった飛び出しナイフを拾い上げて、俺へと放り投げる。それを片手で受け取って、刃を飛び出させると、それまで絶え間なく続いていた鶏冠頭の悲鳴が止まった。顎まで涎でびちゃびちゃに濡らしたまま、ナイフの刃を凝視している。

「ちょお痛いかもしれんが、我慢しぃや。ほんのちょっと口ん中が抉れるだけや。ほんのちょーびっと」

　見せつけるようににっこりと笑えば、鶏冠頭の喉仏がひくりと上下した。鶏冠頭は、ほとんど放心状態に陥っている。

　尖った刃先を開ききった咥内へと差し込んで、上側の歯茎へとゆっくりと突き立てる。血がピュッと噴き出して、手の甲を濡らす。そのまま歯茎と歯を断絶させようと刃先をぐりりと捻ると、歯肉にぽっかりとしたクレバスが開いた。開いた傷口から覗く肉は、歯茎よりもよっぽど鮮やかなピンク色だ。

　そのピンク色に一瞬見蕩れていれば、不意に鶏冠頭がカッと目を見開いて暴れだした。駄々っ子のように四肢をばたつかせる。

「がぎ、ぎぎいいいいいいいいぃぃいいい」

「あーもー暴れんなや。歯だけやのうて鼻までなくなるで」

　そう諭しても、鶏冠頭は恐慌状態のまま暴れ続けた。

　不意に、ぷつり、と刃が鶏冠頭の口角を滑るのが見えた。頬肉が内側からビリビリと切り裂かれていく。それはほとんど一瞬のことで、気付いた時には鶏冠頭が口裂け女になっていた。いや、口裂け男？　片方だけだから、半口裂け男？

　半分ほど千切れた頬肉から、ぼたぼたぼたっと血が落ちる。それを見て、鶏冠頭が唖然と動きをとめた。自分の頬に手のひらを当てて、パックリと裂かれた傷口を人差し指で弄くって確かめている。

「あーあ、口裂け男になってもうた」

　ぽつりと零す。数秒の沈黙の後、せきを切ったように鶏冠頭がほろほろと涙を零し始めた。

　きっと消えることのないその傷は、一生鶏冠頭の人生について回る。大学受験でも、就職活動でも、女と寝るときも、子供が生まれたときも、死ぬときまで、鶏冠頭から離れることはないだろう。ある意味、一生の呪いを今このとき刻まれたわけだ。

　大量の血が鶏冠頭の頬から流れ出ている。はじめは白かったシャツが今は鮮やかな真紅に染まっていた。きっとこのまま放っておけば失血死ぐらいはするのかもしれない。だが、鶏冠頭は死の恐怖よりも悲しみの方が勝っているのか、止血すらせず、ひたすらすすり泣いている。高校生にもなった男が子供のようにぽろぽろと泣いている姿は、ある一種、滑稽だった。

　悲しげなその姿に、俺は罪悪感を感じ――ない。俺は、この町の人間に一切の同情を抱かない。

　何も悪いことをしていない人を、突然殴り飛ばそうが、理由もなく蹴り飛ばそうが、幸せな家族の生活をずたずたに引き裂こうが、俺は何とも思わない。善意も悪意も踏み躙って生きていくと決めている。

　なぜなら、この町の人間は、俺の敵だからだ。俺は俺の敵に対して、一切の感情移入をしない。だから、目の前の鶏冠頭の人生がめちゃくちゃになろうが、そんなことは俺には関係ない。どーでもいい。

　一度兄貴に言われたことがある。お前の暴力には、理由がない、根拠がない、理屈がない、って。でも、暴力に理由なんか必要なのかって俺は思う。どうして、誰かを殴るのに、いちいち理由を付けなくてはならないのだろうか。どんな理由をつけたって、どんな言い訳したって、所詮暴力は暴力じゃないか。残るのは痛めつけられたって結果だけだ。そこにいちいち理由をつける必要性を俺は感じない。

　俺は、殴りたいから殴る。この町の人間が大嫌いで大嫌いで、この町ごと爆弾で吹っ飛べばいいって思うくらい嫌いだから殴る。殴る相手に、個々の個性は存在しない。俺はこの町の人間一人一人が、この俺の大嫌いな町を形作っているパズルのピースにしか思えない。そのピースを殴り飛ばすのに、嫌いっていう感情以外何が必要なんだろうか。

　泣きじゃくる鶏冠頭の髪の毛を鷲掴んで、再び咥内にナイフの切っ先を突っ込もうとしたとき、背後から悲鳴じみた叫び声が聞こえた。

「もう、やめてぇや！」

　体躯の小さいチビ男が地面を這いずりながら、今にも泣き出しそうな顔で俺を見詰めていた。鶏冠頭の仲間、つまり俺の敵。敵の言葉には普段耳を貸さない俺だけれども、その切羽詰った様子に少しだけ興味をひかれた。手のひらの中でナイフを転がしながら、チビ男へと首を傾げる。

「何やぁ？」

「お願いやけぇ、もうカッちゃんイジメんのやめてぇや。こんなん酷すぎる」

「じゃあ、お前がこいつの、カッちゃんの代わりになったれや。お前でこのゲームやったってええんやけぇの」

　途端、チビ男は息を呑んで黙り込んだ。その様子を、俺はせせら笑う。結局自己保身に走るぐらいなら、はじめっから言うなっつーの。

　唇の端を歪めていると、チビ男が早口で喋り始めた。

「あ、あんたの言うとった奴、もっとヒントくれたら分かるかもしれん。俺、校内にようけ知り合いおるし、分かったら、もうええんやろ？　帰ってくれるんやろう？」

「うん、帰ったるよ」

「俺、俺、がんばって答えるけぇ、カッちゃん放したって。このままやと、カッちゃん死んでまう」

　血を垂れ流し放題な鶏冠頭ことカッちゃんの顔色は、既に真っ青になっていた。身体から力が抜けて、だらりと壁に凭れ掛かっている。その姿を苦笑半分で眺めて、それからチビ男へと視線を戻した。

「ええよ。でも、ちゃんと答えられんかったら、お前ら全員皆殺しな」

　笑顔で告げた瞬間、周りの男たちの身体がびくりと跳ねるのが見えた。唯一ミツルだけが校舎の壁に凭れたまま、溜息を吐いている。

　カッちゃんから手を放せば、途端倒れていた男たちがカッちゃんを取り囲むように動き出した。肩を揺さぶりながら、「カッちゃん、しっかりしぃ。死んだらあかん」と泣き出しそうに声をかけている。友情麗しき男たちの命を背負って、チビ男が緊張の面持ちで俺を見上げる。

「ガキみたいな顔以外、な、何かないんですか。髪の色とか、もっと詳しい顔立ちとか」

「どうやったっけぇ。髪の色は、黒やった。顔は、何か可愛い感じの、あれ、あれ、ジャニーズみたいな、女と区別つかねぇ感じ。ミツルほどやないけどなぁ」

「うっせぇ二郎、ぶっ殺すぞ」

　顔立ちのことを言われるのをミツルは酷く嫌っている。眉間に深く皺を刻んで、ミツルは俺を睨み付けた。

「そんで、気弱そーな感じ。俺が怒鳴ったら、すぐに逃げよったし」

「か、かわいくて、気弱な感じ。そ、それから」

「あー、他なんかあったっけ？」

「カバン」

　ミツルへと投げかければ、酷くそっけない声が返ってきた。

「かばんん？」

「カバンに、く～たんの人形がついとった。限定品のピンクの奴」

　く～たんは、最近女子高生に人気のクマ型キャラクターだ。目がきゅるんきゅるんな黄色いクマがウサギやネコの気ぐるみを着ているのが特徴で――俺にしてみれば食った獲物の毛皮を着ている悪趣味なキャラクターとしか思えないのだが――その無邪気さが女子の琴線を刺激しているのか、く～たんグッズは好調に売り上げを伸ばしているらしい。

　それにしても、あの一瞬でミツルはカバンについてる人形まで把握していたのかと思うと、自分の弟ながら天晴れと思う。

　ミツルの言葉に、チビ男がぽかんとした顔で「ああ」と声を上げた。

「そんなら、それユキちゃんやわ。く～たんの限定グッズ当たって言うて、前喜んどったけぇ間違いないわ」

「あのさぁ……そのカッちゃんとかユキちゃんとか、お前ら恥ずかしくねぇの？」

「……な、何がですか」

「なに男同士でちゃん付けとかしとるんか、俺には全く理解できん。しょーじきキモい。まじキモい。弱いもんが集まって、ベタベタベタベタしよって、お互いをちゃん付けとかウザッたいにもほどがある。俺やったら恥ずかしくて、舌噛み切って死ぬわ」

　つらつらと吐き出してやれば、チビ男の顔が固まるのが見えた。そうして、悔しそうに下唇をギリリと噛み締めて、俺を睨み付けた。

「……あんたには、わからん」

「あぁ？」

「友達おらんあんたには、一生わからん。この町でひとりぼっちの『―――』なんかに」

　咄嗟に足が動いた。爪先でチビ男の顎先を蹴り飛ばそうとしたが、その足はミツルの手によって止められた。太腿を掴むミツルの手を眺めて、発散できなかった衝動が体内で滅茶苦茶に暴れ狂うのを感じた。

「何でとめるんや」

「お前、殺してまうで」

　ミツルの言葉に、チビ男が怯えたように身体を縮こませるのが見えた。俺から距離を取るように後ずさっている。

　俺は、チビ男との距離を目で測りながら、どうやってこのチビを痛めつけてやろうか頭の中で想像を巡らせる。ナイフで指全部もいでやろうか。それとも、鼻と耳を削いで、福笑いみたく付け替えてやろうか。だけど、そんな楽しい想像はすぐに空中に霧散してしまう。

　俺は、傷付いていた。

「そんで、ユキちゃん言うんはどこにおるんや」

　淡々としたミツルの問い掛けに、チビ男が怯えながら答えている。

　俺は、じくじくと痛む心臓辺りを右手で押さえながら、浅い呼吸を繰り返した。動悸が激しい。こめかみがドクドクと暴れるように脈打っているのを感じる。

　気付いたら、血の跡を残して不良共は全員消えていた。ミツルが追い払ったのだろうか。

　隣に視線をやると、ミツルがじっと俺の顔を見上げていた。

「二郎、やりすぎや。やけど、あいつらも最後にろくでもないこと言うた」

「――何が言いたいんや」

「そないな顔すんな」

　軽い手付きで頬を叩かれる。俺は、自分が酷く情けない顔をしていることにはじめて気付いた。気付いた瞬間、堪らなくなった。

　そうして、チビ男に言われた言葉が矢になって俺の心臓に突き刺さってくるのを感じた。

『ひとりぼっちの【ミミズ】なんかに』

　チビ男は、俺のことをミミズだと言った。それは慣れ親しんだ俺の侮蔑の名だ。俺が六歳の時に、町の連中から俺に与えられた蔑称。

　その名前で呼ばれる度に、俺の心臓は杭でも刺されたかのように痛む。地獄の釜が蓋をあけて、真っ暗な記憶の中へと俺を引き摺り込む。

「あいつら、俺のこと馬鹿にしとんのや。俺のことビビっとるフリしながら、腹ん中ではずっとミミズや思うて馬鹿にしとったんや。クソミミズって、影で笑っとったんや。全員ぶっ殺したやる、絶対、絶対絶対」

「落ち着けや二郎」

「あない名前付けられたん、全部あいつらのせいやないか。全部全部、この町の連中が悪いんやないか。俺のせいやない。何で、何で俺があないクソみたいな名前で呼ばれんにゃあかん。何で、何でや、何で」

「そうやな、それはお前のせいやない。頭おかしい阿呆共がお前を土ん中埋めたんが悪い」

　土の中、という言葉に、一瞬目の前が真っ暗になる。頭の上から掛けられた土の感触を、俺は今でも忘れられない。 







＊＊＊







　小学一年生の時だ。その日、俺はアイスキャンディー片手に下校途中だった。

　その頃は、俺にもいっぱしに友達だと思っている奴がいた。随分と卑屈な奴で、やけに俺の荷物を持ちたがったり、俺の代わりに宿題をかって出たりと、その頃から既に自尊心が強かった俺にしてみれば酷く都合の良い奴だった。

　今思うと、それは友達じゃなくて下僕じみたものだったのかもしれない。だけど、その頃の俺には友達と下僕の区別なんか付かなかった。

　その友達と一緒に帰ってる途中に、そいつらはやって来た。白目を真っ赤に血走らせた数人の男女が射殺しそうな目で、俺を見下ろしていた。白昼堂々、俺はそいつらに誘拐された。

　それからの十日間は、悪夢だった。小さな部屋に閉じ込められて、毎日毎日、知らない大人たちに殴り飛ばされ、蹴り飛ばされ、張り倒された。

　小さな身体に大きな拳がめり込むのは、目玉が飛び出しそうなぐらい痛かった。泣きじゃくれば、うるさいといって余計に強く叩かれた。裸に剥かれて、一晩中冷水を浴びせかけられたこともある。寒がれば、ライターの火で太腿の肉を焼かれた。大人たちのサッカーボール代わりにされた日もあった。俺の身体を交互に蹴り飛ばす大人たちは、酷く楽しそうに笑い声をあげた。食事は三日に一回しか与えられず、生ゴミじみた残飯を必死で貪り食った。

　そいつらは、みんな俺の親父に酷い目に合わされた町の人間だった。倒産、リストラ、借金、離婚、どれもこれも俺には理解できないことを、親父にぶつけられない分、俺にぶつけてくる。

　毎日、辛くて辛くて死にそうだった。それでも、俺は信じていたのだ。友達がきっと俺が攫われたことを伝えてくれている。犯人の顔だって見られているんだ、すぐに俺は助け出される。お父さんとお母さんだって、きっと必死に俺を探しているはずだ。そう信じ込んでいた。それが俺の一世一代の大馬鹿。

　攫われてから十日後、俺は埋められた。小高い丘の上に何時間もかかって穴を掘らされて、その中に蹲るように言われた。頭から土を被せられて、俺は恐慌した。必死で命乞いする俺を眺めて、大人たちは声を合わせて笑い声をあげた。そうして、滑らかに語り始めた。

　俺が友達だと信じていた奴は、俺を見捨てたと。俺のランドセルを川に捨てて逃げたと。

　俺の両親は、俺を見殺しにしたと。身代金すら払わず、探そうとする気配もなく海外旅行に行ったと。

　そうして、俺が暴行を受けていたのは住宅街の真ん中にある住居で、俺の悲鳴は近隣の住宅に筒抜けだったこと。その悲鳴が麻原家の次男のものだと知った瞬間、誰一人として警察に訴えようとはしなかったこと。この町の人間は皆、お前は死ねと思っているんだと。

　俺は、この町に殺されていた。それまで過ごしていた世界が俺に死ねと叫ぶ。死ね死ね死ね、お前なんか死ね、と皆がよってたかって俺を殺す。

　長い絶叫があがった。それが自分の発したものだと気付くのに時間がかかった。泣きじゃくる俺の頭に、大人たちは容赦なく土を掛けた。それを払い除ける気力さえなかった。

　湿った土が俺の全身を覆う。鼻も口も土に埋められて、重力のある暗闇の中、俺は自分の呼吸が止まるのを感じた。

　俺は土に埋められ、殺された。










　目が覚めたら、兄貴が俺を見下ろしていた。

　ベッドに横たわる俺の手のひらを固く握り締めて、学ラン姿の兄貴が「二郎」と呻くように俺の名前を呼んだ。それから兄貴はうな垂れて、「ごめんな、二郎」と何度も謝罪の言葉を繰り返した。

　ベッドの端に、まだ幼稚園児だったミツルが座り込んで、じっと俺を見詰めていた。

　俺は病院の天井を眺めながら、自分がまだ暗い土の中にいるのを感じた。そうして、今の今まで、俺は土の中に埋まったまま、抜け出すことができない。
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　その経緯から、俺に付いたあだ名が『ミミズ』。

　その事件から、俺は他人の暴力を奮うことに躊躇いを感じなくなった。大人だろうが子供だろうが、男だろうが女だろうが関係ない。全員この町の連中と思うだけで、俺の怒りは際限なく炸裂した。

　たくさんの呪詛が俺の体内を渦巻いて、それは俺の四肢を滅茶苦茶に動かした。殴り蹴り、他人を粉砕した。俺は何も許さなかったし、許そうとも思わなかった。俺を殺したように、この町の連中も殺してやろうと思った。

　そうして、新しくついたあだ名が『凶暴三兄弟』だ。

　だけど、俺は、本当を言うと知っている。兄貴とミツルは、滅多なことでは他人に暴力は奮わない。俺とは違って、兄貴やミツルは理由もなく人を殴ったりはしないのだ。それなのに、俺が暴れ狂うせいで、兄貴とミツルも同じ白い目で見られる。町に出れば、誰からも話しかけられない。遠巻きに見られて怯えられ、阿呆共には喧嘩を売られる。俺は俺の業に、兄貴とミツルを巻き込んだことを少し悲しく思っている。それでも、俺は、俺を裏切ったこの町を憎むことをやめられない。

「俺は、絶対に何も謝ったりせん。殴ったんも、あいつの口切ったんも、絶対に謝らん」

「二郎」

「謝るんやったら、はじめっから何もせん。俺は自分のやったことに何も言い訳せん。後悔もせん。俺は、絶対に誰も許さん。こんな町大嫌いや。全員地獄に落ちたらええ……！」

　言葉が咽喉の奥で滅茶苦茶に絡まって詰まる。息が切れる。

　気付けば、ミツルがじっと俺を見詰めていた。あの日、ベッドに横たわる俺を見ていた眼差しと同じだった。

「二郎、町出るか？」

　一瞬、ミツルの言っている言葉の意味が分からなかった。

「あ、ぁ？」

「お前がどうしてもこの町んこと嫌いでしゃあないんなら、こんなとこ出たらええ。このままやとお前がおかしくなる。俺とどっか違うとこ行くか二郎？」

「何言うとんやミツル」

　空気が抜けるような声が溢れて、次の瞬間、息が止まった。ミツルが俺の前髪を掴んで、キスをしていた。ミツルの瞳は開かれたままで、俺の見開かれた目玉を真っ直ぐ見詰めている。柔らかい感触が数度唇に押し付けられて、ゆっくりと離れて行く。ミツルの視線は、俺から離れない。

「二郎、よう考えぇ。お前、いつまでもこのままでいられるわけやないんやけぇの」

「……何言うとんか、わからん」

「気付いとらんならええ。ええけど、お前、もうハジメには甘えんな」

「俺が、いつ兄貴に甘えた言うんや」

「今もや。お前はずっとずっとハジメに甘えっぱなしや。ハジメもお前が甘ったれんのを許しとる。やけぇ、ほんまに問題あんのはハジメかもしれん。やけど、二郎にだって責任あるんやけぇの。俺はお前ら二人がムカついて堪らんのんじゃ。ええ歳した兄弟が依存しあってんじゃねぇよ」

　鼻梁に皺を寄せて、ミツルが噛み付くように吐き出す。そうして、また唇が押し付けられる。今後は柔らかい舌先が俺の咥内に入って来た。ぬめった粘膜が歯茎をぞろりと舐め上げて、かすかに俺の舌を絡めとってくちゃりと音を立てた。背筋が震えて、産毛が逆立つのを感じる。

　短く息を零せば、唾液の糸を引きながら舌が引き抜かれた。

「――なんで、こんなんするんや」

　掠れた声で問えば、ミツルが面倒臭そうに顔を歪めた。

「お前の貧相な脳味噌は、考えることもせんのんか」

「意味わからん。欲求不満かいな」

「アホかアホ」

　二回もアホと吐き捨てて、ミツルが俺に背を向けて歩き出す。その背を追いかけながら、俺は唇が濡れているのに気付いて赤面しそうになる。

　弟とも思えない可愛気のない奴だが、ミツルは実際血の繋がった俺の弟だ。なぜ、弟が兄にキスしてきたかなんて俺に分かるわけがない。ただ、そのキスは酷く優しかったように思えた。 
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　鬼ごっこは昔から嫌いじゃなかった。

　追いかけられるスリルにぞくぞくするし、追いかける時のあの嗜虐的な高揚も堪らない。

　前方を必死で駆ける小さな背を眺めながら、捕まえたらどうしてやろうかと考える。追いかける方が鬼ならば、鬼らしいことをしてやろう。皮膚を剥いで、帽子にでもしてやろうか。それとも生きたまま肉を噛み千切ってやろうか。

　サディスティックな妄想に、思わず舌舐めずりしてしまいそうだ。

「二郎、遊ぶなや」

　ミツルの声に、楽しい思考が断ち切られる。隣を並ぶように走りながら、ミツルが横目で俺を見ていた。その呆れた眼差しに、へいへい、と投げ遣りに返事をする。

　可愛い子ヤギのユキちゃんは、その小さな身体をフルスロットルで動かして、俺たちから逃げている。放課後の美術室に居たユキちゃんを驚かさないように「ドッキリお宅訪問～！」と明るくひょうきんに登場してやったっていうのに。

　ユキちゃんは俺らを見た途端、顔を真っ青にして一目散に逃げ出した。そりゃ、流石の俺も傷付くってものよ。でも、ユキちゃんは子ヤギさんだから仕方ないよね。そう自分自身に言い聞かせて、美術室に置いてきぼりにされたユキちゃんの絵を腹いせにぶち抜いてから、この鬼ごっこが始まった。

　ユキちゃんが可愛い顔を恐怖に歪めて、生徒を突き飛ばしながら廊下を駆け抜ける。周りの生徒は何事かと思って、驚いたようにユキちゃんを見ていたけど、追いかけてる俺らの姿を見とめた瞬間、我関せぬといったように視線を逸らした。

　その態度が気に食わなかったので、走りざまに男子生徒一名の鼻頭を左拳で殴り付けた。鼻血をまき散らしながら廊下に倒れる生徒の姿に、ヒヒッと甲高い笑い声が咽喉から溢れる。

「悪い子はいねーがー！」

　あ、なまはげは鬼だっけ。分かんね。知るか、知るか、俺はなまはげだ。食っちまうぞ！

　ユキちゃんがぴょんぴょんと二段飛ばしで、階段を必死に降りて行く。

「ミツル、十三階段の七不思議って覚えとるか？」

「はぁ？　それがどうしたんや」

「お前、数えろや」

　言い放って、一気に足を加速させる。階段一番上の縁まで辿り着いたところで、俺は床を強く踏み締めて、空中へと向かって飛び込んだ。躊躇いなんかない。

　空中ダイブ。

　一瞬の浮遊感、時が止まったようなそんな超人的な感覚。踊り場まで辿り着いたユキちゃんがまん丸い目で、跳ぶ俺を見上げている。俺は、その可愛らしい顔ににっこりと笑顔を返してやった。そうして、その後訪れる重力、落下。十三階段を一気に飛び越えて、踊り場に着地する。ドンと音が響いて、足が膝関節までびりびりと痺れて、しばらく動けなくなった。

「くぅ～、やっぱ痛いわぁ」

「阿呆二郎、十三もないわ。十二や」

　後ろから、ミツルの不機嫌そうな声が響く。ユキちゃんは、驚いたように俺を見つめたまま、ぶるぶると小刻みに震えていた。そうしてると、まんま子ヤギって感じ。なら、俺はハイジかね。ミツルは、ペーター？　おしーえてー、おじいーさんー、ヨロレイヒー。

「子ヤギのユキちゃん、鬼ごっこはもうおしまい？」

　ユキちゃんを怯えさせないように、わざわざ優しい声で聞いてやったっていうのに、ユキちゃんの震えはもっと酷くなった。

　踊り場の隅っこに追い詰めて、ユキちゃんの顔を覗き込む。ようやくマトモに見たユキちゃんの幼い面立ちは、昨日の夜見た顔と同じだった。姫子が殺された夜、こいつは俺の家の周りをうろついていた。そう思うと、腹の底からマグマがふつふつと込み上げて来るのを感じた。

「お前、昨日、俺んちの周りうろついとったやろう？」

　わざとらしい猫撫で声で問い掛ける。ユキちゃんは、ふるふると震えたまま何も答えなかった。その様子に、俺はゆっくりと微笑む。さっき男を殴り付けた時に、左拳に鼻血がついていたらしい。きったねぇ、と一息に唾棄して、その血をユキちゃんの頬に擦り付ける。粘ついた液体の感触に、ユキちゃんの咽喉からヒィッという短い悲鳴が零れた。

「頬骨折られて、しばらく流動食の生活するんがええか？　それとも、素直に答えてハイジの牧場に帰るか。はよ選べ」

「お前の言うとること意味わからん」

　隣からミツルが茶々を入れてくる。俺がこんなにも分かりやすく噛み砕いて説明してやってるって言うのに。

　ユキちゃんは細い咽喉を上下に動かして、まるで出来損ないのロボットのような声を出した。

「あ、あぅ……」

「あぅあぅ、オットセイの真似か？」

　揶揄するように吐き出すと、ユキちゃんの顔が羞恥の色に染まった。それは屈辱の色だったかもしれない。

　俺の咽喉から、笑い声が迸る。我ながら悪人丸出しの下卑た笑い声だ。俺は、こういう自分がとても好きだ。正義の味方より、よっぽど似合ってるし、しっくり来る。それに、何でだか自分が悪人であることに安心する。

「ぼ、ぼくは、何も、しっ、知りません」

　途切れ途切れにユキちゃんが声をあげる。俺とミツルは一瞬顔を見合わせた。ミツルがすぐに面倒臭そうに額を押さえる。俺の方は、ニヤーっと唇を引き裂いた。素晴らしき拷問タイムだ。

　ユキちゃんの細い肩を、出来るだけ優しく正面から掴んで、そうして一気に膝を振り上げた。薄い腹に、膝頭がめり込む。内臓のぐにゃりとした感触が膝頭に伝わってきて、俺はこめかみの血管が破裂しそうなくらい興奮した。

　ユキちゃんの口から「ぐぇ」とも「ぎぇ」とも付かない叫び声が零れて、そのまま横倒しに倒れる。唇の端から涎を垂らしながら、ユキちゃんはしばらく床の上で悶絶していた。その顔は苦痛に醜く歪んでいる。

「あーあ、可愛い顔が台無しやないか。かわゆう直したらにゃあかんなぁ」

　薄汚れたスニーカーの底で、ユキちゃんの頬を踏み躙る。体重を思いっきり掛けてやると、ユキちゃんの頬骨がゴリッと音を立てるのが聞こえた。亀裂が走ったようなユキちゃんの絶叫が心地良い。

「二郎、顎外れたら喋れんくなるけぇ、顔はやめとけ」

　ミツルが冷静に忠告してくる。俺はしぶしぶユキちゃんの頬から足をどかした。ユキちゃんが「あが、あぐぅ」と呻き声を上げている。

　俺はしゃがみ込んで、そっとその目を覗き込んだ。大きな瞳から涙がぼろぼろと溢れている。その涙を指先で拭いながら、俺は独りごちる。

「涙って無力ね」

「今更何言うとんや」

「ミツル、俺、さびしいわ」

　少しセンチメンタルな気分になった。涙の無力さを、俺は知ってる。泣いても誰も助けてくれない。泣いても自分は救われない。

　ミツルが苛立ったように奥歯を噛み締めて、俺の頭をぽかりと殴った。

「いでっ」

「お前は俺の神経を逆撫ですることばっか言う」

「何でやぁ」

「ひとりぼっちのフリするけぇじゃ」

　ミツルが吐き捨てた。本気で怒っている。俺は、兄貴でもミツルでも、本気で怒った二人が怖いことを知ってる。だから、視線を逸らして、押し黙った。

　床の上では、ユキちゃんが涙と涎でぐちゃぐちゃになった顔で泣きじゃくっている。一抹の物悲しさを覚えながら、俺はかくりと首を傾げて問い掛けた。

「何で、俺んちおったん？」

「う、ヴぅ、うぇぇ」

　しゃくりあげるユキちゃんは、まるで赤ん坊のように無力だ。そのこめかみを一度床に叩き付けると、ユキちゃんの泣き声が啜り泣きに変わった。

「何で、俺んちおったん？」

「か……かっ、たんが……」

「かったん？」

　俺は首をひねった。ミツルが横から「カッちゃんのことやないか」と横槍を入れてくる。そこで、俺の脳味噌にもピコーンと電球が灯った。さっき殴り跳ばした不良たちの一人だ。可哀想な鶏冠頭のカッちゃん。

「あぁ、俺が口裂いた奴か」

　思い返すように呟くと、途端、ユキちゃんの身体がびくっと跳ねた。まるで宇宙人でも見るかのような眼差し。俺に常に向けられる恐怖の視線。

「さ、裂い、た？」

「うん、そうやな。ここからここまで、ビリビリーってナイフで」

　口の端から頬の半分辺りまでを人差し指で示すと、ユキちゃんの震えが激しくなった。床の上で拳を握り締めて、ユキちゃんが憎悪の篭った目で俺を睨み付ける。

「なんっ、で、そんな酷ぃ、ことがっ、できるんですかっ……！」

「他人だから」

　珍しく真っ当な返事を返したと思う、俺にしては。ユキちゃんはぽかんと口を開いて、それから理解できないように唇を戦慄かせた。

「でも、人間です、よ」

「人間やけ何？　人間やったら無条件で優しくしたらにゃあかんわけ？」

「あんたは、ひと、の、痛みが、わからないんですか」

「お前、豚肉食うときに豚の痛みとか考えるか？」

　俺の言葉に、ユキちゃんが固まる。魔王でも見るみたいに俺を見て、そうしてギュッと下唇を噛み締めてこう言った。

「あんたは、くるってる」

　うん、そうかもね。そう頭の中で返して、右拳を振り上げた瞬間、ユキちゃんの横たわった身体が壁へと叩き付けられた。

　横を見ると、ミツルが鬼の形相でユキちゃんの身体を蹴り跳ばしていた。蹴り上げ、踏み躙り、叩き潰そうとしている。ユキちゃんの小さな身体が面白いぐらい跳ね上がる。まるで酷いジェットコースターにでも乗っているかのようだ。ユキちゃんの咽喉から悲鳴が迸る。それはいっそ呆気に取られるほどの、ミツルの暴力の発露だった。

「ミツル、何しとんや」

「狂っとるんは、こいつらの方や。他人の痛みが分からんのは、お前らも一緒やろうが。それやのに、一丁前に他人を非難しやがる」

「お前の言うとること、よう意味がわからん」

「独りで攻撃する人間と、集団で攻撃してくる人間、どっちも同じ悪やのに、集団でやっとる方は自分が悪だと気付きもせん。罪悪感すら抱かん。ましてや当たり前のことやと思っとる。俺はそういう輩がどうしても我慢できん」

　そう言い切ると、ミツルはぐったりとしたユキちゃんの顎下に手を入れて、片手で身体を持ち上げた。ミツルは、見た目に反して、かなりの強腕の持ち主だ。しかし、その姿を見ると、俺はあまりのギャップに毎回ギョッとしてしまう。

「お前の知っとること全部吐け。やないと、殺す」

　清々しいまでの脅しに、俺は思わず拍手してしまった。ぱちぱち。ミツルが横目で俺を睨み付ける。

　ユキちゃんが息苦しさに両手をばたばたと振り回す。ミツルは、無言でユキちゃんの首を圧迫した。

「ガッ、ぅウ……！」

「カッちゃんが何や」

「か、かったんが……、そいつ、に、まえっ、殴られっ……たって、言って、だか、らっ……」

「だから？」

「しっ、しかえしに、家に……らくがき、でも、し、して、やっ、やろ、って……」

「そんだけか？」

「そ……それ、だけ……！」

　あまりに情けない理由に、思わず溜息が零れた。まだ極秘任務を受けて俺たちを暗殺しに来たとかいう嘘の方がマシだ。ミツルがユキちゃんの身体を前後に揺さぶる。

「じゃあ、お前が姫子殺したんと違うんか？」

「ちが、違うっ！　ぼく、は、犬を殺したりなんか、しない！」

「じゃあ、誰がやったんや。カッたんか？」

「カッたんは、そんなこと、しない！　カッたんは、ほんと、は、すごく、優しい人、なんだ！」

　庇うようなユキちゃんの言葉に、思わず首を傾げる。興味本位で問い掛けを投げていた。

「お前、カッたんの何？」

「……」

　途端、口を噤んでしまったユキちゃんに、ミツルが首を絞める力を強くする。ぐ、とユキちゃんの細い咽喉が鳴って、プロレスのギブアップのようにバシバシと壁が叩かれた。

「たっ、ただのクラス、メイト！」

「ただのクラスメイトのために、この地区最大の肝試しスポットの俺らの家にまで来たりするか？」

「……ぼ、ぼく、が、ただ、すき、なだけだから……！　かったんは、何も、知らない、からッ！」

　目が丸くなった。まさかの子ヤギのユキちゃんのカミングアウトだ。俺とミツルは顔を見合わせて、それから少しだけ笑った。嘲りの笑いじゃない。俺たちは少しだけ気恥ずかしくなったのだ。

「ふぅん。じゃあ、片思いの相手のために俺の家に嫌がらせをしようとしたわけね」

「……そう」

　ユキちゃんは羞恥と屈辱が混じり合った、何とも言えない表情で頷いた。ユキちゃんの首を押さえつけていたミツルの手から力が抜ける。ユキちゃんは、そのまま床にへたり込んだ。

「お前、何か見たか？」

「……」

「今度は首の骨折ったろうか？」

　ミツルが拳の骨を鳴らすと、途端ユキちゃんは慌てたように捲し立てた。

「ぼ、ぼく、は、何もしてないから、ね。ら、らくがきしようと、家に行ったら、白いＢＭＷが門の前に止まってて、な、何かを門の中に放りなげて……」

「姫子や」

　呻くように呟く。可哀想な姫子のことを思うと、眼球が自然と潤む。まるでゴミのように放り投げられて、可哀想に。

　目を潤ませた俺を、ユキちゃんが気味悪そうに見ている。続きを促すように、ミツルが顎をしゃくった。

「な、何かと思って、近付いたら、い、いぬが、死んでて、ぼ、ぼく、怖くなって、逃げようと、おも、思ったんだけど……」

「俺らがどんな反応するかが見たくて、出歯亀しとった言うわけか？」

　押し黙ったユキちゃんの後をミツルが続ける。ユキちゃんはバツが悪そうに小さく頷いた。

「で、でも、ぼくは、何もしなかった」

「そんなんどうでもええ。お前、車のナンバー覚えとらんのんか。乗っとった奴の顔は」

　ユキちゃんが怯えたように首を左右に振る。他には、とミツルが問い掛けても、返ってきたのは同じ反応だ。ミツルが緩く溜息をついた。俺の顔を見て、少し不機嫌そうに顔を歪める。

「何ぼさっとしとんや。帰るで二郎」

「あ？」

「白のＢＭＷ持っとる奴、調べにゃあかんやろうが。はよ来い」

　しゃがみ込んだままの俺をミツルが引き摺り立たせて、そのまま肘を掴んで歩き出す。放心した表情で踊り場に座り込むユキちゃんを置いてきぼりにして。

　踊り場の階段下には、不安そうな生徒たちが何名かたかっていた。その中には教師の姿も二、三名見える。ミツルがそいつらに向かって吐き捨てる。

「見殺しも悪のうち。悪が悪を軽蔑するな」 










　家へ帰る途中、目の前に黒のワゴン車が止まった。運転席のウィンドウが下がって、軽く髪を乱した兄貴が身を乗り出してくる。

「二郎、ミツル、乗るか？」

　声にはかすかに疲労が混じっている。目の下に色濃く隈が出来ているのは、ここ数週間まともに寝ていない日が続いているせいだろう。

　そういえば、二ヶ月近く兄貴がまともに休日を取ったのを見ていない。最近毎日のように病院に缶詰状態で、家に帰ってくる時といえば着替えを取りに来るぐらいだ。昨日も家に帰ったと思ったら、すぐに電話が掛かってきて病院にＵターンしていった。今日も洗濯物を大量に持って帰っているんだろう。後部座席を覗くと、紙袋が三つも見えた。

「乗るのはええけど、兄貴事故るんやないか？」

「なら乗るな、阿呆」

　つれなくウィンドウを閉めようとするのを、腕を突っ込んで押し留める。兄貴は気が長そうで、意外と短気だから扱いにくい。こういうところが俺やミツルと血が繋がっていると改めて思わせる。

　兄貴が突っ込まれた俺の腕を横目で眺めて、面倒臭そうに目を細める。

「乗るって。兄貴は冗談通じんなぁ」

「俺は冗談が嫌いや」

「これやから堅物ハジメは」

　横からミツルが嫌味ったらしく呟く。兄貴が眉を顰めて、ミツルをねめつけた。そうして、酷く気だるそうな声で訊いた。

「姫子殺した犯人見つかったんか？」

「目処は付いた」

　ミツルが素っ気なく答える。そう言いながら、後部座席へとすたすたと乗り込んでいく。俺は兄貴ににやっと笑いかけて、助手席の扉をちょいちょいと指差した。兄貴が溜息を吐きながら、助手席のロックを外す。回り込んで助手席に乗り込むと、車が発進した。

　親父の代から乗っている黒のワゴン車は、エンジン部分は弄ってはいないが、シートだけは取り替えている。親父がくだらない成金根性丸出しで本革張りにしていたシートは兄弟誰一人として気に入らず、兄貴が奪い取った時点で柔らかいコットン生地に張り替えた。吸水性があるし、肌の触り心地がさらりとして気持ちがいい。後ろの荷物置き場は、姫子用にビニール張りにしていた。車の中に入ると、姫子の臭いがしてくるようで胸がぎゅっと締め付けられる。

「兄貴、今日は家おるんか？」

「明日も休み取った」

　珍しいこともあるもんだ、と俺は目を見張った。兄貴が手の甲で眼鏡を持ち上げて、そのまま眠たげに目蓋を擦っている。よく見ると、車の灰皿から吸殻が溢れていた。

「ストレス溜めすぎと違うんか。患者助ける前に肺ガンなって死ぬで」

「そうなったら、自分で手術するわ」

「自分で自分を手術とか、どんなブラックジャック先生やねん」

「俺が手術するんが一番成功率が高い」

　恥ずかしげもなく豪語するだけあって、確かに兄貴の外科医としての腕は良い。別に兄貴が医療の天才と言うわけではなく、人より多少器用で判断力と決断力に優れているだけだと俺は思っている。俺たち三兄弟の中で、兄貴が最も決断が早い。一度これと決めたら、一切ブレないのだ。

　喧嘩でも同じだ。兄貴は、一度叩きのめすと決めたら、迅速かつ徹底的に決着をつけようとする。やり方は、俺やミツルよりもよっぽどエグいしグロテスクだ。兄貴は相手の肉体と精神を最大限に甚振いたぶり、二度と歯向かえないように躾けるのだ。

　俺は、兄貴に両手両足の骨を砕かれた上、歯を全部叩き折られた奴を見たことがある。兄貴は、ついでにそいつの髪の毛を全部手でブチブチと引き抜いた。無理やり髪の毛を引き千切られたせいで、最終的には頭皮がまるでリンゴのように真っ赤に腫れ上がっていた。

　ふとリンゴ頭が脳裏に浮かんで、眉間に皺を寄せてハンドルを握る兄貴へと問い掛ける。

「兄貴、アンパン元気？」

「元気や。つぅか、アンパン言うな。あのろくでもなしでも磯川いう名前ぐらいはあるんや」

「アンパンの方が分かりやすいやんけ」

　ちなみに、その時のリンゴ頭は、今兄貴と同じ病院で看護士をやっている。何とも数奇なことで、二度と目の前に現れないようにしたつもりが逆に兄貴の金魚の糞になってしまったのだ。おそらくアンパン（シンナー）の吸い過ぎで、脳味噌がイカレてしまったんだろうと呆れ顔な兄貴の横で、俺とミツルはゲラゲラと笑い合った。

　アンパンは時々俺たちの家にやってきては、ホットプレートで自慢の広島風お好み焼きを焼いていったりする。俺は丸禿げで総入れ歯なアンパンを中々気に入っている。「おれ、お好みだけはスッゲうまいんすよ」と犬みたいに笑うアンパンは、とってもチャーミングだ。

　俺は、未だに兄貴があの可愛いアンパンを叩きのめした理由を知らない。聞いても、兄貴は教えてくれなかった。兄貴は本質的に秘密主義だ。それが俺には時々歯痒くなる。

　灰皿の中から、わりかし長い吸殻へと手を伸ばす。途端、兄貴がハンドルを握っていた手で俺の手の甲を叩いた。

「吸うな阿呆」

「自分は吸うとるくせに」

「お前、二十歳過ぎとらんやろうが」

「兄貴は十六ん時から吸うとったやろうが。俺知っとるで」 

「やから、お前に吸うな言うとんや。こんなん身体と金食い潰すだけやで」

　そんなん屁理屈や、と呻く俺の声は無視された。兄貴が叩いた俺の手へと、ちらりと視線を落とす。そうして、不機嫌そうに眉を顰めた。

「お前、血滲んどるで」

「はぁ？」

「右手」

　右手へと視線を落とすと、人差し指の付け根辺りから横一文字にパックリと切れていた。切傷の周りに、乾きかけた血がこびり付いている。あ、と小さく声を零す。時計で殴り付けたときにでも切ったのだろうか。

　あーあ、と呻いていると、不意に後ろから右手首を掴まれた。後部座席から身を乗り出したミツルが右拳の傷を覗き込んでいる。

「阿呆か、こんな傷作って。殴り慣れとると違うんかお前は」

「こんなん大した傷でもないんに、小姑みたくごちゃごちゃ言うなや」

「誰が小姑やボケ」

「そうなん言うけえ、お前モテんのんじゃ」

「馬鹿言うな、俺モテるっつうの」

　馬鹿馬鹿しい話なんだけれども、俺はその一言に酷くショックを受けた。ミツルがモテるという事実が俺にとっては酷く残酷な現実の通告のように聞こえたのだ。唇を引き結んだ俺を見て、ミツルがふっと唇を緩める。

「お前はほんま阿呆や二郎」

　吐き捨てられたミツルの言葉に、俺は咄嗟に左拳を振り上げそうになる。だが、その前にミツルの舌がべろりと俺の右拳の傷を舐め上げた。ピリと痺れるような痛みが一瞬走る。しかし、それ以上に生ぬるくぬめった粘膜の感触に、俺は驚いていた。

　ミツルの唾液が傷口から沁みこんで来る。ミツルが猫のように目を細めて、上目遣いに俺を見る。その視線にひくりと皮膚が震えた。

　兄貴の舌打ちが聞こえる。バックミラー越しに、兄貴がミツルを睨み付けていた。

「牽制のつもりかミツル」

「俺はハジメと分け合う気なんざさらさらないで。お前の考えとることなんざ分かっとる。姫子おらんくなったけえ、独り占めするつもりやろうが」

「それはお互い様やろう」

　ミラー越しの二人の応酬に、俺は辟易よりもずっと強い焦燥を覚える。何か俺にはよく理解できないことが兄貴とミツルの間で取り交わされている。その中でハブられている俺。こみ上げて来るひとりぼっち感に、俺はうろたえた。

「おい、兄貴もミツルも何言うとるんや」

　戸惑った俺の声に、ミツルが右拳の傷口に歯を立てる。鋭い痛みに、俺は奥歯を噛み締めて、ミツルを睨み付けた。だが、俺の眼差しよりもずっとミツルの眼差しの方が鋭く尖っていた。

「ええ加減、気付けや。ずっとお前のこと言うとるんやで」 

「何でお前ら、俺のことを勝手に言いよるんや」

「俺もハジメも、お前のこと兄弟としてなんか見とらん」

　その言葉に、俺の息が止まる。そうして、一気に悲しみがこみ上げてきた。俺は泣き出しそうになる。

　俺はこの町に見捨てられた上に、たった二人の兄弟にまで見捨てられるっていうのか！　俺を裏切るのかお前ら！

　くしゃりと歪んだ俺の顔を、ミツルが覗き込んでくる。何か言おうと開かれた唇に、俺の目は釘付けになる。ミツルまで、俺に酷いことを言うのか。お前なんか死んだ方がいい、俺なんか生きてる意味がないって。お前らまで俺の存在を否定したら、俺はもう生きていけないのに！ 

　だけど、次の瞬間、猛烈な急ブレーキ。俺とミツルの身体がつんのめって、俺は側頭部をダッシュボードにしたたかに打ち付けた。

「ギャ！」

　脳味噌がぐわんぐわん揺れる。目の前の光景がぐちゃぐちゃに縺れ合って、ジェットコースターに乗った後みたいに平衡感覚がなくなる。かすかに熱を持った部分を手のひらで押さえながら、俺は運転席の兄貴を見る。兄貴はハンドルに額を押し付けて、ぐったりと脱力していた。

「なに、何や兄貴」

「うた歌うで」

　突拍子もない言葉に、俺とミツルは声をそろえて「はぁ？」と答える。兄貴は額を押さえながら、ふらりと起き上がった。

「眠とうてたまらん。歌って眠気覚ましにする」

「何で俺らまで歌わにゃあかん。ハジメひとりで歌っとりゃええやろうが」 

「うっさい、歌わんのんやったら、お前ら放り出すで」

　かすかに血走った兄貴の目に、俺とミツルは押し黙る。兄貴がダッシュボードの中からＣＤを取り出して、カーステレオに突っ込む。流れてきたのはJohn Denverの『Take Me Home, Country Roads』だ。

　げぇ、最悪。俺は兄貴のセンスを本気で疑う。

『カントリーロード、家へと連れて行っておくれ。あの場所へ、帰るべき場所へ』

　凶暴三兄弟が声を合わせて合唱。あんまりにもシュール過ぎて笑えない。ここは幼稚園のお遊戯会か？

　兄貴の音程が外れた歌声。しぶしぶ歌い始めたミツルも似たようなもんだ。俺だけが歌が上手い。普段はそれを誇らしく思う俺だけども、今はちっとも喜べない。むしろ、兄貴やミツルに合わせるようにわざとヘタクソに歌おうと下らない努力までしようとする。 

　俺は、この二人から外れてしまうのが怖い。俺がこの町で生きていけるのは、兄貴とミツルと姫子がいたからなのだ。兄貴とミツルだけは、俺のことを裏切らないと信じている。姫子だけでなく兄弟までも失ったら、俺は本当の本当にひとりぼっちになってしまう。

　俺は、凶暴三兄弟の一部でありたい。俺は、ひとりぼっちになるのが堪らなく怖いんだ。 










　居間に入った瞬間、兄貴がソファにぶっ倒れた。こいつ何日間寝てなかったんだ。眼鏡を外して、襟元からネクタイを引き抜く。兄貴の手からは手術室で嗅ぐような薬品の臭いがした。それから、車の後ろに詰まれていた紙袋の中身を洗濯機へと放り込む。

　紙袋の一つから、半分に折り畳まれた厚紙のようなものを発見する。開いてみると、見合い写真だった。清楚そうな女が足をくねっと曲げて写っている。淡い花柄のワンピースに、つややかな黒髪には花のコサージュ、ピンク色の唇、すげぇお嬢様って感じ。俺はそれをじっと眺めてから、ガタガタと揺れ始めた洗濯機の上に置いておく。

　本当は、明日にはセクシー家政婦の瞳さんが来てくれるから、放っておけば、いつの間にかきちんと折り畳まれて箪笥の中に入っているんだけども、何だかその時の俺は酷く兄貴のために何かをしてやりたかった。兄貴だけじゃない、ミツルに対しても、何でもいいからしてやりたい。それはきっと捨てられたくないからという惨めったらしい気持ちからだ。

　冷蔵庫から、瞳さんが作り置きしてくれていたビーフシチューを取り出してコンロにかける。野菜と肉が一口大どころか二口大な大きさに切られている。

　瞳さんは、家政婦をやっている割には大雑把だ。四角い部屋で丸く掃除機を掛けるのが得意で、時々俺やミツルがそれを指摘すると「人生何となくが一番よ」などと訳のわからない台詞をのたまう。 

　瞳さんは、うちの親父の元愛人だ。家政婦として瞳さんが来ると知った時は、兄弟全員が正直『はぁ？　ふざけんなよ』と思った。

　なぜなら、家政婦になる前から瞳さんはうちの家を訪れては、親父と真昼間から声も抑えずにまぐわいまくっていたからだ。俺は、裸エプロンで野菜プレイをしている親父と瞳さんの姿を見たことがあるし、ミツルは大変ショッキングなことに親父が極太ディドルでケツを責められている姿を見てしまっている。つまり、俺たちは瞳さんから性の欲深さや、親父が父親ではなく雄であることを見せ付けられて、正直食あたり気味だったのだ。

　いくら親父とお袋が海外に行って、愛人関係が解消されたからといって、はいそうですか、と易々受け入れれるわけがない。だから、はじめはいびり出してやるつもりだった。

　しかし、瞳さんは俺たちが思っている以上にタフで、そして大雑把だった。俺とミツルに生ゴミをぶっかけられても、クローゼットに一晩中閉じ込められても、瞳さんはへらっと笑って流してしまうのだ。

『人生の短さはまるで閃光のよう。その短命な人生を最大限楽しむためには、怒りや悲しみに囚われている暇なんてありはしないのよ。必要なのは、快楽と愛のみ。笑わにゃ損々。アハハと笑って死にましょか』

　というのが瞳さんの人生論であり幸福論だ。これを聞いて、俺とミツルは瞳さんへの嫌がらせを断念することにした。この人に何をやっても無駄だとぶっちゃけ悟った。

　それに俺とミツルは、その時には瞳さんを好きになりかけてた。勿論セックスは伴わない好意だ。俺たちは間違っても親父と穴兄弟になろうなんて思わなかった。

　兄貴が俺とミツルと少し違うのは、兄貴は今でも瞳さんに対して無関心だということ。嫌悪も示さないが好意も示さない。居ないもののように扱う。兄貴と瞳さんは一定の距離を保ったまま近付こうとはしない。

　ぐつぐつと煮立ち始めたビーフシチューを二枚の深皿に注いで、スプーンを突っ込んでリビングに持っていく。兄貴は相変わらずソファに突っ伏して寝こけている。ミツルはその隣の一人掛けのソファに座って、バラエティ番組を見ていた。皿を差し出すと、無言のまま受け取って、ビーフシチューを啜った。そうして、すぐに顔を顰める。

「瞳さん、また味付け失敗しとる」

　試しに一口掬って、口へと運ぶ。確かにコショウがきつ過ぎる気もしなくもない。食えないほどでもないが、好んで食べたいとも思わない。

「瞳さんは料理ヘタクソやけぇの、しゃあないわ」 

「掃除もヘタクソやないか」 

「洗濯は得意やで」 

「洗濯なんて、洗濯機のスイッチ入れるだけやろうが」

　文句を言いながらも、ビーフシチューを食い続ける辺りがミツルのいいところだと思う。こいつは他人を貶しても、最終的には受け容れるのだ。全くもって素直じゃあないが。

　ミツルが二口大のニンジンを噛み砕きながら、スプーンの先端を俺へと向ける。

「で、お前これからどうするんや」

　俺は、巨大な肉を噛み千切るのに必死になりながら「あぁ？」と声を上げた。

「白のＢＭＷ探すにしても、どうやって探すつもりか言うとるんや」

「そりゃなあ……町中走りまわりゃ見つかるやろ」

「虱潰しらみつぶしかいな。阿呆がする作戦や」

「うるせぇよ、堅実といえ堅実と。努力家なんじゃ俺は」

　ミツルがこれ見よがしに溜息を吐いて、ソファへと凭れ掛かる。

「まぁ、白のＢＭＷなんざ滅多におらんけぇ、それでも見つかるっちゃ見つかるか。で、お前、自転車で走り回る気なんか？」

「暑苦しいわ。タクシー呼ぶ」 

「俺が車出したる」 

　成金息子な台詞を吐いたところでゾンビが起き上がった。兄貴が前髪を掻き上げながら、ソファから起き上がる。

「寝とけや兄貴、最近ほとんど寝とらんのやろう」 

「枕がないと寝れん。二郎こっち来いや」

　気だるそうな仕草で兄貴が自分の隣を手のひらで叩く。途端、ミツルが不機嫌そうに顔を顰めるのが見えた。俺は、ビーフシチューを啜りながら兄貴の隣に座り込んだ。兄貴が俺の膝に頭を乗せてくる。

「弟の膝枕とか、さっむいわ」

　俺の軽口に兄貴は何も答えなかった。眉間に皺を刻んだまま、目蓋を閉じる。俺はその様子を眺めながら、何だかとても愛しい気持ちに支配された。母性に近い感覚かもしれない。俺は、必要とされることが嬉しい。

「明日の朝、車出したるけぇ一人で動くなよ二郎。分かったか？」

　目を閉じたままうわ言のように呟かれる兄貴の言葉に、俺は小さく「うん」と答えた。 
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　朝起きると、頭と腰に、四本の腕が絡まっていた。ぎゅうぎゅうと押し潰されているのが息苦しくて我慢ならない。犬のような唸り声を上げながら身じろぐと、四本の腕がかすかに緩められた。

　顔を上げると、兄貴の淡白な寝顔が見える。兄貴の両腕は、俺の頭を宝物みたいに抱えていて、何だか照れくさい。色気はないが端正な顔立ちだと思う。物に例えるなら精密機械。心臓は金属製。頭はスーパーコンピューター。兄貴だったら目からレーザービームを出しても、俺は驚かない自信がある。

　肩越しにちらりと背中の方に視線を向ければ、今度はミツルの寝顔が見えた。女の子みたいに細い腕が俺の腰を抱き締めている。何こいつ、俺のことぬいぐるみとでも思ってんのか。ミツルがぬいぐるみを抱き締めて寝ている姿なんて、はまりすぎてて笑えない。ロリコン野郎が泣いて悦びそうな光景になりそうだ。

　で、何で俺は、前と後ろを自分の兄弟に囲まれているわけなんですかね。ここ俺のベッドじゃね？　寝惚けとる？　それとも、アレですか？　夢遊病ですか？　良い歳した男兄弟が三人仲良く同じベッドでイチャイチャおねんねとかキモ過ぎる。しかも、近隣に名を轟かせる凶暴三兄弟が。

　俺はぐにゃぐにゃとタコみたく身体を動かして、前門の虎 後門の狼から抜け出すことに成功。虎と狼はまだ眠りこけていて起きる気配がない。

　朝日が射し込んでくる窓の方から、バタバタと何かがはためく音が聞こえる。窓を開いて、二階の窓から庭を見下ろすと、ピンクのエプロンを身に付けた瞳さんが洗濯物を干しているところだった。

「瞳さん、おっはー」

「おっはー、じろたん。良い天気だねー」

　瞳さんが俺のパンツを洗濯バサミでとめながら、二階の俺を見上げて、へらっと笑う。真っ白なシーツが風にはためいている。

「ハジメくんとみったんは起きたー？　あと、その部屋のシーツだけなんだけどー」

「まだ起きとらんけぇ、ここのシーツはええよ。俺が今度洗っとく」

「そう、ならよろしくー」

　瞳さん独特の鼻がかった間延びした声が俺はすきだ。何だか時間の流れが緩やかになって、世界中の花がパァっと開いたような感覚に襲われる。こういうところが親父も好きだったんだろうと、俺は今になって親父が瞳さんを愛人にした理由を理解したりする。理解したからってどうというわけでもないけど。

「みんな、仲良いよねー。いっしょのお布団で寝てるんだもん、あたしビックリしたー」

　俺は思わずズッコケそうになる。同じベッドで男兄弟がくんずれほんずれになって寝てるのを見られたのか。嘘、マジで、超はずかしー。

「仲良うないわ。なんか起きたら、こいつらが勝手に入っとったんやもん。夢遊病と違うんか」

「むゆーびょー？　あたし、バカだからわかんないやー」

　あははと笑いながら、自分のことを馬鹿だとあっさり言い切ってしまう瞳さんに、俺は和まされる。

　窓枠に肘を付いたまま、俺はへらへらと締まりなく笑う。

「うーん。でも、きっと、ハジメくんもみったんも、じろたんのこと心配してんだよー」

「はぁ、心配？」

「だって、じろたん姫ちゃんのこと大っ好きでベッタベタだったじゃないー。姫ちゃん死んじゃったから、じろたん寂しくないように傍にいるんだよー」

　瞳さんの指摘に、俺は眉根を寄せる。他愛もなく涙腺が緩みそうになったのは秘密だ。確かに姫子が死んでから、ずっと兄貴かミツルのどっちかが俺の傍に付いている。それがもし俺への気遣いだったんなら、俺はこのままベッドにダイブして兄貴とミツルに頬擦りしてしまいそうだ。

「じろたん、愛されてるんだよー」

　最後のとどめの言葉に、俺はうっと呻く。涙腺の膜が破けて、ぼろりと大粒の涙が零れた。俺は、表面張力になっている涙を手のひらで急いで拭った。

「うっさいわ、瞳さん何言うとんや」

「だって、大事なことじゃないー。人生に必要なのはね、快楽と愛のみなのよー。それさえあれば、あとはドントウォーリー、ビーハッピー」

　瞳さんの大好きな人生訓に、俺は少しだけにやっと笑う。瞳さんも、にやっと笑い返してくる。

「俺、瞳さんのそういうとこ好きやわー」

「あはは、セックスするー？」

「せんよー」

「ケチー」

　そんなことを言いながら、瞳さんは空っぽになった洗濯カゴを抱えて家の中へと戻って行く。その途中、ふと視線を上げて、悪戯っぽい笑みを浮かべた。

「ハジメくんとみったん、もう起きてると思うよー」

「はぁ？」

「おねーさんは、お見通しなのさー」

　ふふ、と瞳さんが意味深な含み笑いを残していく。ベッドの軋む音に振り向くと、兄貴とミツルが上半身を起こしていた。二人とも、顔面に何とも言えない表情を滲ませている。

「お前ら起きとったんか？」

「……」

「つぅか、寝たフリしとったんか？　なんでや？」

「……」

　黙ったまんま何も答えやしない。ミツルはバツが悪そうに頭を掻いている。兄貴は目頭を押さえている。何だこいつら。

　その時、階下から「朝ごはんですよー」と瞳さんの声が響いてきた。そそくさと兄貴とミツルは、部屋から出て行ってしまう。ほんと、何だこいつら。 










　朝食のスクランブルエッグは砂糖の入れ過ぎで、鼻の奥がつんと痛くなるぐらい甘かった。ミツルが瞳さんにぐずぐずと文句を垂れるのを聞きながら、卵と砂糖の塊を、お茶と一緒に咽喉の奥に流し込む。

　兄貴は、コーヒーを啜りながら、酷くつまらなそうな顔で新聞を眺めていた。目の下のクマは、昨日に比べれば、ぐんと薄くなった。もう服まで着替えている。水色のシャツに白のパンツが露骨に爽やかさを滲ませているようで、俺は気に食わない。戯れに裏側から新聞を叩くと、兄貴が不機嫌そうな眼差しを覗かせた。

「何や二郎」

「兄貴、かまえや」

「お前は幼稚園児か」

「そうや。俺は幼稚園児なんや。兄貴がかまってくれんと、床転がり回って駄々捏ねるで」

　阿呆か、と呆れたように兄貴は呟いた。そのくせその手は新聞の向こう側から伸びてきて、俺の頭をくしゃくしゃと撫で回すのだ。俺は犬みたいに鼻を鳴らして、兄貴の手に擦り寄った。

　途端、ミツルの不機嫌そうな声が響く。

「お前ら何しとんや。ええ歳した兄弟が恥ずかしゅうないんか」

「うっさいわミツル、お前には関係ないやろうが」

「関係のうても、お前らがやっとることが視覚への拷問なんじゃ。不・愉・快」 

　嫌味ったらしく吐き捨てながら、ミツルが椅子の足を蹴り飛ばしてくる。ガタンと揺れた椅子に、俺は一気に暴力的な衝動が込み上げて来るのを感じた。

　俺の大好きな暴力、弟の肋骨を三本折ったことのある暴力、馴染み深い友である暴力！

　だけど、振り上げようとした拳は、結局兄貴に阻まれた。兄貴が俺の右手を掴んだまま、新聞から目を離さないで呟く。

「もう出るで二郎、服着替えて来いや」

　俺は噴出されなかった暴力を噛み締めながら、ミツルへとにっこりと笑いかけた。あとで覚えてろよ畜生。ミツルは、苛立ったように片目を細めたが、結局何も言わなかった。

　風呂場の掃除を終えた瞳さんがリビングにやってくる。瞳さんは兄貴へと駆け寄ると、へらっと笑みを浮かべて厚紙のようなものを差し出した。

「洗濯機の上に置いてありましたよー。だいじなものですよね？」

　それは、昨日見つけた見合い写真だった。兄貴はそれを無言で受け取って、興味なさそうに食卓の上に置いた。 










　開かれた窓から甘い匂いが飛び込んで来た。車の窓から軽く身を乗り出してみると、民家のコンクリート塀の上から黄色い花が見えた。淡い日差しの下で、慎ましやかな小さな花が溢れそうなぐらい枝に咲き乱れている。

「キンモクセイが咲いとる」

　独り言みたいに小さく呟いてみた。そうしたら、口の中にもキンモクセイの匂いみたいな甘い味が広がったような気がした。

　兄貴はハンドルを握り締めたまま、窓の方ではなく、俺の方をちらりと見て「そうか」と答えた。

　周囲には柔らかいこもれ日が溢れていて、俺は和やかな気持ちになる。窓枠に肘をついて、緩く息を吐き出す。ほとんどドライブ気分と言ってもいい。

　兄貴と一緒にいると、俺は無条件で落ち着く。気持ちがリラックスして、身体から力が抜ける。普段俺の身体に満ち満ちている暴力や憎悪の衝動を一時忘れることが出来る。

　ミツルと一緒なのも悪くないが、五十パーセントの確率で喧嘩になるから、闘争心と遊び心が混ざり合って妙な躁状態になってしまう。ぎゃっぎゃっぎゃっと笑い合った直後に不穏な気配になってクロスカウンターなんて、もう日常茶飯事だ。俺はそういうエキサイティングな日常も大歓迎だが、時々は縁側で寝転ぶ猫のような休日にも憧れたりする。

　本当はこの探索には、ミツルも来るはずだった。それが出発直前に来客があったため、急遽留守番に決定したのだ。

　家にやって来たのは、ミツルのクラスメイトだという女子たちだ。玄関の前でうろうろしているのを瞳さんが発見して招き入れていた。ミツルよりも背が高い子が二人、それから小学生かと思うぐらい小さい子が一人。小さい子が高い子二人の後ろに隠れるようにして、ミツルを恋しげに眺めていた。「可愛いやんか」とにやにやと笑う俺を、ミツルは憎憎しげに睨み付けて、それから複雑そうに呟いた。

『二郎もあれぐらい可愛かったらなぁ』

　嫌味か畜生。

　かすかなまどろみに支配されて、目蓋を半分ほど閉じた時、兄貴が諌めるように言った。

「お前、ちゃんと車探しとるんか」

　その言葉に、俺は慌てて目をかっ開く。口元に満面の笑みを浮かべて、当たり前やろうが、と事もなげに答える。兄貴はしばらく疑わしそうに俺をねめつけていたが、結局諦めたように溜息を吐いた。

　気を取り直して、もう一度周囲に目を向け直す。民家の庭や車庫を見て、白い車がないかどうかを確認する。怪しい車があれば、ダッシュボードを叩いて、兄貴に車を止めさせる。それでも、なかなか白のＢＭＷは見当たらなかった。

「見つからんなぁ」

　そもそも白のＢＭＷなんていう高級車自体、この町の人間には不釣り合い過ぎる。もし誰かが所有しているのであれば、それだけで噂になっていてもおかしくない。

　窓枠に両腕を乗せて、突き抜けるような青空へと視線を向ける。もう九月だと言うのに、太陽は夏真っ盛りのように燦々と輝いていた。太陽光が目に突き刺さって痛いぐらいだ。眼球の奥がちりちりと焦げるように痛んで、俺は悲しいことを思い出す。

「兄貴、姫子は幸せやったんかなあ」

「何や今更」

　兄貴は今更と言うけれども、俺はずっと考えてた。姫子が死んでから、頭の中で『幸福』と『不幸』という言葉が制御不可能になったメリーゴーランドのようにぐるぐると回り続けている。その問い掛けは、俺を責め悩ませ、苦しませる。

「俺はたくさんのものが嫌いやけど、姫子は好きやった」

「そうやな」

「姫子は俺のこと好きやったやろうか。俺は姫子を幸せにしてやれたんやろうか」

　最後の問い掛けは、風に溶けて散らばった。そんなの今更わかるわけがない。馬鹿なことを言ってる自覚ぐらいある。だけど、それでも言わずにはいられないなんて、俺はこういう弱っちい自分が大嫌いだ。兄貴が俺の肩を緩く叩く。まるで慰めるみたいな仕草が今は少し辛い。

　それよりも俺は復讐のことを考えないといけない。姫子を殺した犯人をどう料理してやろうか、どう甚振ってやるか最大限シュミレーションしなくちゃいけない。爪を剥いで、裸でアスファルトの上を引き摺って大根おろし状態にしてやろうか。それとも身体中を切り裂いて、虫の群れの中に放り込んでやろうか。傷口に虫が潜り込んでくる感覚は発狂ものだろう。

――何でだろうか、ちっとも楽しくない。人を傷付けることは俺の悦びのはずなのに、心が浮き立たない。むしろ寂しい。堪らなく。

　そんなことを考えていると、反対側の道を歩く人影がふと目に入った。

「兄貴、ストップ」

　胡乱げな眼差しで俺を眺めて、兄貴が路傍に車を止める。向こう側から歩いてくるのは、小学生ぐらいの女の子と手を繋いだ男だ。左眉辺りから顎先まで縦一直線に切り裂かれたような傷痕がある。ぱっと見、厳ついヤクザのようにも見えるが、俺はそいつが学校一真面目な男だということを知っている。

「桃井、どこ行くんや？」

　兄貴の膝に乗り上げて、運転席側の窓から声をあげる。俺のクラスメイトで、俺が唯一友達だと思える男。俺に気安く『馬鹿じゃねぇ麻原』と言える男。

　桃井は俺に気付くと口元をほんのりと緩めて、車に近付いてきた。女の子は、俺を見て露骨に顔を顰めている。

「今からバイト」

「今日は何のバイトなん」

「今からフラワーハートで、五時半から居酒屋やまと、十二時から交通整備。あ、おにーさん、こんにちは！」

　桃井が兄貴を見て、小学生のような元気の良い挨拶を言う。

　さらりと答えられたハードワークに、俺は「おおー」と歓声をあげてみた。桃井は俺が聞いただけでも、バイトを五つ掛け持ちしている。何でそんなに働いているのかと聞くと、当たり前のように『親孝行したいから』と答える桃井は、バリバリ家族思いな最高に良い子だ。親孝行という言葉を、簡単に言える人間が少ないことを俺は知ってる。

　元気よく放たれた桃井の挨拶に、兄貴は曖昧な礼を返して、すでに我関せずといった様子だ。

「乗せてったろうか？」

「サンキュー。でも、気持ちだけ貰っとく。今日はミチカもいるから、歩いてく」

　女の子と繋いでいる手を、見せつけるように緩く上げる。女の子は、不貞腐れたように桃井を見上げて、唇を尖らせた。

「ミチカお姉ちゃんって言いなさい」

　思いがけず大人びた口調だった。桃井は、口元を緩めて「はいはい」と鷹揚に答えている。

「はいはい、おねーちゃん」

「よろしい」

　満足げにミチカが答える。その不思議な会話に、俺は首を傾げた。ミチカを指差して、はてなマークを浮かべて問い掛ける。

「おねーちゃん？」

「そ、ミチカは俺が入る前から施設にいたから、俺のおねーちゃん。俺一番年上なのに、いっちゃん弟だから、何か変な感じする」

　桃井が子供っぽい口調で言う。小学生の女の子に本気で甘えているような安心しきった表情だった。

　桃井は、十三歳の頃から私設の養護施設で暮らしている。十二歳の時に家出をして、一年間放浪したあげく、養護施設に引き取られたらしい。顔の傷は、その放浪の間にできた。ナイフで切られたような真っ直ぐな傷痕を、桃井は「事故にあった」と大抵の人にはそう答える。だけど、時々「罰ばちがあたった」とも言う。結局のところ、どちらが本当なのか分からない。どっちも本当かもしれないし、どっちも嘘かもしれない。

　何にしろ、桃井はその傷のせいで周りから嫌煙されている。まるで肉食獣でも見るかのように、遠巻きにされている。桃井は明るくて真面目な奴だし、誰に対しても公平に接しようとするが、そんなこと大抵の人は理解しようとしない。

　それを桃井は「仕方ない」の一言で済ましてしまう。「誰にでも優しくすることが正しいわけじゃないからな」と言う。桃井は生き物が大好きなくせに、時々人間に対して吃驚するぐらい冷めてる。

　ミチカがどこか居心地悪そうに身を捩らせる。しきりに桃井の手を引っ張って、早く行こうと示していた。俺はその様子を眺めて、窓から右手をぐいと突き出した。握手を強請るように上下に振る。

「ハロー、ミチカちゃん。名前かわええねぇ。俺と結婚しようや」

　戯れるような台詞に、ミチカはぎくりと身体を強張らせた。まるで奇妙なものでも見るかのような視線に、俺は少し傷付く。だけど、この町の連中のように負の感情を隠そうとしていない分だけ、俺は好感を抱く。

「変なこと言わないで下さい」

「麻原ミチカ、かわえぇやん」

「貴方、誰にでもそんなこと言ってるんですか？」

　不信感を前面に押し出した質問に、俺は少しだけ首をひねる。

「俺、そんなほいほいプロポーズしたりせんで」

「変ですよ、会ったばかりなのに。ろくに知りもしないのに、失礼です」

　毅然とした返答に、俺は少し苦笑いする。まったくもって正当な意見だ。桃井がヒッヒッと気味の悪い笑い声をあげた。

「ふられてやんの、麻原」

「うっせえ、ぶん殴るぞテメェ」

　じゃれあいの遣り取りに、ミチカが驚いたように目を見開く。桃井の大きな身体を、自分の小さな身体の後ろに押し込めて、守るように立ちはだかる。

「私の弟をイジメないで！　この子は、貴方とは違うんだから！」

　残酷な言葉だった。俺は、一瞬ひゅっと息を呑み込んで、ミチカを凝視した。俺と違うって、どういう意味だ。そう問いただしたい衝動が身体の内側で暴れ狂う。桃井が酷く困った顔で、ミチカをなだめている。

「おねーちゃん、俺イジメられてない」

「今イジメられてなくたって分からないわ！　だって、この人、いつも誰か殴ってるじゃない！　あたし、この間、この人がユウキ君の三輪車壊してるの見たわ！　女の人を蹴ってるのだって見たことある！　この人、誰でも殴るのよ！　人の痛みが分からないなんて、この人、頭がおかしいのよ！」

　俺の手より桃井の方が早かった。ミチカの髪の毛を鷲掴もうとした俺の手が空ぶる。桃井がミチカの身体を胸に抱き寄せて、うかがうような眼差しで俺を見ていた。

「二郎、俺のおねーちゃんだ」

「知っとる」

「すまん」

「お前に謝られても仕方ない」

「分かってる。けど、すまん」

「もうええ。兄貴、行こうや」

　兄貴がちらりとミチカを一瞥して、それからアクセルを踏み込む。後方から桃井の声が響いて来る。

「麻原、今度やきそばパンおごるー！」

　やきそばパンでつるな馬鹿。だけど、たったそれだけの一言で、俺の気持ちは少し立ち直る。助手席のシートに深く背を埋めながら、小さく溜息をつく。

「子供は残酷や」

　数十秒の沈黙の後、兄貴が呟いた。

「お前は残酷やないんか？」 










　結局、それから夕方まで白のＢＭＷ探しを続けたが、見つかることはなかった。九月になると、日が沈むのも早い。すぐに辺りが真っ暗闇に包まれて、見えなくなる。一日中車を運転したせいか、兄貴がしきりに目頭をもんでいる。窓枠に顎を乗せて、俺は気だるさにぐったりと身体の力を抜いた。なぜだか、胃袋の辺りがずっともやもやしている。

　深々と溜息を吐き出すと、隣から兄貴が声を掛けてきた。

「二郎、帰るか？」

「白のＢＭＷ見つかるまで帰らん」

　駄々めいた言葉に、兄貴が呆れたように首を左右に振る。たったそれだけの仕草にも、俺の心は容易く傷付く。心が豆腐にでもなってしまったみたいだ。

　違う、俺の心はずっと豆腐だった。潰されたくないから、豆腐は周りの人間を殴るんだ。俺は暴力で武装した豆腐だ。

「見付からんもんはしゃあないやろうが。もしかしたら、この町の人間やないかもしれん」

「やったら、他の町に行って探す」

「阿呆言うな。興信所にでも何でも頼んで探させた方がよっぽど効率的や」

「効率の問題やない！　気持ちの問題や！」

　兄貴の冷静な口調に、唐突に脳味噌が沸騰した。奥歯をギリギリと噛み締めながら、兄貴を睨み付ける。

「俺は、姫子のことを他人任せにするつもりなんかない。俺の姫子や。俺の姫子やったんや」

「知っとる」

「知っとらん！　兄貴は何も分かっとらん！」

「落ち着けや二郎」

「姫子殺した奴が見つかるまで、俺は帰らん！　姫子みたいに足ぶち切って殺したる！　俺の姫子返すまで、絶対に殺した奴のこと許したらん！」

　無茶苦茶なことを言ってる自覚はあるのに、言葉が抑えられない。肩で息をして、唾で濡れた唇を手の甲で拭う。

　兄貴はいつもと変わらない冷めた眼差しで、俺を見ていた。その眼差しに、段々心が凍えて行く。

　兄貴は黙ったまま、車を薄暗い路肩に止めると、煙草を口に咥えて火をつけた。暗闇に紫煙が浮かび上がる。煙草の臭いが満ちる車内に、沈黙が流れる。兄貴は怒るわけでもなだめるわけでもなく、俺の存在を無視するかのように暗闇をじっと見つめている。

「――俺は人の痛みが分からんのんやない」

　震える唇が言い訳じみた台詞を紡いだ。情けないことに、俺は、あの小さな女の子に言われた言葉をまだ気にしているのだ。

　頭がおかしいと言われた。俺は頭がおかしいんだろうか。そんな自問自答がぐるぐると回り続けて、胃もたれに近い状態にまで陥っている。

　兄貴は、酷く淡々とした声で返した。

「そうか」

「俺は頭がおかしいんやない」

「そうか」

「俺は、悪うない」

「そうか」

「何で、兄貴何も言ってくれんのんや」

　暗闇の中、その言葉の頼りなさに語尾が震えた。つれない兄貴の返事に、俺は泣き出しそうになる。

「俺も、よう分からんくなってきた」

「何がや」

「誰が悪いか」

　俺は面食らった。兄貴が俺を否定してくるとは思ってもいなかったからだ。兄貴は、俺が本当に傷付いているときは、絶対に受け止めてくれる。そう信じていたからこそ、この一言は俺を驚かせた。

「兄貴は、俺が悪い言うんか」

「そうは言うとらん。やけど、俺はお前が悪くないとは思わん。町の連中が悪くないとも思わん」

「そんな言い方、ずるい」

「そうやな。だけどな、二郎。俺はお前が思っとるより、ずっと町の連中が憎らしい。お前が埋められた時からずっと、お前以上にこの町を憎んできたつもりや。やけえ、お前より俺の方がずっと性質たちが悪い。俺は、お前に人の殴り方は教えても、人の許し方は教えてこんかった」

「許し方なんか知らんでええ」

「それが俺の間違いや」

　兄貴が大きく紫煙を吐き出す。紫煙の流れを目で追いかけながら、俺は兄貴の言葉の意味を考える。

「俺は、兄貴が間違っとる思うたことは一度もない」

「そうやな、お前は俺を信用してくれとる。俺はその信用の上に胡坐をかいて、お前を甘やかしてきた」

「今更ッ！　今更何でそんなこと言うんや！」

　焦燥が胃の腑を焼く。ダッシュボードを殴りつけて、俺はいきり立った。喚き声をあげて、奥歯を噛み締める。

　兄貴は煙草を灰皿に押し付けると、俺へと向き直った。真正面から見る兄貴の目は、澱んだ泥の色をしていた。俺は兄貴のこんな目を知らない。

「いつまでも俺らが慰めてやることはできん。家族やからって無条件で優しくしてやれんのも限界がある。俺やミツルが一生お前の傍ついとるわけにもいかんのんやで」

「兄貴、俺を見捨てるんか。見合いの女と結婚して、ミツルもあの女と付き合って、俺のこと放り出すんか」

　予期せず涙声になった。思い浮かんだのは、洗濯機の上に置いた見合い写真のことだ。そうして、今日の朝、家にやってきたミツルのクラスメイト。

　俺の知らないところで、兄貴やミツルが他人のものになっていく。それが俺には酷く寂しくて、苦しくてたまらなかった。

　兄貴が力なく首を左右に振る。

「見合いのことは関係ない」

「関係ないことないやろ。兄貴、あの女と結婚するんやろ。頭にピンクのお花なんかつけやがって、下手に純情ぶった腐れ女と」

　嫉妬心にも似た苛立ちが込み上げて来る。罵詈雑言を吐き捨てた瞬間、兄貴の顔が歪んだ。まるで泣き出しそうにも見える顔だった。

　不意に後頭部を掴まれて、額をダッシュボードに思いっきり叩き付けられる。頭蓋骨を突き抜けるような痛みに、咽喉から鈍い悲鳴があがった。

「っ、ダッ……！」

「何しやがる」と言い終わる前に第二の衝撃がやってきた。それは痛みを伴わない衝撃だった。

　兄貴が俺の口を貪っていた。口の中に舌を突っ込まれて、滅茶苦茶に掻き回される。普段取り澄ましている兄貴からは想像も付かないほどの、激しいキスだった。

　逃げ惑う舌が無理やり絡め取られて、呻き声すら呑み込まれる。煙草の苦味が残った唾液がねちゃねちゃと粘着いた音を立てて、鼓膜を侵す。胸倉を掴まれて、身体を引き寄せられる。

　気付いたら、尻が兄貴の膝に乗り上げて、舌の裏の血管を弄くられていた。強く吸われて、舌がぢんぢんと痺れる。生温い唾液が呑み込み切れずに、口角から零れて、兄貴のシャツにシミをつくる。食らい尽くすという表現がピッタリと当て嵌まるようなキスだった。

　兄貴の手のひらが切羽詰まったように俺のシャツをたくし上げる。制止する間もなく、兄貴の指先が胸の尖りを摘んで、ぎゅうとひねり上げた。神経を直接捻るような痛みに、俺は兄貴の胸を叩いた。

「いっ、だァ……！　兄貴、痛いッ！」

「黙れ二郎、喋ったら咽喉噛み千切るで」

　兄貴の声は、皮膚を凍えさせるような冷徹さを孕んで、俺の鼓膜に響いた。咄嗟に息を呑み込む。胸から伝わってくる痛みと恐怖が俺の脳味噌を思考停止にさせる。

　兄貴は、俺の手首を握り締めると、たくし上げたシャツを無理やりその手に握らさせた。

「離すな」

　簡潔な物言いに、逆らうことも忘れて頷きを返す。すると、唾液でべたべたになった唇に吃驚するぐらい優しいキスが落とされた。下唇を何度も柔らかく食はまれて、たまらず呼気が震える。

　その間も、兄貴の手のひらが俺の胸やら腹を這い回る。兄貴の手のひらは冷たくて、その指先にへそ周辺をなぞるように弄られると、腹筋がぶるぶると痙攣した。

　腹の底から熱がこみ上げて来る。その熱が思考を奪い取る。どうして兄貴にこんなことをされているのか、そんなことすら考えられなくなる。

「や、や……」

　拒絶なのか強請っているのか分からない声が溢れ出す。仰け反った咽喉がざらりとした舌腹に舐め上げられて、浮き上がった喉仏が隠微に上下した。たくし上げたシャツを持つ手に力が篭らなくなる。

　その手が下がり始めるのを見ると、兄貴が叱りつけるように胸の尖りに噛み付いてきた。舌先で米粒のような先端を舐めながら、上下の歯でギリギリと噛み締める。くすぐったさと鋭い痛みに、眼球が馬鹿みたいに潤むのを感じた。

「イ、……ぁ……！」

「痛いか二郎」

　問い掛けられる言葉に、弱々しく頷きを返す。すると、途端ぢんぢんと痺れるような痛みを発する尖りを、慰めるように優しく舐められた。それに安堵して、深く息を吐き出す。

　温かい唾液が滲み込んで、俺は馬鹿みたいに安心感に包まれる。それは母親の胎内での微睡みにも似ていた。だけど、その微睡みはすぐさま奪われる。

　カチャカチャと下半身の方で響く金属音に視線を落とすと、兄貴が俺のズボンのジッパーを下ろしていた。ギョっとして、咄嗟に兄貴を凝視する。

「あ、にき、何するんや」

「黙れ言うたのに、お前の脳味噌はどんだけ鳥頭なんや」

　兄貴が呆れ果てたように溜息をつく。その姿に、俺は間違ってるのは自分の方なんじゃないかという危惧を抱いた。不安がこみ上げて来る。

「だって、こんなん変やないか」

「やったら、俺が変なんは前からや。俺だけやないミツルも」

「何で、ミツルまで」

「アイツ、お前にキスしたやろう」

　ギクリと身体が強張る。思い出したのは、ミツルの舌が咥内に入った時の感触だ。未だかつてないほど、至近距離で見たミツルの顔。馬鹿みたいに長い睫毛に、大きな瞳、だけどその目が映す色は俺の知らないものだった。今の兄貴と同じ目の色。

「なんで」

「ミツルは俺と分け合うつもりはない言うとったが、俺はミツルと分けてもええ思うとる。やけど、お前が俺の知らんところでミツルに唾付けられたのは我慢できん」

「兄貴、何言うとるか分からん」

「お前は、いつまで分からんフリをするつもりや」

　苦々しい口調で吐き捨てて、兄貴は腹いせのように緩く勃ちあがった俺の股間を鷲掴んだ。ボクサーパンツ越しに掴まれた感触に、腰がびくりと跳ねる。咽喉から嬌声じみた叫び声が短く零れた。

「ぅ、アッ！」

　ゆるゆると先端から根元まで沿うように撫でられて、息があがる。上手く空気が吸い込めなくて酸素不足になったのか、ぐらりと視界が揺れる。

　半勃ちだった股間がみるみる膨らんで行く。ボクサーパンツの黒い布に先走りが滲み込んで、その黒をより色濃くさせる。収まり切らなくなった性器の先端がボクサーパンツから飛び出して、てらてらと濡れた鈴口が暗闇に浮かび上がる。それは酷く卑猥な光景だった。兄貴が人差し指の爪で、ぷくりと凹んだ鈴口をぐりぐりと押し込むように弄くる。まるで電流のように尿道を走った快感に、俺は兄貴の膝の上で大きく跳ねた。

「ひっ、アぁ……！」

　咄嗟に両手で口を押さえる。自分でも信じられないくらい甘ったるい悲鳴だった。困惑と羞恥を滲ませる俺の目を見据えて、兄貴がうっそりと目を細める。

　そうして、兄貴は俺の腰をぐいと自分へと引き寄せた。途端、ズボン越しの陰嚢に、ゴリと固い感触が触れて、俺は泣き出しそうになった。兄貴のが勃っていた。その感触に、俺は何だか酷い裏切りを感じてしまったのだ。何で勃っちゃうんだよ、と思わずなじりそうになる。兄弟なのに。俺の兄貴なのに。だけど、自分も勃っている今、そんなこと言えるわけがない。

「二郎、俺の出せ」

　兄貴の目が暗闇に光る。俺の知らない目だ。嫌だと言えるものなら言いたい。だけど言えない。俺は俺の知らない兄貴が怖くてたまらない。

　兄貴のズボンのジッパーを下ろす指先が震える。布越しでも、兄貴のそれが形を変えているのが分かる。

「触れ」

　酷いと思った。俺が逆らえないのを知っていて、悔しがるのが分かっていて、兄貴はわざとこんな命令するような言い方をしてるんだ。そう分かっているのに、逆らえない自分が一番嫌だ。

　躊躇うように布越しに触れる俺に焦れたのか、兄貴は俺と自分のボクサーパンツをずり下げて、性器を露にした。

「ゃ、う」

　いきなり露出された性器が外気に驚いて、ぶるりと震える。背中に回された手で尻を掴まれて、更に密着するように引き寄せられる。剥き出しの性器同士がこすれ合って、その固さと熱にヒッと咽喉が息を零した。

　性器越しに、兄貴の性器が脈打っているのが伝わってくる。浮かび上がった血管が擦れて、更にその輪郭をはっきりさせる。ぬるりと滑る感触は、どちらの先走りだろうか。二人のものだろうか。分からず、兄貴の肩にしがみついた。

　それを契機にして、兄貴が掴んだ尻ごと俺の身体を上下に揺さぶり始める。性器同士がゴリゴリと摩擦されて、下腹からこみ上げて来る快感に内腿が跳ねた。

「ゃ、ぅあ、ァア……！」

　兄貴の張り出した雁首が、俺の陰茎を下から上へとなぞり上げる。時々、兄貴が先走りをたらたらと零す鈴口同士を擦り合わせて、膨らんだ陰嚢がキュウと収縮するのを感じた。

　兄貴の手のひらが鷲掴んだ俺の尻をむぎゅむぎゅと握り潰しては、時々その狭間の穴を指先で押し潰すように刺激してくる。その度に、狭い車内で制御できない両足が跳ねて暴れる。

　流石にドアを蹴り飛ばすのに苛立ったのか、兄貴が俺の膝裏に手を差し込んできた。まるで女のように片足を大きく押し広げられながら、いきり立った股間を強引に擦り付けられる。先走りで濡れそぼった性器が擦れる度にぬちゃぬちゃと音を立てて、その音にすら震えるような快感を覚えた。

「あに、きっ、くるしっ……！」

　過ぎた快感が苦痛にまで感じてくる。乱れた呼吸が喘ぐように酸素を欲しがる。兄貴が俺の胸に唇を埋めて、呻くように囁いた。

「俺はずっと苦しい」

　その意味を聞くことはできなかった。身体を揺さぶる動きが激しさを増す。車がギシギシと揺れて、丸っきりカーセックスのようだと思うと、こめかみの辺りがぢんと痺れた。

　下半身に血が集中して、熱くなった性器が痙攣しながら擦り付けられる感覚がたまらなくなる。熱っせられた尿道から何かがこみ上げて来る感触がある。

「あ、にき、兄貴ッ、で、そうっ……！」

「出せ」

　荒い息混じりに耳元に囁かれる。その切羽詰まった雄の声に、性器が連動するように震える。兄貴は間違いなく俺に欲情してる。俺の身体に。そう思った瞬間、涙がこみ上げてきた。眼球が押し上げる勢いで涙が溢れ出す。

　嫌だ嫌だ嫌だ、俺は兄貴と兄弟でいたいんだ。こんな風になりたくないんだ。

　それを言葉にすることは出来なかった。兄貴が俺の涙を見て、まるで言葉を遮るように唇に噛み付いてきた。唇を貪られて、喘ぎ声まで一緒に呑み込まれる。

　上も下もぐちゃぐちゃで、こすれ合う性器の感触で頭がいっぱいになる。兄貴の手のひらが性器を二本ごと包み込んで、そのままラストスパートを掛けるように無茶苦茶に擦り上げてきた。一気に膨れ上がった快感に、塞がれた唇が悲鳴を零す。

「ん、ぅン、んー!!」

　限界まで張り詰めていた性器が一気に膨張して、破裂するような感覚。尿道を熱い液体が駆け上っていく感覚まで鮮明で、まるで噴水のように鈴口から精液が飛び出して行く。身体の筋肉が硬直して、尻の穴がきゅうと締まる。兄貴の手のひらが俺の精液を受け止めて、白く濁る。

　よく見たら、兄貴の性器もビクビクと痙攣して精液を吐き出していた。浮き上がった血管が膨れ上がって、それから全て吐き出し終わって赤黒い性器にゆっくりと埋没していく。その光景に、ぞくぞくと首筋の後ろが震えた。

　高揚感と脱力感に全身が支配されて、荒い息に背骨が上下した。こめかみの血管が破裂しそうなぐらい脈打っている。車内に満ちた青臭い臭いに、鼻孔の奥がくすぐられる。

　そうして、白濁で濡れた手をティッシュで拭って、俺と自分の身なりを整えてから、兄貴が濡れた俺の唇に、ちゅっと触れるだけのキスを落としてきた。そのキスに、俺はまたぶわっと涙が溢れて来るのを感じた。何で、何で、

「何で、キスするんや……」

　嘆くような俺の口調に、兄貴がそっと諭すように呟く。

「二郎、この世の中で変わらんもんはないんやで」

「何言うとるかわからん」

「それは、お前が分かろうとしとらんけぇや。お前、分かりたくないんやろ。人の痛みも、町の人間のことも、俺とミツルの気持ちも、自分の気持ちすら、分かりとうないんやろう」

　兄貴の声は穏やかで、まるでそれが真実だと告げているようにも聞こえた。俺は、わけもわからず首を左右に振った。兄貴が溜息をつく。

「いつまでも知らんフリするつもりか。俺もミツルも、今はせんでも、いつかは結婚するんやで」

「何でや！　何で結婚するんや！」

　咽喉から素っ頓狂な叫び声が零れた。顔がくしゃくしゃに歪んだのが自分でも分かる。まるで迷子になった子供みたいな自分が嫌で仕方ないのに。

「今のままでええやないか！　ずっとこのままで！　何で結婚せんにゃあかん！」

「分からんフリし続ける奴を、俺らは指くわえてずっと待ち続けんにゃあかんのか。我侭も大概にせぇや二郎」

　撥ね付けるように兄貴は言った。それから息を呑む俺の胸を拳でどんと叩くと、まるで引導を渡すように吐き捨てた。

「俺らに結婚して欲しゅうないなら、選べ二郎。姫子はもうおらん。俺らしかおらんのなら、選べ」

　残酷な言葉だった。俺は、逃げ出したくなった。実際、尻尾を巻いて逃げ出した。両手で両耳を塞いで、運転席から飛び降りて闇の中を必死で駆けた。背後で兄貴が何かを叫んでいたけれども、何も聞きたくなかった。ワーワー、と阿呆のように叫び声をあげて走る。まるで狂人。丸っきり狂気の沙汰。

　俺は現実を見たくない。俺は、兄貴に突き付けられたものが怖い。分かっているのに、分からないフリをしているなんて言われたくない。人の痛みも、町の人間のことも、兄貴とミツルの気持ちも。それが分かってしまえば、今までの俺が壊れてしまう。

　折角作り上げた凶暴三兄弟という塔がバラバラに崩れて、俺はひとりぼっちになってしまう。崩れた城壁の跡には、小さな子供が一人、深い穴の中で蹲っているだけなのだ。

　凶暴三兄弟という名前を疎みながら、一番固執しているのは紛れもない俺自身だ。










　闇を掻き分けるように走った。まるでお化けにでも追い掛けられているかのように、全速力で闇夜を駆け抜ける。辺りに光はない。周囲に田んぼが広がっているのか、風に吹かれてさわさわと草が音を立てるのが聞こえた。噎せ返るような土と緑の臭いが鼻腔の奥いっぱいに広がる。

　足が止まらない。足が止められない。咽喉からぜぇぜぇと呼吸困難みたいな音が出ているというのに、恐怖が俺の足を勝手に動かす。車を飛び出てからの俺は、完全に恐慌状態だった。

　周りにあるものすべてが怖い。家も田んぼも人も犬も虫も、何もかもが俺を責め、罵ってくる。

『麻原二郎、この悪魔！　暴力狂いのろくでなし！』

『ミミズは地面に埋まってりゃいいんだ！』

『お前なんか死ね！　死ね！　死ね！』

　嫌だ、お前らなんかに俺を責める資格なんかない。先に俺を裏切ったのはお前らだ。暴力に値するだけのことを、お前らは俺にしたじゃないか！　何で俺を責める！　何で俺を嫌う！　俺はこんなにも、こんなにも、

　気付いたら、あの丘に立っていた。俺が埋められた丘。大きな木の下に、俺は何時間もかけて穴を掘らされた。手にマメができて血が滲んでも、大人たちに急き立てられて休むこともできなかった。俺は、ここで土に埋められて死んだ。殺された。この町に。

　硬い木の肌に額を押し付けて、荒い息を整える。激しい呼吸に、背筋が波打つ。額から汗が滲み出し、ぽたぽたと草むらの奥へと落ちて行く。奥歯を噛み締めて、咽喉から溢れそうになる嗚咽を必死で噛み殺す。

　丘から見下ろす町は、民家の明かりがちらほら見える程度だ。その光の下では、慎ましやかで穏やかな生活が広がっている。

　テレビ番組、味噌汁の匂い、子供のはしゃぐ声、風呂から聞こえる親父の演歌、俺の憧れる生活。俺が憎んでやまない、町の人間たちの生活。

　何もない田舎だ。何にもない。保守的で排他的で、都会なんかとは比べものにならないぐらいつまらない町。ゲーセンは古ぼけた一軒しかなく、本屋だって品揃えが最低だ。日和見な交番は役立たず、大きな病気となったら遠く離れた街まで一時間かけて行かなくちゃいけない。

　親父の威光に怯える、哀れで馬鹿な町。

　それなのに、俺はこの町を愛していた。この町のつまらなさも卑屈さも含めて、心から大事にしていた。俺の生まれた町だ！　俺の育った町だ！　俺は、この町の人間を愛してやまなかったのに！

　それなのに、裏切られた。町は俺を生き埋めにして殺した。だから、許せなかった。暴力を奮い、住民を恐怖のどん底に叩き落した。俺は以前よりもずっとずっと憎まれ、疎まれた。だけど、それでも、俺はまだこの町を愛しているのだ。憎悪と愛情で、心がバラバラにもがれそうなぐらい、好きでたまらないのだ。

　涙で町の光景が滲む。愛していると認めてしまえば、心が壊れる。俺は町の誰よりも嫌われ者だ。殴っているから嫌われていると思われている方がまだ気が楽だった。だけど、俺は誰も殴らなくたって嫌われてる。俺が俺だという理由だけで嫌われる。それを認めるのが怖かった。だから、何もかも分からないフリをしていたのに。どうして、今更、兄貴もミツルも、俺にこんな残酷な真実を突き付けようとするんだ。

「ひでぇよぉ……」

　拳にきつく犬歯を突き立てる。指先が小刻みに震える。誰にも知られたくない。誰にも分かられたくない。だけど、誰かに知って欲しい。分かって欲しい。慰めて欲しい。

　兄貴やミツルは、俺を慰めてくれるだろう。俺を抱き締めて、お前は悪くない、必要だと囁いてくれるだろう。家族として兄弟として。それなのに、

「なんで、キスするんや……」

　だけど、本当は？　俺を本当に家族として見ているのか？　俺を抱き締める四本の腕は、本当に兄弟のものなのか？　分かりたくない。だって、分かれば、兄貴やミツルが変わってしまう。無限だと思っていた関係が有限になってしまう。

　家族は永遠だ。だけど、それが永遠でなくなってしまったら？　俺にはきっと耐えられない。だから、分からないフリをし続ける。それが兄貴やミツルにとって、酷く歯痒くてもどかしいことだとしても。

『俺もハジメも、お前のこと兄弟としてなんか見とらん』

『お前は、いつまで分からんフリをするつもりや』

　何で、何で、俺を追い詰めるんだ。ただの兄弟でいいじゃないか。ずっと今のままで。三人で仲良くやってきたじゃないか。どうして、今更それを変えようとするんだ。

　不意に、頭の端をあの歌がよぎる。俺の大嫌いな歌。兄貴とミツルの調子っぱずれな歌声。

『カントリーロード、家へと連れて行っておくれ。あの場所へ、帰るべき場所へ』

　ヒッと咽喉が鳴った。嗚咽と一緒に涙がぽろりと零れる。眼下の町を見下ろしながら、そっと呟く。

「帰る場所なんかどこにもない」

　はじめからどこにもなかった。どこにもなかったんだ。

　その時、葉がこすれる隠微な音が聞こえた。草むらを掻き分けるような音。背後を振り返る前に、バキンと頭蓋骨が割れるような音が鼓膜に響いた。 
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　頭に湿った土が降りかかる。

　髪の隙間からぱらぱらと顔に落ちてくる土の感触に、目蓋がぎこちなく開く。何か粘着いた液体でも流し込まれたかのように、目蓋が乾いていた。目を開くと、皮膚に張り付いた睫毛がパリパリと細かな音を立てた。錆の臭いが鼻につく。

　何も見えなかった。何も。闇に囲まれている。後頭部から、頭痛じみた疼痛が絶え間なく脳味噌を揺さぶってくる。身体が鉛になってしまったかのように重く、関節が軋んだ。四肢を動かそうにも、膝は体育座りの形のまま、両腕は背中に回ったままピクリとも動かない。緩く指を動かすと、湿った土の感触が指先に触れた。

　なんだ、これは一体何なんだ。

　また頭上から土が降ってくる。顔面に思いっきりぶちまけられた土に、咄嗟に呻き声があがる。違う、俺は叫ぼうとしたんだ。それなのに叫べない。声が出せない。口に何か詰め込まれている。柔らかい布のような感触を奥歯の辺りに感じて、咽喉がヒッと引き攣るような音を出した。

　シャベルで土を掬う音が聞こえる。そうして、土が振り落とされる。俺の上へ。

　この感触には覚えがある。忌々しい俺の記憶。おぞましく、絶望的なあの地獄の時間。見開いた目が空を見上げる。見えたのは、月明かりに光るシャベルの先端だ。チカリと煌く光が俺に残酷な事実を告げる。

――俺は埋められている！

　咽喉から掠れた音が溢れ出す。風船から空気が抜けたような情けない音は、きっと俺の絶叫だった。それに気付いたのか、頭上から黒い影が穴を覗き込む。暗闇からその容貌をうかがうことはできない。ただ長く垂れた髪から女であろうことは分かった。

「ねぇ、まだ生きてるわ……！」

　怖気づいた女の言葉に、もう片方の影が穴へと視線を落とす。白目ばかりが際立った四つの目玉が俺を見下ろす。まるで実態のない幽霊から監視されているような恐怖が、俺の身体を小刻みに震わせる。

　恐る恐る見上げると、もう一つの影が震える声を吐き出した。

「生きていようが死んでいようが関係ない。埋めるんだ」

　男の声だった。シャベルを地面へと突き立てて、今にも俺の頭へと土を落とそうとする。そのシャベルに女が取り縋った。

「でも、生き埋めなんて……！」

「一回やられたことがあるんだ。こいつだって二回目なんだからどうってことないさ」

　まるで自分自身の恐怖を振り払おうとするかのようなおどけた口調だった。女が悲鳴のような声で応酬する。

「死んじゃうのよ……！　私たち人殺しになっちゃうわ……！」

「殺されて当然の奴じゃないか！　こんな奴死んだからって何だ！　町のみんなだって喜ぶさ！」

　男の声は、ほとんど怒声のようだった。その言葉に、俺の心はぐしゃぐしゃに砕かれる。男は自棄になったかのように土を掬うと、そのまま穴へと乱雑に撒いた。腰から下は既に土に埋まっている。じっとりと冷えた土に身体が包まれて、足元から悪寒が這い上がってくる。

　寒い、寒い、埋められるのは嫌だ！　怖い、怖いんだ、助けて！　俺は、埋められて死にたくなんかない！

　悲鳴に、咽喉が暴れる。それなのに何一つとして言葉になってくれない。悲鳴が空気の音だけ残して、闇の中へと消えていく。四肢を滅茶苦茶に捩っても、胸元まで届き始めた土は思うように身体を動かしてはくれない。それが余計に俺の恐怖を煽った。

　脳味噌が焦燥で朦朧とする。降り掛かる土だけがリアルで、それ以外はまるで夢の出来事のように感じた。

　人生において、二回も地面に埋められるなんてリアリティがなさすぎる。こんなの三文小説以下だ。ちっとも笑えない。笑えるはずない。唇が惨めに痙攣する。

　男がうわ言のように漏らす。

「俺たちはむしろヒーローだ。こいつさえいなくなったら、全部上手く行くんだ。安心して町を歩ける。女房や子供を傷付けられる心配もない。ほら、全部丸く収まるじゃないか」

　明るい口調なのに、男の声は途中から涙声になって震えていた。ぐずぐずと鼻を啜る音が聞こえる。穴の横で、女がへたり込んで啜り泣いていた。

「こいつを殺さないと、俺たちが殺される。あの子を守るためには、こうするしかないんだ」

　その言葉は、男の贖罪のようにも聞こえた。影たちが俺を埋めながら、泣きじゃくっている。闇の中で、絶望と悲哀が混じり合う。降り掛けられる土と一緒に、男の涙がぽたりと俺の汚れた頬に落ちた。

　その感触に、俺は気付く。こいつらは悪人じゃない。人を殺すことに恐怖を抱き、罪悪感に涙を流している。好き好んで俺を埋めようとしているわけじゃない。そこには重大な理由があるのだ。

　その理由とは何か。原因は？

　俺だ。俺がその原因を間違いなく作った。それが具体的にどういう原因なのかは分からない。分からないけれども、きっと俺が今までやってきた残虐な行為ゆえというのは間違いないだろう。

　俺は、町の人間をたくさん傷付けた。自分が傷付けられた分を返そうと躍起になって、誰彼構わず傷付けまくった。それはいつの間にか、俺がやられた分をオーバーしていたんだろう。だから、この状況はそのオーバーした分のツケなのだ。俺は二度埋められても仕方ないほどに、いろんなものを傷付けたから。

　そう思うと、すっと身体の中から恐怖が消えた。腹の中で暴れ続けていた憎悪が土へとじわじわと吸い込まれていく。代わりのように込み上げて来たのは安堵だ。埋められることによって、ようやく俺と町はイーブンになる。

　もう誰からも傷付けられない。もう誰も傷付けなくていい。俺は愛情と憎悪の狭間で、泣いたり喚いたりしなくてもよくなる。俺はやっと純粋に町を愛することが出来るんだ。そう思うと、驚くほど気持ちが穏やかになった。あぁ、これが一番最良の結果なんだ。初めからこうなっていればよかった。十二年前のあの時に――

　男が溢れてくる涙を泥だらけの手で拭う。見上げる俺の視線に気付くと、男がひっくと咽喉を鳴らした。

「……頼む、見ないでくれ……」

　命令ではなく懇願だった。これから殺す相手に懇願するだなんて、この男は相当なお人よしだ。そう思うと、むしろ埋められる自分よりも埋めるこいつらの方が哀れに思えた。

　小さく頷いて俯くと、女がへたり込んだまま「ごめんなさい、ごめんなさい」と謝罪を繰り返した。その声を聞きながら、ゆっくりと目蓋を閉じた。

　土の臭いが鼻腔の奥いっぱいに満ちる。身体が一部の隙間もなくぴったりと土に包まれる。口も鼻も耳も塞がれて、意識が少しずつ薄れていき、まるで自分が土そのものになってしまったかのような感覚に陥る。細胞がとろりと溶けて、土へと滲み込んでいくような――

　土の中は、まるで母の胎内のように安らかだった。これが死ぬってことなんだろうか。それとも生まれるってことなんだろうか。そう思うと、少しだけ安らかな気持ちになれた。 
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　水の中をたゆたっている。

　身体があたたかい液体に包まれて、浮かんでいる。

　柔らかい光に包まれた水中は、酷く居心地がよかった。

　心地よさの中、意識が浮かんでは沈み、沈んでは浮かんでいく。

　水の中では、どちらが上か下かもわからない。

　ただ浮かび、流れのまま漂うだけ。

『あったかい』と囁こうとした唇から、小さな水泡がぽこぽこと零れて四方へと散っていく。

　無限のような世界で、永遠とも思える時を過ごす。

　そこは穏やかだった。

　不安も悲しみも怒りもなかった。

　完成された世界を、俺はひとりたゆたっている。

　町の連中も、親父もお袋も、兄貴もミツルも、姫子もいない。

　俺ひとりだけ。

　すこしさみしいな。

　そう思った瞬間、水面から二本の手が伸びてきて、俺の腕を掴んだ。










　強い力に、土の中から引き摺り出される。草むらに仰向けに転がると、空にぽっかりと月が浮かんでいるのが見えた。

　薄く開いた眼球に月光が満ちる。潤んだ眼球の中で光が乱反射して、クリスマスのライトでも飾ったかのように闇がキラキラと煌めいて見える。綺麗だ、と不意に思う。左手をゆっくりと天に翳すと、こびり付いた土がパラパラと指の間から落ちてきた。

　右手も同じように上げようとしたが、なぜだか重くてあがらない。緩慢な動作で首を横へと傾けると、土まみれになった兄貴とミツルが俺の右腕をきつく掴んだまま、焦燥した表情で俺を見つめていた。二人とも息を切らしている。

「……二郎、大丈夫か？」

　答えようとするのに、声が出ない。ミツルが急いた手付きで、俺の口に詰め込まれていた布を取り出す。途端、酸素不足だった脳味噌に空気が潜り込んできて、意識が霞むのを感じた。強烈な目眩に、目の前の光景がぐにゃりと歪む。

　乾いた咽喉が急激に入ってきた空気に耐え切れず、ひゅうひゅうと苦しげな音を漏らす。思わず指先で咽喉を掻き毟ると、その手を兄貴に取り押さえられた。

「一気に呼吸すんな。焦らんでええんや。ほら、ゆっくり吐いて、少しずつ吸え」

　耳元で呪文のように囁かれる。近付いた兄貴やミツルの身体からは、深い土の臭いがした。それとも、これは俺自身の臭いだろうか。

　土に埋まった。土になった。俺は、十二年前と同じように土に埋められて死んだんだろうか。それとも、十二年ぶりに土から掘り返されたんだろうか。

　見当も付かないまま、言われるがままに呼吸を繰り返す。胸元を撫でる手になだめられて、ようやく呼吸が安定してくる。落ち着いた呼吸に安心したのか、ミツルがほっとした表情で、俺の前髪を優しく掻き上げた。

「……なんで、アニキ、とミツル、おるん……？」

　しゃがれた声で問い掛けると、兄貴が俺の泥だらけのジーンズのポケットから携帯電話を引っ張り出した。パステルブルーの丸っこい形をした携帯だ。

「やっぱりお前の携帯、子供携帯にしといてよかったわ」

　そう言って、兄貴は無理やり頬に笑みを浮かべた。俺もつられるように頬をひくつかせる。 

　高校生にもなって子供携帯はないだろうと、店頭で兄貴と言い争いになったのは何年前の話だろうか。結局あのときの誘拐事件のことを引き合いに出された上、ミツルも俺と同機種を使うということで、無理やり納得させられたことを思い出す。そういえば、子供携帯には居場所を探知する機能もあったな。

「おれ、高校生やのに……、子供ケー、タイ、とか、カッコわるいわ……」

「やけど、お前はそれで助かったんやで。犯人が携帯と一緒にお前埋めたのは不幸中の幸いやな。足下から携帯の着信音聞こえた時は、ほんま息が止まるか思うたで」

　兄貴がちらりと視線を、俺の足下へと向ける。緩く首をもたげると、そこにはぽっかりとした穴があいていた。中から見上げた時は、どんなに深く大きな穴だろうかと思っていたが、こうやって上から見るとその穴は然程大きくもなかった。人一人が中腰でかがめるぐらいの大きさだ。縦幅よりも横幅はもっと狭い。

　俺が埋まっていた穴だ。そこは俺の確かな居場所だった。それを思うと、肺の中から落胆や失望といった感情が不意に湧き上がってきた。俺は『そこ』に居たかった。ようやく町とイーブンになれたと思ったのに、これでまた均衡が崩れてしまったように感じたのだ。

　深く息を吐き出すと、俺の落胆を感じ取ったのか、ミツルがぴくりと眉根を動かした。

「お前、まさか埋まったままでおりたかったとか思っとらんやろうな」

　驚きに肩が跳ねる。見開いた目で凝視すると、ミツルの顔が怒りに歪んだ。いつもの猫が威嚇するような顔じゃない。憤怒に頬を引き攣らせた表情は、まさに鬼か羅刹だ。

「そんなん……」

「大人しく死んでやるつもりやったんやないやろうな？」

　ミツルの言葉が責め立てるように俺へと突き付けられる。俺は混乱した。自分が死にたかったのか生きたいのか、さっぱり分からなくなってしまったのだ。唇だけが何か言葉を発しようとパクパク上下するけれども、返す言葉は依然として思い浮かばない。

「何か言えや二郎。お前、ひとりで死ぬつもりやったんか？」

　ミツルが俺の胸倉を鷲掴んで、拳を小さく震わせる。鋭く尖った視線が俺に突き刺さる。兄貴が今にも俺に噛み付きそうなミツルを押し止めるように言う。

「ミツル、二郎を責めんな」

「ハジメは阿呆か！　甘やかすんも大概にせぇや！　こんな救いようのない馬鹿、放っておいたら、こうやって勝手に死んでしまうんやで！」

「やけど、死んどらん。俺は二郎が生きとるだけでええ」

　兄貴の静かな声に、ミツルは奥歯を砕きそうなほど噛み締めた。ガギッと歯が軋む音がミツルの頬から響く。コメカミに稲光のような青い静脈が薄く浮かび上がった。

「俺らはいっつもそうや！　こいつが埋められた時から、俺もハジメもずっと二郎が生きて傍におるだけでええと思ってきた！　やけぇ、こいつがやること全部全部放ってきたんや！　やけど、それが間違いやった！　こいつは自分で自分を殺しとる！　他人殴って、自分殴っとる！　俺らは、二郎が傷付くのをずっと見て見ぬフリしてきただけやないか！」

　ミツルの激昂が刃になって俺に突き刺さってくる。俺は眼球が潤むのを感じた。違うと言いたかった。俺は、兄貴やミツルをそんな風に思ったことなんかない。放ってこられたなんて思ってない。無視されてるだなんて思ってない。

　兄貴は黙ったまま、ミツルの言葉を聞いていた。ミツルが自嘲的な笑みを口角に滲ませる。

「ほんまに責められんとあかんのは、俺とハジメやないか」

「そんなん、違う」

　乾いた笑い声を零すミツルの言葉を、咄嗟に遮る。自分で思っていた以上に涙声だった。咽喉がひくりと上下する。

「兄貴とミツルは、俺のこと大事にしてくれただけや」

「お前のこと思っとるんやったら、ほんまは俺らはお前を止めてやらんとあかんかった。俺らはそれをせんかった。お前が町の連中傷付けるのを黙って見とった。お前が一緒に傷付いとるのも知っとったのに」

「違う、違う」

　まるで言い聞かせるようなミツルの声に、俺は駄々を捏ねる幼児のように首を左右に振った。まるで自分自身を自虐するかのように、ミツルは一息にこう吐き出した。

「俺もハジメも、二郎埋めた奴らと一緒や」

「ちがう！」

　脳味噌のメーターが一気に振り切れて、悲鳴にも似た叫び声が溢れ出した。咄嗟に上半身を起こして、叩き付けるように叫ぶ。

「兄貴とミツルは、俺を埋めた奴らとは違う！　あんな奴らと一緒やない！　兄貴とミツルは、俺と一緒に泥を呑んでくれたんや！　凶暴三兄弟って阿呆みたいな呼び名で呼ばれて、町の連中からもいつも怖がられて、嫌な噂立てられて、喧嘩ばっか売られて、やけど、俺のこと一回も責めたりせんかった！　俺と一緒におってくれた！　あんな奴らと違う！」

　激情が喉元からせり上がってきて、息が切れた。不整脈でも起こったかのように心臓がめちゃくちゃな鼓動を刻み始める。顔がくしゃくしゃに歪んで、なおもこみ上げて来る感情に唇が戦慄いた。

　ミツルが何とも言えない複雑そうな表情で俺を見つめている。俺の太腿辺りに置かれたミツルの手がふと視界に入る。その指の爪の間には、土が詰まっていた。爪から血を滲ませている指もある。素手で地面を掘ったのか、そう思った途端、何かの感情が胸をせり上がって来た。

　不意に、気付く。兄貴とミツルは、今の今まで俺と一緒に土の中に埋まっていてくれたんだ。土の中から出られない俺のために、ずっと。

「――俺の兄弟や」

　言葉にした途端、十二年前から俺の脳味噌に巣食っていた悪夢がすっと消えて行くのを感じた。俺はずっと土の中に自分一人しかいないと思っていた。だけど、本当は兄貴やミツルがずっと傍にいた。そうして、二回も俺を土から引き摺り出してくれた。

「……やけど、俺らはお前のこと、ただの兄弟として見てやることができん」

　ミツルがかすかに遣る瀬ない声音で呟く。

「何で、そんなこと言うんや……」

「俺らは――」

「もうええ、ミツル」

　酷く穏やかな兄貴の声が響いた。泥がこびり付いた俺の頬をそっと撫でると、もうええんや、と繰り返し囁く。目を伏せたその顔には、色濃い悲哀が滲んでいた。

　ミツルが皮肉げな口調で吐き捨てる。

「何が、もうええんや」

「二郎にもう酷なこと言うな」

「ハジメはまだ二郎を甘やかすんか」

「甘やかすんやない。俺は二郎を守ってやりたいだけや。俺が今までやってきたことは間違いやったかもしれん。こいつを復讐心の塊にして、余計に傷付けただけかもしれん。それは俺らも二郎も償わんとあかん。やけど、お前が今から二郎に言おうとしとることは、結局俺らの我侭でしかない」

　ミツルがぐっと言葉に詰まる。悔しそうに下唇を噛み締めて、まるで呪詛でも吐き出すかのように呟く。

「なら、また何年も待つんか。俺らはずっとずっと二郎が気付くのを待たんにゃあかんのか」

「ほんま言うと、俺やって我慢の限界や。何年も我慢してきたんや、ええ加減報われたい。報われんのんやったら、いっそ断ち切りたい。やけど、どっちにしてもそれは二郎にとって兄弟が兄弟でなくなることや。二郎は傷付く」

「傷付くのなんかはじめっから分かっとったやろうが。今更怖じ気づいたんか、ハジメ」

「そうや、俺は怖じ気づいた。姫子おらんくなって、いっそ好機や思うたりもした。俺らを選ばせようとも思った。やけど、俺には無理や。俺は二度とこいつを土から掘り返したりしとうない。もう二度とや」

　そう言って、兄貴は深々と溜息を零した。俺の頬を撫でていた兄貴の手が力なく落ちる。土の上に置かれた手のひらが、固く土を握り締める。そうして、かすかに疲れた眼差しで俺を見つめた。

「二郎、安心せえ。俺らは兄弟や」

　本当なら安堵するべき言葉なのに、なぜだか胸の辺りがもやもやする。ミツルが苛立ったように、髪の毛をぐしゃぐしゃと掻き回している。固く閉じられた唇の端から、獣のような唸り声がかすかに零れていた。だけど、最後には諦めたかのように肩をガックリと落として、不貞腐れたような泣き笑うような顔で俺を見た。

「クソボケ二郎が。ひとりで死ぬようなことは絶対すんな。分かったか？」

　小さく頷くと、ミツルが唇をふっと緩めた。それから、唐突に真顔になると、低い声で訊ねた。

「お前埋めた奴は誰や」

　心臓が跳ねる。咄嗟に後頭部へと手をやると、乾いた血がざらりと指先に触れた。血は止まっているみたいだ。兄貴が後頭部を覗き込んで「あぁ、割れとるな」と平坦に呟く。その口調は、いつも通りの冷血無表情な兄貴のものだった。

「今から病院行くで。頭やられとるんならＭＲＩ取らにゃあかん」

　両脇に手を差し込まれて、ゆっくりと立ち上がらされた。近くに止められていたワゴン車の後部座席に詰め込まれて、寝とけと命令口調で言い渡される。

　大人しく横になると、後からミツルが乗り込んで、俺の頭を無理やり太腿の上に乗せた。肉付きの薄い太腿はゴツゴツとしていてお世辞にも寝心地が良いとは言えなかったが、妙に心地良かった。

　兄貴がシートベルトを締めて、すぐさま車が発進する。丘が遠ざかって行くのが、どうしてだか無性に寂しくて、込み上げて来る虚しさを俺は必死で噛み締めた。 










　ガタガタと揺れる車体を感じながら、ぼんやりと思考を巡らせる。あまり考えるということが少なかったせいか、俺の脳味噌はエンジンがかかるのに相当時間がかかった。動き始めても、脳味噌の隙間をスライムが動き回っているような不快感が付きまとう。

　俺を埋めた二人は誰だろうか。穴を見下ろしてきた四つの目玉を思い出すと、腹の底から恐怖が込み上げてくる。頭に降り掛けられる土、全身が湿った土に包まれて行く感触。

　ぶるりと小さく震えると、ミツルが俺の顔を覗き込んできた。

「二郎、寒いんか？」

　俺の答えを待たずに、ミツルは脱いだ上着を俺の肩にかけた。服からかすかに感じられるミツルの体温が泣きそうなぐらい温かい。かけられた服の裾をぎゅっと握り締めながら、掠れた声で呟く。

「ミツル、俺を埋めた奴ら夫婦やった」

「どこの夫婦や」

「わからん。でも、泣いとった。俺埋めんにゃ自分らが殺されるって、ごめんなさい言うて、泣いとった」

　そうか、とミツルは相槌を返した。しばらく黙り込んでから、苦々しい声で吐き捨てる。

「謝るぐらいなら埋めたりせんかったらええんや」

　ミツルの言っていることは正論だった。謝罪しながら非道な行いをするというのは、吐き気がするぐらい下劣で卑怯なことだ。やってることは悪でしかないくせに、それでもなお善人のように振る舞おうとする、ちっぽけな行動。

　だけど、俺はそんな下劣で卑怯でちっぽけなあの男女を、どうしても恨む気になれなかった。どうしてだろう。十二年前はあんなに怒り狂ったのに、どうしてだか、俺はあの二人に復讐したいとは思えない。今まで俺の中枢を担ってきた憎悪という感情が身体の中からすっぽりと抜け落ちてしまったかのようだ。心臓の辺りが妙にスカスカする。

「ミツル」

「何や」

「何でやろう。俺、怒っとらんのや。何でか分からんけど、頭殴られて土ん中埋められたのに、ちっとも怒っとらん。むしろ、あいつらのこと可哀想やとか思うとる。俺、おかしくなったんやろうか」

　ぼんやりと宙を見つめたまま、夢うつつに言葉を紡ぐ。ミツルは一度まじまじと俺の顔を見つめてから、酷く真面目な声で返した。

「おかしくなったんやない。お前は、成長したんや」

「成長？」

「ネアンデルタール人からクロマニョン人になったんやな」

「ねあん、たーる？　くろま、にゃん？」

「馬鹿なのは変わっとらんけどな」

　辛辣なことを言いながらも、ミツルの目は優しかった。まるで母親が子供の成長を見守るような眼差しが少しだけむず痒い。

　赤信号で車が減速していく。窓の外には、やっぱり月が見えた。薄汚れた電柱が月の光に煌々と照らされている。意味もなく、ぼんやりとそれを眺める。

　電柱には、一枚のポスターが貼られていた。『飛び出し注意』のフレーズと共に、子供が三輪車に乗っている絵が描かれている。三輪車に乗っている子供の快活な笑顔、そのすぐ角の道から迫り来るトラックの絵。

　三輪車の色は、血のように赤い。

　その絵を見た瞬間、身体に電流が走った。息を呑んだまま、肺が呼吸することを忘れる。ビリリと両腕が震えて、頭の中でシナプスが暴れ出す。脳味噌が頭蓋骨の中でぎゃんぎゃんと喚き始めるような感覚。バラバラだった思考回路が音を立てて組み合わさって、一つの絵を描き始める。脳味噌の真っ白なキャンバスに描かれるのは、あの夜の記憶だ。

　切り落とされた姫子の右の前足。

　俺はそれを俺に対する当てつけだと思っていた。姫子をボロボロにすることで、犯人は俺への復讐をしているんだと。だけど、それらの本当の意味は別のところにあったんじゃないだろうか。嫌がらせなんかではなく、もっと、荒唐無稽だが明確な意味が。

　不意に言葉が頭をよぎる。俺が独り言のように呟いた台詞。

『子供は残酷や』

　唇から、あぁ、と溜息にも似た呻き声が零れた。その通りだ。子供は残酷だ。俺はそのことを知っていたのに、すっかり見落としていた。その選択肢を考えもしなかった。白のＢＭＷなんて、大した問題じゃなかったんだ。答えは目の前にあった。はじめから犯人なんて分かり切っていたのに。

「兄貴」

　唇が勝手に震える。兄貴が運転席からちらりと視線を向けてくる。

「確か、橋本の家は車の修理工場しとったよな」

「……」

「橋本の家に行く」

「先に病院や」

「駄目や、病院よりも橋本の家行くんが先や。やないと、死んだって検査は受けん」

「お前一人病室に閉じ込めるぐらい簡単なんやで」

「兄貴、お願いや。今ここで行かんかったら、俺、自分がほんまに駄目になる気がするんや。このまま終わってしまう気がして、怖いんや。俺は、そんなんなりとうない。なりとうないんや」

　懇願するように言う。このまま掴んだ細い糸を手放してしまえば、もう二度と真相には辿り着けない気がした。そうしたら、俺は本当のことが分からないまま、今までと同じことを繰り返すことになる。それはきっと土に埋められて死ぬよりも酷い結末だ。

　兄貴はしばらく無言のまま車を走らせて、それからウィンカーを左に切った。病院のルートからは逸れる。それを見て、息をついた。兄貴が振り返らないままに呟く。

「二郎、分かったんか？」

「わかった、んやと思う。兄貴は、初めから分かっとったんか？」

「あのミチカいう子の話聞いて、もしかしたらとは思うとった。やけど確証はない」

「行けば、わかる」

　そう言い切って、押し黙ったままのミツルの指先を半ば強引に握り締めた。自分の指先が震えているのが分かる。自分が今感じているのが怒りなのか、それとも恐怖なのかすら分からない。

　足下に、再び底なしの暗闇が広がった気がした。でも、きっとその暗闇を掘ったのは俺なんだ。

　俺が掘ってきた暗闇は、深く暗い。俺は、その暗闇の中に何十人もの人間を引き摺り込んできた。どうやったら、その暗闇を埋めることが出来るんだろうか。見当も付かず、震え始めた手のひらを唇へと押し当てて、見開いた目でじっと流れて行く景色を見つめた。夜は、まだ深い。 
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　そこは町の外れにある小さな修理場だった。質素なプレハブ小屋の一階部分を工場に当てて、二階は住宅にしているらしい。青いトタン屋根はところどころが錆び付いていて、嵐が来れば一瞬で吹き飛んでしまいそうに見えた。シャッターで閉ざされた一階工場の周りには、車の部品が散らばっている。車のエンジンに歪んだ鉄の塊、割れたサイドミラー。

　その虫の目のような割れたミラーに映る、歪んだ自分の姿に鳥肌が立った。鏡に映った自分の顔は、酷く強張って青褪めていた。血の気が失せて紙のように真っ白になっている。まるでゾンビみたいだ。そう思うと、口角が出来損ないの笑みに引き攣った。

　二階を見上げると、慎ましやかな明かりが窓ガラス越しに透けて見える。あそこに俺を埋めた人間がいるんだろうか。姫子を殺した奴がいるんだろうか。

　ぼんやりと思いを馳せていると、ミツルが焦れたように俺の肩を揺さぶってきた。

「二郎、どうするんや」

　心配げな声に、空笑いを返す。自分でも無理に笑っているのが分かっても、少しでもミツルの不安を減らしたかった。俺のことで、これ以上兄弟の手を煩わせたくない。自分らしかぬ感情に、酷く戸惑った。

「とりあえず、白のＢＭＷ探そうや」

　言い終わらない内に、兄貴が工場のシャッターを開いていた。無用心に鍵も掛けてなかったのかと俺は呆れたけれども、兄貴の足元に落ちている南京錠と切られた鎖らしきものを見て、今度は兄貴に対して呆れてしまった。兄貴の右手には、巨大なニッパーらしきものが握られている。

「用意周到すぎやろ。どこの阿呆がこんなゴツイニッパー、車に積んどるんや」

「お前の兄貴や阿呆」

　まったく悪気を感じさせない声で、兄貴は言い放った。

　開いたシャッターから真っ暗な工場内へと入る。途端、饐えた油の臭いが鼻についた。鼻腔の奥にツンとくる臭いに、かすかに眉を顰める。

　ミツルが電燈を探し出して、スイッチを押した。眼球に蛍光灯の白々とした光が突き刺さる。眩しさに目の奥が痺れるように痛んだ。さすがにシャッターも開いて、電気までつければ、住人らも不法侵入に気付くかもしれない。それならそれで良いと思った。むしろ手間が省ける。

　工場の中央には、修理中らしい車がボンネットを開いたまま置かれていた。しかし、臭いほどは雑然とした印象を受けない場所だった。慎ましやかで誠実な印象を受ける工場だ。

　ぐるりと見渡して、それから工場の端に青いビニールシートを被った塊を見つける。近付いてビニールシートの端を捲ると、白い車体が覗き見えた。ＢＭＷのロゴマークが付いている。

　それを見て、胸に溢れたのは歓喜でもなく、単なる虚脱だ。俺は、悲しいぐらいに疲れていた。それとも疲れているから悲しいのだろうか。

　分からず、緩く肩を落とした時、男の引き攣った叫び声が聞こえてきた。

「お、前ら何をしてるんだ！」

　髪の毛を短く刈った男がシャッターの前に立っている。平凡で誠実そうな男だ。その膝は、遠目から見ても明らかなほど震えていた。ミツルが男を睨み付けて、苛立たしげに舌打ちを零す。その小さな音にすら男はビクリと肩を跳ねさせた。

　男の全身の毛穴から、恐怖が滲み出ているのが分かる。きっと今すぐにでも逃げ出したいのだろう。だが、男は逃げない。おそらく守らなくてはいけないものがあることを知っているからだ。だからこそ、俺を殺そうとしたんだろう。

　そう思うと、悲しみが言葉になって溢れ出した。

「姫子殺した奴どこにおるん？」

　悲しくなるぐらい惨めな声音だった。まるで雨の中に打ち捨てられた犬の鳴き声のようだ。へにゃりと崩れた視線を向けると、男が泣き出しそうに顔を歪めていた。唇がわなわなと震えている。知らないと叫びたいのに、罪悪感と恐怖から思うように口が動かないんだろう。俺なんかより、よっぽど傷付いている表情だ。

「この車で姫子運んだんか？」

「ひめ、こ？」

　オウム返しのように呟かれる。男の眉が苦しげに寄った。

「そう、姫子や。俺の大事な犬」

　男の顔が苦渋に歪む。その表情に、悲しみが渦を巻いて喉元から込み上げてきた。ビニールシート越しに車の側面を撫でながら、そっと姫子を想う。

　姫子はこの車に乗った時には、もう死んでいたんだろうか。それとも虫の息ながらも生きて、呼吸をしていたんだろうか。そのとき姫子は、何を思っていたんだろう。

「この車、あんたのやないんやろう？」

「客の、だ」

「客の車で犬運んだんか。まぁ、自分の車じゃ運べんもんな」

「あんた、何言ってるんだ」

　ようやく男は言い返してきた。男は挑みかかるような眼差しで、俺を見据えている。

「姫子殺した奴、ここにおるんやろ？　話したいことがあるんや」

「あんたの犬が殺されたのは知ってるけど、うちとは何の関係もない」

「なら、何で俺を埋めたんや」

　男の身体が目に見えて震えた。半開きになった唇が足掻くようにパクパクと上下している。

「俺を埋めたん、あんたともう一人、たぶん嫁さんやろ？」

「……俺は、何も知らない」

「あんたらは、姫子殺した奴を知っとる。姫子の死体をうちに放り込んだのは、あんたらや。それに、俺が姫子殺した奴を探して暴れ回っとるのを知ったけぇ、あんたらは犯人が見つかる前に俺を殺そうとしたんや。俺に見つかったら犯人が殺されるかもしれん思うたんやろう？　あんたらは姫子殺した犯人を庇っとるんや」

　淡々とした俺の声に、男はじっと黙り込んでいた。ぐっと奥歯を噛み締めたまま、ただ射るような目つきで俺を睨み付けてくる。その眼球の奥に見えるのは、殺意だ。守るべきものを守り抜こうと決意している強い瞳だ。その目を見据えたまま、俺はゆっくりと首を振った。

「俺は復讐しに来たんやない。あんたらが俺埋めたんも、どうでもええ。ただ、話がしたいだけや」

「……そんなの信じられるか」

「信じられんか」

「当たり前だ。あんたは町中の人間を殴りつけなきゃ気が済まないんだろう？　女だって老人だって子供だって構わず殴って、俺たちは毎日トラの檻の中で暮らしてるような最低な気分だよ。トラの前に子供差し出す親がどこにいる」

『子供』と男は言った。男は、自分が口を滑らしたことにも気付いていない。

　怒りよりも、やっぱりという思いの方が強くて、咄嗟に言葉を失う。乾いた咽喉に唾液を流し込んで、掠れた声を吐き出す。

「ユウキ君やったっけ？　あんたの息子」

　俺の一言に、男の目が見開かれる。恐怖に全身が引き攣っているのが見えた。そうして、男は唐突に背を向けて走り出した。脱兎という単語がピッタリ当て嵌まるような走り方だ。ガンガンと踏み抜くような勢いで鉄階段を上っている音が聞こえてくる。

「二郎、追うか？」

　潜めるような声音で、兄貴が訊ねて来る。その言葉に、かすかな迷いを覚える。

　復讐なんて、もう考えていない。殴ることも詰なじることもできないほど、俺は疲れ切っていた。今更真相を知ったところでどうなる。姫子が戻るわけじゃない。このまま放っておいた方がきっと自分は傷付かない。また元通りの生活に戻れる。

　浅はかな自己保身が足を地面に貼り付けて動かなくさせる。呼吸を止めたまま、じっと俯いていると、両隣から同時に声が響いた。

「戻れ」

「進め」

　まるで信号機の前にでも立っているかのような感覚だ。兄貴とミツルがそれぞれ真反対の言葉を告げた。そうして、お互いに顔を見合わせると、どこか気まずそうに顔を歪めた後、揃ったように深々と溜息を吐いた。その鏡合わせのような動きに、やっぱりこいつらも兄弟なんじゃねぇかと思って、妙に笑えた。

　ガチガチに強張っていた心が緩やかに溶けていくのを感じる。笑い声を漏らすと、ミツルがじとりと睨み付けてきた。兄貴は、もう一度溜息を吐いてから、酷く穏やかな声で言った。

「お前が思うことをすればええ」

　まるで見守るような声だった。続いて、ミツルが急かすような声で言い放つ。

「何のために俺らがおると思っとんや。お前が何万回ヘマこいたって、俺らがフォローしたる」

　こういうときのための兄弟やろうが。その力強い言葉に、胸が熱くなる。あぁ、俺には最高の味方がいる。戻れと退路を確保してくれる兄がいる。進めと後押ししてくれる弟がいる。俺の最高の兄弟だ。

「うん、俺行くわ。駄目やったら、また二人で俺のこと掘り出してくれるんやろう？」

　ふっと兄貴とミツルの頬が綻ぶ。無言で肯定するようなその表情が好きだ。心から、好きで好きでたまらない。その瞬間、好きだという気持ちが胸いっぱいに溢れた。不意に、脳裏を瞳さんの言葉がよぎる。

『人生に必要なのはね、快楽と愛のみなのよー。それさえあれば、あとはドントウォーリー、ビーハッピー』

　本当だな、瞳さん。何だ、すごく簡単なことだったんだ。溢れ出してくる感情に、口が勝手に動く。

「俺、兄貴とミツルが大好きや」

　言ってから、良い歳した男が大好きだとか気色悪いだろうかと自分で悩んだ。

　だけど、兄貴とミツルの顔の方が、俺の言葉以上に恥ずかしかった。らしくない、耳まで真っ赤にするなんて。

　その顔をぽかんと眺めてから、弾けるように笑った。

「くっそ、笑うなや二郎！」

「今すぐ笑うのやめんと、顎骨砕くで二郎」

　照れ隠しの脅し言葉にも、俺のはらわたから這いずり上がって来る笑いは止まりゃしない。

　何だこれ、笑いのスイッチがバッキンって音を立てて壊れたみたいだ。スイッチのオンとオフが馬鹿になってしまった。

　笑いの嵐が俺の心に今まで強固に作られていた塔を薙ぎ払って行く。凶暴三兄弟という名前の虚像の塔をぶち壊して、俺の心をまっさらな草野原に戻していく。心の要らない部分が吹っ飛んで、視界がぱぁって開けた感じ。

　開けた視界の先には、兄貴とミツルがいた。俺をずっと待っていた。それだけで良かった。ずっとそれだけで良かったんだ。これまでも、たぶん、これからも。

　次第に剣呑になってくる二人の視線をなだめるみたいに、ふはぁーと大きく息を付いてから、きっぱりと言い切る。

「家帰ったら、ちゃんと言う。お前らのこと、ちゃんと答え出すけぇ、もうちょい待ってな」

　謎掛けみたいな俺の言葉の意味が通じたのか、兄貴とミツルの顔が少しだけ強張った。不安と期待が入り交じった表情を見据えて、小さく頷く。それから、消えた男の背を小走りで追い掛けた。 










　鉄階段を上がって、隙間から淡く光を零すドアを大きく開け放つ。

　ドアの内側では、男が包丁を両手で握り締めてガタガタと震えていた。女は何かを守るように、押入れの前で大きく両腕を広げたままへたりこんでいる。恐怖に青褪めた顔が蛍光灯に照らされて、白々と浮かび上がっている。まるでＢ級ホラー映画のような光景だ。

　それなのに、どうしてだろう。そんな凄惨な光景なのに、心は酷く穏やかだった。男が震えた声で叫ぶ。

「そ、それ以上入ってきたら刺すからな！　嘘じゃない！　本気で刺すからなッ！」

　切っ先がよく研がれた包丁だった。チカチカと蛍光灯の光を乱反射する刃先に目を細めながら、男を刺激しないようにゆっくりとした口調で話す。

「俺はあんたらを殴りに来たんやない。蹴らんし、刺さんし、叩き潰したりもせん。ただ話したいだけや」

「嘘だ！　お前は、俺たちを殺しに来たんだ！」

　男はほとんど恐慌状態だった。極限まで高まった恐怖が男の思考を停止させている。女が押し入れの襖に背を押し当てたまま啜り泣き始める。丸っきり追い詰められた小動物のようだ。

　だけど、それは俺のせいなんだろう。俺がここまで追い詰めてきた。だから、信じて貰えなくても仕方ない。拳をぎゅっと握り締めて、それでも諦め切れずに声を掛ける。

「ほんまや。確かに、初めは姫子殺した奴捕まえてぶっ殺したろう思うとった。やけど、今は違う。俺は、自分があんたらに何してきたか少しだけ分かってきたんや。あんたらが俺を埋めたんも、姫子が殺されたんも、つきつめたら全部俺がやったことに辿り着くんや。俺が一番の根っこなんや。悪の腫瘍みたいなもんなんや」

　言いながら、じくりと胃が痛んだ。事実とはいえ、自分を卑下するのは辛い。男は疑心暗鬼の塊のような眼差しで、俺を凝視している。脇腹を手のひらでぎゅっと押さえたまま、掠れた声をあげる。

「やけぇ、あんたらのこと恨んどらんのんや。埋められたけど、怒ってない。信じてもらえんかもしれんけど」

「……今更、今更信じてもらえるとでも本気で思ってるのか？　あんたは、子供の前で母親を殴ったんだ。子供が泣き喚いて母親を呼んでも、何度も殴って……警察に言っても、あんたが麻原の息子だからって取り合ってももらえなかった。俺たちは、すごすごと泣き寝入りさ」

　男がハッと鼻で嗤う。それから、唇を震わせながら咽喉を嗄すように言葉を紡いだ。

「あんたにとっちゃ、この町の人間は玩具みたいなもんだろうがな、玩具にだって感情はあるんだ。生活があるんだ。家族がいるんだ。あんたには分からない。あんたが折り曲げた三輪車は、ユウキの六歳の誕生日プレゼントだったんだ。馬鹿みたいに思うかもしれないが、あの三輪車を買うために俺たちがどれだけ、どれだけ、頑張ったか……。三輪車をプレゼントしたときのあの子の顔が、どんなに嬉しそうだったか……。あんたには一生伝わらない――伝えたくもない」

　気付いたら、男の目からは涙がぽろぽろと零れ落ちていた。その涙に、言うべき言葉がすべて呑み込まれて消えていく。

　俺は、こんなとき言うべき言葉を知らない。今まで言ったことがないから。今まで考えたこともないから。

　足が震える。俺が今感じているのは何だ。恐怖か後悔か罪悪感か、それらすべて引っ括めた懺悔か。分からない。ただ、怖い。目の前に罪が突き付けられる。剥き出しになった罪悪が俺を追い詰めようと襲いかかって来る。

　押入れの前では、相変わらず女が泣きじゃくっている。その顔に、確かに見覚えがある。俺が何日か前に殴り跳ばした主婦の一人だ。背後で『凶暴三兄弟』とひそひそ話をされて、俺は容易く怒り狂った。主婦二人を叩きのめして、「おがぁさーん！」と泣き喚く子供の三輪車をへし曲げた。両親が子供のために必死で買った三輪車を、俺はいとも簡単に叩き潰した。

　俺には他人の痛みが分からなかったから。分かろうともしなかったから。姫子殺しは、そこから始まった。俺の罪から。

　ぐらりと足下が揺らいだ時、不意に押入れの中からか細い声が漏れてきた。怯えてはいるが、聡明そうな子供の声だった。

「姫ちゃん言うの、あのわんちゃん？」

　女が可哀想なぐらい顔を引き攣らせて、押入れに向かって「静かに……！」と押し殺した声で叫ぶ。だけど、押入れからの声はとまらない。

「ねぇ、姫ちゃん言うんでしょ？」

「あぁ、そうや。姫子言うんや。可愛え犬やったやろう？」

　襖越しに「うん」と幼い相槌の声が聞こえてくる。その声音に物悲しいような、切ないような気持ちに支配される。酸っぱいものを胸いっぱいに食べた時のように、きゅーっと心臓が縮み上がる感覚だ。

　それを振り払うように、無理やり空笑いを唇に浮かべる。

「なぁ、聞きたいことあるんや」

「なに？」

「三輪車の代わりに、姫子を殺したん？　姫子を、三輪車の代わりにするつもりやったん？」

　あの夜の姫子の姿を思い出す。切られた右前足、三本しか残ってなかった足。姫子は、俺がへし曲げた三輪車の代わりにさせられたんだ。それが、陳腐で、惨めな真実だ。

　男と女がヒッと息を呑む音が聞こえた。二人の目に浮かんでいるのは憔悴と絶望だ。

「ち、違う！　俺が、俺があんたの犬を殺したんだ！　ユウキは関係ない！」

「そうよ、私たちが殺したの！　ごめんなさい、ごめんなさいッ！　この子は何もしてない！」

　喚き散らされる言葉に、悲しみが胸に重石みたいに詰まって行く。ぐ、と息を噛んで、自分の胸倉を握り締める。

　子供を守ろうとする親は必死で切実で、その姿に不意に自分の父親と母親が頭をよぎった。自分たちの快楽を最優先する馬鹿親だった。だけど、子供に愛情がなかったとは思いたくなかった。それなのに、どうしてお父さんとお母さんは、こんな風に俺を庇ってくれなかったんだろう。

　爪が手のひらにギリギリと食い込む。今更悲しいなんて思ったりしない。ただ、胸の中に重苦しく鎮座する感情があるだけだ。

「あんたらみたいに守ってくれとったら、少しは違ったんやろうか」

　俺の人生や、他人の人生も、変えることが出来ていたんだろうか。問い掛けても無駄だと分かり切ってる。恨み言を言うには遅過ぎる。だけど、言わずにはいられない。

　男と女が意味を把握しかねた表情で、俺を見つめている。その涙で濡れた四つの目玉を眺めながら、俺は震える声をあげた。

「誰も、誰ももう殴らん。子供殴りに来たんやない。ただ、聞きたいんや。俺は姫子のことが好きやったんや。大事やった。やから、死んだ理由を聞かんにゃ納得できんのや。曖昧に誤摩化して、暴力で解決したってええけど、もう俺は、そんな俺にうんざりしとる。俺はこれ以上自分にうんざりしとうない。人殴って、穴に埋められて、頭の上から涙が落ちてくるのも嫌や。そんなん、あんたらの方がずっと悲しくなってくる」

　拙い俺の言葉に、男と女はぽかんと唇を開いている。まるで宇宙人の言葉でも聞いたかのような表情だ。きっと理解されるには難しい。もしかしたら、一生理解されることはないかもしれない。だけど、理解して欲しいと願うことは出来る。

　しばらく沈黙が続いて、それから襖の中から掠れた声が聞こえてきた。

「殺すつもりなんか、なかった」

　かすかに鼻を啜る音が聞こえる。襖越しに膝を抱えてしゃくり上げる子供の姿が見えるようだった。

「三輪車が壊れて、みんなと遊べなくなっちゃって、だから、ぼく、町を歩いてたんだ。そしたら、おっきい家の門のところにわんちゃんがいて、頭撫でても、噛んだりしなくて、だから、連れ出しちゃったんだ。ただ、いっしょに遊ぼうと思っただけだよ。河原で棒なげたり、水ぱしゃぱしゃ跳ねて遊んだり、すごく楽しかったのに、わんちゃんが帰りたそうにしてるから、帰したくなくって」

　子供の声に嗚咽が混じっていく。男と女が身体を強張らせたまま、呆然と話を聞いていた。

「せ、なかに乗ろうと思ったんだ。三輪車なくなったから、代わりに乗ろうと思って。だけど、背中に乗ったら、いきなりグラッてなって、河原の坂をごろごろ転がって、気づいたら、僕の下でわんちゃんがぐったりしてた。わんちゃんが死んじゃってた」

　身体から何かが抜けていく。膝から力が抜けそうになったのを、兄貴とミツルが両脇から支えてくれる。襖から視線が外せない。ぐらぐらと脳味噌が揺れる。

「ぼく、どうしよう、って思って、どうやったら生き返るのか、わかんなくて、わんちゃんは足が四本あるから、三輪車みたいに三本じゃないから、ぐらってなったんだって思って、だから、三本にすればいいと思ったんだ。落ちてた尖った石で足をなんかいも叩いて、いっぱい叩いて……でも、わんちゃん生き返んなかった。ぼく、わんちゃん殺しちゃったんだね」

　しゃくり上げる子供の声に、皮膚の感覚が遠のいていく。頭の芯が痺れて、もう動かない犬が寂しげに鳴く声が聞こえてきた。

　涙は出てこない。ただ絶望的な後悔だけが心臓の内側にべったりと貼り付いてとれない。

「違う。俺が姫子殺したんや」

　呟いた声は、自分でも吃驚するぐらい平坦だった。抑揚がなく、丸っきり機械みたいな冷たい声。言った途端、心がひび割れて壊死していくのを感じた。

　艶やかな毛並みをした可愛い犬だった。七歳の時にプレゼントされた、俺だけの犬。どこに行くにも俺と一緒にいてくれた。寂しいときは頬を舐めてくれた。穴だらけの俺の心を埋めてくれた。

　だけど、もういない。姫子はいない。俺が殺した。世界で一番可愛いあの子を、俺は殺したんだ。

　出口のない悲しみが行き場を失って、体内で奔流していた。目蓋をきつく閉じて、溢れ出してしまいそうな嗚咽を噛み殺す。気付かず、奥歯を食い縛っていた。擦れ合った歯がガギッと鈍い音を立てるのが聞こえる。

「お兄ちゃん、怒ってる？」

　襖の中から悲しみに濡れた声が聞こえた。大きく息を吐き出して、ぎこちなく答える。

「怒ってない」

「じゃあ、どうしてそんな怖い顔してるの？」

　はっとした。視線を上げると、襖の隙間から大きな瞳が俺をじっと見つめていた。零れそうに涙をたたえた瞳は、まるで雨上がりの水たまりのように透明に澄んでいた。

「たぶん、悲しい、から」

「悲しいのに泣かないの？」

「泣く権利がない。やって、俺が姫子殺したのに、泣くのは卑怯だ」

「ぼく、わかんないよ。泣くのに卑怯だとか、そういうの関係あるの？」

　単純な台詞だからこそ胸に突き刺さった。泣くのも泣かないのも、結局は自己満足でしかないなら、どちらだって卑怯じゃないか。もしかしたら卑怯だと思うこと自体すら、自己満足なのかもしれない。自身の胸倉を鷲掴んだまま、くしゃりと顔を歪める。

「俺も、わかんない。ただ、上手く泣けない」

「ここにくる？　真っ暗だから、泣いても誰にも見えないよ」

　襖の隙間からそっと小さな手が差し伸べられるのが見えた。まるで蜘蛛の糸のようだと思う。それとも地獄への誘いか。どちらにしても、自分よりも十歳以上も年下の子供に心配されているという事実は変わりない。その事実が俺をより一層辛くさせた。

「俺のこと怖くないんか？」

　問い掛けると、子供は戸惑ったように差し伸べた指先を揺らした。

「――だって、ぼくより泣きそうな顔してる」

　その同情の入り交じった声音に、自分自身への情けなさがこみ上げて来て、俺は下唇をそっと噛み締めた。

「まだ、そこには入らん。何て言ったらええんか分からん」

「なんて言ったらいいか？」

「何か言いたいし、言わんにゃあかんのんやけど、その言葉が思いつかん」

　言うべき言葉が思いつかないというのは、酷く不安だ。腹の底に不発弾を抱えているような気分にさせられる。爆発させてしまいたいのか、そのままそっとさせておきたいのか、自分でも上手く区別できない。

　無意識に腹の辺りに手のひらを置いて、じっと俯く。　湿っぽい沈黙の後、襖の中から小さな声が聞こえた。

「ぼくも、そうだよ。思いついたら、ぼくにも教えてくれる？」

　うん、と稚拙な相槌を返して、くるりと踵を返す。玄関の近くに、じっと俺を見守る四つの目がいる。兄貴とミツルの肩を軽く叩いて、部屋から出ることを促す。

　扉を出る間際、肩越しに振り返ると、男と女が唖然としたように立ち尽くしていた。そして、襖の隙間からは俺を見つめる邪気のない目がある。もう目は潤んでいない。何かを捜し求めているような眼差しだと思った。

　玄関横の壁に付けられていた小さな鏡を覗き込むと、押入れの中と同じ目がそこには映っていた。 
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　ＭＲＩの結果、脳に異常は見つからなかった。その代わり、後頭部を殴られた傷は五針も縫われた。雑菌が入らないようにと、土まみれの髪や身体を洗ってもらったのだけど、水が触れる度にピリピリと爆ぜるような痛みが脳味噌を突き抜けた。

　兄貴は不機嫌そうな面のまま、俺の頭にしこたま消毒液を振り掛けた。それから、あまりの痛みにギャアギャアと喚く俺に向かって、

「あんだけ心配させたんやけぇ、これぐらいは当然やろうが」

　俺だって仕返しぐらいは必要や、と兄貴はのたまった。正直、巫山戯んな阿呆が！　と怒鳴り散らしてやりたかったけど、俺は我慢した。俺は偉い。すごく偉い。そうやって自分を慰めて、痛みから必死で気を逸らした。

　それにしても、殴られた時よりも縫われた時の方がずっと痛いのは、どういう理屈だろう。傷付くよりも、治す方が痛いのだったら、人間は治すことを諦めてしまうんじゃないだろうか。そんな意味のないことをつらつらと考えてみる。

　そして、兄貴は俺の怪我を理由に、ちゃっかり明日の休みももぎ取ったらしい。アンパンが「明日は手術が十件以上あるんすよ。ハジメさんいなかったら、誰がするんすかぁ」と泣きべそをかいていたが、兄貴はすっぱりと「盲腸の手術ぐらい猿やって出来る。俺がおらんのならお前がやれ」と切り捨てていた。アンパンはとうとう声をあげて泣いた。

　アンパンという、それほど尊くはない犠牲を出しつつ、俺は兄貴とミツルに連れられて家に帰った。帰りの車の中で、ミツルと言葉を交わしたような気もするけれども、脳味噌を覆う眠気のせいであまりよく覚えていない。縫合後に飲んだ鎮痛剤の副作用だと、夢うつつに兄貴が言っていた気がする。

　ミツルにこめかみを撫でられているのを感じながら、俺は安心感に包まれて眠った。










　目覚めると、また四本の腕に羽交い締めにされていた。こいつらはいつか寝惚けて俺を絞め殺すと思う、絶対。

　薄暗い室内に視線を巡らせる。時計を見ようとベッドの上で軽く身じろぐと、身体に絡み付く腕がきつくなった。

「今何時や」

「午前二時」

　息が触れ合うような距離からミツルの声が聞こえてきた。一瞬午前と午後の違いが分からなくなる。それって夜か昼かと訊ねたくなるのを堪えて、ほぉか、と曖昧な相槌を返しておく。

　眼をしばたかせると、少しだけ視界がはっきりした。俺の目の前にいるのはミツルだ。ということは背中側にいるのは兄貴ということだろう。

　腹と背に密着した柔らかな体温を感じながら、寝起きの微睡みに浸る。温かいのは良いが、どうにも男の身体はゴツゴツしていて塩梅あんばいが悪い。だけど、妙にしっくりする。十八年間一緒に暮らして来たんだから、しっくりするのは当たり前かもしれないが。

　目蓋を閉じたまま、うつらうつらしていると、その微睡みを邪魔するように、ミツルが俺の肩を緩く揺さぶってきた。

「二郎」

「なんや」

「答え出す言うたやろうが」

　焦れたようなミツルの声に、薄らと眼を開く。薄闇の中で、かすかに光る眼球が俺を見下ろしていた。

「二郎、俺らのこと好きか？」

　背後から隠微な声が首筋に寄せられる。兄貴の声だ。

「うん」

　まだ完全には睡魔が遠ざかっていないのか、脳味噌が上手く回らない。言葉一つ喋るのも正直億劫だ。そのまま眼を閉じようとしたら、今度は苛立ったように身体を大きく揺さぶられた。かすかに切迫したミツルの声が聞こえる。

「もっとはっきり言え」

「好きや」

　思っていたよりも、ずっと簡単に口に出せた。呆気無いぐらいだ。半分閉じかけた目で、ミツルの顔をじっと見上げる。ミツルの瞳は、期待と不安を孕んで、かすかに潤んでいた。何年間、こんな目で俺を見ていたんだろうか。

　そんなことをふっと考えた瞬間、身体が勝手に動いた。やわらかい呼気が唇に淡く触れる。唇が触れ合った瞬間、心が溶けた。ミツルが目を見開いて、俺を凝視している。

「……二郎、お前それがどういう意味か分かっとるんか？」

　うかがうような半ば疑心じみた声音で、ミツルが問い掛けてくる。それに小さく頷きを返す。気持ちは決まってる。覚悟だってある。あと必要なのは一歩踏み出すことだけだ。

「俺は、お前らを選ぶ」

「お前ら？」 

「どっちかは選べん。選べんかった」

　ミツルの顔が一瞬苦虫でも噛み潰したかのように歪む。だけど、その表情はすぐ諦念と許諾のものに変わった。溜息を吐き出して、指先をそっと俺の頬へと寄せる。

「お前は選べんと思っとった」

「駄目か？」

「しゃあない。もしハジメだけ選んで俺を選ばんのんやったら、お前殺して俺も死んだろうか思うとったけど、そうやないんなら、もうええ」

　物騒なことを言って、ミツルは弱々しく首を振った。背後から、兄貴が俺の耳元に唇を寄せてくる。

「ただの兄弟やなくなるんやで？」

　まるで俺を試すかのような声音だった。真意を疑っているような、その声に窮屈な姿勢のまま肩越しに視線を向ける。

「でも、兄弟や。俺の家族やし、一番大事な奴らや。だから、ええ」

「お前、ほんまにわかっとるんか？」

「俺、お前らとセックスしてもええと思っとる」

　吐き出すと、前後の身体がかすかに強張った。身体に絡まった四本の腕が熱を持ったように感じる。額をミツルの薄い胸板に押し付けながら呟く。

「ほんまはセックスしたら、今の家族やら兄弟いう関係が変わるんやと思っとった。俺らの間に時間制限ができて、いつか終ってしまうんやと思い込んどった。やけど、違うんやろ？　セックスしても、殴り合っても、俺らは兄弟のまんまや。それが分かったから、ええと思ったんや」

「お前は、俺らに抱かれることを望んどるんか？　それとも俺らが欲しがっとるけぇ、仕方なく受け容れるんか？」

　ミツルが詰問するように問い掛けてくる。俺は、言葉の意味がよく分からず、首を傾げた。

「何やそれ、難しいこと言うなや。ええ思うたんやけぇ、ええ言うとるのに、何でそこに望むやら仕方なくやらそんなこと言う必要があるんや」

　唇を尖らせて不服を申すと、ミツルが脱力したように溜息を付いた。兄貴がどこか呆れたような声で、ミツルへと喋りかける。

「ミツル、諦めろ。二郎にここまで日本語が通じただけでも褒めてやらにゃあかん」

「阿呆扱いすんなや」

「阿呆やろうが」

　完全に阿呆扱いされて、正直腹が立つ。だけど、今までの前例があるから思うように言い返せないのが余計に歯痒い。下唇を噛み締めてから、ゆっくりと身体の力を抜く。

「他の女に渡したくない」

　女々しく、惨めったらしい言葉だった。頬が勝手に熱くなる。だけど、これが俺の本音だと思う。

　母親の胎内にいるみたいに身体を丸める。手の甲に唇を押し当てて、くぐもった声で呟いた。

「誰にも渡したくない」

　あまりの羞恥に、目尻に涙が滲んだ。これが恋情かどうかは分からない。兄弟愛の延長線上なのか、それとも子供の駄々にも似た執着心なのか。ただ、俺は兄貴やミツルを取られたくなかった。絶対に、誰にも、死んだってくれてやりたくない。その代償が関係性の変化やセックスだっていうなら、喜んで支払う。俺は、兄貴やミツルを手放せない。結論は、たったそれだけだ。

　兄貴が静かな声で問い掛けて来る。

「血の繋がった兄弟やで」

「わかっとる」

「男同士やで」

「わかっとる」

「お前、女みたいに抱かれるんやで」

「わかっとるけぇ、もう言うなや……頭おかしくなる……」

　まるで逃げ場を潰していくみたいな質問に、震えが走る。恐怖や葛藤がないと言えば嘘になる。男同士で近親相姦だなんて笑えない。麻原家三兄弟全員ホモ野郎、全然笑えない。お家断絶、まったくもって笑えない。世間的にも、このままただの兄弟でいた方が絶対いいに決まってる。

　だけど、駄目だ。駄目なんだ。俺は、選ぶって決めたんだ。舗装された道をひとりぼっちで歩くよりも、滅茶苦茶な獣道を三人で歩く方がずっと俺は幸せなんだ。縋り付くんじゃなく、一緒に歩いて行きたいと俺自身が願っている。

　肩をぶるりと震わせると、ミツルが首筋に腕を回してきた。

「遠慮せんで」

「遠慮されるほどのもんでもない」

「馬鹿言うなや。俺らがどんだけお前欲しかったか、分かっとらんのか」

「そんなん分かるわけないやろうが。何で、俺がええんかも分からんのに」

「お前が馬鹿で阿呆で、たまらなく可愛いけぇや」

　赤面ものの台詞を吐き出して、ミツルが俺の鼻頭に軽く唇を落とす。驚きに目を見開く間もなく、うなじに生ぬるい感触が当てられる。柔らかく、ぬめっていた。皮膚を吸われて、かすかな痛みと疼きが腹の底から湧き上がってくる。

「っ、ぅア……！」

　身体に絡まっていた四本の腕が身体の上を隠微に這い回り始める。シャツをたくし上げられてへその穴を指先で撫でられた瞬間、電流でも走ったかのように身体が跳ねた。

「ちょ、ぁ、待てや……！」

「お前、セックスしてええ言うたやろうが」

　恨みがましい声でミツルが言う。その間にも背後から兄貴が耳朶を舐めしゃぶってくるから、身体から力が抜けて、上手く声が出せない。

「や、やからって、三人でやることないっ、やろうが……！」

　必死で訴えられた俺の不平を聞いて、兄貴とミツルは呆れたような眼差しを返してきた。兄貴とミツルが淡々とした声で交互に言う。

「処女信仰っつうのはないつもりやけどな、お前の初めて言うのは、俺らにとってそれなりに重要なんや」

「俺らのどっちか抜かしてヤッたら、後々カドが立つ。やから、初めては三人でヤる。合理的やろ？」

　にたりと口角を吊り上げてミツルが笑う。その笑みの仄暗さに、俺は予期せぬ冷汗が額から滲むのを感じた。 










「や、ぁヴぅゥ……！」

　股間に熱がまとわり付く。ぴちゃぴちゃと水と粘液が混ざり合ったような淫靡な音が鼓膜を犯す。股間に埋められた二つの頭を押し退けようとすると、伸びてきた二本の腕に、両手をシーツの上に縫い付けられた。

「二郎、暴れんな」

　勃ち上がった性器と舌先を銀糸で繋いだまま、兄貴が言い含めるように呟く。その間にも、ミツルがぱくぱくと開閉する鈴口に舌先を捻じ込んで、俺の身体を痙攣させる。

「さんにっ、ん、嫌や……！」

「まだ、そんなこと言うとるんか二郎。ええ加減諦めろや」

「や、って、こんなん……！」

「気持ちええやろう？」

　愉悦を言い当てるようなミツルの声音に、ぐっと奥歯を噛む。あれよあれよと言う間に服を全部引っぺがされて、全身を四つの手に弄繰り回されれば、そりゃ気持ちよくもなるってもんだ。

　その間にも、三人は嫌だと何度も訴えたにも関わらず、完全に無視しやがって。それどころか息の合ったコンビネーションで、胸やら腹やらを責め立てた上に、二人揃って性器を舐めるなんてどこの鬼畜だ。

　不遇に扱われた怒りに、目が吊り上がる。それなのに、兄貴の細い指先で睾丸を柔らかく揉まれると、いとも簡単に眼球が涙に潤む。咽喉が引き攣った息を吐き出す。

　途端に、また二つの頭が股間へと埋められて、硬く反り返った性器へと舌を這わせ始めた。性器の上をぬめった粘膜がナメクジのように這い回る。裏筋を下から上へと這い上がるように舐められ、先端のカリ部分をぺちゃぺちゃと飴玉のようにしゃぶられると、もう駄目だった。下腹部から渦のような熱が襲ってきて、思考をぐずぐずに溶かしていく。

「んヴ、……ぁ……っ」

　無理やり押し開かれた内腿がピクピクと小刻みに戦慄いて、艶かしい声が溢れ出す。それが自分の声だと認識した瞬間、燃えるような羞恥が込み上げてきた。

　嫌だ。恥ずかしい。抱かれてもいいと言ったからって、こんな風に二対一の劣勢で、一方的に快楽の淵に叩き落されるなんて酷すぎる。男としての威厳も誇りもあったもんじゃない。

　それに、俺の性器を舐めしゃぶってるのは、俺の兄弟たちなのだ。十八年間付き添ってきた兄や弟が美味そうに俺の性器を貪っているなんて、残酷な光景だ。それ受け容れたのは俺自身だけど、だからってこんな心の準備も身体の準備も出来ていない状態で、好き勝手翻弄されるのは辛すぎる。

「イヤ、やぁ……」

　涙に濡れた、惨めったらしい声が零れる。赤ん坊のようにしゃくり上げると、兄貴が顔を上げた。俺をじっと見詰めたまま、優しい声で囁く。

「二郎、許せ。俺ら我慢の限界なんや。お前のこと食い尽くさにゃ気が済まん」

　優しい声音に反して、兄貴の目は獣のように鋭く尖っていた。鈴口をぐりぐりと指先で弄りながら、身体を伸ばして俺の耳元へと兄貴が唇を寄せる。

「食わせろ」

　低く、鈍い、雄の声だった。そのまま耳穴に舌先を突っ込まれて、かすかに走る快楽に下腹がぶるりと震えた。途端、性器も連動するように震えたのか、ミツルが先端を咽喉まで呑み込んだまま「ん」と短く声を零す。その掠れた声、眉間に寄せられた皺に、不意に煽られる。心臓を突き破るほどの欲情が湧き上がってきて、全身が総毛だった。

　性器が膨張して、はしたないぐらい先走りが溢れ出す。濡れた性器の先端に真っ赤な舌先を這わせながら、ミツルが唇を左右に引き裂く。

「やらしいな、二郎」

　からかうような声音に、首筋の後ろが粟立つ。羞恥と快楽がない交ぜになって、全身をとろけさせる。睾丸をそれぞれ片方ずつ揉まれながら、性器をざらりとした二つの舌に我先にとばかりに舐められると、もう堪らなかった。

「ア、ァ……！　やァ、も……ぅ……！」

　甲高い嬌声が咽喉から溢れ出した。股間にどくどくと脈動が集まっていって、目蓋の裏でチカチカと光が瞬く。

「二郎、イけ」

　その声がどちらのものかも分からない。目の前が真っ白になるのと一緒に、股間の熱が一気に弾けた。

「っ……ア、……んゥーっ……！」

　睾丸がきゅうと収縮して、身体がガクガクと痙攣する。尿道を熱い液体が通って、生あたたかく湿った咥内へと吐き出される。内腿が攣りそうなぐらい伸びきっていた。それでもなお、もっと吐き出せと言わんばかりに陰茎を引き絞るようにしごかれる。その痛みと紙一重の衝撃に、下腹がビクンと跳ねた。

「ふぁ、……、ゃ、苦しっ……！」

　快楽に息が詰まる。泣きじゃくっても、止めて貰えない。今目の前にいるのは、俺の兄弟だ。だけど、単なる雄でもある。俺は貪り食われる。それを許したのは、他ならぬ俺自身なのだ。

　股間から口を放したミツルが唇を引き結んだまま、顔を寄せてくる。そうして、目尻にかすかな笑い皺を刻みながら、舌を突き出してきた。その舌腹には、唾液に溶け掛けた白濁の粘液が乗っている。それが自分が先ほど吐き出したものだと気付いた瞬間、脳味噌が羞恥に焼け焦げそうになった。

　ミツルは俺の目の前で、まるで見せ付けるように咽喉を鳴らしてそれを呑み込んだ。白い咽喉がゆっくりと上下する様は、気が遠くなりそうなぐらいイヤらしい。

「――お前の味や」

　カッと頬が熱くなった。罵声をあげようと開いた唇に、噛み付く勢いで唇が重ねられる。青臭く苦い味がする舌を突っ込まれて、くちゃくちゃと舌先をしゃぶられると、身体の芯が甘くとろけた。そうして、不意にひやりとした感触が股間と尻の間に走る。驚きに、舌を絡められながらも視線を落とすと、兄貴が半透明な液体を、俺の股間の上に垂らしていた。俺の視線に気付いたのか、兄貴が口角をわずかに上げる。

「ローションやけぇ、安心せえ」

　そんなことを言われて、安心できるわけがない。くちゃりと音を立てながら、兄貴の指先が窄まりへと伸ばされる。硬く閉じたその部分を指の腹で押されながら、縁の皺の一つ一つを確かめられるように触られるのは、死にそうなぐらい恥ずかしかった。上顎をくすぐりながら、ミツルの舌がぬるりと引き抜かれる。

「ふぁ……ア……」

　まるで甘えるような声が出て、そのことに自分自身死にたくなった。ぬるつきを広げられる窄まりに、もう一つ手が伸ばされる。つぷりと穴に指先が埋まった瞬間、両脚が大きく震えた。

「あぁ……ぅ……や、ヤだ……」

　体内に押し込められた異物を取り除こうと、身体に力が入る。じわじわと体内奥深くへと埋められていく指先を、粘膜がぎゅうと締め付けた。

「二郎、まだ指や。大丈夫やけぇ、楽にしろ」

　大丈夫という言葉に説得力がない。ヴぅー、と手負いの獣のように呻きながら、奥歯を噛み締める。途端、なだめるようにローションでぬるぬるになった股間を上下にしごかれた。くちゃくちゃという粘着いた水音が鳴って、再び股間から熱が込み上げてくる。イッたばかりの性器の先端がぢんと痺れて、膨れるのを感じた。わずかに緩んだ窄まりに、指が根元まで差し込まれる。体内を探られる感覚に、鳥肌が立つ。

「ぅア……ぁ！」

　両腕で顔を覆う。すると、邪険にするような仕草で、顔面から腕を引き剥がされた。

「二郎、隠すな。お前の顔、ちゃんと見せろ」

　傲慢な命令口調に、眼球が潤む。下唇を噛み締めて睨み付けると、兄貴がかすかに嘲るような微笑みを滲ませた。同時に、窄まりに二本目の指が入ってくる。

「ヴ、ぅー……！」

　ピリッと引き攣れるような痛みが走る。涙でぼやけた視線を落とすと、兄貴とミツルの手が尻へと伸びているが見えた。ということは、窄まりに入っている二本の指はそれぞれ兄貴とミツルのもので、兄弟の指を一緒に咥え込んでいる事実に、頭に血がのぼった。

　二本の指が中をとろかすように、ゆっくりと動かされる。かと思えば、突然バラバラに動いて、中の粘膜を思うが侭に掻き回す。鉤状に曲げられた指が腹側を擦るように動いた瞬間、体内でかすかな爆発があった。背筋が反り返って、しごかれていた性器がぶるりと跳ねる。

「ぁ、あーッ！」

　今まで感じたことのない快楽だった。性器をしごく直接的な快楽とは違う。体内から全身を侵していくような、深く纏わり付く快楽。

　ふっ、ふーっ、と短く切れ切れな呼吸が咽喉から零れる。あまりの快楽に、緩んだ口角から涎がだらだらと垂れ流れた。

「ここがええんか、二郎？」

　からかってくるかと思ったのに、ミツルの声は真剣だった。切迫したように、しきりに唇を舌先で舐めている。腹に突っ込まれた指先が何度もソコを擦り上げる度に、性器からびゅくびゅくと先走りがイッた時のように飛び出す。股間を突き上げるような強烈な快楽に目を硬く閉じて、鼻声混じりの嬌声を上げた。

「んっ、んぁアっ！」

「二郎、可愛い」

　予期せぬ言葉が耳を擽る。後孔からぐちゃりと音を立てて指が一本引き抜かれる。粘膜が空気に触れて、ひくりと戦慄いた。兄貴が足元から這い上がって、俺の後ろへと回る。そのまま、俺の上半身を後ろから抱え上げた。下半身をベッドの上に投げ出したまま、上半身は兄貴へと凭れかかる様な格好に、目を瞬かせる。

「ミツル、挿れろ」

　ミツルは兄貴の言葉に一瞬目を見張った。それから、値踏みするような眼差しでじろりと睨み付ける。

「俺が先でええんか？」

「お前と争う気はないんや。俺は二郎が抱けるなら、後でも先でもええ」

「譲り合いの精神のつもりか？」

「つべこべほざくな。お前がヤらんなら、俺がヤる。それが嫌なら、さっさと突っ込め」

　まるで噛み付き合うような遣り取りだった。しばらく兄貴とミツルは無言のまま睨み合った。だけど、結局はいがみ合うことに疲れたかのような溜息を吐いて、ミツルは俺の脚を抱え上げた。女のように股を大きく開かれて、身体が強張る。ミツルが耳朶に息を吹き掛けるようにして囁く。

「二郎、俺でええんか？」

「……ぁ、なに、がや？」

「俺とヤッて後悔せんか？」

　ミツルの目がまるで縋り付くように俺を見詰める。その切実な眼差しに一瞬息が詰まって、それからかすかな怒りが湧き出してきた。硬めた拳を、ミツルの頭目掛けて振り下ろす。ゴツンと鈍い音が鳴って、拳がかすかに痛んだ。

「っだァ、何すんや二郎！」

「こ、っこまでやっておいて、今更何言うとんやヴォケが！　嫌だったら、最初っからお前も兄貴もボコボコに殴り飛ばしとるわ！　こんな死にたくなるようなこと、お前と兄貴以外の誰にもさせるつもりないんやけぇの！」

　言ってる途中から、顔が熱くなってくる。喚き散らす唇が戦慄く。そりゃ俺だって恥ずかしいし、怖いし、やめれるもんならやめたいって気持ちぐらいある。だけど、俺は俺の気持ち以上に、兄貴やミツルの気持ちを優先させたい。それが愛っていうなら、俺は兄貴やミツルを心から愛してるんだろう。愛してるからセックスするんだ。恥ずかしいのも痛いのも、受け容れたいんだ。それなのに、

「今更、おまえが悩んだりすんなや……」

「二郎」

　ミツルの淡く開かれた唇から息が零れ出す。それは安堵の溜息にも、充足の吐息にも聞こえた。 

　目尻を伝い落ちる涙を拭う暇もなく、膝裏を抱え上げられる。そうして、ぐちゃりと湿った後孔に熱い感触が押し付けられる。それがミツルの性器だと気付いた瞬間、全身が焼け爛れるような熱情が走った。ぐ、と窄まりそうになる後孔に圧力が掛けられ、張り出した先端がぐぐと内部に押し込められる。

「ぐ……ぅ、ヴぅー!!」

　悲鳴が押し殺しきれなかった。身体が縦に引き裂かれるような痛みが走り、神経をぐちゃぐちゃに掻き毟っていく。足掻く両脚をミツルの手に押さえられ、両腕を兄貴に掴まれる。兄貴が俺の胸元を手のひらで撫でながら、なだめるように耳元に囁く。

「二郎、大丈夫や。落ち着いて、息吐け」

　大丈夫、大丈夫じゃない。痛みで目蓋の裏がチカチカする。噛み締めた奥歯の内側から、呻き声が溢れ出て、眼球から止め処もなく涙が零れ落ちる。全身の毛穴から油汗がぶわっと滲み出した。

　先端を後孔に食い絞められた状態は、ミツルにも相当な痛みを与えているのか、涙でぼやけた視界にミツルの苦しそうな顔が映る。

「二郎……！　力抜け……ッ！」

「……ィ、ぎ……ム、り、やァ……！」

　掠れていく意識の中、痛覚ばかりがハッキリしていく。顔面を涙と鼻水でぐちゃぐちゃに濡らしながら、俺は子供のように泣きじゃくった。呼吸が上手くできなくて、ひ、ひ、と引き攣った呼吸音ばかりが零れる。すると、兄貴が目蓋にキスを落としながら、股間に指先を伸ばしてきた。

「ん、ぁ……」

　萎れた股間を、温かい手のひらで撫でられる。その心地よさとも付かない快楽を手放したくなくて、兄貴の太腿に頬を摺り寄せる。

　そのまま、くちゃくちゃと優しい手付きで性器をしごかれると、知らず熱い息が漏れた。痛みが紛れて、麻痺していく。そのおかげで後孔の締め付けもわずかに緩まったのか、ミツルの息を吐き出す音が聞こえてきた。

「ミツル、ゆっくり挿れたれ」

「ハジメに言われんでも、そうするわ」

　その言葉を皮切りに、足を抱え直されて、先端が埋まっていたものがじりじりと奥深くへと進んでいく。潤んだ粘膜がそれでも引き攣れてピリピリ痛むのを、性器を弄られる快感でやり過ごす。

　次第に、体内に入ったモノの痛みが薄れていく。あるのは、内臓を押し広げられるかすかな苦しさと、異物感と、粘膜を焦がすような熱だ。硬く、熱く、脈打っている。

「ぁあ、……んぁ……」

　開かれた太腿の根元を、乾いた下生えが擽る感触があった。下腹の辺りがぎゅうぎゅうと苦しい。自分が腸詰めにでもなったかのような感覚だ。だけど、腹の中でびくびくと震える感触は、生々しくて。

「っ……ふ、二郎、全部入ったで。分かるか、俺がお前の内におるんが」

　押し殺したような、色っぽく掠れた声でミツルが呟く。その声に、潤んだ視界を向けると、俺の尻とミツルの腰がぴったりと重なっていた。ミツルが身じろぐと、ぐじゅというローションが潤む音がソコから聞こえて、衝撃に両脚が跳ねた。

　あ、ぁ、突っ込まれてる。尻を犯されてる。弟に。実の弟に、抱かれている。

　一瞬浮かんだ絶望を、下半身の熱が浚って行く。兄貴が俺の性器を片手でしごき上げながら、もう片方の手で乳首をぎゅうと摘んだ。その痛むず痒い感覚に背筋が反り返って、後孔に含まれたミツルを締め付ける。

「んんぅ！」

「っ……ハジメ、余計なことすんな！」

　ミツルの怒声に耳を貸すこともなく、兄貴は俺の性器の先端を指先で撫でた。その快感に下腹部がびくびくと跳ねる。

「俺は、二郎を気持ちよくしてやりたいだけや。お前は、そっちに集中せぇ」

　ミツルは何か言いたげに唇を開いたけれども、結局は悔しそうに唇を噛み締めただけで何も言わなかった。兄貴がうっそりと微笑む。

「奥の方、ゆっくり突いたれ」

　そう兄貴が言うのと同時に、腰を掴まれて、ゆっくりと奥を突き上げられる。根元まで突っ込まれているものが内臓を抉るように動く。時々円を描くように粘膜を掻き回されると、ぐじゅぐじゅと淫靡な水音が響いて、鼓膜が侵される。既に痛みよりも疼きの方が大きい。戦慄くような感覚が腹の底から湧き上がって、身体中を淫らに溶かしていく。

「ぅ、ア、……ふァ……」

　まるで甘えるみたいな喘ぎ声が咽喉から零れ出る。それを恥ずかしいと思う余裕はなかった。性器をくちゃくちゃと弄られながら、内部を掻き回される感覚に、身体も心も翻弄されていく。

　込み上げてくる快楽に両手でシーツを掻き毟ると、その手を兄貴に掴まれた。そのまま、その手ごと下半身へと持って行かれる。そうして、指先を結合部へと触れさせられた瞬間、驚きにぎゅうと後孔が締まった。ミツルが短く呻く。

「ハジメ……っ！」

「二郎、お前のここが広がって、ミツルのこと呑み込んどるで」

　ミツルの非難の声に耳を貸さず、兄貴が俺へとやらしく囁き掛ける。太く熱い怒張を咥え込んで、限界まで広がっているそこを何度も指先でなぞらされる。ソコは熱く、潤んでいた。自分でも信じられないぐらい大きく広がって、ミツルの熱を呑み込んでいる。そうして、時折きゅうと締め付ける。

　それを意識した途端、腹の底に熱がともった。その熱は、強張っていた後孔を柔らかくときほぐした。自分の意識とは無関係に、内部が蠢き、熱く脈打つ怒張をしゃぶり始める。熱せられた粘膜が怒張にくちくちと吸い付のを感じた。自分の身体が自分のものではなくなることに、狂乱と紙一重の恐怖を覚える。

「あ、ぅ、アッ、み、つる……っ……たすけ……っ」

　下腹を手のひらで押さえたまま、救いを求めるように名前を呼ぶ。ミツルが上気した顔で、咽喉をごくりと動かすのが見えた。そうして、根元まで入っていた怒張が唐突に引き抜かれる。粘膜を引き摺りながら出て行くモノに、咽喉がヒッと悲鳴を零した。強烈な排泄感に、爪先が空中を蹴り飛ばす。そうして、先端まで引き抜かれたモノが一気に奥まで叩き込まれる。肉と肉がぶつかり合う音と共に、眼球の奥で火花が散った。

「ゃっ、アーッ！」

　絶叫にも似た声が迸る。腰骨を砕きそうなほど強く掴まれたまま、両脚の間でミツルの身体が踊る。無茶苦茶に突き上げられながら、兄貴の手に股間を勢いよくしごかれると、もう何が何だか分からなかった。馬鹿みたいに嬌声ばかりが咽喉から溢れ出す。

　抜き差しの生々しい音が激しく響く。結合部から溢れているのは、ローションなのか、それともミツルの先走りなのか、それらが混ざり合って泡になったものなのか、それすら分からない。激流のような快楽に呑み込まれながら、必死で兄貴の太腿にしがみ付く。

「ぃ、アァ！　やァう、……んゥ！」

「二郎っ、二郎……！」

　荒い息遣いに混じって、切羽詰ったミツルの声が聞こえる。

「おまえっん、中っ、出すで……！」

　言葉の意味がよく分からない。考えることも出来ないまま、身体を揺さぶられていると、不意に体内の怒張が大きく痙攣するのを感じた。腰を引き寄せられて、根元まで呑み込まされる。そうして、内臓の奥深くに熱い液体が吐き出される感触があった。

「ぁ、うそ、やァ……っ……！」

　中を濡らされる感触に、内臓が震えた。ミツルの下腹がビクビクと震えていて、その快楽の深さを教えられる。そうして、性器をしごいていた兄貴の指先が不意に鈴口を強く擦り上げた。指先を捻り込むかのように弄られると、全身が跳ねた。

「ひゃ、ぁう、んー！」

　耐え切れず、性器からびゅくびゅくと白濁した精液が溢れ出し、胸元を濡らす。目が眩むような壮絶な快感だった。頭の中が真っ白になって、空高くから失墜するような感覚。

　達した衝撃で思わず体内に入っている性器を締め付けると、ミツルが熱く湿った息を吐き出した。痙攣し蠕動する内部を味わうように、体内に収まった性器を前後にゆっくりと動かす。そうして、最後の一滴まで内部に注ぎ込むと、鈍い動きで性器を引き抜いた。

　途端、電池が切れたように強張っていた四肢から力が抜けた。荒い息に胸が激しく上下する。空洞になった後孔から、どろりと何かが溢れ出してくる感覚があった。ミツルが精液を溢れされる後孔を見詰めて、愉悦と独占欲にまみれた笑みを浮かべる。

「俺のもんや、二郎……」

　淡く囁かれた言葉に、過敏になった皮膚がざわめく。ミツルの唇が寄せられてきた瞬間、力の抜けた身体を後方へと引き寄せられた。背後から伸びてきた腕が身体に絡まる。

「『俺ら』のや、ミツル」

　兄貴が言い含めるような声音で言う。ミツルはかすか血走った目で、兄貴を睨み付けた。愛らしい顔立ちが般若のように歪んでいる。ミツルの頬の内側からガギッと奥歯が噛み締められる音が聞こえた。だが、結局ミツルは何も言わなかった。無言ですべてを呑み込んで、そっと目を伏せた。

「……わかっとる」

　悔恨と諦念が入り混じった複雑な声音だった。ミツルの手が名残惜しそうに、俺へと伸ばされる。喉元を指先で擽られて、かすかに甘い息が零れる。ふ、と息を抜いたのも束の間、ろくに力の入らない膝裏を抱え上げられて、ひくつく後孔に硬い感触が押し当てられた。

「っ、ぁ……!?」

「二郎、まだ終わっとらんで。俺のも全部食え」

　兄貴の低い声が耳朶を擽る。後孔から垂れるミツルの残滓を塗り付けるように、先端を縁に滑らされる。その感触に、静まりかけていた熱が再び腹の中で燃え始める。は、と震える息を吐き出した瞬間、硬く太いものが粘膜を押し広げた。

「ぁ、ああァ！」

　今度は根元まで一気に突き立てられた。湿った粘膜が唐突な衝撃に耐え切れず、ビクビクと打ち震えて、怒張を食い絞める。だけど、今回の挿入は痛いだけでなく、身悶えるような快楽の火を体内に灯した。後ろから膝の上に乗せられるように貫かれると、先ほどとは違った場所を突かれて堪らなかった。更に赤ん坊の排泄のように足を大きく開かされている格好は、眩暈がするぐらい恥ずかしい。あまりの羞恥に、抱えられた両脚をばたばたと動かすと、嗜めるように内部を硬い先端でこねくり回された。

「ゥ、んあッ！」

　体内でくちゃくちゃと粘液が掻き回される音がする。ミツルが吐き出した精液が兄貴の性器に掻き回されているんだと思った瞬間、涙がぼろりと溢れた。顔面をくしゃりと歪めて、泣きじゃくる。兄貴が背後から耳朶を噛みながら、問い掛けてきた。

「何で泣くんや」

「は、ら、っん中、ぐちゃぐちゃで……ッ……」

　血の繋がった兄弟の精液で満たされていく体内を感じるだけで、その背徳感に怖気が走る。タブーを破る覚悟はあるけれども、現実にそれを実感していくのは恐ろしいほどの罪悪感が伴った。

　ひっくひっくとしゃくり上げると、顎を掬い上げられて、唇を重ねられた。まるで子供を慰めるような温かさと優しさで、唇を優しく吸われる。同時に目蓋にも柔らかい感触が落ちる。ミツルが涙に濡れた俺の目蓋にキスをしていた。

「「ごめんな二郎、愛しとるんや」」

　二つの声が重なる。涙は止まらない。タブーを冒した罪悪感は消えない。だけど、それらを受け容れて、なお有り余るほどの愛情が俺には与えられていた。今までだって、これからだって与えられ続ける。だから、罪を許す。誰からも許されなくても、俺が許す。それが兄貴とミツルのために俺が出来ることだ。

「ごめんなぁ、俺も愛しとる」

　震える言葉を口にした瞬間、俺があの子供に言わなくちゃいけなかった言葉が分かった。思い出した。咽喉から嗚咽が零れる。

　あぁ、どうしてこんな簡単な一言を、俺は今まで口に出せなかったんだろう。

　結合部がかすかに捩れて、くぷりと泡立つ。潤みほどけた粘膜を、緩やかに掻き回されて、突き上げられる。股間に埋められるミツルの顔を見た瞬間に、意識が酩酊していくのを感じた。濡れそぼった性器をぺちゃぺちゃと舐められて、腹の中で熱が爆発し始める。

「ッやァア！」

　性器を咥内に含まれたまま、後孔は膨張した性器に貫かれている。律動は優しく、時に激しく内臓を抉る。膝裏を抱えられたまま、上下に激しく抜き差しされると、ぐちゃぐちゃと淫らな水音が響いた。粘膜が痙攣しながら怒張を締め付ける。

「ひっ、ぃァ……！」

「二郎……ッ！」

　兄貴が短く呻き声を上げる。途端、腹の中で何かが爆発する感触があった。あ、と悲鳴を上げる間もなく、弟の精液で満たされた腹の中に兄の精液が注ぎ込まれる。下腹に熱が走る。それは紛れもない快感だった。中出しされて気持ちよくなっている。それを意識した瞬間、性器が弾けた。びゅく、びゅくと断続的に吐き出される精液がミツルの顔へと盛大にかかる。

「ぁ、ふッ……」

　あまりの愉悦に、舌がだらりと唇から垂れる。ミツルは兄貴の腕の中でぐったりとする俺を見て、白濁がこびり付いた唇を湾曲させた。顔を近付けて、艶かしく囁く。

「二郎、お前のや。舐めろ」

　命令する声に、意識が朦朧とする。腹の中に収まっている兄貴の性器が再び硬さを取り戻し始めている。ミツルの唇を舌先を伸ばしながら、俺はまだこの時間が終わらないことを感じた。 
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　目が眩むような、真っ白な夢を見た。

　扉のない正方形の部屋の真ん中には、壁や床と同系色の白い椅子と机が置かれていて、俺は片側の椅子に座っていた。

　机を挟んだ向かい側の椅子に座っていたのは、小さな子供だ。まん丸い目を大きく見開いて、俺を見詰めている。黒目がちな瞳が物珍しいものでも見つけたかのように、ぱちぱちと大きく瞬きを繰り返す。

　それは、昔の俺だった。過去の俺が現在の俺と対面している。物珍しい光景に、俺もぱちぱちと瞬く。

『よぉ』

「よぉ」

　まるで向かい合わせの鏡のように、片手をあげて挨拶を言い合う。子供がにやりと笑う。俺もにやりと笑う。子供が足を前後にぷらぷらと揺らしながら、人差し指をぐいと俺へと向けてくる。

『お前は麻原二郎やろう』

「お前こそ麻原二郎やろう」

　鼻をふんと鳴らして、指をさしかえす。すると、子供が生意気そうな面で、ヒヒッと笑い声をあげた。

『お前が何年後か何十年後かのオレなんか。なんでココにおるんや？』

「お前こそなんでここにおるんや。そもそもここがどこかサッパリわからん。お前が連れて来たんか？」

『阿呆言うなや。お前がオレを呼んだんやろうが』

「んなわけないやろうが」

『いいや、お前が呼んだんや。間違いない』

　子供の俺は、確信を持った声音で言い切った。机の上に両肘を付くと手のひらで顎を支えて、まるで品定めをするかのような視線で俺を見遣る。その視線に、俺は唇を尖らせた。

「でも、俺はお前を呼んだ覚えはないで」

『なら、無意識にオレを呼んだんやな。どうしたんや、人生が生き辛いんか？』

　子供らしかぬ辛辣な質問だった。たぶん俺は、その時傷付いた顔をしたんだと思う。唇が一瞬戦慄いて、眉尻がぐっと下がる。子供は、俺の様子を見て、ぎゅっと目を細めて笑った。

「ガキのくせに、随分と生意気なこと言うんやな」

『自分になら酷いことも優しいことも遠慮なく言えるやろ。そんだけの話や』

「嫌なガキ」

『お前やろう』

　図られたような予定調和の会話に、苛立ちと紙一重の安堵を覚える。向かい合って座る相手がどこまで行っても自分でしかないということ実が、俺を落ち着かせた。子供が人差し指を立てて、指先をくるくると回す。

『なぁ、もっと素直になれや。所詮オレなんやで』

「ほうやなぁ」

　自分なら何を言っても構わない。確かにそうだ。

　一度肩を竦めてから、子供を見据える。子供は、幼稚園児ぐらいだろうか。きっと、まだ土に埋められる前の俺だ。苦痛や憎悪を知らず、ただただ傲慢に尊大に町を愛していた小さな王様。キラキラと光る大きな瞳は、未だ暴力に取り憑かれていない。その瞳をじっと眺めながら、呟く。

「自分が、誰かを幸せにできるかわからんのんや」

『しあわせ？』

「いろんな人を不幸せにしてきたけぇな」

　その言葉に、子供の顔が歪む。未来の自分に対して、嫌悪や失望を隠そうとはしない表情。ぷらぷらと前後に揺れていた足が止まる。しばらく何か言いたげに小さな唇をもごもごと動かしていたけれども、最後は納得したように緩く頷いた。

『未来のオレは結構悪い奴になっとるみたいやな』

「すまん」

『ええよ、オレやからな。オレがオレ許さんかったら、誰もオレのこと許してくれん気がするもん』

「心が広いんやな」

『子供やからね。大人より子供の方が心が広いんやで。知っとった？　それとも、覚えとるかって言う方が正しいんか？』

　したり顔で子供は答える。にたりと笑う顔が何とも小憎たらしくて可愛い。自分だと思わなければ、素直に愛らしいと思える姿形だ。

「昔のことは、あんまようけ覚えとらんわ。あぁ、でも、あれだけよう覚えとるわ。ミツルが誕生日プレゼントに貰っとった機関車の玩具がどうしても欲しゅうて、飲み込んでしもうたこと。咽喉に詰まって、救急車で運ばれて。ミツルには大泣きされるし、兄貴にすげえ剣幕で怒鳴られるし、散々やったなぁ……」

『ミツルは大泣き虫やし、兄貴は怒鳴り虫や。二人とも嫌いや』

「そう言って、好きなくせに」

『阿呆！　大っ嫌いや！』

　ツンと顔を背けて子供は言うけれども、俺は知ってる。目の前の子供が自分の兄貴や弟のことを本心では好いていることを。だって、俺だ。俺は、昔から今の今まで俺の兄弟を心底嫌ったことなんか一度もなかった。

　込み上げてくる笑いを噛み締めていると、子供が変なものでも見るかのような視線を向けてきた。

『なぁ、未来のオレは幸せなんか？』

　問い掛けられた言葉に、軽く首を傾げる。

「どうやろうか。悲しいこともいっぱいあったけど、その分嬉しいこともいっぱいあった気がする。迷いなく幸せだと言い切るには、酷いことをたくさんしたし。幸せじゃないって答えるには、たくさんの愛情をもらった」

『オレをすきになってくれる人がおったんか？　オレは、そいつをすきになったんか？』

　子供が興味津々な様子で身を乗り出す。

「うん、おったし、好きになった」

『それだけで、十分幸せやないか。何が不満なんや』

　呆れ顔で子供が大きく溜息をつく。本当やな、と相槌を返しながら、胸の奥に残るこの空虚さを思う。このかすかに疼く棘を、抜いてくれる存在を求めている。

　心臓の辺りを緩く手のひらで撫でる。服ごしに小さな鼓動が伝わって来る。あたたかく脈打っている。

「姫子、を」

『ひめこ？』

　首を傾げて子供が俺を見詰める。その瞳を縋るように見詰めながら、俺は惨めったらしい声をあげた。

「犬を、貰うんや。七歳のときの誕生日に。黒の、ドーベルマンで、いっつも舌を出しとって間抜けな顔しとって。でも、すごくすごく可愛いんや。世界で一番、可愛い犬なんや。その犬を、姫子を大事にして。たくさん撫でて、たくさん散歩して、たくさん好きや言うて。伝わるかわからんし、姫子が幸せかどうかやったかなんてわからん。最後まで、ずっとずっとわからん。だけど、俺にできることはそれだけなんや。だから、全部全部やって。頼むから、お願いだから」

　言葉が掠れる。震える咽喉に耐え切れず、込み上げてくる悲しみを堪え切れず、俺は俯いた。真っ白な机の上に、ぽつぽつと透明な液体が零れ落ちる。これは何だ。この涙は何だろうか。悲しみの涙か、後悔の涙か、懺悔の涙か、それらすべてがごちゃまぜになった感情の塊なのか。それなら、どうしてこんなにも透明なんだ。

　子供の声が聞こえる。小さく、訴えかけるよな声。

『大丈夫。伝わってた』

　お前に一体何がわかるんだ。まだ姫子と出会ってもいないのに、姫子のことなんか何も知らないくせに。俺ですら分からないことを、どうしてお前が。

　吐き出そうとした言葉は、顔をあげた瞬間、咽喉の奥で固まった。唇が半開きのまま動かなくなる。見開いた目が映し出したのは、黒い犬の姿だ。血統書付きのドーベルマンとは思えない、舌をちょろりと出した相変わらずな間抜け面。子供が座っていた椅子にちょこんとお座りをしていたのは、俺の一番大切な子だ。

「姫、子」

　言葉が絡まる。唇だけが藻掻くように震える。言いたいことがある。謝りたいことがある。

　姫子のつぶらな瞳が俺をじっと見詰める。しなやかな足、滑らかな毛並み。だけど、お前のその足は切られてしまう。お前は、そうやって死んでしまう。俺のせいで死んでしまったんだ。

「姫子……ごめん、ごめんなぁ……」

　無様な声だ。どう足掻いても償うことすらできない。それを分かっていながら言わずにはいられない。

　死んだものは生き返らない。壊れたものはもう元通りには戻らない。それなら、一体どうすればいいんだろう。どうすれば、壊れ、千切れ、粉々に砕けたものを再生させることができるんだろう。

　姫子が頷く。確かに頷いた。そうして、伸びた舌がぺろりと俺の頬を舐めた。その感触は温かかった。泣けてくるぐらい温かかった。

　そうして頬からぬくもりが離れたと思った瞬間、一陣の風が吹いた。草葉が揺れる音が響く。真っ白な部屋が消えて、草むらの中に俺は立っていた。

　草原の向こうに、美しい海岸線が広がっている。空には、突き抜けるような青が映されており、もくもくと膨らんだ雲は果てもなく天まで伸びていた。風に吹かれて、足下の砂が海へと向かってさらさらと流れて行く。

　眩しいくらい白い砂を蹴って、姫子が駆けて行く。待って、叫ぼうとするのに声が出ない。追い掛けようとするのに、足が動かない。

　姫子は走って行く。遠ざかって行く。俺の手はもう届かない。水面を蹴り、姫子は海を超えていく。跳ね上がる飛沫が光に照らされてキラキラと光る。綺麗だ。だけど、悲しい。寂しい。涙がとまらない。俺は、じっと前を見据える。

　姫子！

　心の中で叫ぶ。高らかに吠える姫子の声が遠くから聞こえた。 
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　鮮やかな夢から目覚めると、やっぱり四本の腕で雁字搦めになっていた。身体に絡み付いた腕をほどきながら、ゆっくりと起き上がる。関節部分、主に太腿の付け根が異常に痛い。過度な疲労で、全身の筋肉が引き攣っている。あと迂闊に口に出せない場所がひりひりと痺れるように痛んでいた。

　ギシギシと軋む身体に、恨みがましい気持ちで左右の男共を睨み付ける。すやすやと満足そうな顔で眠っている男共の尻に大根でも突っ込んでやろうかとも思うが、丁寧に着せられているパジャマに気付くと、その気も失せた。

　昨日までバックバージンだった男に対して、好き放題ヤりまくったのは何とも許しがたいが、でも、それを許したのは俺自身だし、俺の兄弟だし。はぁ、仕方ない。

　緩く溜息を付いて、よろよろと立ち上がる。服を着替えて、部屋から出る。

　庭の隅に作った姫子の墓の前に立つ。両手を合わせて、何か言おうとする。だけど、何も言うことを思い付かなかった。謝罪も、お礼も、愛の言葉も。何も言葉にできなくても、心はひどく穏やかだった。俺は、姫子で満たされていた。

　ふと顔をあげると、家の玄関の方に人影が見えた。近付いて行くと、厳つい顔をした男が「おっす」と軽く手を掲げた。

「はよー、麻原」

「朝っぱらから何しとんや桃井」

「焼きそばパンおごるって言っただろ」

　そう言って、桃井はリュックから潰れかけた焼きそばパンを取り出した。はい、と俺へと差し出してくる。

「別に学校で渡したらええのに」

「お前、そう言って、いっつもサボってんじゃん。いつ渡せるかも分かんないしさぁ、つぅか、俺学校辞めちゃったから」

　さらりと口に出された爆弾発言に、俺は目を剥いた。まじまじと桃井を眺める。桃井は相変わらず緊張感の欠片もないへらへらとした笑みを浮かべている。

「いつ辞めたんや」

「今日。退学届も出してきた」

「何でや」

「昨日さ、おかーさんが倒れて入院しちゃってさ。入院費っつーのが必要なわけ。養護施設の維持費用もかかるしさ。俺には、おにーちゃんとおねーちゃんいっぱいおるけど、ランドセル背負ったまま働けとは言えないでしょ。だから、俺が働こうって思って。一応働くツテはあんだけど、ここから結構遠くてさ。俺、もうこの町に戻って来れないかもしんない」

　あっけらかんと語られる事実に、悲痛さや無念さは感じられない。まるで来るべき時が来ただけとでも言わんばかりの桃井の様子に、俺はかすかに苛立つ。何でそんな当たり前みたいに受け容れて、簡単に諦めちゃうんだ。

「何で俺に言わんかったんや」

「今言ってんじゃん」

「ちゃうわ。何で、辞める前に俺に言わんのんや。言っとったら――」

「でも、麻原は俺の家族じゃない」

「でも、友達やろうが！」

　まるで切り捨てるかのような言葉に、怒鳴りあげる。桃井は、一瞬きょとんとした後、少し泣き笑うような表情を浮かべた。

「そうだね。でも、言っても結果は変わんないなって思っちゃったんだよ。だって、俺が決めたことだもん。自分で選んで、自分で決めたんだ」

「なぁ、桃井……」

「麻原、いろいろあんだよ人生」

　たったその一言で、桃井は人生を容易く許容してしまうのだ。辛いことも悲しいことも丸ごと飲み込んで、腹の中にすべて収めてしまう。それは、諦めと紙一重の許しだ。

　桃井が頬をそっと緩めて微笑む。差し出した焼きそばパンを、俺の手に無理やり握らせると、肩をぽんと叩いた。

「俺は大丈夫だよ。麻原も大丈夫だ。お前は、本当はやさしくなれる奴なんだよ」

「何やそれ……」

「やさしくなるのは簡単だ。いま目の前にいる人を、ただ愛すればいい」

　酷く難解で苦痛に満ち溢れたことを、桃井は簡単に口にする。それを知りながら、それをどうしても出来ずに藻掻き苦しんでいる人間がどれほどいるんだろう。だけど、きっと桃井はその苦しみを知って、それでもそう言うんだろう。桃井は、いま目の前にいる人を愛そうとして生きているから。

「桃井は、何で傷のこと気にせんで生きていけるんや」

　唐突な問い掛けに、桃井が目を瞬かせる。左目の義眼、左顔面の大きな傷、桃井の顔を見た瞬間は、誰もが気味が悪いものを見たかのように顔を引き攣らせる。そうして、目を逸らす。それでも、桃井はそんな人間ですら愛そうとするのだろうか。

　桃井は、一度悩むように視線を宙へと浮かべてから、こう答えた。

「気にしてないわけじゃない。俺の顔初めて見た人が息を呑むときは、いつだって傷付く。電車の中で、教室の中で、ひそひそ話をされてる時はいつだって逃げ出したくなる。だから、前は傷のこと気にして、誰とも視線あわせなかった。馬鹿にする奴がいたら殴ってきた。酷いこともいっぱいした。許せなかった。だけど、殴れば殴るほど、隠れれば隠れるほど、俺の顔の傷は深くなっていくんだ。俺が、俺のことを許せなくなっていく。だから、人の目見て喋るようにした。馬鹿にされても笑うようにした。傷なんてないみたいに振る舞った。そしたら、本当に、傷がなくなったみたいに感じるんだ」

　そう言って、桃井は笑いに肩を緩く揺らした。その満ち足りた表情に、俺は何も言えなくなる。口を噤んだままでいると、桃井が照れたように頬を掻いた。

「別に何てことないんだよ、本当は。俺が思ってるより、お前が思ってるより、もっと単純で、やさしい」

「やさしいって、何がや？」

「世界とか、人とか、自分とか」

　ひらりと手を振って、「じゃあな」と桃井が踵を返す。アスファルトを踏み締めて、桃井が去っていく。その背を眺めながら、俺は頭の中で繰り返す。

　もっと単純で優しい。

　世界とか、人とか、自分とか。

　俺が傷付けてきたから、俺が汚いもののように思っていたから、世界も人も自分も濁ってみえていたのだろうか。だけど、本当は？　本当の、世界や人や自分の姿は？

　そっと想像しながら、俺は歩き出す。自分が最初に行く場所はわかってた。
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　一日ぶりに来た場所で、これほどまで印象が違うのかと驚きを覚えながらプレハブの修理工場を眺める。太陽に照らされた場所は、昨日の陰鬱な印象がガラリと消えて、長閑で温かい場所へと変貌している。プレハブ一階のシャッターの中では、昨夜見た男が油にまみれながら車を修理している。

　プレハブ小屋の周囲を囲むコンクリート壁に背を押し当てて、目当ての人物が現れるのをじっと待つ。二十分後、小さな足音が聞こえてきた。鉄階段を降りる軽やかな音、そうして短い足を動かして駆けてくる。横を擦り抜けて行く小さな影に、短く声をあげる。

「おい」

　子供が肩越しに振り返る。そうして、俺を見た瞬間、恐怖に全身を強張らせた。見開かれた目に、見る見るうちに涙が溜まっていく。

「何で、まだ何も言っとらんのに泣くんや」

　呆れ半分焦り半分で言うと、子供が目蓋を手の甲で擦りながらぐずぐずと鼻を啜った。

「だって……ぼくのこと、怒りにきたんでしょう？」

「わざわざ一日置いて怒りに来たりせんわ。昨日、お前に言っとったやろう？　言わにゃあかんことがあるけど、それが思い付かんって」

「……うん」

「それが思い付いたから、言いに来たんや」

　子供の瞳が俺を見上げる。その真っ直ぐな眼差しを見下ろしながら、俺はすぅっと大きく息を吸い込んだ。

　何でだか、同時にたくさんの想いが胸に込み上げてきて、息苦しさに目が潤んだ。何年間も胸の底にしまい込んでいた言葉を、吐き出すのが苦しい。だけど、言いたい。言わなくちゃいけない。心から、叫びたい。

「三輪車はっ、返さない！　お前も、姫子返せないから！　だけど、俺が先に悪いことしたんやから、謝る！」

　まるでがなり上げるような声だと思った。子供の驚いた眼差しに、羞恥を感じて頬が熱くなった。胸が震える。心臓の弁が開いて、ずっと昔から言ってこなかった言葉が唇から零れる。

「ごめん、なさいっ……！」

　吐き出した瞬間、滂沱のごとく涙が溢れた。どうして涙が出るのか分からなかった。溢れて、止まらない。これは何の涙だろう。

　子供がぱちぱちと瞬く。そうして、その瞬く瞳からぽろりと涙が一粒零れた。一粒、二粒、三粒、それからは数えなかった。まるで飴玉のような丸い涙が頬を伝って、ぽたぽたとアスファルトの上へと染みを作っていく。子供が両手で瞼を押さえて、ひっくひっくと泣きじゃくる。

「ぼくっ、も、ごめん、ねっ……ごめんなさ、い……」

　子供の口から零れ出す言葉は、俺のものだ。同じように俺の口から零れ出す言葉も、子供のものだ。

　どうして、たったこれだけの言葉が今まで言えなかったんだろう。たった六文字の言葉がずっと腹の底で凍り付いて、俺の心まで氷のように尖らせていた。それらすべてが溶けて、涙になって流れて行く。今まで胸の奥に詰まっていた、たくさんのごめんなさいが溢れ出す。

　向かい合うように立ち竦んだまま、二人、大声をあげて泣いた。嗚咽が咽喉から漏れて、あたたかい陽の下に響き渡る。

　溢れ出すこの感情は、この涙は、この声は、悲しみじゃない。これは産声なんだと思った。今この瞬間、俺はようやく生まれたんだ。土の底から這い出して、陽の光を浴びて、ようやくこの世界に出てきたんだ。




　ハロー、世界！

　ハロー、人類！

　ハロー、俺の兄弟たち！

　そして、ハロー、二郎！




　何だか泣きながら、大声で笑い出したい気分なんだ！











長男のスキップ




　丼の中をゆらゆらと泳ぐ白い麺を眺めて、まるで寄生虫みたいだな、とふと思った。研修医時代に、患者の大腸から引き摺り出したサナダ虫に似ている。

　うどんをずるずると啜りながら、徹夜三日目の頭なんてこんなものだとハジメは独りごちた。もっと酷い奴は、サラダに乗ったコーンを眺めて「そういえば、コーンって人間の脂肪に似てるよな」なんてほざき始めたりもする。その言葉に、新卒で入ったばかりの看護婦は口元を押さえてサラダを視界から押し退けるが、流石に年季の入った医者や看護婦は何のそのという風采で、黙々とコーンを口へと運ぶ。いちいち食い物に吐き気を感じることさえも体力の無駄だと分かっているのだ。

　ここにいる人間で共通しているのは、その目の下に色濃く浮かんだ隈だ。ここで働く職員の誰も彼もが寝不足の過労働で、意識は朦朧、全身はまるで錆びだらけのロボットのように強張っている。そろそろ重大な医療ミスが起こってもおかしくはない。

　それは、ハジメが秋保十字病院へと研修医として入った頃から危惧していたことだ。こんな病院いつかは破綻するだろうとは思っていたが、今の今までずるずると文句も言わずに働き続けている辺り、こういう生活が何だかんだで染み付いてしまっているのだろう。

　この二ヶ月、家のベッドで眠った記憶は一度もない。ほとんどピストン輸送のように、一週間に一度、洗濯物を家へと運ぶだけで、睡眠と風呂は病院の仮眠室とシャワールームですべて済ませている。毎日の食事もほとんどこの食堂で取っており、最近は物を食うことにも気だるさを感じて、素うどんばかりを食っている。うどんであれば、噛まずに飲み込めるというのがその理由だ。

　だが、最近は咽喉にものを通すこと自体が億劫になり始めている。半分ほどうどんを食ったところで箸を止めて、ハジメは人差し指と親指で、目頭を強めに揉み込んだ。

　つい数時間前まで、右腕を粉砕骨折した少年の手術をしていた。右腕を切り開いた瞬間に、粉々になった骨の欠片がピンク色の筋肉のいたるところに突き刺さっているのが見えた。それを魚の骨を取り除くように、一本一本ピンセットで引き抜いて、骨の形になるように整えて金属で固定していくのは気が遠くなる作業だった。

　ここのところそういう心身をすり減らすような手術ばかりが回されてくる。腕を買われているのかもしれないが、連日の長時間手術のせいで、眼精疲労が極限まで高まっていた。最近では、慢性的に眼球の奥が痺れるように痛んで、瞬間的にブラックアウトすることさえある。いい加減そろそろ休まなくてはいけないと思う。

　数ヶ月前に取った有給がハジメの最後の休みの記憶だ。次男と三男と一緒に、犬殺しの犯人探しをしたことを思い出す。そういえば、最近は兄弟の顔すら見ていない。次男の肌に触れたのも、遠い記憶になりかけている。

　脳髄の奥から、その記憶を引きずり出そうとした途端、前の席に誰かが勢いよく座るのが見えた。ぴかっぴかに光るスキンヘッドに、二十代にして総入れ歯な男がにやっとハジメに笑いかける。

「ハジメさん、まぁた素うどんっすか？」

　ハジメの前に置かれた丼を覗き込んで、男が渋い声をあげる。秋保十字病院に看護士として勤める磯川は、弟たちからアンパンと呼ばれて可愛がられている男だ。元々はハジメを目の敵にしていた不良一味の一員だったが、一度徹底的に叩きのめした後、なぜだか金魚の糞のように付き纏うようになった。まさか職場にまで着いてくるとは思ってもいなかったが。

　磯川が厚切りな生姜焼きへと齧り付くのを眺めながら、ハジメは思わず零れそうになる溜息を呑み込んだ。

「お前は、ようもまあ毎日そんなしつこいもん食えるな」

「だって、この生姜焼きすっげうめぇんっすよ。ハジメさんも、うどんばっか食ってないで、たまには肉食いましょうよ肉」

　たれを纏っててらてらと光る脂を見ているだけで、胸焼けがしてくる。これじゃ医者どころか完全に病人だ。どんな状況でも、食欲だけは貪欲でい続ける磯川の方がよっぽど健康だと思う。

「ハジメさん、最近ちゃんと寝てますかぁ？　顔色すっげ悪いっすよ」

　不安そうに磯川がハジメの顔色をうかがう。

「三時間は寝とる」

　嘘を付いた。気遣わせたくないということではなく、心配されるのが鬱陶しいという思いの方が強かった。必要以上に気遣われるのは、ただただ不快だ。

「そんなん嘘って丸わかりですよぉ。ずっと働きづめって、俺知ってんすからね」

　三徹の脳味噌に、キンキンと磯川の声が響く。目頭を押さえたまま、磯川の存在を遮断するようにハジメは眼を閉じた。目蓋の裏で、ぐるぐると薄汚れたマーブル模様が踊っている。その中に、黄が強い肌がちらちらと浮かび上がった。

　二郎、二郎に会いたい。抱きたい。うどんでも肉でもなく、あの身体を食いたい。生々しい欲求が込み上げてくる。それはもう欲望というよりも切願に近かった。

　しばらく磯川は黙り込んでいたが、不意に性急な仕草でハジメの手のひらへと何かを押し込んできた。目蓋を開いて、手のひらの中のものを見下ろす。ピンクの正方形パッケージには、見覚えがある。幸せ家族計画というやつだ。

　何のつもりだという思いを込めて、磯川を睨み付ける。磯川は、ふふんと鼻を鳴らすと、得意げな仕草でハジメの肩をぽんと跳ねるように叩いた。

「疲労回復には、性欲発散がイチバンっす。一発ヤれば疲れもバチーッと取れますよ」

　根拠の欠片もない言葉に、かすかな眩暈すら覚える。コメカミの引き攣れを指先でほぐしながら、ハジメは人差し指と中指に挟んだパッケージを磯川の額へと向けて投げた。ぺちっと額に当たったそれに、磯川がイテェッとわざとらしい声をあげる。

「何するんっすか、ハジメさぁん」

「お前の膿んだ脳味噌の相手をさすな。余計に疲れるわ」

「そんなこと言わねぇで、すげぇ抜群のナース用意しますんで、騙されたと思って、まぁかるーく一発」

　人差し指をピンと立てながら、磯川が媚びるような笑顔を向けてくる。ここは一体どこの風俗店だと、いい加減ツッコミの一つでも入れたくなってくる。

　再度手のひらへと押し込まれるパッケージを突っ返すのも面倒臭くなって、ハジメはそれを惰性のようにズボンのポケットへと滑らせた。磯川がにんまりと唇を緩める。

「誰がいいっすかねぇ。内科のアイドル亜理紗ちゃんがいいか、それとも産婦人科の美加っちがいいか。それともそれとも、泌尿器科の女王様典子様にしちゃいますかぁ？　典子様すっげぇんっすよ。尿道責めとか初っすよ、初・体・験」

　立てた人差し指をチッチッチッと左右に振ってから、磯川はにやぁと頬を崩した。快楽を脳味噌から探り当てるような卑しく溶けた表情だ。

「でも、ハジメさんは半端なくモテモテだから誰でもイけっと思いますよぉ。誰でも言ってください、俺交渉して来ますから」

　一人だけ勝手に盛り上がっていく磯川を尻目に、ハジメの脳味噌は冷めていった。

　十六歳の頃から、二郎以外の人間を欲しがったことなんか一度もない。おざなりな気持ちで女を抱いたことがあっても、心が満たされたことはなかった。

　だから、数ヶ月前に初めて二郎を抱いた時は、心からの安らぎを覚えた。母親の胎内に戻ったような安堵と、胸の内側があたたかいもので満たされる感覚。それを、この数ヶ月で既に忘れかけている。あの肌の感触や、体内に押し入った瞬間の絡み付いてくる肉やその熱さ。代わりのように女を抱いたところで虚しくなるだけだ。欲しいのは、たった一人だけだ。

　溜息を鈍く吐き出して、もうぬるくなってしまったうどんの丼を見下ろす。ぶよぶよに膨張した麺を眺めてから、ハジメは呟いた。

「寝る」

「へぇ、誰と一緒にっすか？」

「阿呆が、一人でに決まっとるやろうが。今日は十八時まで手術ないやろ。それまで仮眠室で寝るけぇ、誰も寄越すな」

　磯川があんぐりと口を開く。そのはてなマークが盛大に浮かび上がった顔を二度見る前に、ハジメは立ち上がった。トレーを持って、返却口へと歩く。

「いやっ、ちょっ、ハジメさぁん！　いいんっすかぁ!?　いい子ばっかなんっすよぉ！」

　未練がましい声で磯川が叫ぶ。その声に返事を返さず、ハジメはもう一度目蓋の裏に弟の姿を思い浮かべた。
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　夢の中で、湿った土の臭いを嗅いだ。

　雨が降る丘の上に、ハジメは立っていた。雨が降っているというのに、雨音がまったくせず、その代わりのようにガリガリと何かを掻き毟るような音が聞こえた。

　暗闇の中に、地面を両手で無茶苦茶に掘っている影が見えた。指先に砂利が食い込み、爪の間から血が滲み出ているのに影は地面を掘るのをやめようとはしない。

　ハジメは、それを数ヶ月前の記憶だと思った。二郎が二回目に土に埋められた時のことだと。だが、違った。暗闇の中で、土を掻き出しているのは学生服を着た少年だ。それは、十六歳のハジメだった。

――それなら、これは二郎が最初に埋められた時の記憶か。

　冷静にそんなことを思う。鬼気迫った様子で両腕を動かす高校生の自分を見ても、さしたる感慨はなかった。そういえば、こんなこともあったと懐かしく思うぐらいだ










　ハジメが期末試験を終えたその日、二郎が誘拐された。最初はタカを括っていた。小さな町だ。父親の力を使えば、きっとすぐ見つかる。身代金を払えば、二郎は無事に戻ってくると思い込んでいた。

　しかし、三日経っても二郎は戻ってこなかった。

　四日目は、焦りを必死で堪えた。

　五日目は、町中を歩き回った。

　六日目は、交番まで怒鳴り込みに行った。

　七日目は、暢気にキャバクラで豪遊する父親を散々罵倒した。

　二郎を探せ、二郎を助けろ、身代金を払え、父親のくせに子供を見捨てるんか人間のクズが。

　日が経つにつれて、焦燥は激しくなっていった。食事もろくに咽喉を通らず、眠ろうにも眠れない。二郎が大事にしていた犬のぬいぐるみを抱き締めて、真夜中に狂ったように二郎二郎と喚き散らした。

　八日目に、二郎が殺されると思った。その想像が思い浮かんだ瞬間、発狂しそうになった。蹲って髪の毛を鷲掴んだまま、しばらく震えがとまらなかった。震えるハジメの背を、まだ幼稚園児だったミツルがぺちんと叩いた。

『ハジメ、ジローが帰ってこんで』

　その言葉に、心臓が押し潰されるような絶望を感じた。

　誰よりも子供らしく無邪気で傲慢な弟が帰ってこない。兄貴なんかキライや、と強がりを口にしながらも、雷が怖くてハジメの布団に潜り込んできた弟。野菜が嫌いで、でもハジメが言えば一つ一つを涙ぐみながらも食んでいた弟。可愛げがないところが可愛くてたまらなかった弟、二郎が帰ってこない！

　九日目、父親が母親と愛人との三人で海外旅行に行った。そのことに、ハジメは大した失望を抱かなかった。警察も両親もあてにならない。初めから、誰も信用するべきではなかったのだ。

　ハジメは、自分の出来うる限りの力を使った。金をばら撒き、女子供さえも脅迫し、時には暴力さえ使った。特に二郎と一緒に下校していたらしき同級生は橋から逆さまに吊り下げて、泣き喚く子供に詳細を念入りに吐かせた。二郎を救うために何でもした。

　そうして十日目、数人の大人が丘へと向かったという話を聞いた。丘の上で、大人たちが地面の上を両脚でぴょんぴょんと飛びながら下卑た笑い声を上げていた。かすかに盛り上がった土は、まだ埋められたばかりのようだった。

『あーっさはっらのクソガキがぁー、ミミズの汚ぇ餌になーるー』

　音程のズレた歌声だった。それを聞いて、周りの大人はやんややんやとはしゃぎ声を上げる。

　その光景を見た瞬間に、ハジメは自分の身体からすっと血の気が抜けるのを感じた。魂が凍り付いて、自分が人間ではない何かになっていくようだった。

　そうして、ハジメは十六歳で人を殺した。正確な数は覚えていない。おそらく四人か五人ぐらい。気付いたら手に折れたシャベルが握り締められていた。地面には、頭から血を流した大人たちが倒れていた。

　呻き声をあげる男の後頭部にシャベルの折れた柄を突き立てる。頭蓋骨が割れて、傷口からどろりと脳漿が零れ出すのが見えて、薄汚いと思った。この町の人間は、許しがたいほどに誰も彼もが醜い。

　そこからは無我夢中で地面を掘り起こした。ほとんど何かにとり付かれたようだった。途中からは、悲鳴のように二郎二郎と喚いていた。心臓の中心に、今まで感じたこともない凶暴な感情が生まれていた。二郎に対する強烈な執着心に、ハジメは溺れていた。それは血をわけた弟に対する感情ではなかった。もっとおぞましく粘着いた感情だ。

　土の底から、傷だらけの身体が覗いた。二郎は、まるで母親の胎内で眠る赤子のように、土の中で身体を丸めていた。地面へと引き摺り出した二郎は、息をしていなかった。人工呼吸と心臓マッサージを繰り返しながら、ハジメは痛ましい弟の姿に涙を流した。絶望の中で息を止めたこの子を思うだけで、息苦しいぐらいの悲哀と罪悪を感じずにはいられなかった。

　そうして、同時に煮え滾るような憎悪を感じた。二郎を傷付けた町の人間を、二郎を守れなかった自分自身を、ハジメは決して許さない。十年以上経過した今でも、ハジメは二郎以上に町の人間を憎んでいる。そうして、今の今まで許すことが出来ないのだ。
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　甘ったるいケチャップの匂いがする。

　薄く目蓋を開くと、ぼやけた視界の先に、鼻歌を漏らす男の後ろ姿があった。仮眠室の端に据え置かれた型番落ちのレンジの前で、二郎がリズムに合わせて小刻みに身体を左右に揺さぶっている。

　一瞬、まだ夢を見ているのかと思った。二郎、と咽喉の奥で小さく漏らすと、鼻歌を止めないまま二郎が振り向いた。ハジメと目を合わすと、にやーっと大きめの口を引き裂く。十八にもなって、丸っきりガキ大将のような笑い方だ。

「目ぇ覚めたんか、兄貴」

　幻覚が口をきく。枕元に置いた眼鏡を手探りに取って、上半身を起こして掛ける。やっぱり爪先から頭のてっぺんまで、その幻覚は二郎でしかなかった。

「幻覚見るなんざ相当やな」

　苦々しい気持ちで独りごちると、二郎の幻覚は「はぁ？」と怪訝そうに顔を顰めた。

「兄貴大丈夫か？　むしろ生身を幻覚やと間違える方がそーとー脳味噌キとると思うで」

「本物の二郎なら、何でここにおるかが分からん」

　投げ遣りにそう言うと、二郎はずかずかと大股で歩いてきて、ハジメの眼前に携帯の画面を突き付けた。携帯の画面には、差出人アンパンと書かれたメールが開かれている。そうして、本文には、素うどんという単語が羅列されていた。

「アンパンから、兄貴がここ三日素うどんしか食っとらんてメールが来たけぇ、救いのヒーロージロえもんが飯を持って来てやったんやろうが。それを幻覚って、脳味噌に栄養が行き届いとらん結果がコレや」

　ハジメの頭を人差し指でくるくると指しながら、二郎が渋い顔で言い放つ。

「磯川からメール？」

「そうや。ハジメさんが素うどんしか食っとらんし性欲も減退してるみたいなんで助けてくださぁい、ってメールが来たんや。アンパンにナース紹介したる言われたのに、いらん言うたんやって？」

　二郎がかすか皮肉げな口調で言う。口調はどこか汚れた男のものだったが、その言葉の端々から覗き見えたのは紛れもない二郎の嫉妬だ。拗ねたように唇を尖らせた弟の姿が妙に愛らしくて、不意に胸をぎゅっと掴まれるのを感じた。

「ほんなら、いる言うとったら良かったんか？」

「そんなん言うとらん」

「じゃあ、どう言うたら良かったんや」

　意地の悪い質問をしている自覚はある。頬が笑みに緩むのを感じながら、まごつく弟の姿を眺める。二郎は二三度視線を宙へと巡らせて、それから悔しげに下唇を薄く噛んだ。寄せられた眉とかすかに潤んだ目にそそられて、無意識に咽喉が上下する。それから、二郎はほんの小さな声で呟いた。

「兄貴は、俺の――」

　そこまで言ったところで、レンジがヂンッと濁った音を立てるのが聞こえた。二郎が言葉を切って、慌てた様子でレンジへと走っていく。ハジメは、思わず舌打ちを零した。二郎の本音を聞けるチャンスだったのに台無しだ。

　レンジから密封式タッパーが取り出される。あちあちと小さく言いながら、二郎がハジメの元へと持ってくる。近付くと、よりケチャップの匂いが強くなった。蓋をあけて見えたのは、卵に包まれたオムライスだ。二郎は、プラスチックの箱から小学生が使うような小さなスプーンを取り出すと、タッパーと一緒にハジメへと差し出した。

「兄貴が栄養失調で死にかけとる言うたら、瞳さんが作ってくれたんや。こないだお歳暮でもろうた惠屋の鴨肉が入っとるんやで。鴨肉オムライスとか世界初やろお」

　そう得意げに言い放つ姿は、運動会で一等賞になった小学生のように無邪気だ。こいつは何歳になってもという呆れが半分、このまま変わらないで欲しいという安堵がもう半分あった。

　差し出されたタッパーを受け取らずにいると、二郎が緩く首を傾げた。

「はよ食えや。冷めるやろうが」

「腕動かすのもしんどいわ。お前が食わせろ」

　命令口調で言い放つと、二郎は一瞬ぽかんと口を開いた。それから、目元をカッと赤く染めた。唇を二三度戦慄かせてから、少しだけ俯く。

「ガキやないんやけぇ……ええ歳した兄弟があーんとか引くやろぉ……」

　もごもごと聞き取りにくい声で呟かれる言葉に、ハジメは口元を綻ばせた。二郎は、少なくとも拒絶はしていない。なら、それは許諾と同じことだ。

「引くって誰が引くんや」

「どっかの……誰か……」

「ここに俺とお前以外の奴がおるか？」

「入ってくるかもしれんやん……」

　羞恥にまみれた二郎の声音は、哀れなぐらい弱々しかった。耳まで赤くなりつつある顔を眺めながら、ハジメは仮眠室の扉へと顎をしゃくった。

「気になるんなら鍵閉めとけ。そしたら他の誰も入ってこれんやろ？」

　わざとらしいぐらい甘ったるく囁いてやる。途端、普段は強気な弟の顔がくしゃりと泣き出しそうに歪んだ。手ずから飯を食わせるぐらいで、処女以上の恥じらいだ。もう一度催促するように扉を示すと、二郎はのろのろと鈍い動きで立ち上がり、躊躇いがちな手でゆっくりと鍵を閉めた。その姿に、口元が勝手に笑みを滲ませる。

　二郎が戻って来たところで口を開く。

「食わせろ二郎」

　二郎が困ったように一度眉を寄せて、それから諦めたようにスプーンで掬ったオムライスを口元へと差し出してくる。

「兄貴、ほんまはスゲーしょうがない奴やろ……」

　溜息混じりに言われる言葉に、返事を返さないままオムライスを噛み締める。数日間味付けの薄いものばかりを食べていた舌に、ガツンとケチャップの味がきた。久々に脳味噌が食事を取っていると認識する。

　自分がしょうがない奴だなんてことは昔から分かっている。十六歳の頃から、異常なまでに二郎に固執しているのだ。優しくするのも、甘えるのも、この弟にしかしたくない。庇護欲と罪悪感が入り混じった結果、奇妙に歪んだ愛情へと変質してしまったようにも思える。

　二郎が眉尻を下げたまま、オムライスをゆっくりと運ぶ。だが、二郎の口元は緩い笑みに綻んでいる。その眼差しに、胃袋以上に心が満たされる。ここ数ヶ月擦り切れ、尖っていた魂が柔らかく丸まっていくような感覚だった。

　そうして、オムライスが半分ほど消えたところで、二郎が思い出したように呟く。

「兄貴、瞳さんに後でオムライスありがとーって言うとけよ」

　その言葉に、ハジメは眉尻をピクリと動かした。唇の端で、あぁ、と大してやる気もない相槌を返す。すると、二郎が少し詰め寄るようにハジメの顔を覗き込んできた。

「兄貴もいい加減に瞳さんと口きいたれや。瞳さんやって意外と気にしとるんやで」

「そうやな」

「ほんまにそう思っとるんかいな」

　ハジメの適当な返事に、二郎が不貞腐れたように顔を歪める。その非難の眼差しに、目蓋を伏せて、手首の付け根でおざなりにコメカミを揉んだ。

　麻原家の家政婦をしている瞳という女を、二郎もミツルも気に入っているようだった。物事をあっけらかんと受け容れたり、辛い出来事をポジティブに考える様は、なかなか気性が良い女だとは思う。実際、単なる女ならハジメもそれ相応の好意を持っただろう。

　だが、ハジメは瞳が憎い。嫌いという言葉だけでは収まらない。憎らしくて憎らしくて堪らないのだ。正直、二郎とミツルが好いていなければ、一息に縊り殺してやりたいぐらいだ。凶暴な衝動を抑えているだけでも精一杯なのに、口をきくことなど不可能に近かった。目を合わせるだけで、その頬を殴り飛ばしてやりたくなる。

「何で兄貴、そんなに瞳さんのこと嫌うんや」

「あの人のこと嫌いやないんやけど、許せんのんや」

「許せんって何がや」

　しょぼくれた二郎の声音に、答えを返すことは出来なかった。二郎に、その理由を言うことは出来ない。二郎は、何も知らない。

　あの女は、お前が埋められていた時、親父と一緒に海外旅行に出かけた。お前の身代金一億円が要求されていた時、あの女は親父に一億円のマンションを買って貰った。天秤にかけられて、お前の命は、あの女の娯楽にいとも簡単に負けたのだ。

　勿論、瞳は二郎が誘拐されているなんて知らなかった。ただ無邪気に、豪華絢爛な愛人生活を楽しんでいただけだ。瞳に悪気はなかったのだと知っている。きっと二郎が誘拐されているのを知っていれば、親父に子供の身代金を払ってと言ってくれていただろう。だが、瞳は無知だった。その無知は罪だ。二郎が町を許せた今も、ハジメは瞳を許そうとは思えない。

　ハジメもまた、十六歳の頃から一歩も進めずにいる。










　オムライスを食べ切った頃には、腹も十分に膨れていた。この数ヶ月間の貧相な食事に胃袋が縮小していたのか、胃壁がぎゅうぎゅうと引き伸ばされているような苦しささえある。

　食後はコーヒーだろうと言って、わざわざ自宅から持ってきたハジメのマグカップになみなみと黒い液体を注がれた。ハジメがコーヒーを飲んでいる間、二郎は仮眠室に取り付けられた小さな流し台でタッパーを洗っている。

　妙な話、粗暴で凶悪な性格のくせに、二郎は兄弟の中で一番家事が得意だ。たぶん家政婦をやっている瞳よりも、ずっとそのスキルは高いだろう。特に皿洗いが好きなのか、瞳が食洗器を購入した時には、不貞腐れた二郎が次の日に粉々に壊してしまっていた。バラバラになった食洗器を庭の片隅に放り捨てながら、二郎が「人間様の仕事奪おうだなんて百年早いんやボケ」と悪態をついているのを見た覚えがある。ハジメにしてみれば、そこまでして皿洗いに拘る理由がさっぱり理解が出来ないが。

　今も嬉しそうにタッパーの四隅をスポンジで念入りに擦っている。鼻歌を漏らしているのか、心地よいメロディーが小さく聞こえてきた。

　泡に覆われた二郎の手を、遠くからぼんやりと眺める。その指先を水滴がゆるゆると伝っていく様を見ていると、不意に腹の底から込み上げてくるものを感じた。

　二郎に女性的な部分はない。体格も顔立ちも、男らしい部類に入るだろう。それなのに、どうしてだか無性にそそられる時がある。女以上にメスにしてやりたいと思う時がある。それが血の繋がった弟に対する感情ではないとは分かってはいるが、どうしようもない。モラルも罪悪も振り捨てて、自分の中で勝手にスイッチが切り替わっていくのだから。

「二郎」

　名前を呼べば、二郎が小首を傾げながらハジメへと視線を向ける。手招きをすれば、何も気付いていない弟は泡だらけの両手を流して素直にハジメへと近寄ってきた。

「何や兄貴」

「デザート食うとらん」

「病院の売店でプリンでも買って食えばええやろうが。兄貴が餓死しそうな時に、デザートまで用意して来たるほど俺は優しゅうないで」

「プリンはいらん」

「なら、何が食いたいんや」

　我侭とも取れるハジメの発言に、二郎が眉を顰める。その眉間に刻まれた皺を見て、はちきれるような情欲を覚えた。

　唇の隙間からぶつぶつと小声を漏らす。すると、二郎は「何やって？」と顔を寄せて来た。その頭を片腕で引き寄せて、思いっきり唇に噛み付いた。咄嗟のことに付いていけないのか、目を白黒させた二郎の表情が至近距離で見える。

「ん、グぅ!?」

　咥内に舌に突っ込まれて、ようやく状況を把握したのか、二郎の両腕がバタバタと暴れ始める。ハジメの肩を押し返そうとするその両手に、舌打ちを漏らしそうになる。一丁前に反抗しやがって、と自己中心的な感情が込み上げてきて、苛立ちのまま二郎の首に掛けていた片腕を自分側へと向かって一気に引き寄せた。短い叫びをあげて、二郎が顔面からベッドへと倒れ込む。

　身を捩って逃げようとする身体を逃さないように、その背にぐっと膝頭を押し当てる。圧迫されるのが苦しいのか、二郎が鈍く呻き声をあげた。

「あッ、にき……！　苦しッ……！」

　かすかに鼻がかった声に、皮膚がぞくりと粟立つ。しかし、次の瞬間、目蓋の裏がどす黒い赤に染まった。二郎のうなじに、真っ赤な歯型が刻まれている。随分深く噛み付かれたのか、まだ薄く赤色を滲ませているその痕を見て、身体から体温がすぅっと抜けていくのを感じた。

――ミツル。

　自分を睨み付ける三男の眼差しを思い出す。独占欲を剥き出しにした、縄張りに入ってきた敵を威嚇するような表情。ハジメと同じように近親の背徳を背負ってまで、実の兄を愛し、異常なまでに執着する弟。

　紛れもなく、この痕はミツルからの挑発だった。マーキングのつもりか、それともハジメが家にいない間に、自分が二郎の身体を貪ったという主張のつもりか。どちらにしても、二郎の身体に自分以外の痕が残っているのは許し難かった。二郎をミツルと共有すると理性では分かっていても、本能が憎悪を覚える。これでミツルが弟でなかったら、本気で殴り殺してやるところだ。

　うなじに残った噛み痕をなぞるように、人差し指を滑らす。隠微な感触に、二郎の身体がビクリと跳ねた。

「……兄貴？」

　顔を捩ってこちらを見ようとする二郎の顔面を、咄嗟にシーツへと押し付ける。突然呼吸を塞がれたことに驚いたのか、膝の下で二郎の身体が藻掻く。その背に更に膝頭を食い込ませながら、ハジメは二郎の耳元に囁いた。

「随分綺麗に痕残されとるやないか。ミツルに可愛がってもらったんか？」

　粘着いた声が咽喉から溢れる。二郎の身体がギクリと強張って、その皮膚がかすかに戦慄くのを感じる。頭から手を放してやると、二郎が噎せながらひゅうひゅうと掠れた呼吸音を漏らした。

「な、にっ、言っとるんや、兄貴」

　白を切ろうとする二郎を、冷めた眼差しで見遣る。再び後頭部へと手を伸ばすと、二郎が怯えたように身を竦ませた。短い髪の毛を鷲掴んで、きつく引っ張り上げる。咽喉が反り返った状態になるのが苦しいのか、二郎がグぅと鈍い声をあげた。

「何回や」

「何、が」

「俺がおらん間に、ミツルと何回ヤッたんや」

　嫉妬に塗れた醜い台詞が口をついて出る。肩越しに振り向いた二郎がぽかんと口を開いて、それから噴火するような勢いで顔面を赤く染めた。

　その羞恥の色に、とめどもなく憤怒が込み上げてくる。うなじの歯型の上から噛み付く。歯が肉に食い込むほど強く噛んでやると、二郎がヒッと掠れた悲鳴をあげた。

「イッ、だァ……兄貴、痛ぃ……！」

　完全な涙声だった。それでも許せず、血の味がするまで噛み締める。歯の下で張り詰めた皮膚がビリリと破けて、舌先に錆びた味が広がった。

　しばらくすると、ぐずぐずと鼻を啜る音が聞こえてきた。シーツに顔を押し付けたまま、二郎が子供のようにしゃくり上げていた。シーツを鷲掴んでいる指先が小刻みに震えている。

　それを見て、ようやく理性が戻って来た。同時にかすかな焦りを覚える。二郎を、一方的な暴力で泣かせたのは久しぶりだった。

「……二郎、悪い」

　頭を緩く撫でると、二郎が涙に濡れた瞳で恐る恐るハジメを見遣った。まるで肉食獣を前にした草食動物のように、弱々しい眼差しをしている。

「……ミ、ツルとは、一回しか、しとらん……」

　震えた声で漏らされる言葉に、ハジメは驚いた。ハジメが家にいなかった二ヶ月間、ミツルは一度しか二郎を抱かなかったのか。ミツルの独占欲の強さなら、毎日だって二郎を自分のものにするだろうと思っていたのに。

「ミツルが……俺は兄貴のもんでもある、から、自分だけ好き勝手できん、って……」

　言い難そうに二郎がもごもごと呟く。それを聞いて、心臓の内側に温かいものが溢れるのを感じた。ミツルもミツルなりに、ハジメに気を使っていたのだ。二郎を独りじめにするチャンスを逃してまで、ハジメへの義理を通したのか。

　それを思うと、一番下の弟への愛を感じずにはいられなかった。兄弟での三角関係というのはややこしい。憎み切れないし、相手を出し抜こうとしても良心が咎める。だが、兄弟だからこそ、この危うい均衡を保っていけるのも事実だった。

　うつ伏せに押し付けていた二郎を、仰向けにさせる。顔を覗き込むと、二郎は怯えたように視線を伏せた。

「ミツルと一回したんか？」

「……した。でも、兄貴がミツルとすんな言うなら、もうやらん」

「ミツルが俺ともすんな言うたら、どうするんや？」

「兄貴ともやらん」

　単純明快な二郎の答えに、少しだけ笑いが零れる。ハジメの笑顔を見て安心したのか、二郎が強張っていた身体からゆっくりと力を抜く。その素直な反応が無性に可愛くて、額や目蓋に唇をやわく落とした。

「悪かったな、二郎。もう怒っとらん」

「……せん方がええんか？」

「ほんまは誰にも触らせとうないがミツルならしゃあない。やけど、お前が俺のもんでもあるってことだけは忘れんな」

　言っている意味がよく分からなかったのか、二郎は一瞬腑に落ちない顔をして、それからこくんと子供のような仕草で頷いた。幼稚な姿に欲を煽られるのと同時に、右も左も分からない子供をかどわかしているような罪悪感が胸に湧き上がる。

　二郎は、ハジメを信じ切っている。生まれたての雛のように、ハジメが崖へと向かって歩いていけば、二郎もその後ろを落ちるまで着いてくるだろう。その盲目的な信頼を愛しいと思いこそすれ、重たいとは思ったことはない。だが、時々思う。自分は二郎の信頼を逆手にとって、好き勝手に身体を貪っているだけなのではないかと。

　二郎の瞳をじっと覗き込む。

「俺に抱かれるのは嫌やないか？」

　情けなく小賢しい問い掛けに、自己嫌悪を覚えた。たとえ嫌と言われたところでどうする。二郎を今更手放すつもりもないくせに。

　二郎は不思議そうにハジメを見上げて、それから首を左右に振った。

「イヤやない。俺、兄貴にされるのイヤやないで」

　繰り返される言葉がまるでハジメに対する慰めのように聞こえた。口元に薄く苦笑いが滲むのを感じながら、ほうか、と短く返す。

　上着の裾に緩く手を滑り込ませると、二郎の肌がざわりと隆起した。

「兄貴、ここでするんか……？」

「あかんか？」

「……病院やで」

「それなら、ナースとヤッた方がええか？」

　意地悪く問い掛けると、二郎の顔が悔しそうに歪んだ。恨みがましそうにハジメをねめつけると、乱暴にハジメの首を掻き抱いてきた。

「兄貴は俺のもんやろうが。他の奴とヤッたら、チンコ噛み千切ってミンチにしたる」

　憎々しげに発せられた脅しに、顔が緩みそうになる。仕返しとばかりに肩口に噛み付いてくる弟の背骨に指先を這わせながら、ハジメは深く息を吸い込んだ。










　情欲というのは、どこからやってくるものなのか。下半身からか、脳味噌からか、それとも心臓からなのか。

　狭いベッドの上で、膝裏を抱えて震えている弟を見下ろす。自分で足を開くという屈辱的なポーズを取らされているせいか、二郎の顔は茹でタコのように真っ赤に染まっていた。顰められた眉と悔しそうに戦慄く唇を見るだけで、臓腑からぞわりと情動が湧き上がってくるのを感じる。

　乾いた唇を舌先で湿らせながら、自分で足を抱えろと命じた時の二郎の表情を思い出す。一瞬唖然としたように唇を半開きにした後、猛烈な勢いで目尻を吊り上げた。数ヶ月前までの暴力狂いだった頃の狂熱を眼球に宿らせた二郎は「ふざけんな」と鈍く唸るような声でハジメへと告げた。

「俺はＡＶ女優やない」

「そんなん分かっとる。やけど時間がないんや」

「時間？」

「あと二時間で手術に出にゃあかん。時間かけてナイフとフォークで上品に食うのもええが、そんな時間もない。やけぇお前も協力せえ」

　率直過ぎていっそ卑怯とも思えるハジメの台詞に、二郎は怒りの表情にかすかに戸惑いを滲ませた。それを見て、ハジメは零れそうになる笑いを必死で堪えた。

　別に時間なんて然程こだわってはいなかった。確かにリミットはあったが、二郎にそんな淫乱じみた真似をさせる必要はない。ただ、それを命じたのは、二郎が自分からハジメとの行為を望んで受け容れているように振舞わせたかったからだ。プライドの高い二郎だ。自分から足を開くなんて行為は、堪らなく情けないし悔しいだろう。それらの感情を押し殺してまで、ハジメの願いを聞いてくれるかを確かめたかった。

　二郎はしばらく逡巡するように視線を伏せた後、閉じていた足へと両手を掛けた。そうして、ゆるゆると亀のような速度で両膝を開いた。伏せられた目蓋の上で、濡れた睫毛がかすかに震えているのが酷くいやらしかった。開かれた足の間には、緩く勃ち上がった性器が哀れにひくついている。

「……はよ、せぇや」

　上目遣いで睨み付けてくる屈辱と羞恥が入り混じった眼差しに、背筋に電流が走る。それなりに優しくしてやるつもりだったのに、気付いた時には二郎の性器を根元まで咥えて、後孔に人差し指を突き入れていた。

「ふッ……んゥ……！」

　目を見開いた二郎がそれでも声をあげないように必死で口を噤んでいる。健気にハジメの言い付けを守っているのか、その両手はしっかりと自分の膝裏を抱えていた。震える内腿の滑らかな皮膚を片手で撫でながら、まだ柔らかい竿へとぺちゃぺちゃと舌を這わせる。すぐに芯が通った性器は、ぐんと反り返って二郎の腹へと濡れた先端を擦り付けた。浮き上がった裏筋を下から上へと這うように舐めてやると、二郎は大きく開かれた両脚の爪先を小刻みに痙攣させた。

「あ……ヴ、ぅ……！」

　亀頭をじゅぷじゅぷと唇の間で挟んでしごきながら、乾いた後孔を人差し指で抉ってやる。すると、二郎が目を白黒させて、首を左右に打ち振った。

「あっ、にき、それ、痛ィ……！」

　涙声で訴えられると、少しだけ良心が痛んだ。性器から口を離して、人差し指が中ほどまで突き入れられた後孔へと舌先を寄せると、二郎が素っ頓狂な悲鳴をあげた。

「ヤっ……そこ、舐めんなッ……！」

　非難を右から左へと流して、固く窄まった後孔へと濡れた舌を這わす。驚愕に二郎の背が反り返って、それから人差し指を咥えたままの後孔がぎゅうと収縮した。ひくひくと怯えた動物のように震える後孔へと丁寧に唾液をまぶす。人差し指を支柱にして、その周りを唾液で濡らして、少し潤ったところで唾液を馴染ませるように人差し指を前後に動かした。それを何度も繰り返すと、次第に抜き差しがスムーズになっていく。先ほどまでは半分しか入っていなかった人差し指が根元まで埋まり、もう一本中指を増やしても、先ほどのようなキツさは感じなかった。

　二本入れられて広がった後孔の、今度はその内側へと唾液を注ぎ込む。ねとりと粘着いた唾液が赤く蠢く粘膜へと呑み込まれていく様は、堪らなく淫靡だった。二本の指をやや乱暴に抜き差しすると、くちゅくちゅと中で攪拌された唾液が音を立てる。それが恥ずかしいのか、二郎は目を固く閉じたまま、顔を必死で背けている。噛み締められた唇の隙間から、荒い息遣いと掠れた嬌声が時折零れる。それがハジメを煽る。

　三本目の指を入れると、途端内壁がぎゅうと絡み付いてきた。驚くほどの強さで締め付けながら、奥へとぐいぐいと引っ張られる。まるで誘い込むような粘膜の蠢きに、かすかに笑いが込み上げる。悪戯に粘膜の腹側にあるしこりを指先で引っ掻いてやると、二郎がひゃうと子供のしゃっくりみたいな声をあげた。

「ヒぅッ……あ、アッ、そ、そこ、イヤやぁ……」

　懇願するような涙声に、もっと酷いことをしてやりたくなる。性器の張り出した部分を咥内に含んで前歯で先端をやわやわと甘噛みしながら、三本の指でまとめて前立腺を突き上げてやった。二郎の身体が空気を急激に入れられた風船のように跳ねる。

「イ、ひぃ、ぁアー……！」

　咥内で二郎の性器がビクビクと大きく痙攣する。舌の上に吐き出される精液の味に、少しだけ眉を顰めて、それから咽喉を逸らしてゆっくりと嚥下した。眼下では、虚ろな目をした二郎がひゅうひゅうと掠れた呼吸音を零している。両手で押し広げていたはずのその膝裏は、もう手の支えなんか必要もないぐらい大きく開かれていた。

　四肢を投げ出してぐったりと横たわる二郎の姿に、飽きもせず欲情する。ズボンの前を広げて先走りが滲んだ性器を取り出すと、二郎の唇へと近付けた。

「二郎、出来るか？」

　柔らかい下唇を、親指の腹で撫でながら問い掛ける。二郎はぼんやりと視線を宙へと浮かべた後、小さな頷きを返した。その頷きを見て、唇へと先端を押し付ける。柔らかい感触が先端に広がって、腰に痺れるような快感が走った。

　二郎はそろりと舌を出すと、ぺちゃりぺちゃりと先端へと舌を這わせた。まるで子供がアイスキャンディーでも舐めているような動きだった。技巧も何もない、たどたどしくて稚拙な舌使いだったのにコメカミの血管が切れるかと思うほど興奮した。優しく頭を撫でてやると、くすぐったがるように二郎が鼻から息を抜く。

「ええ子や」

　そう褒めてやると、ハジメを見上げる二郎の顔がふにゃりと緩んだ。丸っきりテストで百点を取った子供みたいに嬉しそうに笑う。

「兄貴、気持ちえぇ……？」

「あぁ」

「ふはっ、うれしいなぁ」

　二郎の目から、ぽろりと涙が落ちる。それが嬉し泣きだと思った瞬間、心臓に鋭い痛みが走った。

　二郎は、自分を禁忌へと引き摺り込む兄を許して、あげくはその兄に快楽を与えられることを泣くほど嬉しがっているのだ。何て、馬鹿で哀れな弟だ。お前がやってるのは、男の性器をしゃぶってるだけのことなのに。

　二郎が無性に可哀想だった。根は素直で純真な弟だ。真っ当な道を進ませてやれば、気性の良い女と家庭を作って、子供や孫に囲まれて幸せに生きていけるはずだ。こんな未来も何もない、兄弟での不毛な絡み合いから離してやることさえ出来れば。

　その事実を思い当たった瞬間、寒気が走った。二郎を手放す。普通の兄弟に戻る。畜生、ふざけるな。ようやく手に入れた宝を、なぜ逃がさなくてはならない。十年以上も、二郎がここまで堕ちてくるのを待っていたんだ。引き摺り込む機会を、ずっと息を潜めてうかがっていたんだ。今手の中にある二郎を、手放す気には死んでもなれなかった。これで二郎が不幸になるというのなら、ハジメもミツルも一蓮托生で地獄に落ちる。その覚悟は、とっくの昔に出来ていた。

「ごめんな」

　可哀想な二郎のつむじへと向かって、小さく囁く。二郎が性器を口に含んだまま、不思議そうにハジメを見上げる。ちゅうと先端を緩く吸ってから性器から口を離すと、二郎は舌ったらずに尋ねてきた。

「なんで、あやまる？」

「何でやろうな」

「なんでもないのにあやまるのは俺に失礼や。俺は、なんも悪いことされとらんし、なんも後悔しとらん。それなのに、あやまられたら悲しくなる」

　ぐず、と二郎が鼻を鳴らす。その目からぽろぽろと悲しみの涙が零れ出す。それを指先でぬぐうと、二郎が人差し指を掴んできた。ハジメの指を握ったまま、二郎が丸っきり懇願するように囁く。

「兄貴、キスして」

　子供がお菓子を買ってと親に強請るような口調だった。だが、それ以上に切実だった。

　二郎の顔を凝視する。独りぼっちが怖くて、兄弟に身体を開いた弟。酷いことをしている自覚がありながら、それでも二郎を解放してやれない自分は、間違いなく犬畜生以下の外道だ。そう思いながら、泣く弟にそっとキスをした。唇が柔らかく触れて、離れる。二郎の唇からは淡い涙の味がした。

「兄貴、泣かんで」

「泣いとるのはお前やろうが。俺は泣いとらん」

「うん、やけど泣かんで」

　支離滅裂な訴えを零して、二郎がひっくと咽喉を鳴らす。もう二、三度額や目蓋に唇を落としてやると、二郎は安心したようにハジメの首筋へと頬を摺り寄せた。










　白衣のポケットからピンクのパッケージを取り出す。昼に磯川から渡されたものが役に立つとは思ってはいなかった。二郎が珍しいものでも見たように目を瞬かせる。

「何やそれ」

「コンドーム。ここでお前ん中出すわけにもいかんやろう」

　言った瞬間、二郎の顔が真っ赤になった。唇をわなわなと震わせた後、二郎はぷいとそっぽを向いた。今時コンドームごときで恥ずかしがる奴も珍しいと思いながら、勃ち上がった自身の性器に手早く透明のゴムを被せる。ぐいと片足を押し広げて、先端を後孔へと押し付けると、二郎の身体が強張った。

「入れるで」

　耳元で囁くと、二郎の首筋にぞわりと鳥肌が浮かび上がる。その鳥肌に頬を寄せながら、腰を押し進めた。初めに感じたのは圧力だ。先端がぎゅうっと締め付けられ、押し返される感覚。二郎が咽喉の奥で鈍く唸り声をあげる。

「グ……っ……！」

　さっきまで随分とほぐれていたのに、今は頑なに窄まっている。肉の抵抗を捻じ伏せるように、更に腰に力を込めると三分の一までが内部へと突き刺さった。熱い肉が先端に絡まってくるのを感じながら、ふ、と短く息を吐き出す。

　二郎は声を出さないためなのか、口元に腕を押し当てたまま、目蓋を固く閉じている。その額に脂汗が滲んでいるのを見て、なだめるように萎みかけた性器へと手のひらを這わせた。性器をゆるゆると弄くってやると、次第に二郎の身体から強張りがほどけるのが分かった。

　後孔から力が抜けたところで、じりじりと性器を奥へと進めていく。二郎の中は、奥に入れば入るほど熱く柔らかく絡み付いてきて、堪らなかった。初めてセックスした時は、ただ貪るだけだったが、こうやってじっくりと味わってみれば二郎の中は極上だった。繋がった下半身を中心にして、脳髄の奥まで快感が痺れるように広がっていく。

「ひィ、ンぅ……！」

　思わず最奥を軽く突き上げると、二郎が鼻に抜けるような嬌声を漏らした。その甘えるような声が堪らなくて、根元まで入ったまま先端で奥をこねくり回してやる。

「やッ、……ア、んあぁっ……」

　唾液を飲み込むことも出来ないのか、掠れた悲鳴をあげる唇の端から涎が流れ落ちる。それを舌先で舐め取りながら、ぎゅうぎゅうと締め付けてくる粘膜を楽しむ。

　二郎の呼吸が落ち着いたのを見計らって、腰を掴んでゆっくりと前後に抜き挿しを始めた。ほんの数センチの動きから、次第に先端から根元までの抜き挿しへと変えていく。無茶苦茶に突き上げたい衝動を抑えながら、あくまで粘膜に自身を馴染ませる。二郎の内部が自分の形を覚えればいいと思った。鞘に納まる刀みたいに、ハジメ以外収まらなくなってしまえばいいのに。だが、おそらくもう一人の弟も同じことを考えながら二郎を抱いているのだろうが。

　あらかじめ中に唾液を注ぎ込んでいたせいか、中を掻き回すとグチュグチュと卑猥な音が上がった。二郎はそれが耐えられないのか、嫌々するように頭を左右に打ち振った。

「音ッ……ヤあっ……」

　幼稚園児のように愚図る姿が可愛かった。わざと音を響かせるように、何度か強めに突き上げると、二郎が下腹をビクビクと痙攣させた。そのまま、いささか乱暴なストロークを繰り返す。ベッドが小さく軋む音も気にならなかった。病院でセックスしているのがバレたところでどうだっていいとすら思えた。脳が快楽しか追えなくなる。

　いたいけな弟はそれでも必死で声を殺そうと、両手で唇を押さえている。その手を無理やり剥がして、跳ねる両脚の膝裏へと持っていく。一番初めにハジメが命じたように、二郎は素直に自分の膝裏を抱えた。まるで幼児が尿をたしているような格好をしたまま、内臓を男の性器で思うがままに抉られている。

「ひ、グッ、……んゥ、んあっー……！」

　決して女のようには細くはない腰を鷲掴んで、思うがままに突き上げ、掻き回す。溶けた肉壁が性器にねっとりと絡み付いてくる。それを振り切るように引き抜いて、内臓を突き破る勢いで突き上げた。繋がった部分から、グチャグチャと脳味噌の神経を侵すような音が響いている。

　中のしこりの部分をカリの部分で引っ掛けるようにして弄くると、二郎が声をあげて泣いた。やめて、やめて、と子供のように繰り返す弟をそれ以上に泣かせてやりたくて、先端で滅茶苦茶にそこを抉る。すると、二郎は掠れた悲鳴をあげて、性器を弾けさせた。白濁した粘液を腹の上へとぶちまけながら、ぎゅうぎゅうと後孔を締め上げる。締め付けに耐え切れずに、ハジメも二郎の中で達した。肉壁に包まれた性器がびくびくと痙攣しながら、ゴムへと精液が吐き出されるのを感じる。

　自分でも驚くほど、射精は長く続いた。二ヶ月の欲求をすべて吐き出さんばかりに溢れてくる。ゴムが破けるんじゃないかと阿呆な心配をしたところで、ようやく射精が終わる。

　それでも、二郎の中から出るのが勿体無くて、根元まで差し込んだまま未練がましく二郎の顔にキスを落とす。二郎は呆けた顔をしたまま、荒い呼吸に胸を上下させている。

「……あにき、手術いかんの……？」

　掠れた声で、二郎が不安そうに漏らす。

「大丈夫や」

　短く返すと、二郎は体内の異物が気になるのか二三度身体を捩った。仕方なく性器は引き抜いて、手早く後始末をする。

　それでも、二郎から離れるのは嫌で、身体を抱き締めたままいると、二郎は諦めたようにハジメの背へとそっと手を回した。

「兄貴、瞳さんの作ったオムライス美味かったやろ？」

　不意に、二郎が問い掛けてくる。状況にそぐわぬ質問に一瞬眉を顰めて、それからハジメはしぶしぶ頷いた。

「あぁ、そうやな」

「兄貴、もうええよ」

　二郎がそう言って笑う。何かが洗い流されたような妙に穏やかな表情だった。その表情に、思いがけず心臓が跳ねる。

「兄貴はたくさん俺のこと考えてくれた。俺のことで悲しんで、俺のためにたくさんのもん憎んできてくれた。でも、もうええんよ」

　二郎をまじまじと見詰めたまま、ハジメは自分の呼吸が止まっていることにしばらく気付かなかった。唇が小さく戦慄く。何かを言おうと思ったが、言葉が思い浮かばなかった。

「兄貴、俺のこと好きか？」

　首を傾げて問い掛けてくる。その質問に、頷きを返した。

「当たり前や」

「俺も兄貴のこと好きや。すげーとてつもなく好きや」

「何を言うとる」

「やけぇ、兄貴はもう自分のことも許してええんよ」

　堪らず、呻き声を上げそうになった。どうして、そんなことを言うんだこいつは。どうして、街の人間よりも父親よりも、ずっとずっとハジメが自分自身を憎んでいることを、なぜ二郎が知っている。

　そうして、どうしてそんなにも容易く許しを与えてしまうのだ。この十数年、ハジメがどうしても、どう足掻いても許せなかったものを「もうええよ」の一言で洗い流してしまえるのか。

　息を押し殺して、ハジメは込み上げてくる感情の波を堪えようとした。喜びと躊躇いと希望がごちゃまぜになって心臓を押し潰す。十数年、心臓の奥で凍り付いていた何かが溶け出して、溢れ出そうとする。下唇を噛み締めて、プールから零れ出る何かを留めようとする。それが一度溢れ出てしまえば、自分の中で何かが変わってしまう気がした。それが恐ろしかった。

　その時、頭に触れる感触があった。二郎がハジメの頭を撫でている。

「泣いてええよ」

　二郎の声が心臓の隙間に潜り込んで、必死で積み上げていた防波堤を壊していく。気付いたら、眼球から一筋の液体が頬を伝っていた。二郎が埋められた日から一度たりとも流したことのない涙だった。

　心臓の中心で凍り付いていた何かが静かに溶けて、流れ出していく。悲しいとも嬉しいとも違う感情だった。この感情を何と言い表したらいいか分からず、どんな言い訳をすれば涙を誤魔化せるかも分からず、ハジメはただ目の前の弟を見詰めた。

　頭を撫でる二郎の手からは、淡い洗剤の匂いがした。皿洗いのように、真っ白な泡が心を覆って、こびり付いた汚れを落としていく。今までハジメの中枢を成していた自分自身への憎悪や、罪悪感を。

　それが消えた後に、残るのは一体何なのか。

「兄貴、だいすき」

　おそらく単純な愛おしさだけだった。 










　手術まで一時間前。しばらくしてから帰るように二郎に言って仮眠室から出ると、扉のすぐ近くに磯川がしゃがみ込んでいた。ハジメと目が合うと、磯川はスキンヘッドを真っ赤にして、呂律の回っていない声を発した。

「……さ、さーせん……！　そっ、外まで、ちょっと、こっ、声っつうか、……音っつうか、もろもろが聞こえてたっすから、ひっ、人が近付かねぇように……見張ってたっつうか、人払いっつうか……あのっ、ほんとサーセン！　も、もう自分抜く毛ねぇですから勘弁してやってください！」

　つるつるな頭を両手で庇ったまま、磯川が弁解するように叫ぶ。その萎縮した姿に、溜息が零れる。確かに二郎の声が聞かれたのは腹立たしいが、どう考えてもこんな所でヤりまくったハジメの方に非があるだろうに。以前のように叩きのめされるのではないかと恐れている磯川が何とも気の毒だった。

　磯川はビクビクと怯えた眼差しで、ハジメを見遣っている。その姿を見ていると、妙に意地の悪い気持ちになった。

「下の毛があるやろ」

「へっ、は、いっ、いやいやいやいや、男がパイパンとか洒落んなんねぇっすよ！」

「洒落やと思うか？」

　真っ赤になっていた磯川の顔が一気に青褪める。その分かり易い反応に笑いが込み上げた。小さく声をあげて笑うと、途端磯川が仰天したように目を見開いた。そういえば、こんな風に声を出して笑うのも久しぶりだ。今まで磯川の前で笑ったことなんか一度もなかった。

「は、ハジメさん、ひょっとして笑いダケとか食ったんっすかぁ……？」

　馬鹿げた問い掛けに、磯川の頭を張っ倒しそうになった。そのスキンヘッドを指先で軽く弾いて、歩き出す。

　重たい荷物を下ろしたように、酷く足取りが軽かった。スキップでもしてやりたい気分だ。足をスキップの形に跳ねさせようとして、柄でもないなと思ってすぐにやめた。

　スキップの楽しみは、老後にでも取っておこう。二人の弟と年を取って、爺になった頃に目の前でスキップを見せてやるのだ。今から弟たちの唖然とした表情が脳裏に浮かぶようで、矢張り笑いが込み上げてきて止まらなかった。











三男の溜息




　何でこんな奴に惚れてしまったんだろう。

　その問いは、今までの人生の中で何万回と自分に投げ掛けたものだ。全世界の人口は六十億人以上。選択範囲は無限大で、何もよりにもよってこんな奴を選ぶ必要はなかったはずだ。実の兄弟で、男で、こんな繊細さの欠片もない無神経な奴を。

　リビングのソファで、長い四肢を投げ出して眠る男を眺める。だらしなく開いた口からは、ガサツさをそのまま音楽にしたようなイビキが聞こえてくる。イビキが溢れる唇の端からは涎がだらりと垂れていた。その上、上半身のシャツは胸のあたりまで捲り上がっている。

　その右胸すぐ下に小さな傷痕が見えた。それは、ミツルが数年前につけた傷痕だ。数年前、行き過ぎた兄弟喧嘩のあげく二郎の肋骨を折って、肺を貫き体内から飛び出させた痕。

　その無防備な姿に、こいつは兄弟に抱かれた事実を忘れてしまったのかと小一時間説教してやりたい気分になってくる。色気も可愛らしさもないその姿に、それでも欲情できた過去を持つ自分自身がいっそ気味が悪い。

「ジロー」

　声をあげて呼んでみる。聞こえたのか、二郎の眉がふにゃりと動く。その緩んだ表情に、こいつも随分と変わったものだと思う。しばらく前までは、この世のすべてが敵だと言わんばかりに刺々しくどす黒いオーラを垂れ流していたのに。

　実際、その頃の二郎は毎日敵と戦っていた。二郎の手は他人の血に塗れ、その皮膚は常に血生臭く、拳の関節は平たく均されていた。高らかに笑いながら他人を殴り付け、その人生を無残に引き裂く二郎は、傍から見ても異常だった。その狂乱ぶりがミツルには疎ましく、その反面、酷く痛々しかった。

　二郎の口角から涎がソファへと零れそうになっているのが見えた。仕方なくティッシュを手にとって、のろのろと拭き取ってやる。一体どこの子守だよ、と咥内で小さく毒づく。知らず眉間に皺が寄っていた。

　こういう二郎の無神経と紙一重の無防備さを、おそらく一番上の兄ハジメなら容易く許容してしまうのだろう。むしろ、いつまで経っても手のかかる弟だと微笑ましく思うかもしれないかもしれない。

　だが、ミツルは違う。二郎に対する自分の感情は複雑怪奇で、決して単純な好意ばかりが胸を占めているわけではない。時には嫌悪や憎悪の方がよっぽど強い時だってある。二郎の幼さや単純さが、ミツルは腹立たしくて堪らない。

　二郎が鼻をすんと鳴らして、乾いた唇を舌で舐める。その赤い粘膜がくにゃりと動く様を眺めながら、かすかに情欲が刺激されるのを感じた。忌々しさを多量に含んだ情欲だ。

　一ヶ月半前に、初めて二郎とセックスした。あれから一度もその肌に触れていなかった。キスすらも掠める程度しかしていない。ミツルが触れようとすると、何かと理由をつけて二郎が逃げてしまうからだ。

　返却期限が今日のビデオがあっただとか、夜中の十一時に友達と会う約束があったのを思い出しただとか（そもそも二郎に友達なんかいるものか）、陳腐な嘘で拒絶される度に、血管が焼ききれそうな怒りを覚えた。それと同様に、酷く虚しかった。結局求めているのは自分ばかりなのだという卑屈さが胸を覆って、あまりにも情けなかった。

　人差し指を伸ばして、湿った下唇をおざなりに撫でる。それから無造作に口の中へと突っ込んだ。前歯の歯列を指の腹でゆるゆるとなぞると、二郎が獣のような唸り声を小さく上げた。閉じられていた目蓋が薄っすらと開いて、胡乱気な眼差しがミツルに向けられる。

「……あぁ、な……ぁにしと、ん……？」

　唇に指が挟まったまま、酷く聞き取りにくい寝惚け声を零す。喋った瞬間に、指先にぬめった舌が触れて、瞬間的に発火した。

　唇に噛み付いて、生あたたかい咥内に舌を捻じり込む。それと同時に、捲れたシャツに手を突っ込んで、右胸の傷痕に指先を這わせた。皮膚がかすかに盛り上がった傷痕に、親指の爪を立てる。

　途端、半開きだった二郎の目がカッと開いた。その眼球の奥に驚愕とない交ぜになった怒りの炎が見えたと思った瞬間、息が詰まった。呼吸が止まって、下腹に重い衝撃が走る。

　二郎の踵がミツルの下腹に突き刺さっていた。下顎を乱暴に掴まれて、唇を無理やり離される。その拍子に、重なっていた唇の隙間から唾液が零れて、ソファへと散った。あぁ、畜生、結局汚れた。

　唾液で濡れた唇を手の甲で拭いながら、二郎が起き上がる。その苛立った眼差しを見て、胸のうちで燻っていたもう一つの疑問が頭を擡げる。

――こいつは、本当に俺のことが好きなのか？

　姫子が殺された事件から、二郎は他人を殴らなくなった。いじましいと思えるほどに、他人に対して今まで持っていなかった思い遣りや優しさを持とうとしているように見える。だが、未だにミツルにだけは変わらぬ殴打を返す。殴られれば、ミツルも同じように二郎を殴り飛ばす。後はお決まりの兄弟喧嘩だ。殴り蹴り、色気も素っ気もない暴言を吐き散らかす。

「寝とる奴を襲うなボケ」

　不快感もあらわな声に、きっとこれをやってきたのがミツルではなくハジメだったら、こいつはもっと別の声をあげるだろうと思った。甘ったるい息を漏らして、ハジメの首に両腕を絡めたかもしれない。それなのに、どうして自分だとこんな風に喧嘩じみた空気になるんだと毎回思う。

　告白した。セックスした。ハジメと分け合う形にはなってしまったが、確かに二郎とは兄弟ながらに恋人同士という関係になれたはずなのに。なぜこんな風に、キスごときで強姦魔のような扱いをされなくてはならないのか。

「そんな格好で寝とる阿呆が悪いんやろうが」

「そんな格好？」

　二郎がちらりと自分の身体へと視線を落とす。まだ腹まで捲れたままのシャツを見ても、相変わらず訳がわかっていないように目を瞬かせている。

「どんな格好や？　意味わからんでお前」

　苛立ちが込み上げる。セックスまでした相手の情欲を悟れない二郎の鈍感さがたまらなく腹立たしかった。

「自覚ないんか。救いようのない阿呆やな」

「あぁ？」

「もうちょっと頭働かせろや低脳」

　いつもだったらもう少し取り繕えたはずなのに、感情剥き出しの暴言が口から溢れる。途端、二郎の周囲を取り囲む空気が一瞬で変わった。数ヶ月前と同じ、皮膚に突き刺さるような暴力衝動のオーラだ。二郎の筋肉が硬直して、今にも弾けそうなほど張り詰めているのが分かる。

　二郎が腕を振り上げる。その腕が振り下ろされる前に、ミツルは独りごちるように呟いた。

「お前は俺を何だと思っとんや」

　自分でも思いがけないほど惨めったらしく、そのくせ恨みがましい声だった。二郎は一瞬唖然としたように口を開いて、それから振り上げていた腕を二三度戦慄かせてから、ゆっくりと下ろした。困ったような、途方に暮れた表情を浮かべている。

　そうして、二郎が何かを言いかけようとした瞬間に、玄関のチャイムが鳴る音が聞こえた。










　玄関に出たのは二郎だった。気まずい感じで左右を見渡したと思ったら、ソファから立ち上がって玄関へと走っていった。

　その逃げるような足取りを見て、結局のところ、と思った。結局のところ、ミツルには二郎の真意が見えないのだ。内臓に性器は挿れさせても、心の内にミツルを入れていない。身体は兄弟以上になったものの、心は兄弟より先に進めていない。それが、酷くもどかしい。これじゃ前と変わらないじゃないか。苦々しい気持ちが込み上げてくるのを必死で堪える。

　二郎は、中々戻ってこなかった。重い腰をあげて玄関まで様子を見に行って、ようやくその理由が分かった。玄関の扉を開けたまま呆然と立ち竦む二郎の前に立っていたのは、数年ぶりに見た顔だ。でかいスーツケースを片手に、人好きのする面立ちの中年男がそこにいた。男がミツルに気付いて、ひらりと手を振る。

「みっつん、ただいまぁ」

　お気楽なその声に、眩暈を起こしそうになる。

「お前、何しとんや」

「いやん、お前なんて言わないでよぅ」

　ミツルの素っ気ない問い掛けに、男は太めの身体をくねらせて気味の悪い声をあげた。

「パパンもしくはパピー、最高に譲歩してお父たまって呼んでぇ」

　麻原和男。麻原家が抱える幾多もの会社のオーナーで、愛人を二桁抱える色狂い。ハジメと二郎とミツルの父親。二郎を見捨てたクソジジイ。

「阿呆か。お前は俺らからとうに絶縁されとるやろうが」

「子供から絶縁される父親なんて聞いたことなーい」

「そりゃお前が前代未聞のクズジジイってことや」

　口角をひね曲げて吐き捨てる。和男は、何年も前にハジメから絶縁を突き付けられている。二郎の誘拐事件があってから、ハジメは目に見えて和男を憎むようになった。視界に入るのも耐え切れず、声が聞こえるのも許せず、病院に就職するのと同時に、父親と母親を家から叩き出したのだ。

　追い出されてからは、父親と母親は海外へと悠々自適なバカンスへと出掛けたまま、何年も家には戻ってきていなかったのに、なぜ今ここにいるのか。

「何で戻ってきとんや。お前、ハジメに見付かったら殺されるで」

「やーん、怖いー」

　丸っきり甘ったれるように、男は下唇に人差し指を押し当てて上目遣いでミツルを見てくる。そのおぞましい眼差しに鳥肌を立てながら、突っ立ったままの二郎をちらりと見遣る。

　二郎は相変わらず唇を半開きにしたまま、呆然と和男を眺めている。その絵に描いたような茫然自失状態に、思わず舌打ちが零れた。

　二郎はいつもこうだ。二郎は誰に対しても傍若無人な王様だったはずなのに、父親と母親と対峙した時だけは丸っきりネジの切れた人形のようになってしまう。親に見殺しにされた子供に戻ってしまうのだ。

「というか、鍵変えたぁ？　何だか入ろうと思ったら、鍵が全然あわなくってさ」

　和男が指先でキーチェーンを回しながら、愚痴るように呟く。

「当たり前やろうが。不審者に入られたら困るけぇの」

「パパは不審者じゃないもの！」

「そうやな、単なる疫病神や」

　ひどーい、と間延びした声で和男が文句を垂れる。和男がさりげなく玄関の内側にスーツケースを押し込もうとするのを足裏で押し返しながら、溜息を吐いた。

「ババアも一緒におるんか？」

「りっちゃんは今グアムでバカンス中だよぉ。金髪碧眼のイケメンたちに囲まれて、ハーレムを楽しんでるところ。パパも新しい恋人さんが三人もできたんだよ。今度紹介するねー」

「紹介なんざいらんわ阿呆。つぅか、お前なんで戻ってきたんや」

「忘れ物を取りに来たんだよー」

「お前の荷物なんざとっくの昔にハジメが捨てとるわ」

　父親と母親と追い出した際に、ハジメは慰謝料とばかりに家と車を毟り取って、それ以外の父母を臭わせるものはすべて粗大ゴミとして捨ててしまった。それこそタンスからベッド、絨毯まで、目に付くものすべてを。本当は、ハジメは家ごと捨てたかったのかもしれない。だが、二郎やミツルのことを考えて、生活に必要な最低限のものはしぶしぶ残したのだろう。

「大丈夫。ちゃんと隠してたから、まだ捨てられてないと思うんだぁ」

「残っとっても残っとらんでも、お前を家にあげるつもりはない」

「そんなこと言わないでさぁー。ねぇ、じろたんはパパのお願い聞いてくれるよねー」

　唐突に矛先が二郎へと向けられる。二郎が無表情のままびくりと肩を跳ねさせる。青褪めた皮膚の色が痛々しい。和男と二郎の間に割って入りながら、ミツルは威嚇するように鼻梁に皺を寄せた。

「二郎に構うな」

「何でだよぉ。いいじゃない、パパの息子なんだからさぁ」

「ふざけんな、お前が二郎に何したか分かっとるんか」

「昔のことをぐずぐず言うなよ、男らしくないぞぉ」

　ぬけぬけとほざく男を徹底的に叩きのめしてやりたい。いっそ殴り殺してやってもいい。だが、それを二郎が望んでいないとハジメもミツルも知っている。父親を殺せば、二郎はもっと傷付く。父親に見殺しにされた以上に。

　奥歯を砕きそうなほど噛み締めながら、ゆっくりと吐き出す。

「……忘れ物見つけたら帰るんやな」

「ほんとはゆっくり喋りたいんだけどなー」

「お前と喋ることなんざ何もないわ。三十分以内にこの家から出て行かんかったら、今度は俺がお前を追い出すけぇの。二度とこの町帰ってこれんようにしたる」

　怖いなぁー、と空っとぼけるように言って、和男は軽く肩を竦めた。そうして黙り込んだ二郎を見遣ると、今更懐かしむように目をぎゅっと細めた。

「随分とおっきくなったなー」










　うきうきとした足取りで和男が二階へと上がるのを見てから、二郎をリビングへと引き摺っていった。人形のように身体を強張らせた二郎を、リビングのソファへと無理やり座らせてから、その目を覗き込む。色の失せた眼球がぼんやりと宙を漂っている。その焦点が合う気配はない。

「二郎、大丈夫か？　もうあいつはおらんで」

　骨ばった肩を、何度かさすってやる。体温の抜けた頬を撫でてやると、二郎は唇をぴくりと二三度痙攣させた後、過呼吸症状のようにひゅうひゅうと何度も咽喉を鳴らし始めた。両手で咽喉を抑えたまま、恐怖に駆られたように何度も周囲を見渡す。

「みっ、みつる、みつる、ど、どうしよう」

　迷子の声だった。助けてくれる人を見境なく探す哀れな声音だ。

「お、お父さんがかえってきた、帰ってきた、どう、どうしたらええ」

「落ち着けや二郎。お前はどうもせんでええ」

「だ、だって、おれ、おれ」

「何も起こらん。お前はもう誰にも酷い目に合わされたりせん」

　言い聞かせるように呟くと、二郎はくしゃっと泣き出しそうに顔を崩した。ヴぅー、と愚図る子供のような唸り声をあげて、ミツルに肩にしがみ付いてくる。小刻みに震えるその背を手のひらで軽く叩きながら、ミツルは深々と溜息を吐き出した。

　これじゃ一体どっちが年上なんだか分からない。二郎の脆さを愛おしく思う反面、酷く苦々しくも感じる。二郎を甘やかすだけ甘やかして兄弟依存症に陥らせたのは、ハジメとミツルの業だ。

　昔は、ただ二郎が可哀想だった。頭のおかしい奴らに攫われて、実の親からも見捨てられ、生き埋めにされた気の毒な二つ上の兄。

　真っ白なベッドに横たわる二郎を見て、ミツルは確かに庇護欲を感じた。この兄を自分が守ってやらなくてはという幼い使命感にも駆られた。だが、それは子供らしい単純なヒロイズムでしかなく、今の情欲の混じった執着心とはほど遠いものだった。

　それが変わっていったのは、ハジメの二郎に対する態度を毎日見続けたからだ。傍から見ても分かる。ハジメは、二郎を完全に性対象として見ていた。徹底的に甘やかし、さり気なくも露骨なスキンシップを取り、無表情の下でむせ返るような愛情を注いでいた。気付いていないのは二郎だけだった。ハジメの二郎に向ける感情に気付いた時、ミツルはハジメを責めた。

『兄弟にそんな感情を向けるなんて不毛すぎるやろ。お前、頭おかしいんやないか』

　ハジメは、何も言わなかった。ただ、薄っすらと唇の端を吊り上げて、無言のままミツルを嘲笑った。その目がはっきりと言っていた。

――お前も同類のくせに。

　はなはだ不愉快だった。自分が近親相姦のホモだと思われているのは我慢がならない。二郎を兄弟として慈しんでいたからこそ、余計にハジメの下劣な目が許せなかった。

　だからこそ、一時期ミツルは二郎と距離を置いた。二郎の存在を無視して、あえて女と付き合った。好き嫌いは関係なく、それが単純に女であれば良かった。二郎でなければ誰でも。

　だが、女と絡まれば絡まるほど不安は募った。二郎は、ミツルがいなくて寂しがっているのではないのか。また、誰かに攫われて酷い目に合わされているのではないのか。幼い頃に感じた庇護欲と使命感がミツルをじわじわと追い詰めるように揺さぶった。

　そうして、それ以上の焦燥感があった。今こんなことをしている間に、ハジメは二郎を抱いているのではないのか、というおぞましい想像。想像した瞬間、ぞっとした。

『二郎を奪われる』

　そう思った。二郎を、ハジメのものにしたくなかった。俺だって守ってきたのに、大事にしてきたのに、どうして俺のものではなくなる。そんなことは絶対に許せない。

　ベッドの女を放り出して、家に駆けずり帰った。二郎は、暢気そうに庭で姫子と遊んでいた。ミツルの苦悩も知らず、へらへらと阿呆のように笑って。不意に、憎悪が噴き出した。

　俺は少しずつ確実に狂っていっているのに、お前は何も気付かず笑い続けるのか！

　そこからはよく覚えていない。気付いたら、左胸が沸騰するように熱くなっていた。左の肋骨が三本も折られていた。そうして、芝生の上に倒れた二郎の姿。二郎の右胸から真っ白い棒のようなものが突き出ているのが見えた。折れた肋骨が二郎の右肺を突き破って、体内から飛び出していた。

　かふかふと虫の息を零す二郎を眺めて、このまま死ねばいいと思った。ハジメのものにするぐらいなら、自分の手で殺してやりたいと思った。その瞬間、ミツルの二郎に対する感情は歪み捻じ曲がった。兄弟愛が歪んだ執着心へと変質した。それはもう殺意に近かった。

　だから、二郎が死ぬ前にハジメが帰ってきたことにガッカリした。死に掛けた二郎の手当てをしながら、ハジメは呆れたように呟いたのだ。

「お前は二郎を殺す気か」

　そうだ、死ねばいい。という言葉は胸のうちに閉まっておいた。だが、今でもミツルは考える。二郎を、本当に自分のものにするには殺すしかないと。

　ハジメは、ミツルと二郎を分け合うことを許容したが、未だにミツルは二郎を奪えるものなら奪いたい。ハジメになんか指一本触れさせたくない。ハジメは愛情ゆえに二郎を庇護するが、ミツルは愛情ゆえに二郎に殺したいと願う。

　だから、本当に性質が悪いのはハジメよりもミツルの方なのだ。いつか自分は二郎を殺すかもしれない。そうミツルは思っている。










　突然、二階から轟音が響いてきた。一階の天井が一瞬たわんだように見えるほどの衝撃音だ。ソファの上で膝を抱えていた二郎がビクンと肩を跳ねさせる。

「な、なんや……っ？」

　声が細かく震えていた。普段は図太い二郎が今は生まれたての赤ん坊のように神経を剥き出しにして怯えている。ソファの端ででかい図体を必死で縮こませる二郎を横目で眺めながら、小さく溜息を吐き出す。一体あの男は何をしているんだか。

「ちょお見てくるわ」

　二郎の胸にぼふっとクッションを抱かせてから立ち上がる。途端、二郎は動揺した。歩き出そうとするミツルの袖を咄嗟に掴むと、溺れるような声で言う。

「い、行ったらダメや……！」

「我侭言うなや二郎。あの男が家荒らしたら困るやろうが」

「だっ、だって、ミツルおらんかったら、……だめ……ダメや……」

　不安げな二郎の様子に、かすかな憐憫と共に激しい怒りが込み上げてくる。さっきはキスをしただけで邪魔者とばかりに蹴り付けてきたくせに、こんな時ばかり縋り付いてくるのか。恋人らしいことを一つもさせてくれねぇくせに！

「――ざけんなよ二郎」

「……え？」

「都合の良いときだけ俺に頼んな！」

　感情のままに怒鳴り付けた。袖を掴む手を振り払われて、二郎が呆然としたようにミツルを見上げる。その幼い眼差しを睨み据えて、ミツルは一息に吐き捨てた。

「俺は、お前の言うこと聞いてやるだけの『弟』やない」

　半分は八つ当たりだった。以前と代わり映えのない二郎との関係性への憤りを、ただぶつけているだけだ。二郎が酸欠の金魚のようにぱくぱくと唇を開閉させる。その顔を二度見ぬ内に、二郎へと背を向けた。

　荒い足取りで、二階への階段をあがる。無神経な二郎に腹が立つ。だが、それ以上にガキのように駄々を捏ねる自分が嫌で堪らなかった。

　もっと二郎に優しく、甘やかしてやれば、恋人同士のような関係になれるのかもしれない。少なくともハジメと同じぐらいには、二郎はミツルに懐くのかもしれない。キスを拒まず、舌を絡めてくるのかもしれない。

　だが、駄目だった。ただ単純に可愛がるだけならペットにするのと同じことだ。二郎はペットじゃない。

　二郎を愛していた。初めは兄弟愛と使命感が歪んだ延長線での執着だった。だが今はあの無神経で、そのくせ繊細で情緒不安定な、二郎のすべてが愛しかった。だから、殺したかった。だからこそ、殺せなかった。

　二郎に人間として不完全なまま、ハジメとミツルに依存して生きて欲しくなかった。一人の人間として自立して、兄弟という血縁関係なくミツルを愛して欲しかった。弟だから抱かれるのではなく、ミツルだからこそ抱かれたいと思って欲しかった。それが高望みだと分かっていても、望まずにはいられなかった。

　目頭を緩く押さえる。馬鹿馬鹿しい。兄弟ではなく一人の男として見て欲しいというミツルの気持ちを、二郎はきっと理解できない。それが分かっているから、余計に切なかった。










　更に憂鬱になる現状が目の前にあった。

　二階の角部屋が疫病神に荒らされていた。そこは元々は父母の寝室で、今は物置と化している部屋だ。部屋の端に置かれていた本棚を盛大に倒して、和男が四つん這いになって、尻を突き出すようにして足元の壁を手探りで叩いている。

「何しとんやクソボケ」

　悪態が零れた。和男が四つん這いのまま、肩越しに視線を向けてくる。

「ひどぉい。クソボケなんて酷い言葉、パパは教えてませんよ」

「お前に教わったことなんか一つもあるか。人ん家、荒らすなや阿呆」

「ここは僕ん家だもーん」

　飄々と返してくる和男の言葉を、いちいち否定するのも面倒臭くなってきた。前髪をくしゃくしゃに掻き乱しながら、大きく溜息を吐き出す。

　まるで豚のように肥えた尻がぷりぷりと左右に動くのを横目で眺めながら、腕時計に視線を滑らす。三十分の猶予時間のうち、十分が経過している。後二十分以内に出ていかなければ、二階の窓からこいつを放り出してやる。和男が居るだけで二郎の精神は磨り減っているというのに、何時間も居座られたりなんかしたら二郎は崩壊してしまう。

「あ、あったー」

　間延びした声が届く。壁の角下の一部がぱこりと外れていて、ボタンのようなものが見えた。和男がそれを押すと、ぱこんと音を立てて壁にはめ込まれていた全身鏡の端がドアのようにかすかに浮き上がった。

　ミツルは、ぽかんと口を開いた。ここは忍者屋敷か。

「秘密のウォークインクローゼットだよぉ」

　埃だらけになった和男が自慢げに胸を張る。その様子を眺めながら、ミツルは更にげんなりした気持ちになった。隠し部屋なんてものをこの家に作った意味も分からないし、分かりたくもない。その中身もおそらくろくでもないものだということは簡単に想像できた。

　クローゼットはそれほど大きくはないようだった。和男はクローゼットの中へと入ると、数分後最低な姿になって出てきた。

「どう、似合う？」

　何が悲しくて、中年男のナース姿を見なくてはならないのか。和男はピンク色のミニスカートバージョンなナース服を着ていた。腹が膨らみ過ぎているせいで、ファスナーが閉まり切っていないのが余計に切ない。

「目が腐る」

　顔を思いっきり顰めて、心からの嫌悪を示す。和男は、えー、と不服げな声をあげて、自分の全身を眺めた。

「まだまだ現役だと思うんだけどなー。でも、ちょっぴり太っちゃったかなぁ……」

　まるで十代の女子のような台詞を漏らして、和男は頬に手を当てた。その仕草の一つ一つが薄気味悪くて、ミツルは思わず呻き声を零した。こんな男が自分たちの遺伝子提供者かと思うと眩暈がする。

「どこがちょっぴりや。中年太りのオッサンがコスプレしとんやないわ。気色悪い」

「でも、女の子たちには好評なんだよぉ。こういう格好してヤるとさ、いつもとは違うシチュエーションとか関係性とか楽しめるじゃない」

「お前の性事情なんか知りたくもないわ」

　ミツルの悪態を和男はすでに聞いていないようだった。ずり落ち始めたガーターベルトを艶かしい手付きで引き上げながら、ほぅと物憂げな吐息を零す。

「僕と女の子たちの関係なんてさぁ、言ってしまえばパトロンと愛人の一言に尽きるんだよねぇ。何十人何百人の女の子と付き合ったって、金で繋がれた関係性が変わるわけでもないしさ。やっぱりマンネリ？　飽きが来ちゃうんだー。だから、時々こういうスパイスが必要になるんだよねぇ」

　世界一ろくでもない独白だった。縁を切ったとはいえ元父親の猥談など聞いているだけで嫌悪がつのる。

「お前、こんなもん取りに来るために、わざわざ戻って来たんか」

「そうそう。りっちゃんお気に入りのチャイナ服を取って来てって頼まれたのー」

　にへぇっと和男が顔を崩して笑う。その暢気な笑顔に苛立ちが噴き出して来る。

「そんなことのためだけに、二郎の前に顔出したんか」

　くだらない欲望を満たすために、二郎をあんなにも怯えさせたのかと思うと、脳味噌が沸騰しそうなほどの怒りが込み上げてきた。コメカミに薄っすらと血管が浮かび上がる。ミツルの怒りを知ってか知らずか、和男は相変わらず飄々とした様子で立っている。

「ハジメくんとみっつんは、じろたんのことになると物凄く一生懸命になるよねぇ。麗しき兄弟愛だー。パパはすっごく嬉しいぞぉ」

「ふざけんな、お前は二郎を見殺しにしたんやで。ようもまあ父親面できるな」

「また、それかぁ。君らは、いっつもそれで僕を責めてくるよね」

「当たり前やろうが。どこの親が自分の子供が誘拐されて、身代金も払わずに海外旅行に出掛けるんや。お前が見捨てたせいで、二郎がどんな目にあったか知っとるんやろうが！」

　何かが弾けた。腹の底から咆えた。子供を見殺しにしておいて、それでも平然としていられる男の神経を疑う。このクソ野郎は許せない。血の繋がりがあるからこそ、より憎しみは深かった。

　激昂するミツルに対して、和男は曖昧な笑みを頬に浮かべた。子供の駄々に困らされているというような表情だ。

「そりゃあ知ってるよ。殴られて蹴られて、最終的に生き埋めにされたんでしょう。だから、何？　何で僕が責められなきゃなんないわけ？」

「二郎に悪いとは思わんのか。お前の子供やったんやで」

「でも、僕じゃない」

　一瞬意味が分からなかった。和男の言葉は単純明快すぎて、寒々とした響きがあった。どこか事実は事実として、突き放すような冷徹な声音だった。

「二郎は僕の息子だけど、僕自身じゃあない。僕は僕自身のことには責任を持つ。誘拐されたのが僕だったら、僕は何をやってもいくら払っても僕を助けたさ。でも、誘拐されたのは僕じゃなくて二郎だった。だから、助けなかった。それだけのことさ」

　何を言っているんだこいつは。考え方があまりにも倫理崩壊している。親が子供を守るのは当たり前という常識から、完全に逸脱している。

　顔を引き攣らせるミツルを見て、和男は朗らかとも取れる微笑みを浮かべた。

「人はずっとひとりきりだよ。ひとりで生まれて、ひとりで生きて、ひとりで死ぬ。僕は、結婚しても、子供ができても、愛人を作っても、ずっとひとりきりだった。これからもずっとそうだって思ってる。誰かといて楽しいとか気持ちいいとかはあるけど、愛しいとか守りたいっていう気持ちは一切湧いてこない。二郎が誘拐されたときも、僕はあの子を助けてやろうなんて思えなかった。だって、二郎は二郎だし、僕は僕だ。僕は他人と自分とを混合しない。血の繋がりがあっても、結局は二郎は他人でしかない。他人のために金は使えない。他人を助けるために努力は出来ない」

　それを個人主義と言ってしまえば聞こえはいいだろう。だが、和男の思想はもっと危険だった。これは孤絶だ。他者との繋がりを絶ち、自らを孤立させている。そこにあるのは絶対的な孤独だ。他者との完全なる断絶だ。

「お前に、子供に対する愛情はないんか」

「僕にだって愛情ぐらいはあるよ。ただ、博愛主義者なだけ。虫も犬も子供も、平等に同じように愛してるんだ」

　虫と子供を同等扱いする和男に、吐き気すら感じる。この男は、どこか決定的に狂っている。

「それは、愛してないんと同じことや」

「そうかな。そうかもね。でも、みっつんもじろたんも、ハジメくんのことだって本当に可愛いと思ってるんだよ」

「可愛いと思っとるんやったら、お前は二郎を助けるべきだった」

「その理屈がわかんないな。どうして可愛けりゃ助けなくちゃいけないの？」

　話が通じない以前の問題で、常識が通用しない。額を押さえながら、ミツルは溢れそうになる溜息を必死で押し殺した。ミツルの様子を眺めて、和男がふふっと軽やかな笑い声をあげる。

「でも、不思議だよね。ハジメくんもみっつんも僕のことをもう父親だなんて絶対に認めてないのに、じろたんだけは僕のことをまだ『お父さん』って呼ぶんだ。さっきも玄関のところで、僕を見てお父さんって言ったと思ったら、すぐ固まっちゃってさぁ。何だか、すごく可哀想だよね」

　二郎を可哀想にしているのはお前だ。自分が見捨てられたと知りながらも、それでも父母の情を諦め切れない二郎が悲しかった。だからこそ、二郎の弱さを弄ぶかのような和男の行動は許しがたい。

　そう思った瞬間、ミツルの顔面から表情が抜けた。道端に落ちているゴミクズを眺めるように、冷めた目で和男を見下ろす。

「ハジメがお前のこと殺したい言うとった理由がよう分かったわ。これ以上二郎傷付けるつもりなら、ほんまにお前殺すで」

　本当に殺してやりたかった。数年前、父母を追い出した時のハジメの鬼の形相を思い出す。普段の冷血なまでの無表情が赤黒く歪み、まるで鬼か羅刹が取り付いたかのようにも見えた。

　あの時は、ハジメが一体何をそこまで怒り狂っているのか理解できなかったが、今なら分かる。ハジメは、二郎が父母の存在に傷付けられ続けているのが我慢ならなかったのだ。

「ハジメくんもみっつんも、ほんっとうに過保護だよねー。そんな様子じゃ、じろたん彼女も作れないんじゃないのぉー？」

「俺が二郎の恋人や」

　和男の軽口に、自然と言葉が零れていた。隠す気もなくなっていた。ただ、目の前の男に知らしめてやりたかった。二郎は、お前のものではなく俺のものだと。お前が傷付ける権利は欠片もないんだと。

　和男は一瞬目を真ん丸く開いた後、そっかぁ、と空気が抜けるような声で呟いた。

「ハジメくんも？」

「そうや」

「残念ながら、血の繋がってない兄弟とか漫画的設定はないよ。三人とも俺とりっちゃんの子供だよ。ＤＮＡ鑑定までしたんだから、マジもんだよ」

「そんなん分かっとる。血が繋がっとっても、繋がっとらんでも関係ない」

「男同士でそのうえ兄弟なんて、正直おぞましいよ。異常もいいとこじゃない」

「異常だから何やって言うんや。そもそもお前には何も言う権利なんかないんやで」

　吐き捨てると、和男はかすかに眉を顰めた。しばらくの無言の後、ふぅ、と短い溜息を吐き出す。

「麻原家断絶かぁ。ちょっとキツイなぁ」

「今更家系にこだわりなんかないやろう」

「孫の姿が永遠に見れないっていうのは結構な寂しさだよ」

「ようけ女がおるんやけぇ、今から新しいガキこさえればええやろうが」

「もう子供は作らない」

　ミツルの嫌味に対して、和男は驚くほど淡白な答えを返した。その顔には笑みは浮かんでいない。どこかぼんやりとした空虚な表情だった。しかし、その表情はすぐに消える。

　和男が肩を竦めて、小さく笑い声を立てる。その声は、先ほどよりもかすかに弱弱しい。ナース姿のまま傍らに積まれた本の山へと腰を下ろすと、和男は口を閉ざして押し黙った。そうして、しばらくの沈黙の後、一言ぽつりと零した。

「バチがあたっちゃったのかなぁ」

「バチ？」

「ねぇ、二郎のこと好きなの？」

　唐突な問い掛けに、ミツルは面食らった。目を大きく開いて、それから口角を曖昧に引き攣らせる。

「好きやなかったら、兄弟相手に付き合ったりするか」

「そうだよねぇ。何ていうか、どうというか、奇妙なもんだね」

「はぁ？」

「親の僕は実の子供ですら特別に愛せなかったのに、その子供たちは兄弟同士で愛し合ってるんだもん。複雑怪奇にもほどがあるよ」

　そんなことを言いながら、指先でナース服の肩口についた小さな糸ぼこりを摘み上げて、ふっと吹き飛ばす。糸くずが空中をゆらゆらと舞って、床へと落ちる。

「本当は血なんて関係ないのかな？　遺伝とか血筋とか、人間にはそれ以外でその内面を形成する決定的なものがあるのかな。愛情を構築する要素が生まれながらにしてある人間とない人間が存在するとか？」

　いきなり哲学に浸り始めた和男を、ミツルは胡乱気に見遣った。和男の言葉は、物見小屋の客引き並みに胡散臭い。いかに高尚な台詞を並べ立てても、内部に詰まっているのはどす黒く腐った肉汁だ。

「あんたは阿呆やな」

　思わず唇から零れていた。嘲るというよりかは、ただ事実を告げるような淡々とした声音だった。和男はきょとんと目を瞬かせて、ミツルを見上げた。

「二郎を見捨てた時点で、あんたは一生その答えを失くしたんや」

　誰かを愛しいと思う心を。誰かを守って、大事にするということを。この男は、そのチャンスを永遠に失ったのだ。実の子を見殺しにした時点で。

　和男の顔が歪む。眉根を寄せて、どこか恨みがましいような、妬むような目付きでミツルを見る。その表情で気付く。この男は、自分自身に対して嫌気がさしている。誰も愛せない自分を疎んじている。だからこそ、兄弟で愛し合う息子たちの異常さすらも羨んでしまうのだ。

　しばらく肩を強張らせたまま黙っていた和男は、数秒後ふっと頬から力を抜いた。短い溜息を付いて、首を左右に振る。

「もう遅いね。でも、いいんだ。僕は愚かな男だからね。愚かだからこそ今まで面白おかしい人生を送ってこれたんだ。厚顔無恥は恥なれど宝だよ」

　そう堂々と言い放つところが一番の厚顔無恥だと分かっているのか。和男はへらぁっと顔を暢気に崩すと、ナース服のスカートをひらめかせて立ち上がった、そのままクローゼットの中から数着のコスプレ衣装を取り出すと、両手に抱えたままとたとたと歩き出した。

「それじゃあ元気でね。ハジメくんにもよろしく伝えて」

　呆気ない去り際だった。ひらりと手のひらを振ったかと思うと、すぐに階段をどたどたと下りる足音が聞こえてくる。残ったのは、苛立ちと奇妙な空虚さだった。

　何となく、もう二度とあの男に会うことはないような気がした。それが嬉しいのか悲しいのかミツルには判別できなかった。

　ただ、二郎は泣くだろうなと思った。










　数分後、ナース姿のままの男が家の門から出て行くのを二階の窓から見た。

　それを見て、荒らされた物置の片付けを早々に放棄して、リビングに下りることにする。リビングには、おそらく打ちひしがれた二郎が居ることだろう。自分の弟から突き放され、不安と心細さから泣いているかもしれない。だが、そんなミツルの想像は、まったく予期せぬ方向へと外れた。

　リビングの中央に、セーラー服姿の男が立っていた。白いシャツに紺色のスカート、膝上まである黒のハイソックス、胸元に結ばれた真っ赤なリボンが鮮やかに視界に映る。

　それは和男ではなく二郎だった。明らかに体型にセーラー服があっておらず、その姿には怪奇じみた滑稽さがあった。

「なに、しとんや」

　ぽかん、という擬音がそのまま当て嵌まるような声が零れた。呆然と立ち尽くすミツルに対して、顔を真っ赤に染めた二郎は下唇を薄っすらと噛んで、ミニスカートの裾を鷲掴んだまま羞恥に打ち震えていた。二郎は視線を伏せたまま、ミツルを見ようとはしない。

「お前、そんな趣味あったんか……？」

　唖然と問い掛けると、二郎はキッと眦を吊り上げた。涙ぐんだ眼差しには、普段のような鋭さは感じられない。

「違うわッ！　こんな趣味あってたまるか！」

「なら、何でそんなもん着とんや」

　二郎がぐっと言いよどむ。唇を数度もごつかせた後、どこかうかがうような眼差しでミツルを見遣った。

「ミツル、こういうの好きやないんか……？」

「はぁ!?」

　思わず素っ頓狂な声が零れた。いつ一体どんな時にコスプレ好きな男だと思われてしまったのか。絶句するミツルを見て、更に動揺したのは二郎だ。二郎は紅潮した顔を更に茹で蛸のように染め上げると、猛烈な勢いで逃げ出した。階段を二段飛ばしであがる音が聞こえてくる。

　眩暈がした。踵を返した瞬間、二郎のスカートがふわりと緩やかに翻って、その中が見えた。見間違えようもなく、二郎は女物の下着を履いていた。プリントもない、何の変哲もない白いショーツだ。あのプライドが高い二郎が女物の下着を履いているなんて有り得ない。なら、これは夢か幻か。

　ストレスのあまり非現実な夢を見ているのかもしれない。だが、指先で頬を抓ると痛かった。痛みがあるということは現実だ。

　思った瞬間、駆け出していた。階段を駆け上って、二郎の部屋のドアをぶち破る勢いで開く。

　ベッドの上に、こんもりと膨らんでいるシーツが見えた。その中から、かすかに鼻を啜る音が聞こえてくる。傍らに近寄って、ベッドの縁に腰掛けた。スプリングが軋む音に、シーツのふくらみが小さく跳ねる。

「二郎」

「入ってくんな阿呆ッ！　出てけッ！」

　くぐもった涙声がシーツの中から聞こえてくる。羞恥と自己嫌悪にまみれた声だ。なだめるようにシーツのふくらみを撫でると、ひっくとしゃくり上げる声が聞こえた。

「俺のために着てくれたんか？」

　ミツルのために、プライドをへし折って、羞恥を押し殺してまで、二郎はセーラー服を着たのか。

　問い掛けると、しばらくの沈黙の後、ぽつぽつと二郎が話し始めた。

「お、お父さんが……いまさっき……、これ着たら、ミツルが喜ぶ……って……言って……、喧嘩しても、……これ着て謝ったら、許してくれるって……」

　たどたどしい喋り方に横槍を入れないように、うんうんと小さく相槌を打ってやる。自分が幼稚園の先生にでもなったかのようなむず痒い気分だ。

「お、おれ……ミツル、怒らしたし……や、やから、これ着て……」

「俺のこと喜ばせくれようとしたんか？」

　シーツがぶるりと大きく震える。二郎のしゃくり上げる声が大きくなる。

「俺、馬鹿や。こんなん着ても、気持ち悪いだけやのに。男が女の格好して、情けないし、みっともないし、気色悪い」

　二郎がかすかな嗚咽混じりに吐き捨てる。そこまで思いながらも、二郎はミツルを喜ばせるためにセーラー服を着たのだ。スカートを履いて、リボンを結んで、女物のショーツを震える爪先に通したのだ。すべてミツルのために。

　不意に込み上げてくるものがあった。胸の内側に温かい何かが広がっていく。二郎が可愛くて堪らなかった。好きで好きで、愛しくて愛しくて、もみくちゃに可愛がってやりたかった。

「気色悪くない。可愛え」

「嘘つけや！　ほんまは気色悪い思うとるんやろうが！」

「そんなん思うとらん。二郎、すげぇ可愛え」

　シーツに唇を押し当てて、熱っぽく囁く。ミツルの欲を感じ取ったのか、シーツのふくらみがピクンと小さく震えた。今すぐシーツを剥ぎ取って襲い掛かってやりたい衝動を抑えながら、二郎の輪郭を辿るように手のひらをゆるゆると滑らせる。

「二郎、可愛い。死ぬほど可愛い。なぁ、ちゃんと見せてぇや」

　聞くだけで罠だと分かるような甘ったるい猫撫で声をあげてやる。シーツの中から、首を左右に振ったような振動を感じる。

「二郎、俺のためにコレ着てくれたんやろぉ？　もう怒っとらんけぇ、はよぅお前の可愛えとこ……見たい」

　根気良く囁き続ける。二郎の身体がシーツの下で小刻みにぶるぶると震えているのが分かる。シーツの端に人差し指を引っ掛けて、軽く引っ張ってみる。抵抗は、なかった。するりとシーツが剥がれて、泣きべそをかいた二郎が出てきた。

　涙でしたたかに濡れた頬を見た瞬間、衝動が弾けた。二郎の唇に、文字通り食らい付いた。ふっくらと柔らかい下唇を、上下の歯で噛み締める。至近距離に二郎の驚きの目があった。見開かれた瞳を見返しながら、歯型のついた下唇を舌でべろりと乱雑に舐める。そのまま、薄く開いた隙間に舌を捻り込んだ。温かい咥内には、生ぬるい唾液が溜まっていた。舌先でぬかるんだ場所を掻き混ぜて、驚きに萎縮した舌を無理やり絡め取る。

「んヴぅ……！」

　鼻がかった呻き声が二郎の咽喉から零れた。夢中になって、柔らかい粘膜を弄んだ。咥内に貼り付いた唾液を、舌でこそげ取って呑み込む。同じように、自分の唾液も二郎の咽喉へと流し込んだ。二郎の咽喉が上下する度に、はらわたが焼け切れるような衝動に駆られた。

　お互いの唇の狭間から、くちゃくちゃと淫らで崩れた音が溢れている。唾液の量が尋常ではない。溢れた唾液が二郎の口周りを、産まれたての赤ん坊のように汚している。

　舌を引き抜いた途端、どろっとした唾液が二郎の口角から大量に零れた。二郎はどこか呆けたような表情で、ミツルを見上げている。だが、その潤んだ目は確かな熱に溶けていた。

　ベッドに乗り上げると、二郎の半身を覆っていたシーツをすべて剥ぎ取ってベッドの下へと放った。

　セーラー服姿の二郎。普段だったら、その単語を聞いただけで抱腹絶倒するだろう。だが、今は笑えない。確かな高揚をもって、ミツルは眼下の姿を見詰めている。力なく投げ出された手足に、かすかに捲れたスカートの裾から覗き見える筋肉質な太腿、そのスカートの下には女物のショーツ。なんて滑稽で卑猥な格好だ。

「見、……んなァ……」

　眉間に皺を寄せた二郎が荒い息混じりの声で、必死に虚勢を張ろうとする。まるでゲージの中の子猫が必死でミャーミャー鳴いているかのような憐れさと紙一重の可愛らしさを覚える。

　熱く火照った手のひらを、すっと二郎の膝頭へとあてる。そのまま、じっとりと膝頭から内腿までを撫で上げていくと、二郎の太腿が大きく跳ねた。

「さっ……触んな、や……！」

「したい」

　熱と共に言葉が咽喉から溢れていた。即物的なミツルの発言に、二郎がぎょっと目を剥く。慌てたようにスカートの裾を両手で押さえながら、二郎はミツルをねめつけた。

「ヤっ……イヤ、や……」

「したい、二郎」

「イヤ、やって……」

「しとうてたまらん。お前のこと今すぐ犯したい。スカート捲って、ぐちゃぐちゃに舐めて、根元までぶち込んでやりとうて堪らん。ずぽずぽ抜き挿して、お前ん中に溢れるぐらいザーメン吐き出したりたい」

　率直を通り越して下劣なミツルの台詞に、二郎は赤い頬を更に紅潮させた。眼球を潤ませて、唇をいたいけに震わせる。二郎の口元を汚した唾液を舌先で舐め取れば、二郎は目をぎゅっと閉じて顔を背けた。それは拒絶ではなく、羞恥からだとミツルには分かる。耳朶に唇を寄せて、最後の一押しを囁く。

「二郎……抱きたい」

　駄目押しの一言で、強張っていた二郎の身体からくたっと力が抜けた。スカートの裾を必死で握り締めていた二郎の指先がそっとほどける。

　スカートの裾から手のひらを潜り込ませると、二郎は泣き出しそうに顔を歪めた。ミツルは、咽喉の奥で小さく笑いを零した。










　鼻がかった嬌声が耳に心地よい。長い脚をベッドの上でくゆらせながら、二郎は下唇を噛み締めて喘いでいる。

「ンッ……んヴぅ……」

　内腿の付け根を焦らすように手のひらでゆるゆると撫でながら、捲り上げた上着から覗く突起を舌先で舐め上げていた。ざらりとした舌の腹で舐める度に、二郎の腹筋がびくびくと痙攣するのが面白い。

　二郎の乳首は、まるで米粒のように小さかった。何とも慎ましい大きさのそれを舌で散々ねぶって、ミツル好みの大きさに変えてやりたい衝動に駆られる。軽く芯を持った突起を、躍起になって尖らせようとすると、二郎が泣き出しそうな声をあげた。

「そこ……ヤっ、やぁ……」

　頑是のいかない子供のように、二郎がいやいやと首を左右に振る。もっと喚かせてやりたくなって、左胸の突起に歯を立てた。小さな尖りを上下の歯でギリギリと締め付けるように痛めつけてやると、二郎が甲高い悲鳴をあげた。

「イっ……ぃだ……アァっ……！」

　普段からは想像もできないほど弱々しい力で、ぽかぽかと肩を叩かれる。仕方なく唇を離してやると、二郎の左乳首は可哀想なぐらい真っ赤に染まっていた。尖りに歯型がくっきりと残って、かすかに膨張していた。米粒ぐらいの大きさだったのが、小豆大ぐらいになっている。

　二郎が自分の胸を見下ろして、うろたえたような、怯えたような表情を浮かべる。唾液まみれになった見慣れぬ乳首を見て、これが自分の身体なのか、と問い掛けるようなその表情に、酷く嗜虐心が煽られた。人差し指を伸ばして、腫れ上がった尖りを軽く押し潰すと、二郎の咽喉がしゃっくりみたいな音を零した。

「ヒッ……ぃ……！」

「あぁ……こっちも同じ形にしてやらんとな……」

　まだ小さな右胸の尖りを眺めて、思わず独り言が漏れる。指先をすっと右胸へと滑らせると、二郎が頬を引き攣らせた。

「……ミツル、……目ぇ怖い……」

　完全に目が据わっていた。二郎が言う通り、今の自分は随分と凄惨な目付きをしているのだろう。腹の底からふつふつと凶暴な衝動が込み上げてくる。二郎を気を失うぐらい善がらせてやりたい。それと同時に、泣き喚くほど甚振ってやりたかった。

　右胸の尖りを親指の腹でぐりぐりと押し潰してやると、途端二郎が恐慌したように声を荒げた。

「いっ……痛いのは、イヤやッ……！　イタいことすんなら、……もうやらん……ッ！」

　今更何を馬鹿なことを言ってると鼻で笑いそうになる。ミツルの下から抜け出そうと、ベッドをずり上がろうとする二郎の足首を乱暴に掴む。そのまま強引に左右に割り開くと、捲れ上がった紺色のスカートの中から膨らんだショーツが視界に入った。

「痛がっとらんやないか」

　白いショーツにくっきりと形が浮き出るほど、二郎の性器は勃ち上がっていた。先端が当たっている部分は、染みになるぐらいべったりと湿っている。暗に指摘してやると、二郎は怒りとも羞恥ともつかない色を顔に滲ませた。

　シルク製であろう柔らかいショーツの上から、二郎の性器をゆるゆると指先で弄ってやる。根元から先端まで辿るように人差し指の腹で何度か撫でてやるだけで、二郎の性器はピクピクとおろしたばかりの魚のように震えた。今度はショーツ越しに、いささか乱暴なくらいの強さで擦ってやる。

「ヴぁ……！　ア、ア、ッ！」

　二郎の身体が悶え、跳ねる。根元のふくらみも軽く揉みつつ芯の部分をしごき上げると、ショーツに収まり切らなくなった先端が上の履き口から飛び出した。先走りにてらてらと濡れ光る先端を眺めて、知らず咽喉が上下する。

「やらしいな、二郎……。女の格好して、ここギンギンに勃たせとんか。……随分淫乱やな」

　敏感な先端を人差し指でぐりぐりと抉りながら、わざと二郎の癇に障るような台詞を吐いてやる。普段ならいきり立って殴り掛かってくる二郎が、今だけは俎板の上の鯉のようにヒクヒクと痙攣するだけで、そのギャップに酷くそそられた。

　二郎は助けを求めるような哀れげな眼差しで、ミツルを見ている。その眼球の表面で、ゆらゆらと涙がゆらめいているのが綺麗だと思った。

「なぁ……どうして欲しい？　お前の玉がカラッポになるまで、ココしゃぶったろうか？」

　パンパンに膨らんだ陰嚢を揉みしだきながら、ショーツから飛び出た先端を舌先で軽くねぶってやると、二郎の内腿が笑えるぐらい大きく跳ねた。

　快感を恐れながら逆らえずに流されていく二郎の表情を見るのが好きだ。幼子のようないたいけさと淫靡さが同居した泣き顔を見る度に、強烈な愛おしさが込み上げてくる。

「それとも、お前ん穴ぐちゃぐちゃに掻き回したろうか？　ココがええのは、前のときに分かったやろう？」

　ショーツの底部分を横にずらして、かすかにひくつく穴を唾液で濡らした指でつついてやる。縁部分をなぞるように指を滑らすと、きゅうと穴が収縮するのが見えた。

　二郎はスカートの裾を両手で鷲掴んだまま、ぶるぶると屈辱に打ち震えている。快感と羞恥と悔しさが入り混じったその物言いたげな目を見返して、ミツルは最後通告のように冷たく言い放った。

「そない目で見ても、口で言わんと分からんで。何も言わんのんなら、このまま俺のをココに突っ込んだろうか？」

　窄まりを親指の腹でぐっと押すと、二郎が短い悲鳴をあげた。

「やッ……！　りょ、りょうほっ、両方……してっ……ほし……！」

　思わず失笑しそうになった。あえて両方を選ぶ二郎の欲深さが何とも滑稽だった。

「両方って？」

　あえて分かっていることを問い質す。今まで焦らされた分だけ、二郎に意地悪をしてやりたかった。二郎が泣き出す一歩直前のような表情で、ミツルを凝視する。その唇が哀れげに震えていた。

「……しゃ、ぶる、のと、……掻きまわ、……すの……」

　言い終わった途端、二郎の目からはぽろぽろと涙が溢れていた。それは二郎が快楽に屈服した証拠だった。折れたプライドを、更に泥のついた靴で踏み躙られたような気分だろうか。セーラー服を着てまで弟のご機嫌取りをしたのに、その弟から更に恥辱を与えられ、貶められる気分は。

　あぁ、気の毒だな二郎。

　頭の中でそう思っても、口元に出る笑みは正直だった。ミツルは打ちひしがれた二郎を見るのが楽しくて堪らなかった。

　勿論二郎が喜んでいる姿だって好きだ。だが、それ以上にこの傲慢な男が二つ年下の弟に屈服している姿が一番たまらない。女よりも女らしい顔だ、と常日頃ミツルの面立ちを小馬鹿にしている二郎が、その女顔の弟に犯されるのだ。これ以上に征服欲が満たされることはなかった。

「お前の好きなこと、全部したる」

　耳元にそっと囁くと、二郎の身体がぴくりと震える。そのまま強張った内腿を更に押し広げて、ショーツから覗く先端にチュッと唇を押し当てた。

「ンっ……！」

　コットン生地越しに、二郎の性器へと舌を這わせる。ざらりとした布越しに二郎の性器がビクビクと痙攣しているのが堪らなく淫靡だった。白いショーツは様々な液体によって、ほとんど透けてしまっている。貼り付いた二郎の性器の色がいやらしくて、ショーツ越しに竿にキツク吸い付いた。

「やっ……なんで……ッ……！」

「直接しゃぶって欲しいんか？」

　先読みして問い掛けてやる。図星だったのか、二郎の耳朶が鮮やかな赤に染まった。

「こんなん履いとるお前は貴重やからな。もう少し味合わせろや。……代わりに、こっちも一緒に弄ったるけぇな」

　大量の先走りを指に絡めて、ショーツをずらして後孔にそっと触れる。途端竦んだように両脚を閉じようとするのを、手のひらで押し留める。縁をふにふにと何度も押してから、試しに中指を内部へと押し進めてみる。途端指先がキツイ締め付けに襲われた。

「んんっ！」

「キツイな……」

　独りごちてから、中指をぐるりと内部で回してみる。すると、二郎が踵でベッドを強く蹴り飛ばした。

「なかっ……なか、あんま弄んなァ……！」

「お前が掻き回せ言うたんやで」

　呆れたように言い返すと、二郎がくしゃっと顔を歪める。

　中指を鉤状にして狭い内部をゆるゆると探りつつ、二郎の意識を逸らすために性器へと再び舌を這わす。今度は剥き出しの先端を、唇に含んで、飴玉でもしゃぶるように転がしてやる。特に敏感な鈴口への愛撫は念入りに施した。舌腹で往復するように舐めた後、尖らせた舌先で穴の周辺を弄ってから、小さな穴へと舌を突き入れて抉るようにしてやった。

「ひぃ、い……！　さき、っぽ……、ぃ……いたぃぃ……！」

　そう言いながらも、二郎の両手は、自身の股間へと押しつける様にミツルの頭を取り押さえている。無意識なのだろうが、言ってることをやってることがまったく噛み合っていない。

　二郎の性器の先端からは、先走りが大量に溢れている。先走りを吸い上げながら、それでもなお執拗に鈴口をぐりぐりと舌先で抉ると、二郎は頭を左右に打ち振りながら嬌声をあげた。

「ア、あァっ……や、やぁあぁあ……！」

　前に意識が回ってきたおかげか、後ろの締め付けがかすかに緩まった。中指でぬるつきを広げながら、人差し指もゆっくりと挿入する。二本の指を動かしていると、不意に二郎の背が反り返った。

「ッ―――― ！」

　あまりの衝撃に声をあげられないようだった。先走りがまるで射精した時のようにピュッピュッと断続的に飛び散る。二郎は両手で下腹を抑えたまま、不意の衝撃に目を白黒させていた。

「あぁ、ここが気持ちええんやったな」

　もう一度同じ場所を擦り上げると、二郎の内腿が尋常じゃないぐらい跳ねた。二郎が悲鳴じみた声を張り上げる。

「ァ、あ、……ィあ、ぁ――！」

　叫び声と同時に、二郎の性器は爆発した。白濁した粘液を盛大にセーラー服のスカートへとぶちまけて、両脚がガクガクと壊れた人形のように痙攣する。勢いが良すぎたのか、精液はスカートだけに留まらずシャツやリボンにも飛んでいた。

　射精と痙攣が止んでも、二郎は呆けたままだった。両脚をしとげなく投げ出したまま、荒い息をついて天井をぼんやりと見上げている。その無防備な姿に、強烈な衝動を覚えた。このまま抱き潰してやりたいと思った。

　力無い両足からぐちゃぐちゃに濡れたショーツを引き抜く。そのまま、膝裏を抱え上げて、濡れた窄まりへと猛った先端を押し付ける。そのまま腰を進めようとすると、呆けていた二郎がようやく現実に帰ってきた。両手を必死に伸ばしてミツルを押し退けようと無駄な足掻きをする。

「やっ……ちょぉ、待、って……！」

「待てん。今すぐお前ん中にぶちまけたい」

　二郎が目を剥く。次の拒絶の言葉を聞く前に、ミツルは二郎の中へと性器を突き立てた。先端がじわりと飲み込まれた瞬間、二郎の咽喉がぐっと反り返る。

「あ、ッグ……ぅ……！」

　苦痛の声。それをなだめるほどミツルに余裕はなかった。先端がぎゅっと肉の輪に締め付けられて、快感よりも痛みの方を感じた。二郎の両脚を更に大きく割り開きながら、勢いをつけて少しずつ奥へと押し込む。潤いが足りなかったのか、三分の一ほど入ったところでこれ以上進まなくなる。

「……はよ、ぜんぶ、入れ、ろやァ……」

　中途半端に入った状態が一番苦しいのだろう。脂汗を流しながら、二郎が唸るように吐く。

「……もっと、緩めにゃ入らん。ここ緩めぇ」

　繋がった部分を指先で撫でると、むしろキュウときつく締まった。一瞬性器が千切れるかと思うほど痛みは強烈で、萎えそうになるのをミツルは必死で堪えた。

「ッ……締めんなッ。俺の食い千切る気かボケ」

「む……り、言うなや……。入らんなら、抜け……」

　息も絶え絶えに二郎が訴えかける。だが、一度入った中から抜くのは嫌だった。やっと二郎と一つになれたのに、またバラバラになるのは耐え難い。

　潤いが足りなくてキツイのなら、中を濡らせばいい。

　そう考えると、ミツルは二郎の中に三分の一ほど埋まった自分の性器へと手を伸ばした。外に出ている部分へと手を這わせて、そのまま上下にしごき上げる。その光景に二郎がギョッと目を見開く。中途半端に自分の中に入ったまま、相手が自慰をし始めたのだから当然だ。

「なっ、なにっ……して……」

「……ちょお黙っとけ……」

　二郎が逃げないように片手で腰を取り押さえながら、もう片手で自身を擦る。滑稽な光景だとは思いつつも、二郎と重なるためなら体裁を取り繕う気もなかった。

　三分の一埋まった先端から感じる二郎の内部の熱さを感じながら、自身を慰める。しばらくすると、射精の兆しがあった。下腹の筋肉が硬直して、性器がぐっと膨らむ。それを感じ取ったのか、二郎が顔を強張らせる。

「やッ……おまえ……まさかッ……」

　暴れ出そうとする二郎を必死で押さえ付けながら、ラストスパートへ向けて手の動きを早める。

「ッぅ……！」

　一瞬、頭の中が真っ白になって小さく声が零れた。二郎の中に中途半端に埋まった性器がビクビクと跳ねて、精液を盛大に吐き出す。大量の精液が二郎の中へと流れ込んで、固まっていた内壁を潤わせていく。

　二郎は未だ自分の身に起こったことが信じられないのか、ミツルの胸元を掴んだまま、頭を左右に打ち振っている。ミツルの射精にあわせて、二郎の引き締まった下腹がビクビクと痙攣しているのが何とも卑猥だった。

「なっ……な、んで、……なんで、なかぁ……！」

　舌ったらずに弟への非難を叫ぶ。中途半端に突っ込まれたあげくに自慰で中出しされたのだから、二郎の混乱も分からないでもない。だが、それをなだめるよりも先にもっと二郎の奥へと入りたかった。

　二郎の腰を掴んで圧し掛かる。ミツルの意図を悟ったのか、二郎はハッと青褪めて、涙目でミツルを見上げてきた。その縋り付くような目に哀れみを感じないわけではない。だが、哀れみ以上に欲情した。

一度達したはずの性器が再び硬度を取り戻していく。まだ完全には勃起していないものを、それでも二郎の奥へと押し込む。

「ひっ……ぃい……もっ、……おく、……ヤだあぁ……」

「……ごめんな、二郎……お前ん中、ぐちゃぐちゃで……止まらん……」

　ミツルの精液で潤った内部は先ほどの締め付けが嘘のように、ずるずると最奥へとミツルの性器を呑み込んでいった。熱くぬめった粘膜に包まれて、とめどもない快楽が脳髄を侵して行く。気付いたら根元までずっぽりと嵌まっていた。

　顔を両腕で覆い隠したまま、二郎がひっくひっくとしゃくり声をあげている。その両腕を取り払って、涙と鼻水に濡れた顔にキスを何度も落とす。目蓋から、しょっぱい味がした。

「二郎、ごめんな……全部入ったで……」

「……おなかっ……苦しぃ……」

　幼児退行してしまったかのように二郎がたどたどしく言葉を紡ぐ。奥に収めたまま、二郎が落ち着くまで動かずじっとしておく。髪に指を挿し込んで頭皮を緩く撫でてやると、二郎が涙でぐずぐずになった目を薄っすらと開いた。眼球の表面に張った水がゆらゆらと揺らめいていて、まるでそれが不安定で繊細な二郎の本質を映し出しているように見えた。

　その瞳を見て、不意に胸のうちに燻ぶっていた疑問が溢れてきた。二郎の目を直視したまま、唇が勝手に動く。

「なぁ、俺のこと好きか？」

　馬鹿げた問い掛けだった。セックスの合間にこんな質問することほど、情けないことはないだろう。そう思った瞬間、心臓が引き千切れるような惨めさを覚えた。下唇をキツク噛み締めて、零れそうになる呻き声を抑える。

　途端押し黙ったミツルを見上げて、二郎が不思議そうにゆっくりと瞬く。右も左も分からない子供のような表情だった。だが、その眼差しは確かにミツルに向けられている。噛み締められたミツルの下唇へと指先を伸ばして、そっと触れる。

「――――すき……」

　まるでうわ言のように二郎は呟いた。そうして、ミツルの下唇を指先で柔く撫ぜながら、呆けたかのように何度も繰り返す。

「すき……すき、すき……すき、や……」

　息が止まりそうになった。身震いと共に激情が込み上げた。歓喜とも欲情ともつかない深い陶酔だ。

　二郎の指先がミツルの下唇から頬へと滑らされる。普段の二郎からは想像も付かないほどの弱々しい力でミツルの頬をつねって、二郎は拗ねたように唇を小さく尖らせた。

「……すき、やなかったら、……こんなん着るか阿呆……。こんな、女みたい、なこと、……させてたまっか……分かれや、ぼけ……」

「キスしただけで蹴り入れられて、分かれも何もないやろうが」

「そんなん……兄弟から、いきなり、恋人に変われるわけ、ないやろうが……。半年前は、お前と一緒にエロ本みて、どの女がええかとか、……んな話ばっかして、馬鹿笑いしとった、んやで……。ムカついたら、漫才コンビみたいに、どつき合って……それなのに、……いきなりすきだとか、……あい、してるとか……簡単に、言えるかボケ……」

　途切れ途切れに二郎が悪態混じりの告白を吐き出す。二郎が羞恥に染まった顔を隠すように、両腕で顔を覆う。そうして、小さく震える唇からこう吐き出した。

「……さっき、蹴って、ごめんなぁ……。ミツルのこと、ちゃんと……すきや。弟としても、恋人としても、大事やから……」

　掠れ声で零される愛の言葉に涙が出そうになった。指先が勝手に震える。二郎の身体を掻き抱いて、その肩口に額を押し付ける。

「俺も……好きや二郎」

　くぐもった声で耳元へと囁く。二郎の首筋がふるりと震えて、それから小さく、うん、と応える声が聞こえた。

　その瞬間、ミツルは満たされた。決して、自分の思いが一方通行ではないのだと思えた。二郎と自分の思いはイコールではないかもしれない。その量も重さも、きっとミツルの方がずっと格段に大きい。だが、二郎はミツルの想いを受け取ってくれる。そうして、精一杯返そうとしてくれる。その事実だけで今は十分だった。

　二郎が短く息を吐いて、緩く膝をくゆらせる。腹の中に収まったままの異物が気になるのだろう。どこかバツが悪そうな表情で、ミツルをじっと見上げてくる。

「ミツ、ル……」

「動いて欲しいんか？」

　ミツルの率直な問い掛けに、二郎は怒りもしなければ、羞恥に顔を隠すこともなかった。ミツルの首にゆっくりと両腕を絡めて、素直に頷いた。

「……なか、あつい……」

　淫靡な声と共に二郎の吐息が首筋に触れる。その瞬間、理性が焼け切れた。

　二郎の内腿を乱暴に掴んで、そのまま大きく押し広げる。そうして、奥でじっと燻ぶっていた熱を一気に先端近くまで引き抜いた。ずるりと内壁が擦れて、抵抗するように肉筒がぎゅっと締まる。それが眩暈がするぐらい気持ち良い。

「ふア……っ！」

　急激な衝撃に、二郎が咽喉を逸らして悲鳴を漏らす。その悲鳴をもう一言聞く前に、引き抜いた性器を奥へと叩き付けていた。きつく窄まった肉を割り裂いて、奥を抉るようにぶち込む。体内へと流し込んでいた精液がぶちゅんと中で音を立てるのが聞こえた。

「イ、あぁアッっ！」

　背中へと回された二郎の手の爪が布越しに背中へと突き立てられる。その微電流でも走ったかのような痛みすら今は心地よい。内腿を内出血しそうなぐらいきつく掴んだまま、何度も中を擦り上げる。柔らかく潤った肉にしゃぶられる感触を性器で味わって、視界では乱れる二郎の姿を楽しむ。

　二郎は口を大きく開いたまま、呼吸もまともに出来ずに、甲高い悲鳴を張り上げている。閉じられた目蓋の間からはとめどもなく涙が溢れて、シーツに染みを作っていた。だが、それと同時に、二郎の性器からも大量の先走りが溢れていた。先走りが飛び散って、スカートがべたべたに汚れているのが見える。

「二郎、奥抉ったろうか……？　奥グリグリされんの、好きやろう……っ？」

　荒く突き上げながら、耳元に囁いてやる。二郎はもう言われた言葉の意味も分からないのか、無我夢中な様子でこくこくと何度も頷いた。それを見て、ミツルは薄く笑った。馬鹿な二郎、なんて可愛くて可哀想な奴だ。

　性器を根元まで突き入れて、最奥を先端で乱暴に掻き回してやると、二郎が目を見開いて掠れた悲鳴を零した。

「や……ぁあぁぁぁ……！」

　背筋をぐっと反り返らせて、全身を強張らせる。浮き上がった背骨を指先でなぞりながら、更に性器をこれ以上ないほどに押し込んでやる。そのまま肉筒全体を広げるように大きく腰を左右に回すと、二郎の性器が弾けた。

「アぁッ、……ンーッ！」

　下腹と内腿がビクビクと痙攣して、性器から断続的に白濁が飛び散る。それと同時に内部がキツク締め付けられて、性器を包む肉が蠕動するのを感じた。ぐちゃりと絡み付いて、精液を搾り取ろうとする蠢きだ。

　堪えることも出来ず、ミツルも達した。腰を両手で掴んだまま、二郎の一番奥深くに精液を吐き出す。二度目にも関わらず、長い射精だった。吐き出しながらも、痙攣する二郎の体内をゆっくりと擦り上げてやる。出したばかりの精液を肉壁にすり込む様に動くと、二郎の踵が身悶えるようにシーツに皺を作った。

「ンっ……んぅ……」

　甘ったるい吐息を吐き出しながら、二郎の身体からくたりと力が抜けていく。すべてを二郎の体内に注ぎ込んだ後も、ミツルは性器を抜かなかった。荒い息に胸を上下させる二郎を見下ろして、ぐちゃぐちゃに濡れそぼった二郎の性器へと指先を這わす。硬度を失ってくにゃりと垂れた性器を人差し指で軽く持ち上げると、二郎が薄く目蓋を開いた。

「な、……に……？」

　不思議そうな二郎の目。既にこの行為が終わったと思い込んでいる、情事後の気だるげで甘い眼差しだ。その目を裏切ってやりたかった。精液でぬるぬると滑る性器をゆっくりと握り込んで、二郎の顔を覗き込む。

「まだ、足らん」

　二郎がぱちぱちと瞬いた後、驚愕に息を呑む。イヤだと叫びかける唇を無理やり唇で塞ぎながら、萎えた二郎の性器を上下に擦り始める。

　濡れそぼった二郎の性器がくちゃくちゃと水音を立てるのを聞いていると、二郎の体内に収めたままだった性器が膨張するのを感じた。じわじわと硬度と大きさが戻っていく。それを感じ取ったのか、二郎の顔がくちゃくちゃに歪んだ。唇を離すと、途端非難じみた叫び声を叩き付けられた。

「もぉ……無理やァ！」

「無理やない。お前のやって勃っとる」

　執拗に弄られた二郎の性器は、緩やかに硬度を取り戻していた。イキ過ぎたせいか、その表面には、張り詰めた血管が痛々しいぐらいに浮き上がっている。その血管を指先でなぞると、真っ赤になった性器の先端がピクピクと震えた。

「もっ、痛いィ……！　こんなぁ、……腹、パンパンで、……苦し……っ！」

　二回も大量の精液を注ぎ込まれ、弟のものを咥え込んだ二郎の腹は、かすかに膨れているようにも見えた。だが、それを見た瞬間、余計に嗜虐心を煽られた。

二郎が女だったら、こんな風に孕ましてやったのに。実の弟の子供を、無理にでも産ましてやったのに。そうしたら、もう二度とハジメにも二郎を触らせてやるものか。完全に、俺だけのものにしてやる。叶わぬ妄想だと分かりながらも、堪らなくなる。

　体内に挿し込んだ性器が完全に復活したのと同時に、二郎の膝裏を掴んで、強引に身体を反転させた。体内の性器がぐるりと回転するのに、二郎が素っ頓狂な悲鳴をあげる。

「ヒ、ぃ……ッ！」

　うつ伏せになった二郎の腰だけを高く持ち上げる。この格好だと、二郎の中に入っている自身がよく見えた。赤く充血した縁を自分の性器が限界まで広げている光景は、血が昇りそうなぐらい卑猥だ。

「後ろからやと、ほんま女犯しとるみたいやな……」

　スカートを履いた二郎の後ろ姿に、薄く笑いを零す。それを聞いた二郎がキッと肩越しに鋭い眼差しを向ける。

「……俺っは……おんな、やないっ……！」

「そんなん分かっとるわ。俺は、女やのうてお前抱きたいんやけぇ」

　腰を両手で固定したまま、ずるりと性器を引く。二度も出された精液によって、内部はずるずるに潤っていた。そのまま、ゆっくりと奥へと差し込むと、ぐちゅともくちゅともつかない音が繋がった部分から響いた。

「……んっ、ゥ……」

「お前ん中……すげぇ……」

　思わず感嘆の声が零れる。初めの頑なさが嘘のように、二郎の内部はミツルの性器を受け容れていた。引き抜くときは柔らかくキツク締め付けてきて、挿し込む時は奥深くまでずっぽりと呑み込んでくれる。まるでそこだけが別の生き物のようにぐにゅぐにゅと蠢き、ミツルの性器に絡み付いてくる。

「や、や……ァだ……」

　何度か緩やかに抜き差しを繰り返して、それから少しずつ律動を早くしていく。啜り泣いていた二郎が甘い嬌声をあげ始めるまでに、それほど時間は掛からなかった。

「あっ、あぁぅ……んぅヴ……っ！」

　突き上げる度に、ぶちゅんと音を立てて、繋がった部分から体内に収まり切らなかった精液が溢れ出してくる。それでも構わず律動していると、次第に精液が小さく泡立ち始めた。繋がった部分を中心に纏わりつく白いあぶくを見ていると、ふと馬鹿げた想像が頭を過ぎった。

「なんや……俺の、……泡立て器みたいやな……」

　独り言が零れて、その台詞の馬鹿馬鹿しさに笑いが零れた。くつくつと咽喉を笑いに震わせている時に、ふと気付いた。口の端から涎を垂らしながら、二郎は自分自身の性器を擦っていた。シーツに頬を押し付けたまま荒い息を零して自身を慰めている姿が、とてつもなく卑しくて愛らしい。

「二郎、自分で擦っとるんか？」

　二郎は、もうミツルの声が聞こえていないようだった。まるで発情期の犬のように、自分自身を慰めることで頭がいっぱいになっている。

「可愛ぇな二郎」

　涎を垂らす二郎の口角を舐め上げながら、先端で前立腺を何度か突き上げてやる。途端、電流でも走ったように二郎の身体がビクンと大きく跳ねた。

「ぁ、アぁー！」

　ガクガクと跳ねる身体を押さえつける様に、うなじに噛み付く。歯型が残るぐらい、血が滲むぐらい、きつく。まるっきり獣のようなセックスだと、自分自身で笑えた。

　そのまま、ぐちゃぐちゃに溶けた内部を思う存分蹂躙した。引き抜き、突き上げ、掻き回して、二郎の体内を滅茶苦茶に荒らし回る。そうして、もう二郎が悲鳴すらあげられなくなった頃に、ようやくミツルは三度目の射精をした。パンパンになった二郎の腹に、それでも精液を流し込む。

　二郎も、ミツルに続くようにして達した。だが二郎の場合は、精液はほとんど出なかった。壊れた噴水のように、ぴゅっぴゅっと二三度精液が散った程度で、吐き出し終わった瞬間に二郎の意識はなくなっていた。

　弛緩した二郎の体内から、萎えた性器を抜き出す。抜いた瞬間、二郎の体内から大量の精液がごぷりと溢れ出した。それを見た瞬間、ほの暗い欲望が自分の中からふつふつと湧き上がるのをミツルは感じた。







＊＊＊







　腕の中の身体が身じろぐ気配があった。薄く目蓋を開くと、二郎が布団の中からもぞもぞと這い出ている姿が見えた。壁に掛けられた時計の針は、午前七時を指している。二郎がこんな朝早く起きるなんて珍しい。遅刻魔の二郎が昼前に起きることなんて滅多に無いのに。

　するりと身体から離れていく体温が惜しくて、ベッドから出て行こうとする二郎の腕を掴んだ。二郎がベッドの縁に腰掛けたまま、吃驚したように目を瞬かせる。

「起きたんか？」

「どこ行くんや」

　ほとんど同時に問い掛けた。訝しむミツルの視線に、二郎の顔が困ったように歪む。言いあぐねるように、二郎が唇を二、三度はくはくと開閉させる。だが、結局誤魔化せるとは思わなかったのか、二郎はミツルから視線を逸らしまま、お父さんのとこ、とぽつりと呟いた。

　その答えに、ミツルは驚きもしなかったし、呆れもしなかった。なぜだか、今二郎が動くのなら行き先はあの男のもとしかないと確信があった。だが、その行動は予測できても、意図は把握できなかった。だから、訊ねた。

「何で、あんなクソジジイに会いに行くんや」

　二郎が眉根を寄せる。自分自身の行動の理由が理解できていないような、困惑の表情だった。

「わからん。でも、行った方がええ思うて」

「行って、どうするんや」

「それも……わからん。俺はどうしたいんやろうな」

　反対に聞き返される。二郎は途方に暮れたように視線を宙へと浮かべて、緩く首を左右に振った。小さく溜息を吐いてから、ミツルは上半身を起こして二郎と視線を合わせた。二郎の目は、昔と変わらず迷子の子供ように潤んでいる。

「どうしたいんかは、お前が考えるしかない」

「そうやろな。そう、そう分かっとるんや。俺は、お父さんを殴ったり詰ったりしたいんかな。俺を見捨てたことを責めたいんかな」

「お前はあの男を恨んどるんか？」

　ミツルの根本的な問い掛けに、二郎は一瞬言葉に詰まった。唇をかすかに震わせた後、下唇をぐっと噛み締めて、ゆっくりと、しかし深く頷いた。

「恨んどるよ。当たり前や。めちゃくちゃ殺してやりたいぐらい恨んどる」

　胸糞悪いというように二郎は吐き捨てた。そこには、確かな二郎の憎悪があった。だが、その直後に二郎の顔が泣き出しそうに崩れた。切なさに満ちた表情だ。

「やけど……」

　そこからは言葉にならなかった。二郎の目からぽつりと涙が零れた。頬を伝って、丸い粒が顎から滴り落ちる。くしゃりと顔を歪めた二郎は、嗚咽すら漏らさないままにシーツに涙のしみを広げた。

「二郎」

「お父さん、死ぬんやって」

　空気がひゅうっと抜けていくような声だった。

「何か酷い病気で、もう助からんって。今日飛行機乗ってどっか海外の病院に入院するんやって言うとった。僕もうすぐ死ぬから安心してね、って……――ふっ、ふざけとる。俺のこと馬鹿にしとるんや。どこのどいつが、人が死ぬから安心したりするんや」

　二郎の唇は、屈辱とも悲哀ともつかないものでわなわなと震えていた。自分と血が繋がった男に間近に迫った死を聞いても、ミツルは何とも思わなかった。心は凪のように穏やかで、それはＴＶのブラウン管越しに聞く他人の死とそう大差はなかった。

　だが、二郎は違った。眼球から流れる涙を不本意とでも言わんばかりに手のひらで乱暴に拭って、二郎は噛み付くように吐き出した。

「勝手に生んで、勝手に見捨てて、勝手に死ぬんや！　俺に一言も謝らずに！　俺のこと、何とも思わずに！」

　前のめりになって、二郎は涙の染み込んだシーツに向かって叫んだ。奥歯を噛み締めたまま、悔しそうに、ヴぅー、と獣のような唸り声をあげる。

「自分勝手で、卑怯で、最低なクズや。あんな奴、死んだって何とも思わん。俺は、あんなやつに傷付られたりなんかせん」

　恨み言を零しながら、二郎はぐずぐずと鼻を啜った。

「なら、何で泣くんや」

　ゆっくりと問い掛けると、二郎はくしゃくしゃな顔を、更に紙屑みたいにぐしゃぐしゃに歪めた。

「――俺に、許すこともさせんからや」

　俯いていた二郎がそっと顔をあげる。ミツルの顔を真っ直ぐ見て、それから泣いているのか笑っているのか分からない複雑な表情を滲ませた。無理やり吊り上げられた口角が哀れげに痙攣している。

「お前は、あの男を許せるんか？」

「わかんない。わかんないよ。だけど、どっかで答えを出しときたい」

「答え？」

「俺らとあの男に親子の情がないんなら、それはそれでええ。俺もそれで諦めがつく。だけど、もし欠片でも残っとるとしたら、俺はお父さんを許せる気がする」

　俺は、許したい。そう二郎は呟いて、涙が滲んだ目元を拭った。もう涙は溢れていない。

「やから一度ぐらいちゃんと聞いときたい。俺のこととか、家族のことを」

「一緒に行ったろうか？」

　心配げなミツルの表情を見て、二郎は一瞬縋り付くように指先を伸ばしかけた。だが、その指先は空中で頼りなく震えた後、シーツの上にぽとりと落ちた。二郎は、しばらくの沈黙の後、泣き笑うような表情を浮かべた。

「大丈夫、や。うん、大丈夫」

　自分に言い聞かせるような声音だと思った。掠れて泣き出しそうな声に、信憑性なんて欠片も感じられない。だが、ミツルは何も言わなかった。二郎の顔をじっと見詰めて、小さく頷いた。

「ひとりで大丈夫なんやな？」

「ひとりで大丈夫や」

　今度ははっきりとした声だった。二郎の瞳には、昨日ミツルに縋り付いてきたあの迷子の子供は残っていなかった。潤みながらも、決然とした光が宿っている。

　そうして、二郎は照れくさそうに笑ってこう言った。

「小学生やないんやけぇ、いつまでもお前らに頼っとるわけにもいかんけぇの」

　不意に、二郎を抱き締めたくなった。実際、衝動のまま抱き締めた。両腕で頭を掻き抱く。見えなくても、二郎が目を白黒させているのが分かる。

「な……なんや……っ！」

　問われても、返す言葉が思い浮かばなかった。ただただ、嬉しいだけで、その理由を言葉にする必要性すらミツルは感じなかった。

　昨日までよちよち歩きをしていた赤ん坊がひとりで立ち上がったのを見た時のような単純で純粋な喜びがあった。ぎゅうと二郎の背中を引き寄せて、その胸に額を押し当てる。

――二郎は、大丈夫だ。もう大丈夫だ。

　もう、兄弟に縋り付いて、寄り掛かって立っている子供ではない。二郎は、自分の足で今確かに立ち始めていた。

　抱き着いたまま黙り込んでしまったミツルに、二郎が手持ち無沙汰になったようにゆるゆると頭を撫でてくる。

「……心配かけて、ごめんなぁ……。いままで、ずっと、ありがとなぁ……」

　そう小さく呟く声が聞こえた。ミツルは、自分の目がかすかに潤み始めているのを感じた。










　空港へと向かった二郎を見送った後、今だ荒らされたままの部屋へと向かった。黙々と部屋の片付けをした後、下劣なコスプレ衣装が詰まったクローゼットの中を覗き込む。

　衣装の奥に隠れるようにして置かれていた写真立てを、ミツルは見つけた。写真が既に抜き取られてしまったのか、空っぽの写真立てが寂しく残っている。ミツルには、その写真立てに飾られていたものが何なのか分かる気がした。そうして、溜息が零れた。




　畜生、どいつもこいつも。愛してるなら素直に言えよ。











アンパンの羨み




「てめぇの代わりに、弟らをぶちのめしてやってもいいんだぞ。アンパン漬けにして、ホモ専用のヘルスにでも売っとばしてやろおかぁ」

　この一言がオレの転換期。魔王召還の呪文を唱えたことにも気付かず、オレはへらへらと目の前の優等生を眺めていた。

　その魔王の名前は、麻原一だ。数年後には、この人の後ろを金魚の糞のようについて歩くだなんて、その時のオレは考えてもいなかった。なぜなら、その時のオレは目の前の男が本気で大っ嫌いだったからだ。嫌いというよりも憎いに近かった。

　麻原一は、近所の進学校で氷の王子様と呼ばれている生徒だった（今思えば、この呼び名は高校生のセンスにしても酷すぎる）。全国模試でも常に十位以内をキープし続け、実家は地域の中でも飛び抜けた金持ち。その上、顔も女受けの良さそうな冷徹さを感じさせるイケメンだなんて、はっきり言って不細工な不良共にしてみれば存在自体が嫌味以外の何物でもなかった。

　せめて、オレら不良に怯える様子でも見せりゃ、こっちの溜飲も下がるってもんだが、麻原一は露骨にオレらを見下していた。別に「不良はクズだ」とか侮蔑の言葉を投げ掛けられたりしたわけじゃない。麻原一は、ひたすらオレらを無視し続けた。難癖をつけて絡みに行っても、麻原一は一言も声を発さず、ちらりともオレらを見なかった。ただ、ひたすら存在を黙殺された。

　真っ直ぐ伸びた背筋はオレらを拒絶するようで、迷いない足取りはオレらに構っている暇はないと言外に示すみたいで、それは馬鹿にされるよりもずっとオレのプライドを傷付けた。

　たぶん、その時のオレは誰でもいいから構って欲しかったんだと思う。ちょうどお袋と親父は離婚調停中で、絵に描いたような家庭崩壊がオレの背中にずどんと圧し掛かっていた。それから、親権争いって奴がオレの心をずたぼろに切り裂いていた。

　オレには双子の弟がいた。オレと同じ顔をしているくせに、オレとは違って最高に出来の良い弟だ。道端で百円玉を拾ったら交番に届けて、交差点でお年寄りを見たら極自然に手を差し出すような奴。良い子すぎて正直鼻につくところはあるが、大人受けは非常に良かった。同じ子宮と精子から生まれたとは思えない、オレとは雲泥の差の弟。

　お袋も親父も、弟の親権だけを欲しがった。双子の片割れのことは一言も口に出さなかった。まるで口に出したら、自分がこの重荷を背負わなくちゃいけないとばかりの徹底的な無視っぷりだった。

　今思うと、それはしょうがないことだってオレは達観することが出来る。お袋と親父の気持ちを分かってやることができる。誰がこんなアンパン（シンナー）中毒の不良の面倒を見たがる。警察に何度も呼び出されて、見知らぬ人間に頭を下げさせられて、そんなのが楽しい奴なんか一人もいるもんか。血が繋がってたって、邪魔なものは邪魔だ。オレだって、こんな厄介者を背負うのは絶対にごめんだ。

　だけど、その頃のオレは傷付いていた。教師からも親からも無視され、弟ばかりがもてはやされる。まるっきり自分が弟の影にでもなったみたいだった。誰からも見えない。誰からも必要とされない。くすぶり、腐り、オレは世界も何もかも滅茶苦茶にしたい衝動に駆られていた。

　そうして、完璧超人みたいな麻原一さえも、オレのことを無視するのだ。もう八つ当たりでもいいから、とにかく絡まずにはいられなかった。この男の目に、自分を映してやりたくてたまらなかった。










　まるっきりストーカーみたいに、放課後は麻原一に付きまとった。作りものじみた無表情を覗き込んで、ありとあらゆる暴言を吐き散らかした。それでも、麻原一は顔色一つ変えなかった。まるで歩く木を相手にしているような気分にすらなって、次第に積もっていく虚しさにオレは苛立ち始めていた。

　それと同時に不思議なことも起こっていた。オレと一緒に麻原一をからかっていた不良たちが一人二人と消えていっていた。一週間もする頃には、麻原一のもとに日参する不良はオレひとりになっていた。オレはそれを不思議には思いこそすれ、それが目の前の男が起こした現象だとは考えもしなかった。

　だけど、今なら分かる。麻原一は、一度叩き潰すと決めたものに対して一切の容赦をしない。それ以上に、兄弟のことを口に出した奴は徹底的なまでに粉砕する。

　それが分かったのは、あの言葉を口に出した直後だ。

「てめぇの弟、ミミズって呼ばれてんだってぇ？」

　今までピクリとも動かなかった鉄面皮の口元がかすかに引きつるのが見えた。麻原一の無表情を崩せたことに、オレは一瞬満足感すら覚えた。

「てめぇの代わりに、弟らをぶちのめしてやってもいいんだぞ。アンパン漬けにして、ホモ専用のヘルスにでも売っとばしてやろぉかぁ」

　挑発するようにその顔を覗き込む。だけど、次の瞬間オレは息を呑んだ。麻原一の顔色が紙のように真っ白になっていた。今まで何の色も映してなかった眼球に、確かな残虐の色が浮かび上がっていた。

　そうして、ボギッと鈍い音が鼓膜を打った。はじめは何の音か分からなかった。気付いたら自分の身体が地面に転がっていて、呆然と麻原一を見上げていた。

　右足が膝関節から奇妙な方向へと折れ曲がっていた。膝を横から思いっきり蹴り飛ばされたと気付いたのは、酷い痛みが全身に走り始めた時だ。

「ギャひぁ、あぁアアぁ!!」

　絶叫がノドを突く。顔を赤黒くして地面を転がり回るオレを麻原一はゴミクズのように見下ろしていた。麻原一はゆっくりと鞄を地面に置くと、それと同じぐらいの緩慢な動作で、オレのもう片方の足を折った。転がる身体を足裏で止めて、革靴の踵をオレの左膝頭へと叩き落とす。ラッコが腹の上に置いた貝を石で叩いているかのような、酷く冷静で自然な動きだった。決められたことを決められた時間にしているような正確な動作。

「ひぃ、ぎいいいいいいぃぃいいぃ!!」

　膝の皿が割れる音が体内で響いて、眼球の裏で痛みが花火のように弾けた。バチン、バチンと神経をぶつ切りされるような鮮烈な苦痛に脳味噌が支配される。

　涙と涎と鼻水が馬鹿みたいに溢れて、顔面をぐちゃぐちゃに濡らす。両足は既に肉体の一部ではなく、人形の足のようにぶら下がっているだけの肉の塊と化した。

　麻原一がチッと小さく舌打ちを零すのが聞こえた。

「……うるせぇな」

　優等生らしかぬ崩れた口調だった。麻原一は、自分の鞄から慣れた手つきでハサミに似た形の金属を取り出した。小学生の頃、図画工作の授業の時に使った覚えのあるペンチという工具だ。

　その持ち手部分を見た瞬間、オレは悲鳴を飲み込んで、あがあがとノドを恐怖に引きつらせた。ペンチの黄色い持ち手の部分に、赤黒い染みがべったりと貼り付いていた。それは見間違いようもなく血の跡だった。

「くっそ面倒臭ぇんやお前ら。コンプレックスの塊共がうじゃうじゃと鬱陶しく纏わり付きやがって。どいつもこいつも人を馬鹿にすんのに飽きたら、今度は家族に矛先向けるんか。畜生、うざってぇ、面倒くせぇ。でかい口ばっか聞きやがって、わざわざ喋れんようにしてやらんと静かになれねぇのか」

　ゆっくりとはっきり明確に麻原一は、自身の攻撃性を吐き出した。苛立たしげに顰められた眉と、眼鏡の奥でギラリと鈍く光る瞳は、紛れもない補食者のそれだった。

　そうして、恐怖に強張ったオレの身体の上に馬乗りになると、まずは両腕をバキンと音を立てて折った。両腕の次は、乱雑な手付きで歯をペンチで捻り抜かれた。最後は、耳元に呪詛を吐かれながら、髪の毛を一本残らず毟られた。

　オレはその時のことをあまり覚えてない。脳味噌が許容範囲以上の恐怖と痛みに、ほとんどシャットダウン状態になっていた。

　覚えているのは、脳味噌に刻まれた囁き声。

「俺の弟たちに指一本でも触れてみぃ。地獄の果てまで追いかけて、手前の喉笛噛み千切ったるけぇの」

　そうして、麻原一は歪に笑った。オレの血を顔に浴びて、凄惨で残虐な笑みを浮かべた。元々が整った顔立ちだからこそ、そのおぞましさは際立った。

　オレはその微笑みに、自分の中の何かが折れるのを感じた。怯え、恐れ、麻原一という存在に心からひれ伏していた。

　だけど、その一方で奇妙な感情が胸に湧き上がった。今まで築き上げてきた自分という存在を根底から叩き潰されるような強大な力に、オレは心酔していた。

　圧倒的な暴力は、潔かった。暴力は、嘘を付かない。誤魔化さない。言い訳を許さない。人間の本質を剥き出しにして、抉り出す。

　弟の影だと思っていた身体に血肉が通っていたことに、オレは今更ながらに気付いた。痛みと共に自分が生きていることを強烈に実感して、涙が溢れてきた。誰からも見えないものじゃない。オレは確かにオレという生き物として、今この世界で呼吸をしていた。

　その時、オレは今まで悩んできたことのちっぽけさを知った。弟の影だとか、親権争いだとか、無視されるだとか、そんなことは今この全身に満ちる痛みに比べたら大したことじゃない。そんなことを悩んだりしなくても、オレは生きていける。

　そう思った途端、オレは安堵に満たされた。それはもう幸福感に近かった。四肢の骨を砕かれ、歯を全部折られ、髪の毛を引き抜かれて、オレはたまらなく幸せだった。










　今でもこの話をすると、二郎さんとミツルさんは腹を抱えて笑う。マゾに目覚めたアンパン、とオレのことを指さす。

　正直それはそれで間違いじゃないと思う。声に出して話すと、オレ自身も自分の正気を疑ってしまうくらいだ。だけど、しょうがない。アンパン中毒でイカレてたとしても事実は変えられない。あれからハジメさんに心酔して、腰巾着になった現実も同じく変えられない。










　あの日から、二ヶ月入院した。オレを無視していたはずのお袋や親父が泣きながら病室に来た時は、さすがに目を剥いて驚いた。何でいっつも心配かけるの、と詰られながらオレは少しだけ目を潤ませた。

　髪と歯をすべて失って、オレの顔は一気に五十歳ぐらい老けてしまっていた。歯がなくなったせいか唇辺りに力が入らなくて、ふにゃふにゃと筋肉が弛んでいた。まるで浦島太郎にでもなった気分だ。

　もうオレと弟の顔は似ていなかった。弟がオレの顔を見て、肩を竦める。

「酷い顔になったね」

　まったくそうに違いない。嘘も気遣いもない正直な言葉に、オレは口元を緩ませて笑った。歯がなくなったせいか上手く笑えなくて、唇からはぷひゅるるると穴の空いた風船みたいな音が溢れた。それが面白くて、オレは更に笑った。心ももやもやが晴れたような爽快な気分だった。

「ねぇ、これからどうするつもり？」

　ぷひゅぷひゅ笑うオレを見て、呆れ顔な弟が問いかけてくる。喋れないし、腕も動かせないオレは、にやーっとただ笑い返してやった。

　魔王のところへ。そんなこと言ったら、この出来の良い弟はもっと呆れかえるんだろう。










「アンパン、ちょお上手くひっくり返せんー」

　呼び掛けに、はいはいと母親のように相槌を打ちながら駆け寄る。ホットプレートの上のお好み焼きをひっくり返そうと、二郎さんが悪戦苦闘していた。

「これ、でかく作りすぎなんすよ。お好み焼きは適度な大きさっつうのが大事なんすよー」

「そんなん知らんわ。でかい方がええに決まっとるやろうが」

　まるで子供のような言い分だ。拗ねたように口を尖らせる二郎さんを軽くなだめながら、ヘラを左右二枚ずつずらして重ねて、直径三十センチはありそうな巨大お好み焼きを一気にひっくり返す。端っこが少しよれたが、何とか裏返った。それを見て、二郎さんが「おぉー」と声をあげる。その横で、ミツルさんが「やるやんけアンパン」と感心したように頷いていた。

「これで裏側にも火が通ったら、お好みソース塗って、かつぶしと青のり振りかけて下さいね」

「マヨネーズは？」

「好きなだけかけていいっすよ」

　その一言に、二郎さんとミツルさんの目が輝く。最近気付いたが、この兄弟はマヨネーズが大好きなのだ。放っておいたら、お好み焼き一枚にチューブ半分使ってしまうぐらい。

「ミツルっ、マヨネーズの準備や！」

「お前に言われんでも分かっとるわボケ」

　二人揃って、ばたばたと足取り荒く冷蔵庫へと駆けていくのを眺める。弟たちのこういう無邪気なところがハジメさんも可愛いんだろうか。

　居間のソファに腰掛けて新聞を読んでいるハジメさんへと近付く。

「ハジメさん、お好み焼けるっすけど食べますか？」

　ハジメさんは眼鏡の奥の瞳を瞬かせてから、あぁ、と鈍い声で呟いた。そのまま冷蔵庫の前でわやわやともみ合っている弟たちを見ると、和んだように目を細めた。

　今日はずいぶん機嫌が良さそうだと思う。何年もの付き合いになると、ハジメさんの感情の機微ぐらいはある程度把握出来るようになってきた。

「磯川」

「はい？」

「二郎には言うなよ」

「何がっすか？」

「仮眠室」

　不意に話しかけられたかと思えば、最小限の単語でしか語られない。上手く理解が及ばず、はぁ、と曖昧な相槌が零れた。

「それって、仮眠室でハジメさんと二郎さんとエッチしてたってことっすか？」

　単刀直入に訊ねると、ハジメさんはオレに視線を向けないままに頷いた。

「二郎は恥ずかしがるけぇ言うな」

「んなの言わねぇっすよ。オレ、二郎さんに嫌われたくねぇっすもん」

「ならええ」

　簡潔に話は終わった。ハジメさんは物事を白黒付ければ、それでいいと思っている節がある。決して正しくはない考え方だ。だけど、オレはその極端な思考に憧れる。ハジメさんの圧倒的な強さは、その思考ゆえだと思う。大事にするものと打ち捨てるものを、きっぱり区別しているのだ。

「羨ましいっすね」

「何がや」

「二郎さんが」

　怪訝そうにハジメさんが眉を顰める。切れ長な瞳をじっと見つめる。あの十年前の悪魔のような眼差しとは違う。随分と優しい目になった。それはきっと二郎さんのおかげなんだろう。

　兄弟でセックスしていることに嫌悪はなかった。むしろ、オレは羨ましかった。自分のことを、そこまで愛してくれる人がいるのがとてつもなく羨ましい。この魔王のような人に愛されたかった。それは恋愛感情ではなくて、ただの行き過ぎた憧憬からの気持ちかもしれないけれども。

「羨ましいっす」

　もう一度繰り返す。ハジメさんが曖昧に口元を歪めた。それは苦笑にも嘲笑にも見えた。

　玄関のチャイムの音が聞こえる。マヨネーズのチューブを片手に鷲掴んだまま二郎さんが玄関へと駆けていく。

「アンパンー！　客ー！」

　その声に、足早に玄関へと向かう。そこに立っていたのはオレの出来の良い弟だ。

「は？　龍、何で来たん？」

「ちょっと虎、忘れたの？　従姉の結衣ちゃんの結婚のお祝い、今日一緒に買いに行くって約束してただろう？」

　龍介が肩を竦める。あぁ、そういえばそんな約束をしていたような気がする。ただ、オレの中で最優先事項は麻原兄弟との逢瀬なので、すっかり弟との約束なんか脳味噌から消えてしまっていた。

「あー、うっかりー」

「うっかりじゃないよ。結婚式来週なんだから、もう時間もないし、ほら買いに行くよ」

「でも、今お好み焼いとるから」

　有無を言わせず腕をひっつかむ龍介を横目に背後を見遣ると、二郎さんがきょとんと目を瞬かせていた。

「気にせんでええでアンパン。もうほとんど完成しとるやろ」

「でも、後片付けとかもあるっすからぁ」

「そんなんミツルがやりゃええんや。あいついっつも人任せでぐうたらしとるんやけぇ。ええから、一緒に行ったりぃや」

　遠くから「誰がぐうたらじゃボケ！」とミツルさんの怒鳴り声が聞こえてくる。うわ、すげぇ地獄耳。

　龍介が申し訳なさそうに軽く頭を下げる。

「すいません。いつもうちの虎夫がお世話になって」

「いやー、全然っすよ。俺らみんなアンパンのこと好きなんで。むしろ、あんがとございます」

　大きめの口を開いて、二郎さんがガハハといかにも馬鹿っぽい笑い声をあげる。何だかその笑い声に胸が熱くなった。

「俺も、二郎さんたちのこと好きっすよー」

　へらぁと顔を崩しながら言う。二郎さんも嬉しそうにへらへらと笑っている。二郎さんは顔立ちはめちゃくちゃ怖いくせに、こういうところはやたらと可愛い。その横で、龍介だけが顔をしかめていた。

「それじゃあ、お邪魔しました。ほら、虎行くよ」

　龍介に手を引かれて、助手席へと無理やり押し込まれる。玄関口で二郎さんが手を大きく振っている。手を振り返しながら叫ぶ。

「ホットプレートはちゃんと鉄板だけ取り外して洗って下さいねー！　外枠ごと洗ったらダメっすよー！」

「わかったー！」

　まるで母親と子供のやりとりのようだ。それを聞いて、龍介が呆れたように肩を竦めながら車を発進させた。慌ててシートベルトをつけて、不機嫌そうな龍介の横顔を横目で見遣る。

「なぁ……、もしかして怒ってんの？」

「当たり前じゃない」

「約束忘れて悪かったよ」

「そんなことで僕が怒ってると思ってるの？」

　更に火に油を注いだようだった。龍介が眦をつり上げて、突然急ブレーキをかける。勢いに身体がつんのめって、腕がダッシュボードにぶつかった。

「いでぇ！」

「虎の兄弟はいったい誰？」

「へぁ？」

　突拍子もない質問に口がぽかんと半開きになる。だけど、龍介は怖いぐらい真顔だ。

「そりゃ……お前だろ」

「だったら、僕のことを一番大事にしてよ！　赤の他人の兄弟を優先させたり、僕の目の前で好きとか言ったりしないでよ！」

　龍介の言葉は刺々しいのに、どこか縋り付く子供のような響きがあった。龍介は、悔しそうに下唇を噛みしめている。その様子を唖然と眺めながら、ぽつりと呟いた。

「龍、もしかして嫉妬してんの？」

「実の兄弟にないがしろにされて、嫉妬しないわけないでしょう！」

「へぇ……」

　何だか胸の内側がくすぐったかった。頬を緩めると、龍介に「何笑ってんのさ」と怒られた。

「龍って、俺のこと結構好きなわけ？」

「はぁ、今更？　家族なんだから好きに決まってんじゃん」

　迷いなく言い放たれた言葉に、俺はとうとう笑いだしてしまった。助手席に座ったまま、足をバタつかせて腹を抱えて笑う。

　何だ、羨ましがる必要なんかなかったのか。俺が欲しかったものはもう手元にあったのか。

　そう思いながら、拗ねたように唇を尖らせる弟の肩を軽く叩いた。

「なぁ、龍」

「何」

「オレのこと、入れ歯吹っ飛ぶぐらい殴ってくんね？」

　あの鮮烈な痛みが懐かしくて、試しに強請ってみる。龍介は気味悪そうに眉をしかめた後、一言こう吐き捨てた。

「この変態マゾ野郎！」

　また笑いが止まらなくなった。











あの子のはつ恋




　二郎さんが町に帰ってきた。

　塾に行く途中の道で、その背中を見つけた。老人と子供ばかりが溢れるこの町には珍しい、ピンと伸びた若々しい背筋だった。黒いＴシャツ越しに太い背骨が浮かび上がっているのが見える。

　元麻原邸の跡地前で、黒いバンに寄りかかるようにして佇んでいた男は、横を通り過ぎようとする僕に気付くと、にやっと快活な笑みを浮かべた。その悪ガキじみた笑顔に、懐かしい記憶がよみがえってくる。それは八年ぶりに見る姿だった。

「よぉ、ユーキ」

「二郎さん、久しぶり」

　驚き混じりに挨拶を返す。こうやって二郎さんと言葉を交わすのも久々だ。最後に会った時はまだ小学生だったのに、よく一目で僕だと分かったものだ。

「ほんま久しぶりやなぁ。元気やったか？」

「二郎さんこそ」

　犬の頭を撫でるような手付きで、二郎さんは僕の頭をくしゃくしゃと掻き乱した。久々の再会だという気負いや気まずさはまったく感じられない。まるで昨日会ったばかりというような気安さだ。少し荒れた指先が地肌に触れて、くすぐったさに少しだけ身体を捩る。

　二郎さんが僕の肩に掛けられたバッグを、物珍しそうに眺めた。中には参考書や問題集が詰められていて、パンパンに膨らんでいる。

「お前、どっか行くんか？」

「これから塾があるんです。来年受験生だから」

「へぇ、もしかして中学受験って奴か？」

「僕、もう十五歳だよ。中学じゃなくて高校受験」

　どうにも抜けた発言に、思わず苦笑が零れる。二郎さんは驚いたように目を見開いた後、ほーと感嘆の溜息を吐いた。

「もう高校生になるんか。すげーな、子供の成長って早いんやなぁ」

　どうやら僕の子供扱いを止める気はないらしい。初めて会った時からもう十年も経ったって言うのに、二郎さんの中では、まだ僕は押入の中で泣いていた子供のままなのだ。

「それより、二郎さんこそどうしたの？　もしかして、帰ってきたの？」

　帰ってきたという言葉に、二郎さんよりも、言った僕の方がひやりとした気持ちになった。

　そう、二郎さんたちは、八年前にこの町から出ていった。出ていったというよりかは、追い出されたといった方が正しいのかもしれない。町の人間が凶暴三兄弟をこの町から追放したのだ。










　八年前、二郎さんたちの父親、つまりはこの町を牛耳っていた支配者が病死したと聞いた。当然この町の人間は、凶暴三兄弟がその跡を継いで、新たな町の支配者になるとばかり思っていた。更に虐げられ、怯える日々が待っているとばかり思っていたのだ。

　だが、二郎さんたちはその権利を放棄した。父親の財産をすべて投げ捨ててしまったのだ。父親が持っていたすべての会社を手放し、株や土地を売り飛ばして、その金をすべて町へと渡してしまった。町の人間は、はじめは不審がり、次に今までの慰謝料のつもりかと吐き捨てたが、不愉快な面をしながらも貰った金はその腕へとしっかり抱き込んだ。

　二郎さんは、もう誰も殴らなかった。町の人間へと謝罪し続けた。家を回り、頭を下げ、地面に額を擦り付けた。だけど、誰も二郎さんを理解しなかった。二郎さんは、誰からも許されなかった。

　ただ、突然の豹変に怯えられ、相変わらず存在そのものを疎まれ続けた。そうして、とうとう町から出ていくように懇願されたのだ。

　二郎さんと僕は、あの事件からよく一緒に遊んだ。二郎さんは同級生と放課後遊ぶような気安さで、学校帰りの僕を誘った。今思うと、二郎さんには僕以外に遊ぶ相手がいなかったのかもしれない。だけど、僕も二郎さんと遊ぶのが好きだったし、時々は僕から二郎さんを遊びに誘ったりもした。

　二郎さんは、泥遊びもカードゲームも喜んで付き合ってくれた。目をキラキラさせて、わざわざ家から段ボールを持ってきて、河原を滑り降りたりもした。下手をしたら、僕よりも二郎さんの方がよっぽど楽しんでいたかもしれない。

　その日も一緒に遊んだ後だった。コンビニで買ったあんまんをパクついていた帰り道に、数人の大人に囲まれてこう言われたのだ。

『あんたがいるだけで、私たちはずっと怯えなければならない。誰も殴らないと誓われても、何百回謝られても、一度殴られた恐怖は一生消えない。あんたを見る度に、より痛みが激しくなる。だから、私たちの前から消えて欲しい。この町から出ていくのが、あんたができる一番の償いだ』

　その時の二郎さんの寂しげな顔を覚えている。二郎さんは、大人たちの言葉を黙って聞いていた。そうして、泣き出しそうな笑みをそっと浮かべて『はい、分かりました』とだけ答えたのだ。手に持ったあんまんは、とっくの昔に冷え切っていた。

　数日後、凶暴三兄弟はこの町から消えた。麻原家の豪邸はその後すぐ売家に出されたが、買い手がつかず数年後にクレーン車によって跡形もなく潰された。町の人間は、恐怖の象徴が消えたことに、皆ほっとしたように胸を撫で下ろした。










　あれから八年も経っているのに、二郎さんはまったく変わっていない。その顔も姿も、最後に見た時と同じだ。

　僕の失言を気にする様子もなく、二郎さんは寄りかかっていた黒いバンを軽く手のひらで叩いた。

「犬を渡しに来たんや」

「犬？」

「見るか？」

　後部の扉を開くと、中には栗色の毛並みをしたラブラドールレトリバーがちょこんと座っていた。利発そうな眼差しがじっと僕を見つめている。

「盲導犬のジュノや。俺が育てた中でも一番頭がええ子なんや」

　まるで我が子を褒めるかのように、二郎さんが嬉しそうに目を細める。

　そういえば、二郎さんは盲導犬の訓練師になっているんだった。二郎さんが訓練した犬の賢さや飼い主への従順さは、業界でも随分と有名になっているらしい。

　一度二郎さんが新聞に出ているのを読んだことがある。確か二郎さんが訓練した盲導犬が火事になった家から盲目の飼い主を救い出したという記事だった。周りを火に囲まれながらも、冷静に飼い主を外まで連れ出したということで、盲導犬や飼い主のみならず訓練師である二郎さんまで注目を浴びたのだ。

　その新聞の大半は、この町では読まれた端からゴミ箱へと投げ捨てられた。町の人間は、二郎さんの活躍を決して喜ばなかった。

　僕は公園のゴミ箱にぐちゃぐちゃに捨てられた新聞を拾い上げて、その記事を引き出しの奥に仕舞った。写真に写った二郎さんの腕には、あの子によく似たドーベルマンの子犬が抱かれていた。

「かわいい子だね」

「そうやろー。ジュノは文句なしで、ほんまどこに出しても恥ずかしくない娘なんや」

　二郎さんの顔がでれでれと溶ける。ジュノの頭を軽く撫でる。ジュノは気持ちよさそうに鼻を小さく鳴らしたが、必要以上に僕に甘えようとはしなかった。ちゃんと自分の役割をわきまえている子だ。自分が愛玩犬ではないことを理解している。

「そういえば、二郎さん一人？　ハジメさんとミツルさんは？」

　そういえば、いつも二郎さんの隣に寄り添うように立っていた姿がない。凶暴三兄弟の残りの二人だ。

　二郎さんは軽く肩を竦めて、首を左右に振った。

「なんや面倒くさいけぇ置いてきた」

「置いてきた？」

「あいつら過保護やから、町行くいうたらいちいち保護者みたいに着いてきそうやけぇ黙って来た」

「勝手に出てきて、二人とも怒らない？」

「俺、もう二十八やで？」

　拗ねたように二郎さんが唇を尖らせる。そういう子供っぽい仕草も昔と変わっていない。ハジメさんやミツルさんが過保護になるのも分かる。

「それにあいつらも仕事あるんやけぇ、こんなんでサボらせるわけにもいかんやろう」

「ハジメさんは病院開いたんだっけ？」

「よう知っとんな。兄貴はブラックジャック先生になっとるで」

「ブラックジャックじゃ無免許医になっちゃうよ……」

　あぁ、ほうか。と今更思い出したように二郎さんが頷く。無免許医のハジメさんなんて怖過ぎる。

「ミツルはミツルで、新米弁護士やっとるみたいやし」

「へぇ、ミツルさんは弁護士になったんだね」

「あの可愛い顔でバンバン毒吐くんやから強烈やわ。裁判官が可哀想や」

　二郎さんが気の毒そうに顔をしかめる。

「とーにかく、兄貴もミツルも忙しいんやから邪魔できんやろう。俺やって自分の仕事ぐらいちゃんと一人でできるわ」

「二郎さんは偉いね」

　何だか幼稚園児が一人でお使いに出ているかのような微笑ましさを感じる。二郎さんが複雑そうに眉を寄せて、和やかな笑みを浮かべる僕を見つめる。年下から偉いねと褒められたことに対して怒ればいいのか、それとも素直に喜べばいいのか逡巡している表情だ。

　結局二郎さんは何ともいえない表情を浮かべたまま、小さく「あんがと」と呟いた。

「それじゃ、ジュノを渡したらすぐ帰っちゃうの？」

「そうやな」

　呆気ないその返答に、僕は酷く遣る瀬ない気持ちになった。僕はガッカリしていた。久しぶりに二郎さんに会えたのに、たった数分程度話しただけで終わるだなんて寂しすぎる。

　僕が露骨に肩を落としたのに気付いたのか、二郎さんがそろりと僕の顔を覗き込んできた。

「お前、塾どっち方向？」

「……二郎さんはどっちに行くの？」

　二郎さんが団地方面を指さす。塾とは真反対の方向だ。だけど、僕は反射的に深く頷いた。

「じゃあ、そっち」

「そっち、ってお前なぁ……」

　明らかな嘘に、二郎さんが呆れ顔になる。だけど、その陳腐な嘘を撤回する気にはならなかった。とっくの昔に、塾に行く気なんてなくなっている。

　二郎さんはしばらく困り果てたように僕を眺めていたが、黙りこくった僕を見ると、とうとう諦めたかのようにぽつりと零した。

「……一緒に行く？」

　まるで思春期の中学生のような訊ね方だった。その一言に、僕は目を輝かせた。










　車からジュノを出すと、リードを首輪に繋いだ。目が覚めるような蛍光黄色の首輪だ。

　ジュノの歩き方は洗練されていた。二郎さんの横にピッタリと貼り付くようにして歩き、足取りを乱したり、周囲に気を取られたりすることもない。精密に訓練された動きだ。

　空き地が増えた町並みを眺めながら、二郎さんが感慨深そうに呟く。

「この町も、随分と人が少なくなったんやな」

　この数年で、町の人口はかなり減った。数年前隣の町に新幹線が通って、若い住人はみんなそちらへと移ってしまった。交通の便がよくなった隣町は栄えたが、この町は反比例するように次第に廃れていった。今は老人ばかりが残って衰退する一方だ。過疎化というものが急速にこの町を覆い尽くそうとしている。

「そうだね。みんなやっぱり都会の方がいいみたい」

「ほうかぁ」

　二郎さんは少し寂しそうに表情を曇らせた。その表情に、僕は不思議になる。この町の連中にあんな酷い扱いをされたというのに、二郎さんはどうしてこの町を行く末を憂いることができるのか。

　ジュノを連れて、僕と二郎さんは並んで歩いた。その十数分間の間に、僕らは互いの近況や最近放映されたばかりのアクション映画の話、塾の英語の先生の発音が酷いことなんかをのんびりと話した。それらは明日になったら忘れるような他愛もない話ばかりだった。

　その穏やかな話が突然の甲高い悲鳴で遮られた。錆びた鉄板の表面をノコギリで引っ掻いたような耳障りな悲鳴だった。

　団地の入口前で、パステルブルーのエプロンを身に着けた若い男が二郎さんを見てあんぐりと口を開いている。歳はそこそこ行ってそうだが、比較的可愛らしい顔立ちをした童顔の男だ。

　その悲鳴の合間に漏れた言葉を、たぶん二郎さんは聞いたと思う。その男は確かに「凶暴三兄弟」と言った。

　二郎さんは動かなかった。ぶるぶると震える男を、困ったような表情で眺めている。男は「ひっ、ひっ」と短い悲鳴を漏らすと、そのまま脱兎のごとく駆けて行ってしまった。

「……知り合い？」

　唐突な出現と逃げ足の早さに、思わず小声になって問いかける。二郎さんは男が消えていった方向へと視線を投げたまま、唇だけを小さく動かした。

「子ヤギのユキちゃん」

「子ヤギ？」

「俺が酷いことした奴」

　それ以上は聞かなかった。二郎さんは何事もなかったかのように歩き出したし、会話は市長のヅラ疑惑の噂へと戻った。

　僕は、二郎さんがこの町の人間にたくさん酷いことをしたことを知っている。母さんは、僕の目の前で殴られたし、買って貰ったばかりの僕の三輪車は、二郎さんの手によって折り曲げられた。その時の僕の目には、二郎さんはまるで悪魔のように映った。笑い声をあげながら、容赦なく他人を粉砕していく二郎さんは恐怖そのものだった。

　だけど、一度二郎さんという人間の本質に触れると、暴力的な一面の裏に、酷く子供っぽく純真な部分があることに気付いた。柔らかくて、脆くて、愛おしい。二郎さんは、丸っきり子犬のようだ。優しくすればするほど素直に懐いてくれる。僕は、こんなに可愛い人を他に知らない。

　自分が二郎さんに恋をしていた、と気付いたのは二郎さんが引っ越したずっと後だ。同級生の仲の良い女の子から告白された時に、一緒にいて楽しいから好き、と言われた。その瞬間、僕は自分が一緒にいて一番楽しい人を頭の中に思い浮かべた。それは二郎さんだった。

　僕は二郎さんと一緒にいた時が一番幸せだった。胸の辺りがぽかぽかして、何だかむず痒いような愛しい気持ちで満ちていた。だけど、気付いた瞬間、僕は失恋した。二郎さんは、もうこの町からいなくなっていた。

　その二郎さんが手を伸ばせば触れる距離にいる。僕の胸に、またむず痒いような温かな気持ちがこみ上げてくる。

「そういえば、二郎さんは今恋人はいるの？」

　不安とかすかな期待を抱きながら、会話の合間に何気ない口調で訊ねる。二郎さんは一瞬思い悩むように視線を宙へと浮かべた後、どこか釈然としない声で答えた。

「おる、んやろうな」

　その答えに、僕は心の中でガックリと肩を落とした。

「どんな人？」

「どんな、言うて……あんま性格は良くないなぁ……」

「性格悪いの？」

「悪いほどではないんやけど……うん、まぁ、良くはない」

「何で性格良くない人と付き合ってるの？」

　納得がいかずに問い掛けると、二郎さんは更に困り果てたように眉をハの字にへし曲げた。

「何で言われたら困るなぁ……。なんつぅか、俺のことを一番に考えてくれとるけぇ、大事にしてくれとんのが分かるけぇ、憎めんっつーか……」

「憎めないって、それって本当に好きなの？」

　二郎さんの煮え切らない言葉の数々に呆れてしまう。だけど、二郎さんはその問いかけにはハッキリとした答えを返した。

「好きやのは間違いない。うん、好きや」

　幸せに満ちた二郎さんの表情に、僕は一瞬言葉を失った。綻んだ口元に、細められた目は、目の前にいない相手を慈しむような穏やかさがあった。僕は二郎さんのこんな表情を見たことがない。

　だけど、次の瞬間、二郎さんの表情がギクリと強張った。二階建て民家の門柱の前に、見知らぬ男が立っていた。口元を大きなマスクで覆い隠した男は、二郎さんをじっと見据えている。二郎さんはどこかぎこちない足取りで、男へと近付いた。

「……井出さんですか？」

　二郎さんのたどたどしい問い掛けに、男は頷いた。

「盲導犬のジュノをお届けに来ました」

　二郎さんらしかぬ丁寧な口調で言う。男は尊大な仕草で顎をしゃくると、家の中へと入っていく。おそらく中に入れということなんだろう。

「……二郎さん、僕外で待ってようか？」

　さすがに何の関係もない僕が家に入るのははばかられた。だけど、二郎さんは首を左右に振った。

「一緒に入ってもらってもええか？」

「それは、いいけど」

　二郎さんの顔色が悪くなっている。二郎さんは堪えるように下唇を噛み締めて、家の中へと足を進めた。










　リビングのソファに男は座っていた。マスクは相変わらず外していない。机の上には、湯気を立てるお茶の湯呑みが三つ置かれていた。犬用の水飲み皿も、床に置かれている。

　二郎さんは「失礼します」と一言添えてから、ソファへと腰を下ろした。僕も二郎さんの横に座る。足を綺麗に拭かれたジュノは、フローリングの上にちょこんとお座りをしている。

　机の上に、二郎さんが胸元から取り出した名刺を置く。

「桃乃木訓練学校の訓練師を勤めてる麻原二郎です」

「知ってる」

　挨拶の言葉を、男はすげなく叩き落とした。マスクの下から、ざらついた声が聞こえる。男の目は二郎さんを見ていない。宙にぼんやりと浮かんでいる空虚な眼差しが不気味だ。

「犬を必要としてるのは甥っ子だ。今は出かけてる」

　上の空な様子で、男が淡々と呟く。それから、不意に二郎さんへと視線を向けると、ぐにゃりと目元を歪めた。

「俺のこと、覚えてるか？」

　不意に男が問い掛ける。二郎さんは一瞬の沈黙の後、深く頷いた。

「覚えてる」

「俺に何したかも？」

「覚えてる」

　男がふーっと大きく息を吐き出す。そうして、男は「蒸れて仕方ねぇ」と小さく吐き捨てると、口元を覆うマスクを剥ぎ取った。僕は一瞬息を飲んだ。

　男の左頬には大きな傷があった。唇の端から耳へ向かうようにして、口裂け男のような傷痕が刻まれている。皮膚が引き攣れた痕が頬の形まで醜く歪ませていた。

　男が二郎さんを見据えて問い掛けた。

「嬉しいか？」

　まるっきり小馬鹿にするような口調だ。

「俺の頬をビリビリに切り裂いてさ、お前はすっごく楽しそうだったよな。こんな風に十年経っても傷が残ってて、さぞ嬉しいだろう？」

　膝の上で拳を握り締めて、二郎さんは唇を戦慄かせた。

「悪かった」

「はぁ？　何言ってんの？　俺はお前に嬉しいかって聞いてんだよ」

「悪かった。申し訳ない」

「んなこと聞いてねぇっつってんだろうが！」

　机の上に置かれた湯呑みを鷲掴んだ男は、それを二郎さんへと向かって思いっきり投げ付けた。二郎さんは避けなかった。額がガツッと鈍い音を立てる。同時に中に入っていたお茶が二郎さんの顔に盛大にかかった。二郎さんは呻き声の一つも零さなかった。

「二郎さん……！」

　二郎さんの額からは薄っすらと血が滲んでいた。湯呑みに入っていたお茶のせいで、二郎さんの皮膚が赤ばんでいる。

　声をあげる僕を、二郎さんは手で制した。真っ直ぐ男を見据えたまま、ゆっくりと深く頭を下げる。二郎さんの髪の毛の先からお茶がぽたぽたと滴っていた。

「すみませんでした」

「謝ってすむ問題だと思ってんのかテメェ。お前が謝ったら俺の傷は治るのか？」

　男の嫌味に、二郎さんは口を噤んだ。そうして、目元を痛々しげに歪めて、二郎さんは首を左右にゆっくりと振った。男はハッと鼻で笑うと、声高々にこう続けた。

「お前につけられた傷のせいで俺は大学にも行けなかったし、就職も出来なかった。傷を見られるのが怖くて、この家を出るのすら躊躇うんだ。もうこの町からは一生出られない。全部この傷のせいだ。こんなクズみたいな人生を送るはめになったのは、全部全部テメェのせいだ！」

　つんざくような男の絶叫に、二郎さんは一瞬だけ肩を震わせた。だが、その場からは一歩も動こうとしない。男がキッチンへと大股で歩いて、何かを手に戻って来る。テーブルの上に置かれたのは魚をおろす時に使う小さな刺身包丁だ。蛍光灯に反射してギラリと光るその刀身に、僕はぶるりと大きく震えた。

「本当に俺に悪いと思ってるなら、お前もこれで口切れ。切って、俺と同じ思いを味合え」

　目を剥いた。一体この男は何を言ってるのかと思う。自分で自分の口を切れなんて正気の沙汰じゃない。男は、にたにたと笑いながら二郎さんの動向を眺めている。

　だけど、二郎さんは「分かった」と小さく返した後、何の躊躇いもなく刺身包丁を掴んだ。切っ先を顔面へと向けるのを見て、僕の身体はガチガチに固まって動かなくなる。

　ふと二郎さんが顔を上げる。男をまっすぐ見つめて問い掛けた。

「これであんたの気持ちは晴れるんか」

「あぁ、当たり前だ」

「ほうか。なら……よかったぁ」

　そう言って、二郎さんは心底嬉しげに微笑んだ。何かからとき放たれたような安堵の表情だった。それを見て、男の表情が引き攣った。頬の傷痕がピクピクと痙攣して、喉仏が大きく上下するのが見える。

　刺身包丁の刃が二郎さんの唇の端へと添えられる。まるで当たり前のことをしているかのような滑らかな動作だった。二郎さんの目に恐怖は見えない。

「二郎さんやめて！」

「やめろ！」

　僕の悲鳴と男の怒声は、ほとんど同時だった。包丁の切っ先を口へと突っ込んだまま、二郎さんが目をパチパチと瞬かせる。

「もう、いい」

　疲れ果てたように男が呟く。額を押さえたままソファに深く身体を埋めると、男は小刻みに首を左右に振って、また同じ言葉を繰り返した。

「もういい」

「でも、切っとらん」

「もういいっつってんだろうがッ！　犬置いてさっさと消えろ！　この家から今すぐ出ていけ！」

　男の猛烈な怒りように、二郎さんが狼狽したように刺身包丁を取り落とす。それを拾い上げて、僕はテーブルの上へと置いた。

「二郎さん行こう」

「でも、ジュノが……、ちゃんとパートナーとも会わせんと帰れん。物やないんや。そない無責任なこと……」

「分かってる。落ち着いて、また改めて来ればいい。今は駄目だよ」

　ジュノと男と交互に見ながら、露骨に慌てふためく二郎さんの腕を掴んで引っ張る。ジュノも一緒に連れて行こうと思ったが、僕らの横に座っていたはずのジュノは、いつの間にかうなだれる男の横にちょこんと寄り添っていた。ジュノは自分の役目を、ここにいる誰よりもよく理解している。

「あのっ井手さん……」

　二郎さんが声を上げる。

「ジュノはええ子やから。俺のことは嫌いやし、憎いと思うけど、ジュノは大事にしたって。頼むから。お願いやから」

　こんな時まで犬のことを一番心配するのが二郎さんらしかった。男がふっと視線をあげて、必死な二郎さんの様相を鼻で笑う。だけど、その瞳は悲しみで満ちている。

「ジュノを、お願いします」

　なおも足掻くように男へと頭を下げる二郎さんを、ずるずると家から引き摺り出す。男は、一度も僕らを見なかった。ただ、打ちひしがれたようにじっと俯いていた。

　だが、家の門柱から出た瞬間、突然茶色い塊がぶち撒けられた。それは二郎さんの頭部から上半身をしたたかに汚した。驚きで絶句していると、すぐ近くから高笑いが聞こえてきた。

「ハッ、きったないの！」

　悪意に満ち満ちた声だった。そこに居たのは、先ほど出会ったあの童顔の男だ。二郎さんが子ヤギのユキちゃんと呼んでいた男。空っぽのバケツを抱えているところを見ると、わざわざ二郎さんにぶっかけるために泥を集めたんだろう。

　泥まみれになった二郎さんは、それを払い落とすこともせず子ヤギのユキちゃんをぼんやりと眺めている。二郎さんは無表情だ。だけど、傷付いている。

「ミミズの大好物でしょ。地面這いずって舐め取ったらどう？」

　どうして、誰も彼もこんな残酷なことが言えるんだろう。込み上げてきた怒りに、地面に落ちた泥を鷲掴んで振りかぶる。途端、子ヤギのユキちゃんはキャアと女の子みたいな悲鳴をあげて逃げ出した。その背を追いかけようとすると、制止するように二郎さんの腕が伸ばされた。

「ユーキ、ええから」

「でも、こんなの……！」

「ええんよ」

　穏やかな声だった。それが余計に悲しかった。握り締めた泥を零して、二郎さんの髪の毛や服にこびり付いた泥を払い落とす。

「何で、みんな酷いことばっかり……」

　唇から悲哀とも呪詛ともつかない言葉が溢れる。二郎さんは、泥まみれのままふにゃりと頬を緩めた。

「ユーキは優しいなぁ」

　唇が引き攣る。思わず、馬鹿野郎と叫びそうになった。こんな他愛もないことに、心底嬉しそうに微笑むなんて、何て惨めな人なんだろうか。

「なんで……何も言い返さないの。確かに二郎さんは酷いことをしたかもしれない。だけど……、あんなのは酷過ぎる」

　口を切らせようとしたり、泥をぶち撒けたり。二郎さんは謝ったじゃないか。何度も何度も謝ったじゃないか。それなのに、どうして誰も許してくれない。どうして、延々と責め続ける。

「ユーキ、あいつらは酷くない」

「どうして、酷くないなんて言い切れるの。あの人たちは、二郎さんを言い訳にしてる。傷は整形で治せるのに、二郎さんからお金だって貰ってるくせに、あえて治さないんだ。自分の人生がうまく行かないのは、二郎さんのせいだって思い込んで、ただ責任転嫁してるだけじゃないか」

「そうかもしれんが、その理由を作ったのは俺や。やから、俺のせいやっていうのは間違いやない」

「自分の弱さの原因を他人になすり付けるのは卑怯だ」

　不意に、二郎さんの眼差しが尖った。怒気をはらんだ眼光が僕に突き刺さる。

「ユーキ勘違いすんな。俺は被害者やない。俺は加害者なんや」

　噛み付くように、二郎さんは吐き捨てた。そこには自虐心も自己愛も感じられなかった。ただ事実を突き付けているような苛烈さがあるだけだ。

「でも、あの人たちだって今は加害者だ。それなのに被害者面をしてる。二郎さんを傷つけて当然って顔をしてる」

「当然なんや。俺をそれだけのことをあいつらにしたんや。俺はあいつの頬を切り裂いたし、ユキちゃんの腹を蹴って顔面を踏みにじった。恨まれても、報復されても自業自得なんや。俺やって、俺の家族や大事な人が殴られたり、傷つけられたりしたら、何百回謝られても、絶対そいつのことを許さん。それこそあいつらと同じくらい、それ以上の報復したる」

「だからって、一生こんな風に二郎さんは責められなきゃいけないの？」

「そうや。殴った方は忘れても、殴られた方は一生痛いんやから」

　そう言って、二郎さんは苦々しい悔恨に口元を歪めた。僕は、無性に悲しかった。過去の過ちが永遠に彼をなぶり続けるのかと思うと、胸が引き千切れるような痛みを覚えた。

「そんなのは……不幸だよ」

　弱々しく呟く。二郎さんはかすかに表情を緩めると、ゆっくりと僕の頭を撫でた。

「ユーキ、俺にもあいつらにも加担したり、感情移入したらあかん。俺もあいつらも可哀想だとか酷いとか思ったりすんな。俺らのことは俺らだけで片付けんにゃあかんのんや。それが一生かかっても」

　二郎さんの口調は柔らかかった。だが、その声は決然としていた。一生償い続ける覚悟を決めた声だ。その途方もなく長く痛ましい贖罪の道のりを想像して、僕はかすかに涙ぐんだ。

「一生誰からも許されないとしても？」

　問いかけた声が情けなく掠れていた。二郎さんは一度唇を噤んで、それから不意に溶け入るような笑みを滲ませた。笑っているのか泣いているのか区別がつかない淡い表情だ。

「それでも、俺にはこれだけしかできんから」

　そうぽつりと呟いて、二郎さんは肩越しに振り返った。

　塀越しの窓から先ほどの男の姿が見える。ジュノを抱き締めて、男はほろほろと涙を零していた。ジュノが男の肩口に顎を乗せて、頬を淡く擦り寄せている。

　二郎さんはその様子をただ黙って見詰めた。それから、ぽつりと「ごめんなさい」と幼稚園児のようなたどたどしい声で呟いた。










「二郎さん、僕、外の高校受けるんだ」

　帰り道をゆっくりと辿りながら、僕は小さく呟いた。二郎さんは、小さなハンドタオルで身体にこびりついた泥をおざなりに拭いながら、「あ？」と鈍い返事を返した。乾き始めた泥がパラパラと二郎さんの皮膚から剥がれ落ちていく。

「この町から出るんか？」

「うん」

「ほうか、寂しいなぁ……」

　酷く切なげな声だった。それが僕には理解しがたかった。この町に害虫かのごとく疎まれながらも、二郎さんはこの町を愛することをやめない。その盲目的な愛は、不思議を通り越していっそ奇怪だった。

「二郎さんは憎まないの？」

「何がや」

「この町や、この町の人間全員」

　自分が思った以上に、陰惨な声音になった。僕は、憎み始めていた。狭量で卑怯で、許すことを知らないこの町を。この町に住む人間を。

　二郎さんの歩みが止まる。僕をまじまじと見つめる二郎さんは、まるで物を知らない子供のような無垢な表情をしている。泥に薄汚れた二郎さんの横顔を、オレンジ色の夕陽が照らしていた。

「ユーキは憎んどるんか？」

　問い掛けに無言を返した。二郎さんはそれで合点がいったようだった。眉根を寄せて、悲しげな表情で僕を見つめる。

「憎んだら憎まれる」

「こんな町からいくら憎まれたってかまわない」

「違う。町から憎まれるんじゃない。お前がお前自身を憎み始めるんや。誰かを憎むと、その憎しみは最終的に自分に向かう」

　最後は独り言みたいに二郎さんは呟いた。

「憎しみは腹ん中をどろどろに汚していくんや。内臓に泥みたいな膿が詰まって、体内から腐った臭いがし始める。初めは他人を憎んでたはずやのに、いつの間にか憎しみにまみれた自分が嫌いでたまらなくなる。殺してやりとうてたまらんくなる」

　それは二郎さんの実体験なのだろうか。二郎さんも自分を殺したいと思っていたのだろうか。二郎さんは一度唇を固く噤んだ後、不意に切なげに目を細めた。

「俺の友達が言っとった。他人を憎んで、殴ったり、隠れたりすると、もっと傷は深くなって、自分で自分を許せなくなるって。だから、目の前にいる人をただ許すんや。自分を許すために」

　二郎さんはゆっくりと首を傾げると、どこか弱々しい笑い声をあげた。

「俺は、俺を許すためにこの町を許し続けるんや」

　俺の方がずっと卑怯だし、自分勝手だし、最低や。そう二郎さんは続けて、それからしばらく黙り込んだ後、僕が何年間も胸の中に閉じこめていた言葉を不意に口に出した。

「ユーキも自分を憎んだりすんな。もう姫子のことを気にせんでええから」

　姫子、その名前に僕の心臓は大きく跳ねる。黒くしなやかな毛並みをした可愛いドーベルマン、二郎さんが愛してやまなかった愛犬、僕が殺した命。

　頭の奥で、過去の記憶がフラッシュバックする。黒い身体と一緒に河原と転げ落ちた。気付けば、傍らの黒い身体は冷たくなっていて、それが酷く悲しくて、涙が止まらなかったことを思い出す。

「何で、僕は姫子ちゃんのこと、何も言ってないよ」

「何も思ってないならええんや。ただ、お前がまだ姫子のこと気にして、俺に罪悪感感じたり、自分をどっかで責めとんなら、もうええって言いたかったんや」

「もうええ、って」

　唇がかすかに震える。そんな簡単に流せることじゃない。だって、僕は他愛のない子供のわがままであんな可愛い子を殺してしまったのだ。殺して、片足を千切って……そんな残酷な行為を、もうええ、の一言で流せるわけがないじゃないか。

「全然、よくないよ」

「ええんや」

「よくないってば！」

　最後はほとんど自棄になったみたいに喚いた。

「何がいいんだよ！　二郎さんは誰も殺してないけど、僕は殺したんだ！　あんなに可愛かった子を！　馬鹿みたいな理由で殺しちゃって、酷いことをして、それを謝ったぐらいで許されるわけじゃないじゃないか！」

　急速に体内から酸素が出ていってしまったみたいだ。肩で息をする僕を眺めて、二郎さんはその場に立ち尽くしていた。無表情だけど、酷く優しい目をしている。

「ユーキは、俺を恨んどるか？」

「……二郎さんを恨んでなんかない」

「なら……ユーキはとっくの昔に許されとるよ」

　姫子は優しい子やったからなぁ、とゆっくりと囁いて、二郎さんは口元に淡い笑みを滲ませた。その微笑みに僕は何も言えなくなる。愛情に満ちた表情だ。唇が戦慄いて、眼球に涙が滲む。

「僕のこと、許してくれる……？」

「とっくの昔に。お前が俺を許してくれたときに、俺も許しとるよ」

「……姫子ちゃんのこと、ごめんなさい」

「もうええって」

「ごめんなさい……」

　目尻に浮かんだ涙を拳で拭いながら謝罪を繰り返す僕を、困ったように二郎さんが見つめる。その自分の子供でも見るかのような慈愛に満ちた眼差しに心が突き刺される。

　頭の上に二郎さんの手のひらが乗せられる。くしゃりと髪の毛を掻き乱すように動く指先の感触が心地よい。

「ユーキ、ありがとな」

「え？」

「井手さん家に一緒に来てくれて。たぶん、ユーキがおらんかったら、俺あの人に死ねって言われとったと思うんや。死ねって言われて死ぬのは仕方ないんやけど、俺が死んだら泣く奴らがおるけぇ、死なんでよかった」

　ちっとも笑えないことを、二郎さんは照れくさそうな笑顔を浮かべて言う。

「泣く奴ら？」

　僕の問い掛けは、遠くから響いてきた犬の鳴き声に遮られた。視線を向けると、黒いワゴンの傍らで一匹のドーベルマンが二郎さんを見て嬉しげに吠えていた。姫子ちゃんによく似たしなやかな手足を持った犬だ。

　そうして、黒いワゴンにもたれ掛かって立っていたのは二郎さんの兄弟だ。ハジメさんとミツルさん。

　ハジメさんは、不機嫌そうな顔で煙草を吸っている。ハジメさんと距離をあけて立ったミツルさんはスーツ姿で、髪の毛は最後に見た時よりも少し短くなっていた。二人とも、その場から動くことなく二郎さんをじっと見つめている。きっと、二郎さんを迎えに来たんだろうと思う。

　二郎さんは、二人の姿に気付いても、なかなかその場から動かなかった。ただ、ゆっくりと息を零して、夕焼けに染まる彼らを見つめている。淡い呼吸音が空気をかすかに震わせる。

「なぁ、ユーキ。きっと単純で、優しいな」

「やさしいって、何が？」

「世界とか、人とか、自分とか」

――俺の傍にあるのは、優しいのばっかだよ。

　そう囁いて、二郎さんが駆け出す。自分を待つ人たちの元へと。鮮やかに沈みつつある夕日へと向かって。

　不意に、強く思った。その優しいものの一つに、僕は含まれているんだろうか。僕は、二郎さんに優しくできていたんだろうか。胸を突き上げるような想いが込み上げてくる。それは、涙を流す瞬間にも似た情動だった。

　この人にもっと優しくしたい。一生想いが届くことがなくても。報われることがなくても。そうして、いつか好きになる人に、この人以上の優しさをあげたいと、そう強く思った。











家政婦　瞳さんは見た！




　もしかして、あたしはものすごーくヤバい場面に遭遇してるんじゃないだろーか。

　扉の隙間から、ベッドの上でもつれ合う三つの人影が見える。見間違えようもなく、それはあたしがお世話をする麻原家の三兄弟の姿だ。冷血魔神のハジメくんに、毒舌かわいこちゃんのみっつん、それから凶暴暴君のじろたん。

　後ろをハジメくん、前をみっつんに挟まれたじろたんが四つん這いになったままうめき声をあげてる。

「ヴ、ぶ、ゥヴぅー！」

　声はくぐもって、何を言いたいんだかさっぱり分かんなかった。そりゃそっか。じろたんの口には、目一杯みっつんのちんこが突っ込まれていたんだから。咽喉の奥まで詰め込まれているのか、何度かえずくみたいに喉仏がビクビクと痙攣してるのが見える。あー、苦しそぉ。

　その上、じろたんのお尻にはハジメくんのちんこがズップリはまってるみたいだった。ハジメくんが腰を突き上げる度に、じろたんの背筋が大きく跳ねて、目からぽろぽろと涙が溢れてる。あー、辛そぉ。

　あたしは、ただなくしたネックレスを探しに来ただけなのになぁ。こんな家政婦は見た！　みたいな状況に遭遇したところで、口元にはっと手を当ててジャジャ・ジャジャ・ジャージャーンって火サスみたいな効果音なんてあげらんないよぉー。

　ぼやっと扉の前に突っ立ってたら、じろたんの咽喉を突き上げていたみっつんがあたしに気付いた。みっつんは一瞬ぱちぱちって瞬きをした後に、素早い手付きで傍にあったタオルでじろたんの目と耳を塞いだ。

「うぶ、ぅっ」

　じろたんが身体を捩って抵抗するのを、後頭部を掴んで更に咽喉の奥にチンコを突っ込んで押さえる。じろたんの背骨が大きく波打つのが見える。あー、可哀想。じろたん吐いちゃうよぉ。

　呻き声をあげるじろたんを見下ろして、みっつんは酷く楽しそうな顔をしてた。うわっ、サド野郎の顔だ。トルコ風呂で働いてた時に一度サド野郎に当たったことがあるけど、あたしの首絞めながらイった時のあいつの顔とそっくり。みっつん意地悪いなー。

　みっつんは、じろたんの頭を押さえつけたまま、あたしにひらりと手のひらを振ってくれた。とってもほがらかな顔してる。あたしもへらっと笑って、手を振り返した。

　その動作に、今度はハジメくんまであたしの方を向く。眼鏡の奥の瞳が冷たくあたしを見る。ハジメくんは、あたしのことが嫌いだ。それも嫌いの前に、大とか超絶とか、縊り殺したいぐらいとかが付くぐらい嫌い。あたしはそれをよぉーく知ってる。

　家政婦を始めたばかりの頃は、毎日殺されるんじゃないかって正直ビクビクしてた。口も聞かないし、目も合わせない。だけど、ビシバシと身体に突き刺さる殺したいって気持ちはよく伝わってきた。だから、何となくあたしは、ハジメくんはあたしの存在を認めることは一生ないんだろうなぁって思ってた。

　だけど、最近は何でだかハジメくんが優しくなった。挨拶する時に目を合わせてくれるし、コーヒーを注いだら無愛想だけどお礼を言ってくれる。たぶんハジメくんの中で何かが変わったんだと思う。あたしは、それを不思議だなーなんて思ってたけど、今何となく理由がわかった。あぁ、そういうことかぁ。

　じろたんの中からチンコ引き抜いてズボンを履いたハジメくんがこっちに近付いてくる。つぅか、ハジメくんもみっつんもチンコでかっ。うわぁ、あたしにも突っ込んでくれないかなぁ。でも、ダメだろうなぁ。

「……何か用か」

　声はセックスの余韻を残して掠れていた。普段はアップにしてる前髪が額に掛かっているのを片手でおざなりに掻き上げる。その仕草がそーぜつに色っぽい。

「ネックレス落としたみたいで探しに来たんですけどー」

　あぁ、とハジメくんが声を落とす。部屋の中へと戻ると、机の上に置かれていたネックレスを片手に戻って来てくれた。シンプルな蝶のモチーフがついたネックレスは、和男さんから誕生日にプレゼントされたあたしの宝物だ。

「あっ、それですそれー」

　両手を広げると、その上にネックレスを落とされる。

「もうええな」

　お役御免とばかりに扉を閉められそうになるのを、思わず片足を突っ込んで阻む。ハジメくんの顔が無表情ながらに少し不機嫌そうな色を滲ませたのを見て、あたしはちょっとマズイなーって思った。でも、欲望に正直があたしのモットーだから、自分の本心を偽ることはできない。

「……あのぉー」

「なんや」

「混ぜてくださ――」

「帰れ」

　言葉が途中で遮られる。刺々しい口調に、あたしはうっと言葉に詰まる。だけど、目の前の光景を見過ごすのはやっぱりもったいない。据え膳食わぬは女の恥ってやつじゃないかー。

「二本……うぅん、一本だけでもいいですからー」

「二本も一本も、あんたにくれてやるチンポはねぇよ」

　普段とはまったく違うハジメくんの崩れた口調に、背筋がぞくぞくっとする。うわぁ、この口調でガンガン攻められたい。だけど、ハジメくんが本気で苛付き始めてるのも分かるから、そろそろ引き際だなーっと思ったりもする。言い過ぎて半殺しとかされたら困るし。

　ハジメくんの後ろのベッドでは、みっつんがじろたんのお尻をガンガンに突き上げてた。腰を両手で鷲掴んで、めちゃくちゃに中を掻き回してる。その度に、繋がった部分からぐちゃぐちゃって水っぽいガムでも噛むみたいな音が響いてた。じろたんの唇からひっちゃかめっちゃかな悲鳴が溢れる。

「ヒッ、ぎ、……あ、ぐ……ぁっ……！」

　ほとんど断末魔みたいに思える声だけど、時々甘い鼻声が混じるのが聞こえる。じろたんの爪先が空中でピクピクと震えてるのがとっても可愛い。みっつんが楽しそうに乱れるじろたんを見下ろしてる。

「じろたん、いいなぁー。きもちよさそぉ」

「混ぜてやらんで」

　羨ましそうなあたしの声が聞こえたのか、みっつんがにやっと意地悪い笑顔を浮かべる。

「みんなしてあたしのこと仲間外れにするー」

「俺らは嫉妬深いんや」

「つまり、じろたんとセックスした瞬間に、あたし死ぬフラグですかぁ？」

　ハジメくんとみっつんが示し合わせたように口元に薄ら寒い笑顔を滲ませた。うわぁ、この人たち本気だよ。あたし、ほんとに山に埋められちゃうかも。

「……あ、ぁ？　なに……なに、しゃべっと……る、ん……？」

　薄っすらと会話が聞こえてきたのか、目も耳も塞がれたじろたんが譫言のように呟く。

　その瞬間、みっつんがじろたんの奥をガツンときつく突き上げた。じろたんの咽喉から甲高いしゃっくりみたいな声が零れる。

「誰もおらんで二郎。俺らだけや」

　聞こえているはずもないのに、ハジメくんが優しく囁く。それと同時にあたしに対して、しっしっと犬でも追い払うみたいに手のひらを動かす。

　ぶぅと頬を膨らませながら、あたしは扉の隙間に挟んでいた足を退けた。あーあ、仕方ないかぁ。ネックレス返して貰えただけめっけもんって思わなくっちゃ。

「もぉ、せめて今度からは口で言って下さいねー。こんなネックレス取りに来させて、見せびらかすとかなしにして下さいよぉ」

　見え見えの牽制に文句をたれる。たぶん、あたしが事あるごとにじろたんにセックスしよーセックスしよーって連発してるのがこの二人には気に食わなかったんだろうな。だからってネックレスを盗ってまで、セックス見せつけるとか悪趣味だよ。あたしが羨ましがるの分かってたくせに。

　ハジメくんとみっつんがまた薄笑いを浮かべる。あーもぉ、確信犯共めが。この家で素直なのはじろたんぐらいなもんだ。

　そりゃ、ずっとハジメくんとみっつんがじろたん狙ってたのは知ってたけどね。だって、露骨過ぎるもん。あたしに見せつけるみたいにじろたんにベタベタするし、夜中にじろたんのベッドに潜り込むし。高校生過ぎた兄弟が同じベッドで寝るなんて普通じゃないって、流石にバカのあたしだって気付く。

　でも、異常でも何でもお互い好きあってたら仕方ないとも思ってる。だって、人生に必要なのは快楽と愛のみだもの。それが満たされてる三人はとても幸せそうだった。

　きっとハジメくんが変わったのもこのおかげなんだろう。たった一人の大事な人から愛されたから、たくさんのものを許し始めることができたんだ。

　扉を閉める瞬間に、ハジメくんがじろたんにキスしてるのが見えた。やさしいキスだ。みっつんはじろたんの頬っぺたを撫でてる。やさしい手付きだ。どちらも愛情に満ちてる。










　家から出て庭を歩きながら、あたしはほんの少しのさみしさを覚えた。あの兄弟はもう三人だけで完成されていて、その中にあたしが入り込む余地はひとつもなかった。あたしだけじゃなくて他の誰も、誰一人として。

　不意に、好きな人がほしいなって思った。あんな風にキスをして、あんな風に頬っぺたを撫でて、あたしのことを独り占めしてくれる誰かがいてくれたら、きっと胸が張り裂けそうなぐらい嬉しくなっちゃうな。

　あたしはまだ見たこともないその人のことを考えながら軽やかなステップを踏んだ。
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